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　　　プロローグ







　天空が、暗くら闇やみの雲に覆おおわれている。

　雄大なる山脈を指差す切り立った断だん崖がいに、陰いん鬱うつな趣で古い洋館が建っていた。

　外壁には蔦つたが茂り、錆さびた門もん扉ぴから覗のぞく庭園は荒れ果て、建設当時はさぞや豪ごう奢しやであったろう邸てい宅たくも、いまや廃はい墟きよと見み紛まごうばかり。

　稲光が瞬またたき、門へと歩み寄る瘦そう軀くの人影を浮かび上がらせる。

　鼠ねずみ色のスーツを着用した白はく髪はつの男──加か賀が見みは口を真一文字に閉ざし、正面を見み据すえていた。

　彼を迎えたのは年若い侍じ女じよだった。

「お待ち申し上げておりました、加賀見博士」

　彼女は東洋人らしい童顔に眼鏡めがねをかけ、左耳からボルトのようなイヤリングを垂らしていた。不自然なほどに艶つやのある髪かみを結い上げてピンで止め、白いヘッドドレスを着けている。侍女服は黒い長袖そでワンピースに白いエプロンという、シンプルなものだ。

　やや目め尻じりが下がった瞳ひとみからは気弱そうな印象を受ける。

「悠ゆう里りと申します。当館におきましては、わたくしに用件をお申し付けくださいませ」

「博士にお目に掛かりたい」

　加か賀が見みは用件のみを端たん的てきに伝えた。

「はい、かしこまりました」

　悠里は双そう眸ぼうを弓なりに細め、丁てい寧ねいに一礼する。

「では、こちらへどうぞ──」




　洋館の中は、外部とは異なり清潔に保たれていた。

　おどろおどろしい荒廃した外見は、近隣住民が館やかたに近付くのを防止する、心理的な結けつ界かいの役割を果たしているのかもしれない。

　秘ひ匿とくされた個人研究施設としては、理想的な環境ではある。

（あるいは、単に悪趣味なだけか）

　館入口の大扉を抜け、加賀見が通されたのは広々とした大部屋エントランスだった。赤い絨じゆう毯たんが敷かれた部屋の奥に、二階と地下に続く回り階段があった。

「その……加賀見博士には、このままこちらでお待ちいただくようにと、ご主人様さまから仰おおせつかっております」

　悠里は加賀見の数歩前で振り返り、表情を曇らせて会え釈しやくした。

　職業意識が強いのか、主あるじの命めいとはいえ来客に対し大したもてなしもできないことを、不満に思っているようだ。

「お構いなく、寛くつろぎに来たわけではない」

　加賀見はかつんと靴くつを鳴らして立ち止まる。

「そうとも、わしが呼んだわけでなし、歓迎してやる道理などあるまいて」

　その声は地下へと続く階段から聞こえてきた。老人のような口調だが、張りのある美声である。

　杖つえをつき、ゆっくりと階段を登ってくるのは、第十研究室室長──『縫ほう合ごう義ぎ体たい』アレク・フランケンシュタイン博士。裾すその長い白衣を着用した、端たん正せいで甘い顔立ちの青年である。くすんだ色の金きん髪ぱつ、金縁ぶちの単眼鏡モノクルを嵌はめた垂れ気味の双そう眸ぼう、広い額ひたいが特徴的だ。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、御老体。研究を中断させて申し訳ない」

　加賀見は前に進み出て、低い声で年長者へ向けるような言葉を投げかけた。

　そう、このアレクという美青年は、見た目通りの年ねん齢れいではない。

　若々しい外見を保つ彼の実年齢は、とうに八十を超えているはずなのだ。

「ああ、半年ぶりじゃな加賀見。構わぬよ、十番目テンスの整備も終わって、いまは資料の整理をしておったところじゃて」

　アレクは階段を登り切り、加か賀が見みの正面で立ち止まる。

「『十番目テンス』。確か、人間の素体を使っていないという話ですが」

「然さ様よう、全体の約九割が無機部品で構成された人造人間アンドロイドじゃな。アプローチの手法こそ違うが、貴様の『六番目シクスス』と同様、ディフェクティヴ・ドールの正統なる発展系といえよう」

「それはそれは。是ぜ非ひとも拝見したいものですな」

　世せ辞じではなく、本心から加賀見は言った。

「ふふん──見たいかね？」

　アレクは唇くちびるの片側だけを歪ゆがませる。若い顔がん貌ぼうには不ふ釣つり合いな、老ろう獪かいな笑みだった。

「……？」

　意味ありげな老人の態度に、怪け訝げんなものを感じる加賀見。

「加賀見、貴様は『十番目テンス』にもう会っとるよ」

「ふむ、するとまさか……」

　加賀見はアレクの言葉を吟ぎん味みし、視線を隣に佇たたずむ侍じ女じよへと向けた。

「ぁ……はい、わたくしのことです」

　鋭い視線に晒さらされた悠ゆう里りは、おどおどと片手を胸に当てる。

　やはり彼女が、十番目のキリングドールであるらしい。

　機械仕掛けの人造人間──にはとても見えない。

　加賀見の知る他ほかのキリングドールたちよりも、むしろ人間味が強いくらいだ。

「なんと」

　加賀見の驚嘆を受け、アレクは呵か々かと大笑した。

　彼はおもむろに片手を銃じゆうの形にして、ぐりぐりと己おのが側頭部に押しつける。

「顔面は継つぎ接はぎだらけで、頭にボルトが刺さった醜みにくい怪かい物ぶつでも想像していたのじゃろう？　気持ちは分からんでもないが、映画ヴイクターと混同されては困る。……まあ、見た目はともかく、このユーリも、中身は似たようなものじゃがな」

「というと？」

　加賀見の問いに、アレクは得意げな目付きで悠里を見ることで応こたえた。

「ふふん。こやつの開発コンセプトは、ＬＴスフィアの身体強化機能を機械の義体ボデイに付与することでな──これがなかなかどうして上手うまくいった。スピードこそ劣るが、パワーとタフネスでは他のキリングドールどもを圧倒するじゃろうよ」

　ＬＴスフィアの身体強化機能に、人造人間のパワーとギミックが上乗せされた殺さつ戮りく兵器。

　少女の形をしたソレを自じ慢まんの玩具おもちやのように披ひ露ろうして、アレクは子供のように目を輝かせる。

「ほう」

　加賀見は改めて悠里の姿を検分した。ごく普通の──むしろ華きや奢しやな印象さえあるこの少女が、そのような圧倒的パワーを秘めた怪物であるという。実に興味深い素材である。

「そ……そんなにじっと見詰めないでくださいまし」

　加か賀が見みから遠えん慮りよのない視線を受けた悠ゆう里りは、もじもじと恥はじらって頰ほおを染める。プログラムによって模造エミユレートされているはずの羞しゆう恥ち。機械的に再現された偽いつわりの情動。しかしただそれだけのものであると切って捨てるには、彼女が恥じらう挙動はこの上なく真に迫っていた。

　そう、この機械仕掛けの侍じ女じよは、生なま身みの人間に極めて近い感情機能を持っているのだ。

（なるほど。確かに彼の研究課題は──そういうものでしたな）

　このあまりにも人間らしい機械人形の秘密もまた、アレクが『十番目のテンススフィア』を初めとするオーパーツに眠ねむっていたロストテクノロジーを解かい析せきし、開発した技術なのだろう。

　得心した加賀見の前で、悠里を見み据すえるアレクの視線が胡う乱ろんなものに変わった。

「ただ、こやつが怪かい物ぶつじみているのは義体ボデイの性能だけでなく、胃袋の方もでな」

　酷ひどく燃費が悪いのだと、忌いま々いましげにアレクは言った。

「胃袋……？　……食事を摂とるのですか、彼女は」

「おう──毎日毎日ピザだのケーキだの、次から次へとバクバクバクバク貪むさぼり喰うとるよ」

「……驚きですな、それは」

　加賀見の驚きよう愕がくも無理もあるまい。彼の全知識を持ってしても、人造人間でありながら胃袋を持ち、大量の食事を貪るという少女がどういう仕組みになっているのか、想像すら及ばない。

「酷い、ご主人様」

　悠里は目め尻じりに涙なみだを溜ためて俯うつむいた。

「わたくし、好きでたくさん食べてるわけじゃありませんっ」

「はん、それは初耳じゃ──わしの納得する理由があるなら言うてみい、ほれ」

「この身体からだを動かすのに、一日二万キロカロリーのエネルギーが必要なのはご主人様だって御存知でしょう？　だから、どうかはしたないだなんて思わないでくださいませ」

「貴き様さまは一日三万キロカロリー以上喰っとるわ、たわけが」

　アレクは冷たく言い放ち、悠里の額ひたいを杖つえで突いた。

「うっ……」

「今朝けさも、ピザのＬサイズを軽く五枚は平らげたじゃろう。正直、わしはそのうち貴様が太り過ぎで戦えなくなるんじゃなかろうかと心配でたまらん」

　侍女の身体の大部分は厚手の黒いワンピースで覆おおわれているため、細やかな体型までは窺うかがい知れない。一見したところでは、さほどふくよかという印象はないのだが。

　悠里は片手で額を押さえ、唇くちびるを尖とがらせ、涙混じりに訴える。

「だ、大丈夫ですっ。わたくしぽっちゃり系ですもん」

「ほう、可愛かわいく拗すねたつもりかデブ。ぽっちゃり系で許されるのは六十キロまでよ。──貴様、己おのれの体重を言ってみい。ほれ、言ってみい」

　主あるじの命めいに絶対服従である人造人間の侍女が、抵抗虚むなしく乙女おとめの秘密を自ら暴露する。

　俯うつむき、消え入りそうな声で、

「れ……〇・一八、くらい……でしょうか……？」

「単位を変えてごまかしても無む駄だじゃ。トンな、〇・一八トン。百八十キロ、成人デブ二人分」

「酷ひどっ⁉　なんでそんな、わたくしが傷つくように傷つくように言葉を選択するのですかご主人様！」

　騒ぐ二人を眇すがめ見て、加か賀が見みは深く嘆たん息そくした。

「──御老体。話を進めてもよろしいか」

「おっと、すまん。それで加賀見、今日はわしに何用かの」

　アレクは、まだぶつぶつ言っている悠ゆう里りを無視し振り向いた。加賀見は言う。

「日本へ赴おもむかれると伺うかがいました」

「その件か。まだ極秘だというのに相変わらず耳聡ざといのう、白髪しらが小こ僧ぞう」

　アレクは右手の杖つえで、左手の掌てのひらをパシンと叩たたく。

「先月日本で見つかった『遺跡』の発掘調査の担当が、このたびめでたく第三から我が第十研究室に移ったのでな。わしと──なによりこやつが行かねば始まるまいよ」

「あいたっ！　ひぃん……」

　頭を杖ではたかれて、悠里は泣きべそをかいて小さくなった。

　組織によって発見された『遺跡』は世界各地に点在し、その内部からは様々な未知の物質オーパーツが発掘される。

　適性のある素体の心臓部に埋うめ込むことによって、身体能力を飛躍的に向上させる機能を持つ『ＬＴスフィア』は、そんな未知の物質オーパーツの中でも特に重要視されるものであった。

「となると、月つき城しろ町の遺跡ですな」

　加賀見は細い双そう眸ぼうを僅わずかに開いた。

「何があったのですか」

　月城町の遺跡調査を担当していた第三研究室が──あれほどオーパーツの独占に固執していたハインツ・フレイが、他ほかの研究室の介かい入にゆうを認めるわけがない。

　何か、余程の理由がない限りは。

「三番目サードが破壊されたそうじゃ」

　アレクはさも面白そうに小さな哄こう笑しようを漏もらした。

「では、十二番目トウエルフスが」

　加賀見は呟つぶやく。三番目サードが破壊されたとすれば、組織の天敵である『彼女』の仕し業わざだろう。

「あの糞餓鬼ハインツの報告に虚きよ偽ぎがないのならば、三番目のサードスフィアはトゥエルフスに持ち去られたそうじゃ──が。無論鵜う吞のみにしたわけではない。なにしろハインツ・フレイはその一件を組織に報告後、姿を眩くらましておる。何を企んでおるのか分からん」

　第三研究室──メインとなる研究所の所在は組織に知られているが、加か賀が見みやアレクがそうであるように、ハインツもまた秘ひ匿とくされた個人研究所を持っている可能性は高い。

「あそこは殆ほとんど糞くそ餓が鬼きのワンマンじゃったからのう。機密を知っておる部下もおらんようじゃったし、そう簡単には見つかるまい」

「ふむ──すると件くだんの遺跡は『ハズレ』の可能性が高いでしょうな。あれほど熱心に新たなスフィアを欲していたドクター・フレイが、手を引いたのですから。スフィアは第三研究室によってもうすでに発掘されているか──あるいは『ない』と判断されたのでしょう」

　徒と労ろうになるやもしれませんぞ、と。

　加賀見はそれとなくアレクの意欲を削そいだ上で本題を切り出した。

「もしよろしければその仕事、こちらに回してはいただけませんか」

　その言を受けたアレクは、にやりと意地悪く笑んだ。

「ほう、それがわざわざこんなところまでやってきた理由か。だが断らせてもらおう。破壊された三番目サード、姿を眩くらましたハインツ・フレイ、三番目のサードスフィアを持ち去ったという十二番目トウエルフス、その反逆者を追う四番目フオース──これらすべてがかの遺跡周辺で起こったことじゃ。くくく、さて、そこにはいったい何があるんじゃろうかの。異常事態にはそれに相応ふさわしいだけの原因がある──わしにはどうも、そう思えてならん」

「どうでしょうな。そのような勘かんで動くのは非合理に思えますが」

　加賀見は視線を僅わずかに逸そらし、韜とう晦かいした。

「惚とぼけるでない。貴き様さま、今まで新たな遺跡の発掘には感心を示さんかったというに。徒労の可能性が高い今回に限って、どういう風の吹き回しじゃ？」

　アレクは目を眇すがめる。

「なぁ、加賀見──思うに貴様、何か知っておるのではないのかね」

「──別に何も。邪じや推すいは髪かみの寿じゆ命みようを縮めますぞ」

　加賀見の切れ味鋭い嫌いや味みを受けたアレクが、やや広すぎる額ひたいに手を当て狼ろう狽ばいする。

「き、貴様……何を言う、自分だって若白髪しらがの癖くせに」

「色より量の方が深刻です。それ以上生はえ際が後退すれば取り返しのつかぬ事になりましょう」

　アレクは歯を軋きしらせ、しかし反撃の言葉が思いつかぬ様子。

「ぐぐぐ……おい、ユーリ！　ユーリ！　わしの代わりに何か言い返せ！」

「は、はいっ⁉」

　アレクの隣で涙なみだを拭ぬぐっていた悠ゆう里りが顔を上げる。

「そのぅ、お言葉ですが加賀見博士。ご主人様の額が広いというのは誤解かと」

「ふむ、どういうことかね？　その概念を覆くつがえすには相当のインパクトが必要ですぞ」

　びし、と悠里はアレクの髪の毛を自信ありげに指差した。

「何故なぜなら、ご主人様の頭とう髪はつは偽物ウイツグです。キチンとこう言い直してくださいませ──」

　悠ゆう里りは深々とお辞じ儀ぎをしてタメを作り、痛つう恨こんの一言を放つ。

「──つるっパゲと」

　洋館の外で、特大の雷が轟とどろいた。

　稲光を額ひたいに反射させ、電球のように光を放つアレク。

　彼は極めてにこやかに笑みを浮かべ、侍じ女じよの肩かたに片手を置いた。

「貴き様さまの名前、たったいまからポンコツな」

「そ……そんなぁ……」







　　　第一章　銀色の転校生







　九く条じよう院いんアリスは金きん髪ぱつ碧へき眼がん、白はく皙せきの少女である。

　小柄な身体からだに金色の九尾ナインテール。吊つり目がちの、人形のように整った美び貌ぼう。

　高級住宅街に建つ瀟しよう洒しやな洋館に母と二人で住み、近きん隣りんの中学校に通っているお嬢じよう様さまだ。

　彼女は、普通の人間ではない。

　今から三年前──死に瀕ひんしたアリスは『組織』の研究者であった母の手によって胸に『ＬＴスフィア』と呼ばれる装置を埋まい設せつされ、蘇そ生せいした。

　結果、可か憐れんな少女の肢し体たいに超人的な力を宿すことになり、それからずっとその『力』を使わぬよう自ら封じ、普通の女の子として暮らしてきた。

　だが、静せい穏おんは唐とう突とつに破られることになる。十五歳さいの誕生日を間近に控えたある日、アリスの前に『三番目サード』と名乗る少女が現われたのだ。

　フェレス・Ｂ・フレイア。

　紫むらさき色のゴシックロリータを纏まとう彼女は、アリスを『十三番目サーテイーンス』と呼び、自らと同じ殺さつ戮りく兵器『キリングドール』であると言う。

　胸に埋うめ込まれた『十三番目のサーテイーンススフィア』を狙ねらうフェレスとの死闘の中で、秘められた力を発揮したアリスは、死の淵ふちまで追い込まれながらも、なんとか敵てきを撃げき破はすることができた。

　それが昨夜──十五歳さいになる誕生日のことだ。

　元通りの平へい穏おん、大切な日常を奪うばい返したアリス。

　しかし。

　少女の運命は、大団円ハツピーエンドを迎えることを、未いまだ許さない。




　朝。皇こう城じよう学院の夏服を着たアリスは、三年一組の教室、窓まど際ぎわ最さい後こう尾びの自席に座っていた。

　教壇では担任が、ホームルームを始めようとしている。それは、代わり映えのしない日常風景のはずだった。

「転校生を紹介する」

　ざわめく教室。担任の声を合図として扉が開き、銀ぎん髪ぱつの少女が姿を現わした。

　物音を立てずたおやかに、転校生が教壇へと歩いてくる。

「────」

　皆が息を吞のみ、教室全体が凍こおり付いたように静まりかえった。

　純白のワンピースを纏まとった彼女があまりにも綺き麗れいで──誰もがその姿に、陶とう然ぜんと目を奪われてしまったからだ。

　ウェーブのかかった長い銀髪、白はく磁じのように滑なめらかな肌はだ、切れ長の赤い瞳ひとみは清せい楚そな容姿に強く妖あやしい色気を加え、すらりとした長身は女性らしい柔やわらかな起伏に富んでいる。

　同じ美び貌ぼうという言葉で表わせるとしても、アリスとはまるで逆の雰囲気を持っている少女だ。

　転校生は教壇の横に足を揃そろえて立ち止まり、スカートを両手で摘つまんで一礼した。

　物語の主人公ヒロインは自分自身わたしであると強烈に自己主張する、絢けん爛らんたる登場シーンだった。

「…………」

　主人公ヒロインの存在感に魅み惑わくされていた生徒たちが現実を取り戻すや、静寂が破れ、盛大な歓声と拍手が巻き起こる。

　喧けん噪そうが落ち着くのを待ってから、転校生は誇こ張ちようでなく天使のように微笑ほほえんだ。

「ごきげんよう皆様。本日から、クラスのお仲間に加えさせていただくことになりました。まだ日本は不慣れですので、ご迷めい惑わくをお掛けすることもあるかと思いますが──どうかよろしくお願いいたしますわ」

　流りゆう麗れいなアルファベットで名前を板ばん書しよし、

「わたくしは──リリス・グラム」

　自己紹介の言葉を告げた。

（リリス・グラム……）

　アリスは不ふ機き嫌げんに目を眇すがめ、眉まゆを顰ひそめ、転校生の姿を凝ぎよう視しする。

（……なんですか、この感覚……！）

　胸に刺すような痛みを感じた。まるで心臓が警笛を鳴らしているように、どきどきと高鳴る。

　アリスは無意識のうちに、自身の『力』を封じている首のチョーカーに触ふれていた。

（どうしてでしょう。あの転校生を見ていると、妙みように……）

　正体不明の苛いら立だちにアリスはとまどう。

「では、中央の空席に座りたまえ」

「はい」

　担任に促うながされ、リリスと名乗った転校生は教室中央、空いていた三み月つきの隣りん席せきへと歩を進める。

　鬼おに百合ゆり三月。アリスの婚約者である彼は、少女のように可か憐れんな容姿を持つ黒くろ髪かみの少年だ。

「今日から、お隣となりですわね。よろしくお願いいたしますわ、三月さま」

「ぁ……う、うんっ」

　綺き麗れいな転校生から話しかけられた少年は、ぽっと顔を赤らめてしまう。

（っ……デレデレしてっ！　私というものがありながら……！）

　その様子を見たアリスは、嫉しつ妬との炎ほのおを燃え上がらせた。

　彼女──リリスを見ていると、苛立ちや怒りに混じって、奇き妙みような疼うずきのようなものを感じる。

　その正体は判然としないけれど、一つだけ確信していることがあった。

「……ふんっ」

　アリスは、この転校生とは絶対に仲良くできそうにない。




　一時間目の授業が終わると、生徒たちはさっそくリリスの周りに群がって、人ひと垣がきを作ってしまった。その最前列に立つのはやはり好奇心旺おう盛せいな女生徒たちだ。名家の子し息そく令れい嬢じようが集まる本校においても、それは変わらぬ法則であるらしかった。

　美び麗れいな転校生とお近づきになりたい男子生徒たちは、女子の結けつ界かいにつまはじきにされながらも、そわそわと人垣の外周でたむろっている。

　アリスは、教室の中心で繰り広げられるそんな光景を、最さい後こう尾びの席で頰ほお杖づえをついて眺めていた。気に入らない転校生のこととはいえ、決して興味がないわけではないので、整った耳じ朶だをぴくぴくとひくつかせて会話を拾っている。地じ獄ごく耳、ともいう。

「初めまして。リリスさんって呼んでもいい？」

「もちろんですわ。これからよろしくお願いしますわね」

　リリスが座る席を取り囲み、代わる代わる自己紹介をする生徒たち。美しい転校生はそのすべてに分け隔へだてない笑顔を振りまいて、一人一人丁てい寧ねいに対応している。

「ご出身はどちらなの？　日本ではないのかしら？」

「ええ、両親の都合で、北ほく欧おうからきましたの」

「そう……じゃあ、慣れない国で大変でしょうね。わたしたちにできることがあったら、遠えん慮りよなく言ってくださいね」

「ええ、ありがとうございます。そうさせていただきますわ」

　リリスは次々に質問を受けながらも、淀よどみなく答えている。まるで芸能人か何かのようだ。

「綺き麗れいな赤い目──カラーコンタクト？　どちらのメーカー？　ねえねえ──」

「ふふっ──まぁ、そんなに褒ほめられると、わたくし照れてしまいますわ」

　答えにくい質問だったのか、これはさらりとかわしてみせる。矢や継つぎ早に繰り出される質問をさばく様子は実に堂に入っていて、令れい嬢じようとして非の打ち所がない姿といえた。

（ふん……まあまあじゃないですか、あの女）

　アリスとしても、リリスの振る舞いの完かん璧ぺきさは認めるしかない。

「ま……この私には敵かないませんけれど」

　見み下くだすように目を眇すがめ、椅い子すにふんぞり返る。典型的な性しよう悪わるお嬢じよう様さまの態度であった。

　きさくに談笑しているリリスとは対極ともいえる姿である。

　そのとき、

「いやあ、大した人気だな、ありゃあ」

　黒くろ髪かみ矮わい軀くの少年──桐きり山やま誠人まことが、空いているアリスの隣となりに腰こし掛けて、両腕うでを枕まくらにするようにして背を凭もたれさせた。鋭い三さん白ぱく眼がんが特徴の彼は、見た目に反する優等生であり、クラスでは委員長を務めている。

「ああ、まったくだ」

　誠人に続いて現われたのは、宮みや田た怜れい奈な。栗くり色のセミロングヘアを持つ、モデルのように背の高い女生徒だ。半目がちの瞳ひとみは、常に眠ねむそう。彼女は長机を挟はさんで向かい側、誠人の前に立ちアリスを見下ろした。

「ふふ。九く条じよう院いんさん、これは校内でわたしに次ぐ美少女である君の立場も、危うくなってきたのでは？」

「まったく問題ありませんね。私よりも魅み力りよく的な女なんて、この世界中をくまなく探しても一人として存在しませんから。というか怜奈さん、さりげなく私の上に自分を置かないでくださいよ。非モテのくせに」

「──ほほう……非モテと申したか」

　怜奈はおもむろに誠人の方を向く。

「こんなことを言っているが、どう思う？」という顔で、訴えるような眼まな差ざしを送る。

　誠人は、アリスと怜奈を見比べてから言った。

「おまえら二人とも、見てくれはともかく、性格に修正不可能なでかい問題があるよな。でもまあ俺おれは──」

「ほう……」

「へえ……」

　性格にでかい問題があるらしい二人は、アイコンタクトで意思疎そ通つうを図るや、誠人まことの両りよう頰ほおを片方ずつ摘つまんで引っ張った。彼は何か言いかけていたようだったが、問答無用である。

「こんな美少女二人を捕つかまえて非モテ扱いするとは、見る目がないと思わないか、九く条じよう院いんさん」

「そうですね。私を怜れい奈なさんと一緒にするなんて、ありえません」

　アリスは無感情に言い捨て、誠人の頰をさらに強く捻ひねった。

「痛えよ、離せって」

　ようやく解放された頰を手でさすりさすり、誠人は不ふ機き嫌げんに言う。

「ったく。こっちが最後まで喋しやべる前に手が出るんだなおまえらは……そういうところが男を遠ざけるんだよ。もうちょっと落ち着けよ、ああホラ……あんな感じにな」

　文句を言いつつ彼は前を指差した。そこには『十じつ戒かい』のごとく割れた人ひと垣がきから、こちらに向かって優ゆう雅がに歩み寄ってくる、リリス・グラムの姿があった。

　彼女は一通り自己紹介を終えて、残っているのはアリスたち三人だけのようだ。

「ごきげんよう。お話中、失礼いたしますわ」

　まず最初にリリスに応対したのは、誠人だった。

「ああ、構わないぜ。俺おれは桐きり山やま誠人、このクラスで委員長をやっている。桐山でも誠人でも委員長でも、好きに呼んでくれていい。何か分からないことがあったら、俺に言ってくれ」

「はい。分かりましたわ、委員長さん。ではわたくしのことも、好きにお呼びになってください。どうか、これからよろしくお願いいたしますわね」

「お、おう……こちらこそ、な」

　輝くような笑顔で会え釈しやくするリリスに、さすがの誠人も頰を赤らめてしまう。そんな彼の視界を塞ふさぐようにして、鷹おう揚ように腕うでを組んだ怜奈が、大だい魔ま神じんのごとく転校生の前に聳そびえ立つ。

「わたしは宮みや田た怜奈という。よろしく頼む、リリスさん」

　男らしく簡潔な自己紹介だった。ちなみに彼女は男子も含め、中等部で一番背が高い。

　そんな巨人族に怯ひるむことなく、リリスは応じる。

「はい、よろしくお願いいたしますわ。怜奈さん」

「……うん。ところでリリスさん、一つ気になったことがあるんだが、聞いてもいいだろうか」

「あら、なんですの？」

「君はわたしを含め、他ほかのクラスメイトのことを『さん』付けで呼ぶようだが」

「ええ……それが、どうかしまして？」

「ああ──つまり」

　不思議そうな顔になったリリスの前で、怜奈はいまだ転校生の姿に注目している人垣の中から三み月つきを選び、ビシリと指差した。まるで名探たん偵ていのように。

「え……僕？」

　指された犯人ならぬ三月は、自分の顔に人差し指を向けて疑問符を脳天に浮かべる。

　怜れい奈なは戸と惑まどう少年にコクリと一度頷うなずいてから、リリスに向き直り、言った。

「リリスさん、何故なぜ君は──鬼おに百合ゆり君のことだけ『さま』扱いなんだ？」

　瞬間、教室内の視線がすべて三月とリリスに集中する。無論アリスも、

（ふうん──？　どういうことですか……）

　冷え冷えとした視線で彼を突き刺した。

「え？　……えっ？」

　教室中の視線に晒さらされた三月は、哀あわれ意味も分からず混乱している。

　そういえば──どうして──密ひそやかに囁ささやかれる声。

　その中で、リリスがおもむろに口を開いた。

「あら──そんなことですの」

　軽い口調で紡つむがれる美声。教室は静まり返り、クラス全体が傾聴の姿勢になっている。

「実はわたくし、三月さまのことは転校してくる前から存じておりましたの。その……以前お見かけしたことがありまして。話したことは……なかったのですけれど」

　そこでリリスはうっとりと頰ほおを染め、しばし三月をじっと見詰めた。熱い眼まな差ざしを送られた少年はしかし、きょとんと瞳ひとみを大きくして、よく分かっていない様子。

　そして銀ぎん髪ぱつの少女は、決定的な言葉を放った。

「素す敵てきな御お方かただな……と、思っていましたの……こうして一緒のクラスになれるなんて……嬉うれしいですわ……まるで奇き蹟せきのよう……」

　愛の告白同然の発言に、きゃああああ！　という黄色い嬌きよう声せいが湧わき上がった。舞い上がる女生徒たち、三月に羨せん望ぼうと嫉しつ妬との視線を送る男子生徒たち。とうの三月は混乱混じりの微笑で頰を染めているが、これは美人の転校生に褒ほめられたから照れているだけであって、多分リリスの意図を半分も理解していない。

「三月さま」

　リリスが声を紡ぐや、喧けん噪そうがぴたりと止まる。転校初日だというのに、凄すさまじい影響力だ。

「う、うん……なに？」

「もし、ご迷めい惑わくでなかったら……これからわたくしと、仲良くしてくださいますか？」

　祈いのるような仕し草ぐさで、彼女は願った。

　三月は銀髪の少女と見つめ合い、にっこりと笑む。

「もちろん。こちらこそよろしくね、リリス」

　彼の笑顔は春の日差しのように、ほんわかとした雰囲気を作り出す。それが教室にも伝でん播ぱして、皆は微笑ほほえましい童話を読み終えた直後のような、温かな空気に包まれた。

　だが、忘れるなかれ。

　教室内で唯一、先ほどから一言も喋しやべらず、絶対零れい度どの凍とう気きを纏まとう人物がいる。

「…………ふん」

　アリスだ。

「ねぇ……リリス、さん」

　アリスの席から、地じ獄ごくの底から響いてくるような冷淡な声が発せられるや、教室は粘ねん性せいのある不気味な沈黙に包まれた。アリスという少女の『性質』と、いましも転校生と温かなラブストーリーを展開しつつあった三み月つきの立場を思い出した生徒たちは、残らず額ひたいに冷や汗を浮かべている。

「あら？　貴女あなたは……ごめんなさいね、次は貴女とお話をする番でしたのに。放って置いてしまって」

　リリスは氷の無表情を浮かべるアリスに向かって、微笑して詫わびた。

「構いません、そんなことよりも、貴女──」

「ええ、なにかしら」

「残念ながらその三月くんは、この私の──九く条じよう院いんアリスの婚約者なんです」

　アリスは座ったまま転校生を仰あおぎ見て、ふっと冷笑を投げかける。

「あら、まあ……そうだったんですの。初耳ですわ……」

　口元に手を添えて、目を丸くしたリリス。

　アリスは嘲ちよう弄ろうするような口調で続ける。

「はい、そうだったんですよ。ですから──分かりますよ、ねぇ？」

　貴女、この私の所有物に断りなく触さわらないでくださいよ。銃殺されたいんですか？　──解説すると、つまりこういう意味だ。

「なあ九条院さん。自覚してないようだから言っておくが、いまの君はとても悪者っぽいぞ」

「怜れい奈なさん、ちょっと黙っててください」

　ぴしゃりと怜奈を制したアリスは、じっとリリスの特徴的な赤い目を見詰めた。

　なんとか言ったらどうですか、という視線。泣かしてやるくらいの気合いで放ったそれを、しかし転校生はまるで動じずに受け流した。

「アリスさん……でしたかしら。婚約者だなんて、素す敵てきですわね。羨うらやましいわ。でも……それってあくまでお二人のご両親同士が決めた約束でしょう。……違いまして？」

「……なにが言いたいんですか？　貴女」

　対たい峙じする少女たちは、揃そろって笑顔だ。なのに空気はぴりぴりと張りつめている。

「さぁ……なにかしら。ふふ、貴女とは気が合いそうな予感がしますの……よろしくお願いいたしますわね、アリスさん」

　さらりと韜とう晦かいしたリリスは、こちらに向かって握手を求め、すっと右手を差し出した。

「…………」

　唇くちびるに嘲ちよう笑しようを乗せるアリスもまた右手を差し延べ、握り返そうとして、




　──触ふれ合った手の辺りで、金と銀の火花が散った。




「きゃっ」

　小さな悲鳴はアリスのものだ。

「……！」

　ぱっと手を離したリリスは表情を一瞬だけ緊張させ、またすぐに笑顔に戻る。

「まぁ、いやな静電気でしたわね？　……大丈夫ですの？」

　いま、二人の手が激しく反発したように感じたのだが……。

（まさか……ですよね）

　偶然と判断したアリスは、気を取り直して再び顔に嘲あざけりを浮かべた。

「ええ、問題ありません。それよりも……これから楽しくなりそうですね、リリスさん」

　よろしくなんて、してやるつもりはなかった。




　　　　　　†




　翌日の朝。アリスは登校路の坂道を歩いていた。

　七月も半ば、夏は最盛期に差し掛かりつつある。

　皇こう城じよう学院の夏休みは、八月一日から三十一日までの一ヶ月間。普通の学校よりも始まるのが遅く、やや短い。一年をきっかり十二で区切って管理するという、本校独特のシステムだ。

　生徒たちにとってこれからの半月は、長期休暇の予定を決める重要な期間であるといえよう。

　もちろん休みの前には中間試験があるわけだが、普段から予習を欠かしていないアリスにとっては、特に問題とするべきことでもなかった。

　それよりも、

（はぁ……結局昨日きのうは、ほとんど三み月つきくんと話せませんでした……）

　件の事件が終わってから、三月とアリスはどうにも、ぎこちない雰囲気なのだ。

　今までこんなこと、なかったのに、ずっと幼い頃から一緒にいる気安い仲だったはずなのに──昨日の朝は、目を合わせただけで緊張して身体からだが固まってしまうほどだった。

　傍そばにいるだけで、妙みように意識してしまうのだ。

　それからずっと、胸が切なく締め付けられるようで、憂ゆう鬱うつだった。

　この感情がなんなのか、年若い少女にはまだはっきりと分からなかったから。

　……問題がそれだけならば、時の流れがいずれ解決してくれていたかもしれない。

　だが……

（三み月つきくんったら、あんな転校生にデレデレして……私というものがありながら……）

　アリスは『あの女』の銀色に光り輝くような美び貌ぼうを思い出してしまい──下した唇くちびるを押し上げて、とても不ふ機き嫌げんそうな顔になった。顎あごには可愛かわいらしい梅干しができている。

「おはようございますっ、先せん輩ぱい！」

　はつらつとした声が聞こえてきたのは、クラスメイトとの待ち合わせに使っている交差点に差し掛かったときだ。

「あら、貴女あなたは……」

　アリスは立ち止まり、嫌いやな思考を一いつ旦たん中断して、声の方に向き直る。

　赤いリボンを揺らし、大きな瞳ひとみでこちらを見上げてくるのは、見覚えのある下級生だった。

「皇こう城じよう瞑めいです、先輩」

　はきはきと名乗る女子生徒は、愛あい玩がん用の小動物めいた雰囲気がする。

「ええ、もちろん覚えていますよ。おはようございます、瞑さん」

「えへへ……」

　アリスに微笑ほほえみかけられて、瞑は照れたようにはにかむ。

「あのう、先輩」

「はい、なんですか？」

「もしご迷めい惑わくでなければ、一緒に登校してもよろしいでしょうか……？」

　上うわ目め遣づかいに見詰めてくる。

　可愛らしい懇こん願がんを断る理由はない。アリスは頷うなずいた。

「ええ、いいですよ」

「わぁ、やった」

　瞑はキラキラと瞳を輝かせる。

「こんなにあっさり許可していただけるなんて……もっと早くにお願いすればよかったかなぁ」

「ふふっ、大げさですね。そんなに私、怖そうに見えますか？」

「いいえっ、そんなこと────ひっ⁉」

　瞑はぶんぶんと両手を振って否定しようとして、凍こおり付いた。

　彼女の眼前で、アリスの笑顔が冷たい無表情へと変へん貌ぼうしたからだ。

「あ、あの、先輩……？」

　戦おののく後こう輩はいの呼び声も聞こえない様子で、アリスは東の道から歩いてくる生徒二人を凝ぎよう視しする。

　三月と、リリスだった。

「……どういうこと、ですか」

　恐ろしげな声で呟つぶやく。

　リリス・グラム──転校初日の数時間でクラスでの人気を確立した彼女は、例の告白まがいの言葉をきっかけに、三み月つきと急速に仲良くなってしまったらしい。隣となりの席同士で歓談している様子を、昨日きのうずっとアリスは見せつけられていた。

（私には、全然話しかけてこなかったくせに……いい度胸してますよね、三月くんも。……締め上げられたいんでしょうか）

　そう思いつつも、昨日は三月と上手うまく接することができなかった。

　あの誕生日の夜──アリスは、三月にずっと隠かくし続けていた『秘密』を知られてしまった。

　人間ではない、殺さつ戮りく兵器としての自分。まがりなりにも人の形をしたものを、躊ちゆう躇ちよなく破壊していく獰どう悪あくな姿を、見られてしまった。

　きっともう、元通りの関係には戻れない──諦あきらめよう──そう思ったのに。

　なのに、そんなアリスに向かって、彼は言ってくれた。

　そんなのは、些さ細さいなことだ、と。

　どんな秘密があろうとも、アリスはアリスなのだから、これからだって一緒にいられるに決まっている、と。

　あんな姿を見せたのに、三月は今までと何も変わらず、微笑ほほえみかけてくれた。




《十五歳さいの誕生日、おめでとう、アリス》




　その声が、いまも胸の底で響いている。

（本当に……お気楽で、馬鹿な人です。あんな状況で、おめでとう、だなんて）

　あの出来事があってから……彼の前に立つと、何だか妙みような気分になって、どうしたらいいのか分からなくなってしまうのだ。心が高こう揚ようしているのに、上手く言葉が出てこないというか。

（だから……）

　今日こそはいつもどおりに話しかけてみせる、婚約者の頰ほおを引っ張って頭を小突いて、可愛かわいがってやらなければと……今朝けさ気合いを入れてきたばかりなのに。

（なのに……なんで、よりにもよってあの二人が一緒に登校してくるんですか……？）

　胸がちくちくと痛かった。

「ああっ！　あれ、鬼おに百合ゆり先せん輩ぱいと、噂うわさの転校生さんですよねっ？」

　瞑めいが歩いてくる二人を指差して言う。なんだか嬉うれしそうな声だった。

「うっわぁ、すっごく仲よさそうですねぇ～、いいんですかあれってその……」

「……なにか、言いましたか、瞑さん」

　ぎん、といまにも殺人光線ビームを発射しそうな眼めを向けられて、瞑は「ひっ」と怯ひるんだ。

「いえっ、なんでもないですぅっ」

　ぶるぶると震え上がる後こう輩はいから視線を外し、アリスは再び三み月つきたちの方へ向き直る。

「で、でも。ホラ見てくださいよ先せん輩ぱい。あんなにくっついて、楽しそうにっ。こ、これはもう私たちも対抗するしか？」

　さりげなく腕うでに絡からみついてくる後輩にも、アリスは気を払う余よ裕ゆうをなくしていた。

　三月たちは歓談しながら歩いてくる。

（……ちょっと……貴方あなたたち、距離近すぎじゃないですか……？）

　片手は強く拳こぶしを握りしめ、もう片手はバクバクと脈動する心臓に手を当てる。

　そうしているうちに、三月たちはすぐ傍そばまできてしまった。

「あっ。おはよう、アリス」

　暢のん気きに声をかけてくる三月。

（昨日きのうの朝は、まるで恋する女の子みたいな態度だったくせに……一夜明けたら、なんですかその気楽な挨あい拶さつ。わ、私の気も知らないで、いい気なものです……！）

「……おはようございます、三月くん」

　内心とは裏うら腹はらな硬い声で、アリスは囁ささやいた。

（……ああああ……なにやっているんですか、私は……今朝けさ、誓ちかったばかりじゃないですか、ちゃんと話すって……ばか）

　俯うつむき、きゅっと目ま蓋ぶたを閉じたアリスを、三月は心配そうに労ねぎらってくれる。

「どうしたの……元気……ないよ？」

「そんなことは……ない、ですけど」

　ツンと拗すねた声。もじもじと手を組んで、アリスは上うわ目め遣づかいに三月を見上げる。目が合うと、こちらの妙みような気分が伝でん播ぱしたのか、二人はともに赤くなって目を逸そらした。

「～～～～～っ」

（もおっ……なんですかこれ……！　ちゃんと思ったことが声にならなくて、顔が熱くて……な、夏だから……）

　気まずい……しかし甘い空気が周囲に満ちる。

　アリスの腕に絡みついてムッとしている瞑めい。そしてもう一人──

「おはようございます、アリスさん」

　リリスが二人の世界を割り裂さいて挨あい拶さつする。

　まだ制服を持っていないという理由で、彼女は昨日とはデザインの違う純白のワンピース姿。

　私服登校。

　リリスがアリスよりも魅み力りよく的に見える要素があるとすれば、それは服装の差であろう。

　そうに違いない。そうなのだ。絶対。何故なぜか邪じや魔まされたような気分になったアリスは、不ふ愉ゆ快かい極まりない表情で、銀色の少女に向き直る。

「──おはようございますリリスさん。いい朝ですね」

　横おう柄へいに腕うでを組み、見み下くだすように目を細めるという性しよう悪わるお嬢じよう様さまお決まりのポーズを至近距離で決めた上で、途と轍てつもなく嫌いやな感じで挨あい拶さつをしてやった。

　相手の方がずいぶん背が高いから、中々難しかったけれど。

「ええ──そうですわね。少々湿度が高いけれど、素す敵てきな朝」

　なのに、リリスはまったく平気な顔をしている。小こ憎にくらしいほど友好的な態度だった。

（ああ……この態度、逆にイライラしてきますね）

「あ、あの……アリス？　なんか、怒って……る？」

　三み月つきが怯おびえた様子で問うてくるが、今度は身体からだが硬直してしまうようなことはなかった。

　件くだんの妙みような気分は、より強い苛いら立だちに塗ぬり潰つぶされたせいか、影を潜ひそめている。

「いいえ？　まったく怒ってなんかいませんよ？」

　言いつつ、アリスは三月の頰ほお肉にくを片手の指で摘つまんで、思い切り引っ張った。

「いいっ、いだだっ！」

「で、三月くん……。なんで朝からリリスさんと一緒にいるんですか？　ほら、私が闇やみの人格を抑おさえているうちに、吐はいてくださいよ。早く、早く」

「やっぱ怒ってるっ⁉　それにアリスの光の人格なんて僕見たことないんだけども痛い痛い痛い痛い痛い……！」

「はぁっ、とんだフシ穴さんですね三月くんは。私の心は常に慈じ悲ひの光に満ち溢あふれているのに。ほぅら……早く吐かないと、段々柔やわらかなほっぺたが捻ねじれていきますよ……？」

　指先に感じる柔肉が歪わい曲きよくしていく手て触ざわりが、アリスの精神に潤うるおいをもたらす。その時三月の瞳ひとみには、なんとかフレイとかいうヤツと似たような笑みを浮かべる少女の顔が映っていた。

「いやアリス、なに怒ってるのか知らないけど、リリスとは家の方向が一緒だったからたまたま途と中ちゆうで会っただけだって痛い痛い痛い痛い」

「騙だまされちゃダメですぅっ。不ふ倫りん、不倫に決まってますよ先せん輩ぱい！」

　アリスの腕うでに絡からみついている瞑めいが、えっさえっさと炎ほのおに油と薪まきを投げ込んでいる。

「……！」

　指に込められた力が倍加。三月の眼めが痛みに強く閉じられる。

「ちょっと──」

　ほっぺたの危機を救ったのは、忌いま々いましい転校生だった。

「いい加減になさいな、貴女あなた。嫉しつ妬となんて見苦しいですわよ？」

「な……ッ」

　リリスは呆あきれた様子で、頰を摘つまんでいたアリスの指をあっさりと外してしまう。

　決して力尽くではなく、何か上手うまくいなされたような感かん触しよくが指に残っている。

「ああ……可哀かわい想そうな三月さま。……ほら、痕あざになっていますわ」

「ぁ、ありがとう」

　リリスに頰ほおをさすられて、三み月つきはまんざらでもなさそうだ。

「…………」

　アリスは無言でその様子を眺ながめ、額ひたいに青筋を浮かび上がらせた。修しゆ羅らの形ぎよう相そうである。

（──なんですか、これ。この感覚……胸が……痛くて……イライラして……）

　こんなにも激しい、自分でも御ぎよしきれない気持ちをどうしようもなくて。

「もうっ、先に行きますからね！」

　朝から最悪の気分だった。




　　　　　　†




　ホームルームまで幾許いくばくかの猶ゆう予よを残した朝の教室。講堂のように傾斜がついた室内を早足で上り、アリスは窓まど際ぎわ最さい後こう尾びの席に座った。机と椅い子すは横長で三～四人座ることができるが、収容人数に余よ裕ゆうがあるため、大体二名ずつが一つの机に座っている。

　あの後、アリスは皆を置き去りにして早足になり、ずいぶん早く教室に着いてしまった。せっかく後こう輩はいが一緒に登校しようと誘ってくれていたのに、悪いことをしたと思う。

（未熟者ですね……私も。反省しないと。……でも三月くんが悪いんです。あんな女と、仲良く一緒にくるから。だから……）

　苛いら立だちを紛まぎらすために軽く唇くちびるを嚙かみながら、筆記用具や教科書類を机の上に広げる。

「おはようございます」

　がらりと扉が開かれて、リリスが姿を現わした。三月はトイレにでも行っているのか、一緒ではないようだ。生徒たちの視線が、入口に集中する。

「おはよう──」

「おはようございます、リリスさん」

「はい、おはようございます、みなさん」

　クラスメイトたちの親愛の挨あい拶さつに囲まれて、リリスは天使の笑顔を振りまいている。

　その様子を憮ぶ然ぜんと眺めていたアリスに、誠人まことが近寄ってきて声をかけた。

「よう、九く条じよう院いん。──って、朝から不ふ機き嫌げんそうだな、おい」

　普段は誠人と怜れい奈なも一緒に登校しているのだが、二人とも今朝けさは何か用事があったらしい。悪いが先に行くと昨日きのう言われたのだ。恐らく委員会の仕事だろう。

「おはようございます、誠人くん。……ちょっとどう思いますか、あれ」

　アリスは教室入口付近を指差した。

「どう思うって……なんだよ？」

「……」

　アリスが無言でいると、誠人はポリポリと頰を搔かいて、少し考えてから言った。

「初日も思ったけど、まぁ美人だわな。滅め茶ちや滅く茶ちや綺き麗れいで、人当たりもよくて、優しい。ちょっとできすぎなくらいだ。万ばん人にん受けするタイプっつーか……完かん璧ぺきすぎて隙すきがねえ。もてるだろう、あれは。男女問わず」

（あー……気に入りませんね……すごーく気に入りませんね……）

　胸の中がむかむかしてくるのを感じた。

（ふんっ、転校生で、目新しいから……だから、今だけに決まってます）

　あの取り澄すました顔を汚きたない地面に擦こすりつけて、派手派手しい銀ぎん髪ぱつを踵かかとで踏み躙にじって、高笑いの一つもしてやれば、さぞや気持ちがいいだろう。

（あら……素す敵てきな思いつきですね、これ。ふふっ……いつか、そうしてあげますから……）

　妄もう想そうの中でリリスを陵りよう辱じよくし始めたアリスは、蕩とろけるような表情で微笑ほほえんだ。

「もしかして誠人まことも、ああいう女がいいのか？」

　抑よく揚ようの少ない声とともに、アリスの机に影が差す。

　顔に心配の色を滲にじませて背後から現われたのは、怜れい奈なだった。

「いや、別に、そうでもないぞ」

「そうか」

　誠人の返答に、怜奈は満足げに頷うなずく。

　この小さな委員長は言葉どおり、他ほかの軽けい薄はくな男子どもとは違い、特にあの転校生に夢中になったりはしていない様子だった。

「怜奈さん、なに『ふふんどうだっ！』みたいな顔してるんですか。ちょっとカンに障さわるんですけれど」

　喜き色しよく満まん面めんの怜奈は、飄ひよう然ぜんと肩かたをすくめた。

「おやおや、機き嫌げんが悪いな、九く条じよう院いんさん。……無理もない、君のダーリンは相当あのリリスさんにやられている様子だものな。ああ、さぞかし気に入らないことだろう。破局の予兆というわけだ。ふふ、巨乳好きの婚約者など持つと大変だなまったく」

「貴女あなた、問題が他人ひと事ごとになった瞬間、態度でかくなりましたね。ぶっ殺しますよ？」

　ピキピキッとこめかみに青筋を浮かべて、偽いつわりの笑みで半ギレするアリス。

　そんな彼女を慰なぐさめるように、誠人が声をかけてくれる。

「そんなに怒るなよ、せっかくの楽しい話が霞かすんじまうぜ？」

「……なんですか、それ」

　唇くちびるを尖とがらせてアリスが問うと、着席している彼は頭上にアイコンタクトを投げた。

　話を振られた怜奈が、言葉を継つぐ。

「昨日きのうの朝、誠人が言っていただろう。九条院さんの誕生日を祝おうと」

「あ……え、ええ。言ってましたね、そういえば」

　誠人はニヤッと嬉うれしそうな顔で、アリスと目を合わせる。

「さっそく今日の放課後にやろうと思うんだが、どうだ？　一応昨日きのう、内容は伏せて九く条じよう院いんの予定を確認してあったから……都合、大丈夫だよな。もう参加者にもあらかた連絡してあってだな、あとはおまえのＯＫが出れば──ってとこなんだ。あ、場所は南門の桜さくら並木のあたり……ほら、いっつも女子連中がたむろってる、なんつったっけ、怜れい奈な」

「白はく楼ろう館だ」

「そう、そこな。おまえの誕生日だっつったら、会場も簡単に貸し切りにできたし、後こう輩はいどももみんな喜んで参加するってよ。さすがに人気者は違うよな──」

　計画を思いついたのが昨日だというのに、たった一日でそこまで進行させてしまったらしい。

　皆を統率し纏まとめ上げる手しゆ腕わんは、さすがの委員長である。

「もう……誠人まことくんったら、分かってるじゃないですか。ええ、私の予定は問題ありません。誕生日会バースデイ・パーテイ、主しゆ賓ひんとして参加させていただきましょう。ふふっ、ありがとうございます」

　アリスの機き嫌げんは一気に直った。

「いいや、どういたしまして。それと、なんか気にしてるみたいだから言っておくが。少なくとも俺おれはあのリリスと比べても、おまえはまったく負けてないと思うぜ？　見た目ばかりじゃなく、人望だってな。三み月つきだって別に、リリスとどうこうってわけでもねえだろ。あの天然野や郎ろうは誰にだってあんな感じだし、隣となりの席に転校生が来たら──そりゃ優しくもするだろうよ」

　その言葉で、アリスの心はさらに癒いやされた。そういえば、三月はボランティアを趣味にする奇き特とくな人物だ。転校生に優しくするのは当然のことだろうと思えてきた。

　桐きり山やま家は代々優秀な医師の家系らしいが、誠人はセラピストとしての才能にも恵まれているのかもしれない。彼は、いつも気の利いたことを言う。

「ふん、このクラスで誠人くんだけが正常な眼めを持っているようですね。さすがです、特別に四十点あげましょう」

「あん、なんだよその点数？」

「私の男の子に対する評価です、ちなみに百点満点」

「赤点ギリギリなのかよ俺は！」

「大丈夫です。これは外見も勘かん定じように入れた場合の数字です。中身だけなら、今日の誠人君は八十点くらい──」

「まったくフォローになってねえ……」

　がっくりと肩かたを落とす誠人。大サービスで高得点をあげたのに、どうしたことだろうと思う。

「なあ二人とも、鬼おに百合ゆり君とリリスさんについて、言いたいことがある」

　アリスと誠人のやりとりを聞いていた怜奈が、真面目まじめな口調で空気を読まない台詞せりふを吐はく。

　せっかく『爆ばく弾だんの火』を消したばかりの誠人は、明らかに「バカ野郎、余計なこと言うんじゃねえよ」という表情だ。もちろん怜奈は気にしない。

「誠人は楽観視しているようだが、それはどうだろうな。わたしの勘かんによると、すでに危険信号が点滅中だ。まったくうかうかしていられる状況ではない思うが──そら、ちょうど鬼おに百合ゆり君がやってきた。……よく見ているといい」

　怜れい奈なの言ったとおり、入口扉から三み月つきの姿が現われる。

　彼はリリスに声をかけながら、彼女の斜はす向いに立った。

（ちょっと……ご機き嫌げん斜めだった婚約者に、何か一言あってもいいんじゃないですか……？）

　アリスの内心とは裏うら腹はらに、三月はこちらを一いち瞥べつもしやしない。

「よいしょっ、と」

　彼は両手に抱かかえてきた本束を、机き上じように乗せる。リリスが言う。

「まあ、どうしたんですの、これ？」

「隣となりのクラスから借りてきたんだ。教科書、教室に置きっぱなしにしてる人、結構いるから」

　ちょっと待ってね、と言って、三月は腕うでに引っかけていた学生鞄かばんから、机上に積み上げられているものと同じ教科書類を取り出した。

「これ、今日の授業で使う教科書なんだけど。よかったら……」

　そして鞄から出したばかりの方を、リリスに差し出す。自分は借りてきた教科書を使うつもりなのだろう。

　リリスは、ぱあっと表情を輝かせた。

「ありがとうございます、三月さま。大切に使わせていただきますわね」

　素直な感謝の言葉を受けた三月は、「えへへ、どういたしまして」などと照れて鼻をこすっている。彼の視線はリリスの胸元付近に固定されているように見え、アリスの眼めから発射されている死ね死ね光線には気づきもしない。

「あ、でも数学の教科書だけ借りられなかったから……悪いけど、数学の時間は一緒に見よう」

「そんな……ご迷めい惑わくではありませんの？」

「全然！」

　三月はぶんぶんと手と首を振って否定を示す。

「僕が好きでやってることだから、気にしないで」

「はい、じゃあお言葉に甘えて……」

「……う、うん」

　と──二人はなにやら甘い空間を作っていた。

（なんですか、この雰囲気……）

「ほら見ろ、まるで恋人同士のようじゃないかすでに」

　怜奈が無情な言葉を言い放った。

「──ふん、問題ありませんよ怜奈さん。三月くんは今、あくまで一時的に、あのでかぱいに眩げん惑わくされているだけですから。後で自分の立場というものを徹底的に分からせてあげる必要がありますが、それだけのことです。あんな女が現われたくらいのことで、私たちの仲がどうにかなるなんて、そんなことはありえません。──絶対に」

　アリスは思い切り鼻を鳴らし、最後の言葉を強く強く断定した。そして傲ごう然ぜんと頰ほお杖づえをつく。

「そうだといいがな」

　ふい、と怜れい奈なが視線を教室中央に向ける。そこに目を遣やると、相変わらずリリスと三み月つきが、いちゃいちゃと二人の世界を作っているように見えた。

「…………」

　アリスは、机の上にあった消しゴムへと無む造ぞう作さに片手を延ばし、中指で弾はじき飛ばす。

　ピシンッ！

　景気のいい音で射出されたプラスティックの弾だん丸がんは、恐るべき正確さと速度をもって標的リリスの背中を狙ねらい直進する。無論、アリスのＬＴスフィアは起動していない。力を封じてはいても身体能力が向上しないというだけで、獲得した戦闘技能が消えるわけではない。この程度の射しや撃げきは可能なのだ。

（ふん。調子に乗らないでくださいよ──）

　少々痛い目に遭あわせてやろうと、暗い嗜し虐ぎやくを表情に滲にじませたアリスだったが……

　標的が振り返ったせいで、狙ねらいが逸それた弾たまはあらぬ場所に着ちやく弾だんした。

「あんっ」
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　甘く色っぽい悲鳴を上げるリリス。弾だん力りょくのある柔やわらかな胸に深々とめり込んだ弾だん丸がんが跳はね飛ばされ、プリンを指で弾はじいたように、ぷるるんっと乳ちちが揺れる。

（な、なんてえっちな動きを……！　け、けけけ、けしからんおっぱいです……！）

　出血しそうな鼻を両手で押さえて戦せん慄りつするアリスは、直後目もく撃げきした。

　リリスの斜はす向かいに立っていた三み月つきが、至近距離でけしからん光景を直視してしまい、真まっ赤かになって目を回しているところをだ。

「ま、まぁ……いやですわ、どこを見ていらっしゃるの……？」

「ご、ごめ……あの、違くって……その」

　アリスのこめかみ付近で、プチンというなにかがキレる音がした。

　勝手に動いた手が、机の上にあった分厚い本を投げ飛ばし──

「あいたぁっ⁉」

　むっつりスケベの額ひたいに、英和辞典の角が見事命中。

（──バカッ！　くたばりなさい浮気者‼）

「～～～～っ⁉」

　皮肉にもアリスが心しん中ちゆうで予告したとおり、標的は痛い目に遭あった。




　一日の授業がつつがなく終了し、放課後が訪れた。

「ねぇ、アリス。今日、誕生日会をやるんだよね」

　アリスの机の前に立った三月が、にこやかに話しかけてくる。まるで『第三の眼め』を隠かくすように額の中心に貼はられた大きな絆ばん創そう膏こうが痛々しい。

（なんですか……この爽さわやかさは。人の気も知らないで……）

　とは思うものの、声をかけられて嬉うれしくなってしまう。今まで毎日毎日十年以上、飽あきるほど話していたというのに……やはり妙みような感じだった。

　最近、なんでもないようなことで、幸せな気分になったり、逆に凄すごくイヤな気分になったり……感情がゆらゆらと揺れて安定しない。今も、三月が傍そばにいるというだけで、緊張してしまう。

「ええ……六時からだそうです。ふふ、分かっているんでしょうね三月くん。私、楽しみにしていますから」

『何を』かをあえて言わず、婚約者との秘密めいた会話を楽しみたかったアリスだが、

「へっ？」

　もちろん三月にそんなロマンティックなものは期待するだけ無む駄だであった。だから彼女は仕方なく、無ぶ粋すいな台詞せりふを最後まで言うしかない。

「もうっ……プレゼントですよプレゼント。再提出するって言っていたでしょう」

「ああ！　もちろん完成してるよ！　えへへ……今度のは自信あるんだ。楽しみだな……アリスに見てもらうの」

　今、三み月つきの脳裏では、プレゼントをもらって喜ぶ婚約者の姿が克こく明めいに思い描かれているに違いない。反面、彼の目前で座るアリスはかなり不安そうだ。彼が自分で自信作とか言い出すときは、大抵ろくなことにならない。壊かい滅めつ的なセンスの持ち主なのだ、こいつは。

「ま、まぁ……一応楽しみにしておきますけれど……」

「うんっ」

　三月は元気いっぱいに頷うなずいた。

　そんな彼の顔を、じっと見詰める。

（ふん……相変わらず、女の子みたいな顔です……男らしくなくて……弱々しくて……今までと、同じ……はずなのに……変わったわけじゃない、のに……）

　こうして眺ながめているだけで、どうしてこんなに胸がざわめき、苦しくなるのだろう。

「ふ……ぅ」

　アリスは、知らず瞳ひとみを潤うるませていた。

「あ……え……？　僕の顔に……なにか、ついてる？」

「い、いいえ……その、三月くん……」

「な、なに……？」

「まだパーティまで時間がありますから……少し中庭を歩きませんか？」

　彼の傍そばにいると、なんだか胸が痛くなる。けれどそれは、決して不快なものではないから。

　二人きりになりたいな……と、そう思ったのだ。

　しかし、そこで思わぬ邪じや魔まが入った。

「三月さま。お待たせしました、こちらの準備はよろしいですわよ」

　リリスだ。いい雰囲気で会話していた二人の視線が、こちらに歩いてくる銀ぎん髪ぱつの少女に吸引される。

「あっ、ごめんごめん。今行くよ」

　リリスに呼ばれた三月は、まるで主人に対する飼かい犬みたいに嬉うれしそうな返事をした。

　ふりふりしている尻尾しつぽが見えるようだ。

「ちょ、ちょっと……？」

　混乱しながらも、アリスは三月のシャツを摑つかんで引き留とめようとした。

「ごめんねアリス。僕、今日これからリリスに学校を案内してあげる約束をしてたんだ」

（え、えええ……⁉　なんですかこの展開……なんですかこの展開……⁉）

「で、でも……」

「うん……誕生日会には必ず行くから、心配しないで」

　本当に申し訳なさそうに手を合わせ、三月は詫わびる。

　だけど、アリスが聞きたいのはお詫びの言葉なんかじゃない。

「そんな……わ、私は今一緒に……案内なんて、今日じゃなくたって……！」

　上手うまく口が回らなくて、でも行かせたくなくて、アリスはぎゅっと三み月つきのシャツを握り締める。

　そんな様子を見かねたらしいリリスは、控えめな口調でこう言った。

「あら、三月さま。……大切な婚約者のお誕生日会なのでしょう？　わたくしとの約束なんて、お気になさらなくてもよろしいのよ？　ほら、アリスさんが泣きそうなお顔になっているじゃありませんの……可哀かわい想そうですわ」

（なっ……⁉　こ、こここの女。か、可哀想って……誰に向かって、そんな口を……！）

　この瞬間、きっと脳内で毛細血管が幾つも弾はじけ飛んだ。ブチブチと音が聞こえるよう。

「ん……でも」

　三月は迷った様子で二人を見て、シャツを摑つかむアリスの手にそっと触ふれた。

「あっ……」

　たったそれだけで指から力が抜けてしまい、少年を繫つなぎ止める鎖くさりが千ち切ぎれ飛ぶ。

　後ろ髪がみを引かれ、瞳ひとみを潤うるませながらも、ハッキリと彼は言った。

「やっぱり、リリスと先に約束してたから、反ほ故ごにはできないよ。ごめんね、でも、必ず行くから」

「っ……」

　拒絶されたわけではない。これは馬鹿正直で義理堅い、彼の性格上当然の選択であって、アリスよりもあの女を選んだとか、そういうことでは一切ない。

　それは十分過ぎるほどに分かっているけれど。だけど左胸がズキズキと疼うずいて、辛つらかった。

「まぁ……本当によろしいんですの？　怒っているようですわよ、彼女」

「う、うん……アリス、その、僕……」

　労いたわるような弱々しい声がかけられる。それでも頑がん固こな三月は、自分の信念に従って決めたことを覆くつがえしたりはしないだろう。

（……！　ここで見苦しく怒るのは、私の流りゆう儀ぎではありません……！）

　アリスは渦うず巻まく激情を堪こらえ、表情を凍こおらせて、すっと立ち上がった。

「ふん……か、勝手にすればいいでしょう。じゃあ、私は……先に会場で、待ってますから。できるだけ早く、来てくださいね」

　表情が取り繕つくろえなくなる前に、勢いよく顔を逸そらす。そして鞄かばんを摑つかむや、アリスはかつかつと早足で教室を出て行った。




　　　　　　†




　アリスと別れた三月は、リリスを伴って廊ろう下かに出た。

「じゃあリリス、今日はこの第一校舎と隣となりの第二校舎を案内するよ」

「ええ、よろしくお願いいたしますわ。でも……繰り返しますけれど、本当によろしかったの？　アリスさんのこと……彼女、隠かくそうとしていたみたいですけれど、きっと怒っていらっしゃいますわよ」

「うん……」

　三み月つきは、消沈した様子で俯うつむいた。

　実のところ、彼としてもアリスと一緒に過ごしたい気持ちは強かったのだ。

（最近、アリスとあんまり話せてなかったし……なんだか、擦すれ違ってるような気がする……）

　あの事件があってから、彼女と面と向かい合うと、とても気恥ずかしくなって上手うまく喋しやべれなくなってしまうのだ。今までずっと一緒に過ごしてきて、こんなことは初めてだった。

（ん……変な気分……苦しいような、気け怠だるいような……風邪かぜ、かなあ……？）

　三月は額ひたいの絆ばん創そう膏こうに手を当てて、ぼうっと上気した顔で瞳ひとみを潤うるませた。

（はぁ……病院……行った方がいいかも）

　どうしていいのか分からなくて、三月の思考は見当違いの方向へと飛んでいく。

「……さま。……いていらっしゃいますか？　三月さま」

「え、えっ⁉」

　失礼にもリリスのすぐ隣となりで物思いに沈んでいた三月は、幾度も呼びかけられて、ようやく正気に立ち返った。

「もう！　やっぱりアリスさんのことを考えていらっしゃったのね──今からでも追い掛けて、一緒に居てあげた方がいいのではないかしら？　学校の案内なんて、明日あしたでも構いませんのよ、わたくしは」

「あっ……ご、ごめん！　でも……気にしないで、きみと先に約束したんだから。それに、早く新しい学校に慣れて欲しいし……アリスだってそれは分かってくれてるよ」

（でも、まさか……いきなり今日が誕生日会だなんて思わなかった……）

　三月がパーティーのことを知ったのは昨日きのうの放課後、誠人まことからかかってきた電話によってだった。もう少し早く連絡してもらえれば、リリスの言うとおり学校を案内する約束は、明日にしてもらっていただろうに。もちろん、決して誠人のせいではないが、間の悪いことだった。

（だけど……一度約束したんだから、破れないよ）

　いくらアリスの頼みとはいえ、そんな失礼なことはできない。彼女が言う『令れい嬢じようの心得』ではないけれど、そういうところは頑がん固こな三月であった。

「では……よろしいんですのね？」

「うん。怒ってるかもしれないけど、頑がん張ばって謝れば絶対に許してくれるよ。アリスはいつも、僕の気持ちを凄すごくよく分かってくれるから」

「あら、まぁ……隙すき間まなんてなさそうですわね」

「隙すき間まって？」

「いいえ、こちらのことですわ──さぁ、参りましょうか、三み月つきさま」

　リリスはくすくすと笑ってはぐらかしながら、三月の前でくるりと優ゆう雅がに回ってみせる。

　そうして、二人の学院内散策が始まった。

　三月たちが所属する三年一組の教室は、中等部第一校舎三階にある。広く長い廊ろう下かはＬ字型になっていて、一階から屋上まで続く階段が二つある。

「一階の渡り廊下から、中庭と、隣となりの校舎に行けるんだ」

　廊下を歩きながら、三月は学院について色々と説明した。リリスはつまらないだろう解説にもいちいち相あい槌づちを打ちながら真剣に聞いてくれるので、話していてとても気分がいい。

　理想的な聞き手である。もしこれがアリスだったなら……

『ねぇ、もっと簡潔に説明できないんですか？』

　だとか、

『……ふぁ、つまんないですね。飽あきちゃいました、私』

　だとか、

『ふん、どうでもいいです。そんなことよりも喉のどが渇かわきました。飲み物買ってきてくださいよ。三十秒以内に』

　だとか、そんなことを言い出すに違いないのだ。

「う、う～ん……」

　アリスとリリス。つい二人を比較してしまった三月は、複雑な表情になった。

「あら、三月さま。どうかいたしまして？」

「ううん、大したことじゃないんだ、ごめんね。それより、僕の説明で分かった？」

「はい、とってもよく分かりましたわ。でも、他ほかにも四つ建物が並んでいますけれど……」

「うん、高等部の校舎とか……学院敷地の真ん中に、六棟むねの校舎が集まっているんだ。僕たちが普段使うのは、ほとんど中等部の二つだけだから、今はあまり気にしなくてもいいんじゃないかな。後は図書館とか、体育館だとか色々あるんだけど……それはまた今度案内するよ」

「はい……是ぜ非ひ」

　二人は廊下を進み、三階を一いち巡じゆんしてから階段を下りる。それから二階を巡めぐっていく。

　道すがら、二人の横を通り過ぎる生徒たちの視線は、男女問わずリリスに釘くぎ付づけだった。

　制服ではない純白のワンピース姿、しかも極上の美少女となれば、非常に目立ってしまうのは仕方がない。

「？　……なんだか、みなさんこちらを見ていらっしゃいますわね。……この服ではやはり部外者だと思われてしまうのかしら？」

　リリスは自分の美び貌ぼうがもたらす効果に気付いていないらしい。

「ああ……それはきっとね、リリスがとっても綺き麗れいだからじゃないかな」

　三み月つきは率直に、正直な意見を照れもせず述べた。

「えっ……ま、まぁ……三月さま、意外にお世せ辞じが上じよう手ずですのね。……侮あなどれませんわ、そんなに純真そうなお顔をしていらっしゃいますのに」

「お世辞じゃないよ？　僕だって初めてリリスと会ったときは、見み惚とれちゃったもん」

　歯の浮くような、しかし噓うそ偽いつわりの一切ない言葉。それを平然と真顔で、可愛かわいらしく首を傾げたポーズで言うものだから、さすがのリリスも照れてしまった。

「ぁ……い、いやですわ、もう！」

　赤くなった彼女は、両りよう腕うでを太ふと腿もものあたりまで真まっ直すぐ延ばして組み、二の腕で豊かな胸を挟はさみ込み強調するような体勢でもって身体からだを揺らす。自覚のない、しかし極めて扇せん情じよう的な光景。

　ぷるるんっ、ぷるるんっ。プリンのイメージが脳裏を駆かけめぐる。

　三月はかちかちに硬くなってしまった。

「あうう……」

　この緩ゆるみきった顔をアリスが目撃していたら、また何か物を投げられていたに違いない。

　二階を巡めぐり終えた二人は階段を下りて、一階廊ろう下かを歩いていく。

　交わされる話題は、アリスについてだ。

「では、お母様同士が知り合いで──婚約を？」

「うん、物心ついたときにはもう、そういうことになってたんだ。もちろん当時は、許嫁いいなずけなんて意味もよく分かってなかったけど。……だけど、アリスは分かってないくせに、知ったかぶりして『ふんっ！　いーなずけなんだから、みつきくんはわたしのいうこと、なんでも聞かなくちゃいけないんです！』とか言うんだよ。で、すぐに怒って、僕を叩たたくんだ」

「……まあ、全然変わってませんわね。小さい頃から我わが儘まま放ほう題だいだったというわけですのね」

　変わらないアリスの有り様に、リリスは逆に感心したようだった。

「あはは、そうなんだよ。あと、他ほかにもさ──」

　そうやってリリスに請こわれるまま、三月は尽きることなく、アリスについての話をした。

　最近の話のみならず、ずっと過去に遡さかのぼって、幼い頃の思い出まで。

「昔のアリスは、今よりももっと人形みたいなフリフリの服を着てて……懐なつかしいな」

「うふふ、それはちょっと拝見してみたいですわね」

　とあるエピソードを話し終え、二人は一階の渡り廊下に差しかかった。

「ところでアリスさんは、姉妹などいらっしゃるのかしら？」

「ううん、一人っ子だよ」

「ふぅん……そうですの。ねぇ三月さま、もっと話してくださいます？　アリスさんについて」

「それは構わないけど。……でも、なんでそんなにアリスのことを？」

　鈍にぶい三月も、リリスの態度があまりにもあからさまだったので、さすがに訝いぶかった。

　彼女は少々言い澱よどんでから、こう答えた。

「え、ええ……その、わたくし、アリスさんとは、もっと仲良くしたいなと思っておりますの。でも……今はあまりよく思われていないようですから。だから彼女のことを色々と聞いて、仲良くなるきっかけにでもなれば、と」

「……そっか」

　神しん妙みような台詞せりふに、三み月つきは深く感銘した。

「ごめんね、変なこと聞いて……いい人なんだね、リリスって。僕、嬉うれしいよ……きみと友達になれて、よかった」

「…………」

　何故なぜか、リリスはそっと目を伏せて俯うつむいた。

「うん、確かにアリスはきみに対して、きつい感じみたい……だけど、どうしてだろう……？　普段はそんなことないんだよ？　凄すごく自己中心的で、もの凄く意地悪なところもあるけど、でもほんのちょっぴり優しいところもあって」

　三月なりにアリスを擁よう護ごすると、リリスが顔を上げた。

「……ええ、存じておりますわ。だって貴方あなたに想われている人が、悪い人間であるはずはないと思いますもの。くすっ……やっぱり面白いですわ、貴方は。そんなに一生懸けん命めいで……なのに、どこかずれていて。ああ……これでは、アリスさんがもどかしく思うのも無理はありませんわね……少しだけ、同情してしまいますわ」

「？　えっと……」

「あら、お気になさらないで？　独り言、ですわ」

「そう……？」

　三月は、言われたとおりそれ以上追及しなかった。

（……なんとか、二人には仲良くなってもらいたいな……いい方法が、ないかなあ……なにか、上手うまいきっかけがあれば……）

　思考を巡めぐらせていると、リリスが歩く速度を緩ゆるめて話しかけてきた。

「それにしても、三月さまとアリスさん。……お二人は、本当に仲がよろしいんですのね。話を伺うかがっているだけで、幸せになってくるようですわ」

「……そうだね……ずっと、一緒だったから」

　感慨深く、遠い目をする三月。

　九く条じよう院いんアリス──物心ついた頃から、三月は十年以上を彼女の傍そばで過ごしてきた。

　もう、とても他人とは思えない。友達というよりは家族に近いだろう。

　ある時は妹のようで、ある時は姉のようで……でも、最近は少し違う。

　今は家族というよりも──

（なんだろう……その先は、上手く言葉にできないけれど……）

　かつてとは違う見方をしているような気がする。

「ねぇ、三み月つきさま」

「なに？」

「彼女のことを、愛していますの？」

「──へっ？　ええっ⁉」

　いきなりとんでもないことを聞かれたものだから、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「わっ、わわわ、分からないよ……そんな」

　真まっ赤かになって俯うつむいた。愛しているかだなんて──唐とう突とつに聞かれても困ってしまう。

　恥じらう三月を見たリリスは、くすくすと悪戯いたずらめいた笑みを見せた。

「そんなに素す敵てきな反応をなさらないで？　もっと恥ずかしがらせたくなってしまいますわ……」

　廊ろう下かを歩いていた二人は、渡り廊下に入ったところで足を止めた。ここは先日、三月とアリスが、皇こう城じよう学院の生徒に扮ふんしていたフェレスという『三番目』の少女に初めて出会った場所である。放課後間もないこの時間、大勢の生徒たちが行き交っている。

「か、からかわないでよリリス……」

「まぁ。そんなつもりはなかったのですけれど、ごめんなさい。日本の方ってもしかして、すごくシャイなところがあるのかしら……？　それとも、貴方あなたが特別恥ずかしがり屋さんなのかしら……？」

「ん、むぅ……」

　甘い声で囁ささやかれると、余計に顔が熱くなってくる。三月は困り果て、身体からだを縮こまらせた。

「ふふ、可愛かわいらしい御お方かた……。では、聞き方を変えますわね……彼女のこと……」

　リリスはずいと顔を近づけてきて、短く簡潔な問いを投げかけた。

「──好きですの？」

　三月は一瞬だけ眼めを丸くしたが、すぐに満面の笑顔になって答える。

　その質問なら簡単だ。そんなこと、決まっているから。

「……うん。大好きだよ」

　想いを込めて、目の前の相手に向かって言った。

　すると対面のリリスは何故なぜかとろんと眼を潤うるませて、酩めい酊ていしたような顔になった。

「どうしたの？」

「い、いえ──なんでも、ありませんわよ……？」

　彼女は自分の身体を抱だきしめて、もごもごと口の中だけでなにかを呟つぶやいているようだ。

　そういえば、アリスもたまにこういう仕し草ぐさをすることがある。

（？？？）

　女の子はみんなそうなのだろうか──などと思っていると。

　ドン、と。背中を肘ひじでかなり強く突き飛ばされた。

「痛っ……！」

　いったい何事だろうと振り返ると、間近にこちらを見上げる女の子の顔があった。

　黒くろ髪かみツインテールの女生徒だ。

（あ、あれっ？　この子……最近どこかで会ったような……）

　制服の校章を見るにどうも下級生らしい。彼女があまりにも怖い視線で睨にらみ付けてくるものだから、三み月つきは自分がなにか悪いことをしたんじゃないかとビクビクしてしまう。

　ツインテールの少女は視線に憤ふん怒ぬを乗せたまま、口を開いた。

「最っ低……！　貴方あなたなんか、死んじゃえばいいのに……！」

　憎にく々にくしげに告げて、昇降口の方へと走り去っていく。

「え……？」

　突然のことだったから、三月はろくに反応さえできなかった。

「まぁ……なんなんですの、あの子。いきなり突き飛ばしたりして、その上、あんな汚きたならしい言葉まで……」

　リリスは非礼な下級生に対して、とまどいを覚えたようだ。

「さ、さぁ……分かんない、けど……」

　心当たりがない三月には、他ほかに言える台詞せりふはない。

　だけど……一つ歯車がズレてしまったような、落ち着かない不安な気持ちになった。




　　　　　　†




　午後五時四十五分。夏の日は長く、空はまだ明るい。

　皇こう城じよう学院南門の付近、桜並木の片隅に建つ白い洋館風のカフェ『白はく楼ろう館』。

　その二階を借り切って、午後六時より誕生日会バースデイ・パーテイが催されるという。

　放課後、三月と不本意な別れ方をしたアリスは一いつ旦たん家に帰り、パーティの主しゆ賓ひんに相応ふさわしい服装に着替えてきた。

　送迎車から降り、凜りんと姿勢を正して、白楼館の前に立つ。

　アリスは、大人おとなびた絢けん爛らんなゴシックドレスを見事に着こなしている。

　繊せん手しゆを覆おおうレースの手袋。スカートは長く踵ヒールも高い。両りよう肩かたや首回りを大だい胆たんに露ろ出しゆつさせており、白い鎖さ骨こつがドレスの黒とコントラストを成して妖あやしい色気を湛たたえている。

　黒いチョーカーから下がるのは、青い宝石が嵌はまった銀の十字架か。彼女はそれを人差し指で軽く弾はじいてから、カフェの扉を開け放った。

　カランという鈴の音は、快い声でかき消される。

「「「誕生日おめでとうございます！　九く条じよう院いん先せん輩ぱい！」」」

「「「おめでとうございます、九く条じよう院いんさん！」」」

　祝辞が綺き麗れいに重なり合い、波は濤とうとなって主しゆ賓ひんの心を震ふるわせる。

　誕生日会バースデイ・パーテイに出席してくれた皆が、入口付近に並んでアリスを出迎えてくれたのだ。美しく着飾った本物の令れい嬢じようたちが、色とりどりの笑顔を咲かせて二階への道を彩いろどっている。

「……ありがとう、みなさん」

　自然と言葉が溢あふれてきた。アリスは導かれるまま階段を上っていく。

　二階はやはり幾つかの小部屋で構成されているのだが、今日は扉をすべて開け放って、一つの大部屋のように飾り付けられていた。館内に流れる軽やかな音楽はグランドピアノの生演奏、豪ごう奢しやな内装は主賓をもてなすためにさらにアレンジを加えられている。

　その最たるものが、普段はない大きな卓たくと、豪ごう快かいな墨すみの達筆で『おたんじょうびおめでとう』と書かれたユニークすぎるタイトルボードだろう。

「ぷふっ……だ、誰ですか？　アレを書いたのは」

　アリスは、つい噴ふき出してしまった。

「どうだ素す晴ばらしいだろう？　書道の初段を持っているんだぞ、わたしは」

　パン！　と軽快にクラッカーを鳴らして現われたのは、鼻眼鏡めがねと三角帽ぼう子しで扮ふん装そうした謎なぞの巨大生物である。腰こしに片手を当て、堂々たる巨きよ軀くを偉そうに反そらしている。

「怜れい奈なさん……なんですかその恰かつ好こうは。もったいないですよ、せっかく素す敵てきなドレスを着ているのに」

「美女は鼻眼鏡を付けていようと美しい……ふふ、誕生日おめでとう、九条院さん」

　おもむろに鼻眼鏡と帽子を取り外し、怜奈は正体を現わした。彼女は一目で最高級のものと見て取れる、淡いピンクのドレス姿。ゆったりとたわんだドレープ、ノースリーブの両りよう肩けん部分が結んであって、プロポーション抜群の怜奈が着ると、外見だけなら女め神がみのようだ。

「ありがとうございます。……でも、驚きました。すごく本格的なパーティーですね……あのテーブルなんて、運ぶのが大変だったでしょうに」

　怜奈は誇らしげに内装を見渡し、額ひたいに汗して配はい膳ぜん作業を手伝う誠人まことを指差した。人差し指を唇くちびるに当て、密ひそやかに囁ささやく。

「ここだけの話だが……誠人が皆に声をかけて、昨日きのうの放課後と、今日の早朝で用意した。こっそりと感謝してやってくれ。直接言うと不ふ機き嫌げんになるから」

「はい……分かりました」

　囁いて、アリスは誠人を呼び止めた。

「誠人くん！」

「おーう、ちょっと待ってくれ」

　丁ちよう度ど配膳を終えたらしい彼は、汗を拭ぬぐいながら歩いてくる。

「は！　ずいぶんとめかし込んだな、九条院。凄すげぇ似合うぜ」

　ドレス姿のアリスを見るや、眩まぶしそうに眼めを細め、褒ほめてくれた。

「ふふ……ええ、ありがとうございます、誠人まことくん」

　気持ちを込めてお礼をして、アリスは怜れい奈なを振り仰あおぐ。

　くすりと笑みを交わす女二人を、誠人は「なんだよ？」という顔で見ていた。

「おら、主しゆ賓ひんがそんな階段の入口なんかで突っ立ってんなよ。さっさと中に入れ」

　こちらの意図が少し伝わったのか、誠人は照れ隠かくしのような口調でアリスを促うながす。

「はい、では……」

　部屋に入ると、すでに席に着いていた女生徒たちから、わぁっという嬌きよう声せいが上がった。

　おめでとう──はぁ……綺き麗れい──素す敵てきね──

　讃さん辞じの中心にいるのはもちろんアリスだ。

「ふふっ──」

　会え釈しやくを謝しや辞じに代え、丁てい寧ねいに応対していると、

「おめでとうございますっ、先せん輩ぱい！」

　聞き覚えのあるはしゃいだ声が、斜め後方から聞こえてきた。

「あら？」

　声の方に向き直ったアリスの目に映ったのは──




　紫むらさき色いろのゴシックロリータを着た、ツインテールの少女だった。
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「な……え、ええ……⁉」

　アリスは、凝ぎよう然ぜんと目を剝むいて硬直してしまう。

　烏からすの濡ぬれ羽のごとき艶つややかな漆しつ黒こくの髪かみ、白い肌はだ、闇やみ色の双そう眸ぼう。

　いまアリスの眼前で、どこか禍まが々まがしい印象のスカートを両手で摘つまんで一礼している少女は、紛まぎれもなく──フェレス・Ｂ・フレイア。

　ではなく。

　フェレスそっくりの恰好をした、瞑めいだった。

「これ、先せん輩ぱいとまったく同じにならないようにと思って……この前見かけた女ひとのファッションを参考にしたものなんですけど……。あの……どうでしょうか、九く条じよう院いん先輩……？」

　目め眩まいを覚え再起動中のアリスに代わって、何故なぜか誠人が感想を述べた。

「ああ、すげぇいいと思うぜ！　なんだか、少女漫画とかに出てきそうな感じだな！」

　大絶賛。

（そういえばこの人、フェレスと会ったときも、いい女だとか言ってデレデレしてましたね。……リリスさんには無反応だったのに）

「……桐きり山やま先輩に褒められてもなぁ……」

　瞑めいは唇くちびるを小さくすぼめる。口調からすると、この二人は以前からの顔見知りらしい。

「相変わらずクチの悪いガキだな。九く条じよう院いんの毒どく舌ぜつが伝染したんじゃねえか？　そういうところは真似まねしなくていいんだよ」

　そう言いつつも、誠人まことは瞑の恰かつ好こうを見て嬉うれしそうにしている。

　すかさずアリスから突っ込みが入った。

「ずばり誠人くんの好みって、『生なま意い気きな妹』とか『小こ悪あく魔ま系』なんですね？」

「な……なに言ってんだ」

　赤面して狼狽うろたえる誠人の隣となりで、怜れい奈なが機敏に反応した。

「誠人、誠人、こっちを見ろ」

　怜奈は自分の髪かみの毛を両手で摑つかみ、ツインテールの形にして誠人を見下ろした。

　そして少女漫画のヒロインっぽく、精一杯のみるきぃボイスで首を傾げる。

「お兄にいちゃん♡　わたし可愛かわいい？」

「気き色しよく悪わりぃよ」

　非情な感想が返ってきてしまった。

「…………！」

　怜奈は、経けい絡らく秘ひ孔こうを突かれたように凍こおり付いたまま動かなくなった。

　そんなやり取りなどどうでもいい様子の瞑は、アリスを上うわ目め遣づかいにじっと見詰める。

「あの……どう、でしょうか？」

「瞑めいさん、そのファッションは禁止です」

　アリスは、某ぼうＳＭ同姓愛女レズビアンの姿と声を脳裏に思い浮かべて言う。

「えぇ～～っ、ダメですかぁ、これ？」

「ダメです」

　アリスは瞑の傍そばまで近付いた。

「ええと……そうですね、貴女あなたには意外と縦たてロールとか似合うんじゃないですか？　毎朝セットするのは大変でしょうけど」

　彼女のツインテールを指で梳すきつつ、どうにかこの髪かみ型がたを変えさせようと言葉を尽くす。

　こんなフェレスみたいな後こう輩はいは、正直嫌いやだ。

「う～ん。……でも、それだと、瑠る璃り姉ねえ様とおそろいになっちゃうんですよぅ」

　憧あこがれの先せん輩ぱいに髪を梳かされている瞑は、うっとりと瞳ひとみを潤うるませて、甘えた声で囁ささやく。

「瑠璃さんって……貴女あなたのお姉ねえ様……でしたね」

「はいっ、高等部の風紀委員長をやっているんです」

「そうなんですか。お会いしたことはありませんけれど、どんな髪型なんでしょう」

　アリスが確認するように怜れい奈なの方へ振り返ると、秘ひ孔こうを突かれ固まっていた巨大生物が正気を取り戻したところだった。

「多連装ドリルミサイルみたいな先輩だ」

　同じ風紀委員で面識のある怜奈は、皇こう城じよう先輩の髪型を分かりやすく教えてくれた。

「超失礼ですね怜奈さん。でもすっごくよく分かりました」

　アリスは顎あごに人差し指を当て、しばし沈思する。

「だったら瞑さん、ツインテールをベースにして、ロールをかけてみたらどうですか？　それだけでも、大分雰囲気変わると思いますけれど」

　きっと似合いますよと奨すすめる。とりあえず、この髪型ツインテールは断固阻そ止しの構えだ。

　誰かさんのせいで、あれからツインテールが、邪じや悪あくの象徴にしか見えない。

　一種の精神的外傷トラウマである。こんな髪型滅びてしまえと思う。

「はいっ、じゃあ次にお目に掛かるときまでに、再挑戦してみますっ」

　瞑は元気一杯に頷うなずいた。

「ところでよ……九く条じよう院いん。三み月つきはどうした？　来てねえようだが」

　誠人まことが話を切り替えると、アリスと瞑の表情が若じやつ干かん硬くなった。地雷を踏んだことを察した彼もまた、焦あせった顔になる。怜奈の表情だけが不変を保っていた。

「……知りませんよ、必ず来るとは言ってましたけど……」

「確か転校生の案内をするって言ってたな……ったく、なにやってんだアイツは」

　誠人は珍しく三月に対して苛いら立だちを見せていた。

「まあ、仕方ありませんよ。先に約束していたみたいですし。自分の都合で約束を破りたくなかったんでしょう。そういうところ頑がん固こなんですよ、あの人は。案内した後で、一度家に帰ると言っていましたから……きっと今頃、慌あわててこっちに向かっているんじゃないですか？」

　と、アリスは宥なだめにかかる。三み月つきの気持ちは、よく分かっているつもりだった。

（気に入らないのは確かですけど……ね）

「ずいぶん余よ裕ゆうなんだな、九く条じよう院いんさん。鬼おに百合ゆり君とリリスさんを、二人っきりにさせておいていいのか？　取られても知らないぞ、わたしは」

　怜れい奈なはどうにも、あの二人の関係に警戒心を抱いだいているらしい。

　アリスは何度目かとなる同じ台詞せりふを言ってやる。

「それはもう。私よりも魅み力りよく的な女なんて、いるわけがありませんから」

「そうか。だが、世の男性が常に魅力的な女性を選ぶとは限らない。クラスでわたしが非モテ扱いされていることからも、それは明らかだ」

「ふん、仮に三月くんが、私以外の女を選ぶような見る目のない男なら──最初から、この私には相応ふさわしくなかったということでしょう。要いりませんよ、そんな人は」

　傲ごう然ぜんと放たれた強気な言葉。美しく不ふ遜そんに佇ちよ立りつするアリスを、三番目のキリングドールそっくりの恰かつ好こうをした瞑めいが、尊敬の眼まな差ざしで見上げている。

「そうですよねっ！　そんな見る目のない浮気男なんて、死んじゃえばいいんですよ！」

「そのとおりです瞑さん。よく分かってるじゃないですか、貴女あなた」

「えへ……」

　頭を優しく撫なでられて、瞑はうっとりと眼めを細める。

「さぁ、そろそろ時間だ。──三月には悪いが、パーティを始めようぜ」

　誠人まことの合図によってピアノの曲が静かなものに変わり、照明がゆっくりと薄うす暗くなっていく。

　ざわめきが静まって、各々が席に着いた。アリスは主しゆ賓ひん席へと移動する。

　大卓たくの上には、豪ごう華かな二段重ねの苺いちごケーキが載のっている。真っ白にデコレーションされた生き地じは、大雪が降り積もった平原のよう。白雪の大地に並んだ蠟ろう燭そくの炎ほのおが、祝福するように揺らめいている。

「では……」

　期待に満ちた静寂の中、アリスはすうっと息を吸い込んで、まるで名残なごりを惜しむかのようにゆっくりと、一本ずつ、蠟燭の炎を吹き消していったのだった。

　闇やみに包まれた空間に、絶ぜつ妙みようのタイミングで照明が灯ともる。

　わぁっ──盛大な歓声が上がり、拍手の音が鳴り響く。

　会場を満たすメロディは、ハッピー・バースデイ・トゥ・ユー。

「誕生日、おめでとうございます」「おめでとうございます！」「おめでとうっ」

　皆が祝辞の声を投げかけながら主賓席に寄ってきて、プレゼントを渡してくれる。

「ありがとうございます──」

　本日何度目かしれないお礼の言葉を一人一人に返しながら、アリスは胸に嬉うれしさが込み上げてくるのを実感していた。

「あは……こんなにたくさん、両手で持ちきれません……」

「まだまだあるぜ──ほら、俺おれからも」

　誠人まことが差し出したのは、形状からするとハードカバーの本らしかった。

「ありがとう、誠人くん」

「ああ……どういたしまして。って怜れい奈な、お、おまえ……なに持ってきたんだそれは……⁉」

　声に恐怖を滲にじませ、驚きよう愕がくする誠人。

　彼の後ろから現われた怜奈が自信ありげに突き出したのは、プレゼントリボンを巻かれた全長三十センチほどの、皇こう城じよう学院制服を着用した人形だった。

「[image: ]怜奈ちゃんフィギュアだ。先日、九く条じよう院いんさんは『可愛かわいらしい人形が所しよ望もう』であり、『そんな馬鹿でかい人形は要いりません』と言っていたではないか。なので希望に応こたえようと思って、昨夜徹夜で仕上げたんだ。──いい出来だろう？」

　彼女の言うとおり、フィギュアの完成度は極めて高く、本人そっくりの顔をしていた。

「ありがとう怜奈さん。テスト前だっていうのに、心底バカ野や郎ろうですね」

「ふっ、心配無用。いざ追試となれば、いつものように誠人とのラブラブ個人授業女子寮りよう編がわたしを待っている」

　むしろそれが目的なのではないかと疑ってしまうような、嬉き々きとした声。

　だが、とうの誠人は不満顔だ。ラブラブというよりはイヤイヤという風ふ情ぜいである。

「怜奈の部屋は汚きたねぇから嫌いやだよ。大体だな、なんで毎回毎回、俺が勉強教えてやらなきゃならねえんだ。いい加減、なにか見返りがねえとやってられないぜ」

「それもそうだ。ではお礼に誠人にも、今度同じものをやろう。……こうやって上着を脱がした状態でだな、机の目立つところに飾って存分に愛めでるといい」

　怜奈は頰ほおを染めながら人形の制服パーツを取り外す。露あらわになった下着や肌はだまでもが非常に精巧に造られているので、きっと全身くまなく本物そっくりになっているに違いなかった。

　こんなものをもらっても、アリスはどうしたらいいか分からない。誠人が目を眇すがめる。

「寮りようの机にそんなもんを飾っておいて、客が来たときどうすんだ。俺の人生が終わるだろうが」

　等身大フィギュアと同どう衾きんさせられた恐怖の片へん鱗りんが蘇よみがえってきたらしく、声が上うわ擦ずっている。

　そうやって怜奈たちが例のごとくいつものやり取りを展開していると、階下からカランカランという鈴の音が聞こえてきた。誰かがカフェ入口の扉を開けたようだ。

「ふぅっ、遅れてごめんね！」

　階段を慌あわただしく上ってきたのは三み月つきだった。制服姿で黒いリュックを背負っている。

「もう……遅いですよ三み月つきくん」

　腕うでを組んで、アリスは怒り顔だ。しかしなんだかんだ言いつつも声は嬉うれしそうに弾はずんでいて、内心の喜色を隠かくしきれていない。だが彼女の表情は次の瞬間、引きつって硬直した。

「ごきげんよう、みなさん。お邪じや魔まいたしますわね──」

　三月の後方から、銀ぎん髪ぱつの転校生が現われたからだ。

「あ、貴女あなたは……」

　アリスの呟つぶやきは、女生徒たちの黄色い嬌きよう声せいでかき消される。リリスは純白のドレスに着替えていた。彼女の煌きらびやかな姿は、この場すべての視線を奪うに足るものだった。

　奇くしくもドレスのデザインは、色こそ違えどアリスが着ているものとよく似ていたから、二人の差が誰の目にも明らかだ。もう少し可愛かわいらしいデザインであれば、アリスの容姿と相性がよかったのだろうが……この大人おとなびたドレスは、完成されたプロポーションを持つリリスの方が遥はるかに似合っている。アリス自身、そう認めざるを得ない。

「せっかくだから、リリスにも来てもらっちゃった。その、アリス……いいよね？」

　リリスの手を握ってこちらに歩み寄ってきた三月は、いつもの親切面づらで妄もう言げんを吐はいた。

（い……っ、いいわけないでしょうッ！　この、っブチ殺されたいんですかボケナスが……！）

　心の底からそう叫びたかった。堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがぶち切れそうだった。

　だが、突然会場に現われた美しき飛び入り参加者を、陶とう然ぜんとした瞳ひとみで期待している皆の前で、リリスを追い出すようなことはとてもできない。できるはずがない。

「……ごめんなさい。やはり……ご迷めい惑わくでしたかしら？」

　哀かなしげに目を伏せてリリスは囁ささやく。会場全体から、懇こん願がんの視線が主しゆ賓ひん席に突き刺さる。

「とんでもありません。ありがとうございますリリスさん、わざわざ私のために来てくれて。凄すごく綺き麗れいなドレス……貴女が着ると、まるで銀色に輝いているよう」

（この銀バエ……！　存在自体が目め障ざわりなんですよ、できれば消滅してください今すぐに）

　アリスは気品を湛たたえた親愛の微笑で、歓迎の意を表した。

「まぁ、お上じよう手ずね……お誕生日おめでとうございます、アリスさん」

　笑顔で向き合う美少女二人。一見すると友情が芽生えたように見えなくもない光景を前にした三月は、とても満足そうに頷うなずいた。

「うん、よかった……これがきっかけになって、二人が仲良くなってくれれば……」

　小さな声で独りごちる。そのとき──勘かん違い甚はなはだしい彼の足に、グサリと踵かかとがめり込んだ。

「ッッ⁉」

　あまりの激痛に、うめき声さえ上げられないようだった。三月は涙なみだを零こぼしながら、犯人の姿を求める。

「あっ、ごめんなさぁい。つい足が滑すべってぇ、思いっきり踏ん付けちゃいました♪」

　わざとらしく詫わびたのは、紫むらさき色のゴシックロリータを着た、ツインテールの少女。

「え、ええ……⁉」

　フェレスそっくりに着飾った瞑めいの姿を見た三み月つきは、息を吞のんで青ざめた。

（ふふっ、驚いてる驚いてる……素す敵てきです瞑さん。ちょっとスカっとしましたよ……！）

　アリスの意思を汲くみとっているかのように、瞑は辛しん辣らつに三月に絡からんでいる。

「なに人の顔じろじろ見てるんですか貴方あなた？　いやらしい」

「ご、ごめんね……ちょっと知り合いに似てたから……」

「えー……ヤダぁ、気持ち悪いこと言わないでくださいよぅ」

「うぅっ」

（……三月くん……あまりにも情けないです）

　口の悪い下級生に苛いじめられる少年の姿を見て、アリスは複雑な気分になった。

　そこにリリスが話しかけてきた。

「アリスさん……ごめんなさいね。わたくし、今日がお誕生日会だなんて知らなかったものですから……プレゼント、用意しておりませんの」

（ふんっ、じゃあ誕生日会に来ないでくださいよ。大体貴女、着替えてる暇があったならプレゼントの一つや二つ、用意できるでしょうに──というか、今すぐ帰ってくれればそれがなによりの贈り物です）

　という内心とは裏うら腹はらに、

「あら、いいんですよ、そんなの。気にしないでください」

　と、アリスは寛かん容ようなところを見せた。

「ええ……でも、せめてわたくしにできる精一杯のことで、贈り物に代えさせていただきますわ」

「？」

　華か麗れいに踵きびすを返したリリスは部屋の片かた隅すみに向けて足を進め、ピアノを演奏していた女生徒になにやら話しかけている。どうも、演奏を交代してもらうつもりらしい。女生徒は快かい諾だくし、席を立った。入れ替わりにグランドピアノの前に座ったリリスは、傍はた目めにも自信に満ち溢あふれている。

　彼女は一拍おいてから、鍵盤に細く白い指を落とし──そして演奏が始まった。

「────」

　わぁ、と会場のあちこちで感嘆の溜ため息いきが漏もれる。物静かで柔やわらかな、演奏者自身を表わすような曲である。彼女の演奏は文句の付けようがないほど完かん璧ぺきで、素す晴ばらしいものだった。

「綺き麗れいだね……」

　惚ほうけた顔の三月が、囁ささやきを漏もらす。

「……確かに……」

　アリスも令れい嬢じようの嗜たしなみとして、大体の楽器ならば一通り演奏することができるが……これにはとても敵かないそうにない。努力すれば追いつけるとか……そういうレベルではなかった。

（き、聴き惚ほれているわけでは……ありません）

　いくら気に入らない奴やつの演奏でも、アリスのために弾ひいてくれているのだから、ちゃんと聴いていてあげないといけないのだ。

　演奏が、会場に優しく染み渡る。

　ささくれ立っていた心が、癒いやされていくよう。

「……ぁ」

　胸が切なくなるような旋せん律りつの中、アリスの前に三み月つきが進み出てきた。

「これ……誕生日プレゼント、再提出、するよ」

　彼が両手で差し出したのは、包装された大きな箱。きっと中身は新しく作り直した麦むぎ藁わら帽ぼう子しだろう。

「改めて、おめでとう、アリス」

「……ん」

　アリスは箱を受け取って、意地悪そうに片かた眼めを瞑つぶる。

　穏おだやかな音色が彩いろどる、ロマンティックな雰囲気。ここでアリスは、初めてあの転校生に少しだけ感謝してもいいかなと思った。

「──ちゃんと作り直せてるんでしょうね？」

「もちろん。気に入ってくれると嬉うれしいな。よかったら、開けてみて……？」

「……はい」

　大した物じゃないと分かっているのに、包装を破る手は少し震えていて、どきどきと胸が高鳴っているのが自分でも分かった。

　中身はやっぱり……微び妙みようなセンスの麦藁帽子。丁てい寧ねいな手作りで、でも少し歪ゆがんでいて、だけどよく見れば所々に成長の跡が見て取れる。

「どう……かな。ちょっと工夫して、兎うさぎのアクセサリーとか、付けて、みたん……だけど」

　少年の努力と想いがたっぷり込められた、世界でたった一つだけの帽子。アリスはそれをしばし吟ぎん味みしてから、主観的な評価を率直に述べた。

「──相変わらず下手へたくそですね」

「うっ」

　涙なみだ目めで不安がる三月を、にやにやと見詰めてやる。

「まぁ……でも。……今はこの帽子で妥協しておいてあげますよ。優しいですからね、私は」

　悪戯いたずらめいた口調で言って、アリスはもらったばかりの帽子を頭に被かぶった。

　ゴシックドレスと麦藁帽子。

　あまりにもミスマッチで、考慮の余地なく落第点のコーディネイト。

　周囲の反応も芳かんばしくなく、皆の視線は素す敵てきな演奏を続けるリリスばかりに注がれている。

「その……えっと、ありがとうございます、三月くん。………………嬉しいですよ」

　ぽつぽつと、心から素直な気持ちが自然に溢あふれ出た。全身が火ほ照てって、熱くなっている。

「そう……なら、よかった……」

　胸を撫なで下ろした彼の顔も、ほんのりと赤みを帯びていた。

　他ほかでもないアリスの誕生日会だったのに──今、彼女を見ているのは目の前にいる一人だけ。

　スポットライトを浴びる主人公ヒロインは、あちらでピアノを演奏するリリスへと、完全に移ってしまっている。

　だけど……そんな些さ細さいなことなんて、全然気にならなかった。

「もう……本当、センスないですよね。凄すごく安っぽくて……しかも少し歪ゆがんでるし」

　脱いだ麦むぎ藁わら帽ぼう子しを貶けなしながら、そっと愛いとおしげに胸に抱だく。

　会がお開きになるまで、ずっとアリスは幸せそうに笑っていた。







　　　第二章　刻まれる亀裂







　翌日も空は快晴だった。風が強く、雲一つない。抜けるような青空とはこのことだろう。

　月つき城しろ町駅、駅前花時計を臨む位置に『リトルフェアリー』という名前のカフェがある。

　童話に出てくるお菓か子しの家をイメージさせる、可愛かわいらしい店構えである。ここでしか味わえない腕うで利ききパティシエ手作りのケーキや、薫かおり高いお茶の類たぐいは皇こう城じよう学院に通う令れい嬢じようたちからも好評を博していて、放課後ともなれば広々とした店外テラスの席までもが、制服姿の女子で溢れかえるのが常であった。

　もちろん今は平日の朝であるから、空席が多くがらんとしている。

　そんな店外テラスの片かた隅すみ、木製の卓たくを挟はさみ、奇き妙みような男女の二人連れが向かい合わせに座っている。

「うむ、なかなか悪くない。当たりじゃな、この店は」

　張りのある若々しい声とは裏うら腹はらの、老紳しん士し然とした口調である。

　湯ゆ気げ立ち上るティーカップに口をつけ、満足の息を吐はいたのは、濃茶色のスーツを着た金きん髪ぱつ碧へき眼がん、単眼鏡モノクルの美青年──アレク博士だった。

「はい、そりゃあもう大当たりで御座いますよ──」

　彼の対面、瞳ひとみを潤うるませて頰ほお張ばったケーキを咀そ嚼しやくしているのは、侍じ女じよ服ふく姿の少女──悠ゆう里り。

　白いヘッドドレス。提灯袖パフスリーブの黒いワンピースは厚いウール地で、ぴしっと糊のり付づけされた襟カラーと袖口カフスが清潔な印象。スカートは長く、ぴったりと脚を覆おおう黒いストッキングが、僅わずかに足下から露ろ出しゆつしている。ワンピースの上には、地味な白いエプロンをかけている。

　夏場にしては厚着にすぎる侍女服だが、しかし悠里が必要以上に汗をかくことはない。

　何故なぜなら彼女は、人間ではないから。

「このシフォンケーキの美味おいしさなんてもう……ああっ、舌したが蕩とろけてしまいそう。悠里は幸せです……！」

「やかましい。食い物のことになると大おお袈げ裟さになりおるな、貴き様さまは」

　美食に舌鼓つづみを打ち、食べ放題バイキングのケーキ皿を卓たくにうず高く積み上げていく人造人間に、アレクは辟へき易えきした様子で文句を述べた。

「ご、ご自分が話しかけてきたんじゃありませんか……もぅ。もぐもぐもぐもぐ……はふぅん、美味しゅう御座いますぅ」

　不平を漏もらした悠里は改めてケーキに視線を落とし、ご機き嫌げんで食事に専心し始める。

「ったく……緊張感の欠片かけらもないのう」

　加か賀が見みとの面会を終え、月つき城しろ町に急ぎやってきたアレク。

　第十研究室の職員たちが、拠きよ点てんとなる『遺跡』に必要な機材を運び込むまでの間、彼は腹が減ると動けなくなるポンコツマシンを引き連れ、まずは食事を摂とることにしたのだった。

「まぁ……まだ時間はある。どうせあの遺跡はハズレじゃろうし、この機会に町を探索するのもよかろう」

　この町にはなにかある──アレクの勘かんが、そう言っているのだ。

　彼の足下には、雑誌類が満まん杯ぱいのビニール袋が置かれている。参考資料として、先ほど悠里にコンビニエンスストアで購入させたものだ。

　彼は袋から観光マップを取り出して、なにか──直感に引っかかる怪しい場所がないものかと、真剣な表情でぱらぱらとページを繰る。その手が、とあるページでぴたりと止まった。

「ほう、この町には温泉が湧わくのか。ジャパニーズ露天風呂とやらに一度行ってみたかったんじゃよ、わし」

　一気に顔を緩ゆるめ、嬉うれしそうに夢を語った若作り老人に、侍女からの一言。

「ご自分だって緊張感ないじゃないですか。ジジイ丸出しじゃないですか。温泉に浸つかってもご主人様のハゲは治療不能で御座いますよ？」

　アレクの杖つえが唸うなりを上げて、悠里の頭をひっぱたいた。

「黙って喰っとれメカデブゴン、川に沈めるぞ……！」

「ひぃん……わたくしそんな大怪かい獣じゆうみたいな名前じゃないもんっ」

　そうやって騒いでいたら、女性店員がやって来て注意された。

「あの、お客様……お静かに願います」

　リトルフェアリーの制服は、薄うすいピンク色の半袖そでワンピース。

　襟カラーと袖口カフスだけが白く、細いピンクのリボンが胸元を飾る。スカート丈たけは短く、純白のニーソックスとの相あい性しようもいい。白いエプロンは肩かたにフリルが付いたアリスタイプのデザインで、腰こしの後ろがリボン状に結ばれている。まさしく妖よう精せいのような愛らしさであった。

「申し訳ない」

　片手を頭の上に乗せ、へりくだった上うわ目め遣づかいで素直に頭を下げるアレク。

　鼻の下がだらしなく伸びている。

「あー、ご主人様、視線がえろいです。その単眼鏡モノクル、透視機能がついているんじゃないですか？」

　ジト眼めの侍じ女じよから糾きゆう弾だんを受け、しかしロストテクノロジーを扱う天才博士は冷静だった。

「貴き様さま余計な、もとい人聞きの悪いことを言うでない。そんな夢の機械があるはずなかろう」

　演技がかった低い美声で、非常識の塊かたまりである人造人間を前に、平然と常識的な回答を返す。

「で……では、ごゆっくりどうぞ」

　エプロンドレスの女性店員は、にっこりと一礼し、そそくさと早足で遠くに行ってしまった。

「ふふん……この国の淑しゆく女じよは奥ゆかしいのう。──貴様も見習わんか、おい」

　言われた悠ゆう里りはむっと拗すね顔になり、当てつけのようにモンブランを一口で頰ほお張ばる。

　ばくんごくん。二秒で嚥えん下かし、お茶を一口飲んでから厳きびしく反論。

「んっく。お言葉ですがご主人様……よろしいですか？　あんなのは所しよ詮せんアルバイトの小こ娘むすめです。真の侍女であるわたくしに及ぶはずが御座いません。それに……わ、わたくしだってああいう可愛かわいい服を着れば、そりゃもう素す敵てきなメイドさんが出来上がりますよ……！」

　俯うつむき、地味な黒い侍女服を涙なみだ目めで眺ながめ……そして、ちらっと視線を上げて主あるじを見る。

　しかしアレクはまったく聞いておらず、温泉の特集記事を熱心に読みふけっていた。

「ご……ご主人様の馬鹿ぁっ……」

　滂ぼう沱だと涙を流した悠里は、食事のペースを一気に上げた。

　そしてその日──人造人間の自棄やけ食いによって、リトルフェアリーのバイキングメニューは余さず食べ尽くされ、今までの大食い記録を大幅に塗り替えるという伝説となったのである。




　　　　　　†




　その日、三年一組の三時間目の授業は、今年初めてとなるプールだった。

　皇こう城じよう学院西部、プールのある第二体育館は、二階建ての白い建物だ。

　シルエットは四角く、外装内装ともに凝こった装飾はない。その分内容は充実している。

　競技用、遊泳用はもちろん、潜水用の深いプール、初級者用の浅いプール、その他──例えば特定の水流を発生させる等の特殊機能を備えたもの……などなど、二階と屋上の全面積に様様な種類のプールを備えていた。

　もちろん学校施設である以上、ウォータースライダーなどといった、あからさまな遊具はないが、多額の建造費が掛けられた豪ごう華かな施設だといえよう。

　体育館の入口を潜くぐると、真まっ直すぐ延びる回かい廊ろうに出る。右手硝子ガラス越しに見えるのは、円えん卓たくが並ぶ大部屋だ。一階は更こう衣い室しつや食堂、購買などの施設が完備されたリクライニングフロアになっている。どっしりとした円柱や円卓が、一見無む造ぞう作さに──その実絶ぜつ妙みようの均きん衡こうを備えて配置され、無味乾燥な内装を美観と呼べるものに変えていた。

　放課後や休日、休み時間にはここで寛くつろぐ生徒や教師も多いが、今は授業中なので誰もいない。

　三年一組の面々は回廊を進み、更衣室に向かった。男女別に分かれて、室内へと入っていく。

　アリスはピンクの床タイルを歩き、適当にロッカーを選択した。

「んっ……しょ」

　大きなタオルで身体からだを隠かくし、手慣れた動作で制服を脱いでいく。床ゆかに落として濡ぬらしてしまわぬよう慎しん重ちように。

　チョーカー型の抑制機は、もちろんプールの中まで持っていくことはできないが、抜かりなく対策ずみだ。

　宝石コア部分さえ身につけていれば問題ないので、左ひだり腕うでに巻いた白いバンドの下に隠している。

　防水加工が施されたバッグから、アリスは水着を取り出した。生地に空いた孔あなへと、すらりとした美脚を手際よく通す。理想の令れい嬢じようは着替える姿までもが美しくなければならない。

　紺こん色のスクール水着は学院指定の、胸部分に学年と名字が記入されたものだ。露ろ出しゆつ面積は多くない。紺こん色いろの生地が少女の裸ら身しんにぴったりと貼はり付いて包み込み、起伏の乏とぼしい身体のラインをくっきりと際だたせている。

「ねぇ怜れい奈なさん。この水着って私をバカにしてるとしか思えないんですけれど……」

　ぺたんこな胸に両手で触ふれつつ、隣となりで着替えていた怜奈に話しかける。

「──なにか言ったか？」

　怜奈は最上段のロッカーに脱いだ制服をすべて収納し、ようやくバッグから水着を取り出したところであり、すなわち全裸だった。

「ちょっと！　真まっ裸ぱだかでこっち向かないでください！」

　アリスは羞しゆう恥ちの叫びを上げ、両手で目をふさいだ。

　堂々と裸身を晒さらし、躊ちゆう躇ちよなくアリスに向き直った怜奈は、明らかに理解していない様子。

「自分で話しかけたくせに、どういう了りよう見けんだ」

　などとオールヌードで怒っている。

　実に男らしくて結構だが、巨人族（♀）の裸はだかなど見てもまったく嬉うれしくない。

「……⁉」

　指の隙すき間まから垣かい間ま見える怜れい奈なの身体からだは、他ほかの女子と比較しても発育がいい。カモシカのようにしなやかな筋肉、そして必要にして十分な皮下脂肪が、モデルのように均整の取れた黄おう金ごん律りつの肢し体たいを構成しているのだ。こういうのは母の裸で見慣れているが、それが同級生のものとなると、また話が違ってくる。ようするにむかつく。

「う……む、むぅぅ……」

　ちょうどアリスの目の前に、張りのある上向きの乳ち房ぶさがあるので、圧倒されつつも非常にカンに障さわる。

　──そしていつまで、この人は全ぜん裸らのまま、こちらを向いているつもりなのか。

「どこを見ているんですか怜奈さん。まさか勝ち誇っているつもりですか」

　アリスはちくちくと視線を感じる胸元を、両りよう腕うでで抱だいて隠かくす。

　怜奈はアリスの慎つつましやかな水着姿を、じっくりと眺ながめてから口を開いた。

「いや、君にも人並みにコンプレックスがあるのかと思うと、救われる話だと思った。──あまり気にするな。多少欠点があるくらいの方が、友人としては好ましいものだ」

「ほ、放っておいてください！　それよりさっさと水着を付けて、そのでかいのを隠してくださいよ」

　アリスはごまかすように眼前の巨乳を指差した。

　不満げに口を尖とがらせた怜奈は、のろのろと着替え始める。

「人の胸に対して、なんて言い草だまったく。ん……ほら、あっちを見るといい九く条じよう院いんさん。わたしのより数段凄いのを発見したぞ」

「えっ──？　あ、ああっ！」

　怜奈が指差す方向を見ると、そこには確かに凄いのがあった。

「な、なんて恰かつ好こうしてるんですか貴女あなたはっ⁉」

　アリスが大声を上げてしまうのも無理はなかった。

「あら、わたくしのことかしら」

　何故なぜならそこには、白いビキニを着用したリリス・グラムが立っていたのだ。

　恐ろしいほどの存在感が、更こう衣い室の視線を一身に集めていた。

「なんて恰好って……ああ、この水着のことですの？」

　リリスは皆の視線を当然のもののように受け止め、自ら胸の先せん端たんをちょんとつついて示した。水着のサイズが小さいわけでは決してないのだが、彼女の巨大な双そう丘きゆうを包むにはまったく足らない。結果として、たわわに実った林檎りんごのような乳房が、いまにも水着から零こぼれ落ちそうだ。

「わたくし、まだみなさんと同じ水着を持っていないもので……うふふ、これでは少々目立ってしまうかしら」

　頰ほおに片手を当てて照れ笑う。

　大きく露ろ出しゆつした肉感的な肢し体たいは、リリスが身じろぎするたびにきらきら光る色香を振りまくものだから、同姓のアリスでさえくらくらと目め眩まいを感じてしまう。

（ううっ……まさか、まさか本当にこの恰かつ好こうで授業を受けるつもりですかこの女⁉　男の子だって……三み月つきくんだっているのに！　みんなに見られちゃうのに……な、なんて破は廉れん恥ちな……！　ちょ、超ちよう絶ぜつけしからんことです‼）

　リリスの大人おとなっぽい水着姿を前にしたアリスは、真まっ平たいらな胸を隠かくした体勢で涙なみだ目めになった。様々な理由が集積して頭に血が上り、顔が熱くなってくる。今にも鼻血が噴ふき出しそう。

「ちょっと怜れい奈なさん、風紀委員でしょう貴女あなた！　あんなえっちな水着が許されるんですか⁉」

　くわっと怜奈を見上げ、アリスはぐるぐると眼めを回しながらも糾きゆう弾だんの咆ほう吼こうを上げる。

　怜奈は動じず、半目のままで首しゆ肯こうした。

「先日彼女と一緒に、高等部の風紀委員長のところへ確認をしに行ったのだが、『ええ。貴女の制服一式ができるまでは、すべて私物を使用していただいても問題なくってよ──』と、やたらと偉そうに皇城ドリル先輩が言っていた。別に構わないだろう、ハダカで泳ぐわけでなし」

「お、大いに構うんですよ……！　怜奈さんは誠人まことくんの趣味がおっぱいから離れているから、そんなことが言えるんです！」

　アリスは再びリリスの方を向いて、びしっと胸の中心を指差した。

「大体貴女！　恥ずかしくないんですかそんな恰好でっ！」

「ええ、わたくしなにも恥じることなんてありませんもの。……もしかしてアリスさん、自分のカラダに自信がないのかしら。だからそんなに、過か剰じような反応を？」

　対するビキニの少女は余よ裕ゆうの構えだ。的確にこちらの弱点を衝ついてくる。

　汗を一筋額ひたいに流し、アリスは引きつった笑顔で返答。

「ッばっ、馬鹿なことを。私は令れい嬢じようの恥じらいというものを説いているんです。淑しゆく女じよは、み、妄みだりに肌はだを晒さらしたりしないものなんですよ……」

「まぁ……意外と古風なんですのね、貴女。うふふ、とても素す敵てきな訓くん戒かいですわ。でも、わたくしは自分に一番似合うと思う水着を選んでいるだけですし」

　そこでリリスは自らの肢体を眺ながめ、僅わずかに頰ほおを染めた。

「……三月さまはわたくしの水着を見て、どう思われるかしら……」

（く……ッ！　調子に乗らないでくださいよ、このっホルスタインが……！　み、三月くんがどう思うか、なんて、そんなの決まっているでしょう！　そう、あの人は──）

　フラフラデレデレ、フラフラデレデレ。もう見なくても分かる。

「……ぬ、く」

　アリスは先手を打って三月に目め潰つぶしをくれてやろうかどうか、半分本気で思案した。

「ふんっ！　私の魅み力りよくは、そんなお肉ごときに負けたりしませんっ！」

　精一杯の強がりは、更こう衣い室の中に虚むなしく響き渡った。




　眩まばゆい陽光が燦さん々さんとプールサイドを照らしている。

「暑……やってられません」

　アリスは出席番号順に整列する生徒たちの中、一人アンニュイに呟つぶやいた。

「はぁっ」

　深々とうなだれて、重々しい溜ため息いきをつく。

　更衣室の一件のみならず、とある理由によってアリスは今、非常に焦あせっていた。

（私としたことが……最近、それどころではなかったから、失念していました）

　こっそり一歩だけ後退して、椰や子しの木影に退たい避ひする。

　天てん空くう高く建造された屋上プールには、イミテーションではない南国植物が茂っているのだ。

　さながらリゾートホテルのプールサイド。皇こう城じよう学院のパンフレットでは、確か古代バビロンの空中庭園に喩たとえられていたはずだ。大層な惹じやつ句くだが、バビロンだろうがアマゾンだろうがそんなことはどうでもよく、いまや眼前のすべてが忌いま々いましい。

　紺こん色いろのスクール水着で身を包んだ年若い令れい嬢じようたちが、健康的な四し肢しを惜しげもなく晒さらし並び立つ。プールサイドにおいて、主人公ヒロインは彼女たちだ。

　煌きらめく水面、輝く肢し体たい、真夏の日差しが、ジリジリと肌はだを灼やく。

　アリスの内心とは裏うら腹はらに、三年一組の授業風景は楽園の様相を呈していた。

「はい！　それではみなさん、授業を始めます！」

　委員長による点呼報告が終わり、体育担当の教師である牧まき村むら加か奈な子こが、授業開始の音おん頭どを取る。二十×歳さい、独身、ポニーテールの彼女は普段、野や暮ぼったい黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを掛けているのだが、プールの授業中は外している。その素顔は、素そ朴ぼくだが綺き麗れいといっても噓うそにはならない。しかしながらとことん地味な競泳水着が、今一歩で誰もが認める美人教師への扉を、固く固く閉ざしていた。

「ただ今日は初日ですし……本格的な授業は二学期からということで──」

　地味顔の先生はニコッと人好きのする笑顔になり、生徒たちの期待どおりの言葉を続けた。

「自由遊泳の時間にしまぁす！」

　生徒たちから、わぁっと歓声が上がる。大いに盛り上がり、今にもプールに飛び込みそうな子供たちに、体育教師はきちんと釘くぎを刺すことを忘れない。

「各自準備運動しないと駄だ目めですよ！　室内プールは二組の人たちが使ってるから、自由行動は屋上だけにしてくださいね！　それと来週の授業で、クラスから泳ぎの上手うまい人たちを選抜してリレーをします。今週中に五人ずつ、合計十人のメンバーを決めておいてください。よろしくね、桐きり山やまくん」

「はい、分かりました」

　先生の指示に、誠人まことが答える。

「先生、今日の自由遊泳は、男子女子から各四名ずつ、交代で監かん督とくに立つってことでいいですね」

「ええ、それでいいわ」

　手早く自由時間の段取りを決める委員長。この辺りはもう手慣れたものだ。彼は振り返って、泳ぎの得意な生徒たちを指名し、同意を得る。それから、クラス全体に向けて声をかけた。

「授業中なにかあったら、牧まき村むら先生か、監督している生徒、もしくは俺おれに言ってくれ」

　委員長のお達しに、生徒たちから「はーい」と従順な返事が来る。

　先生は満足そうに頷うなずいて、生徒たちを解き放つ言葉を告げた。

「じゃあ解散！」

　屋上には通常の二十五メートルプールが一つ、円形の大きな遊泳プールが一つ、水深が浅く、規模も小さい初心者用の練習プールが一つ、合計三箇所ある。

　解散の声と共にさっそく準備運動を始めた生徒たちが、もどかしい儀ぎ式しきを終えてプールへと駆かけていく。

　そんな中、ぽつんと初期位置に立ちっぱなしの少女が一人。

「…………」

　アリスだ。俯うつむき、普段の彼女らしからぬ様子で黄昏たそがれていると、三み月つきが傍そばにやってきた。

「ねぇアリス、自由時間、一緒に遊ぼうよ」

「で、でも……」

「──ほら」

　アリスの元気がない理由をよく弁わきまえている彼は、気き遣づかうように優しく手を握ってくれた。

「ぁ……」

　少年に手を引かれ、顔を上げたアリスは、ぽっと頰ほおを染める。

（……や、やだ……三月くんったら、上……服着てないじゃないですか……ど、っどどど、どうしましょう……私、どうすれば……）

　猛もう暑しよと羞しゆう恥ちによって頭が煮立っているアリスは、心の中で当たり前のことを言って、自ら混乱の度合いを深めていった。プールサイドを歩きながら、先を導いてくれている三月の上半身に、じっと熱い視線を注いでしまう。

　華きや奢しやな身体からだのラインはしなやかで、浅く小麦色に焼けた肌はだは女の子みたいにすべすべだ。

　決してたくましくはないけれど、細身の少年独特の──どこか背はい徳とく的な色気がある。

（ん……ふぅっ）

　またしても鼻血を堪こらえなければならなかった。

　気持ちのいい酩めい酊てい感と、胸のどきどきが止まらない。

「なに？」

　視線を感じたのか、三み月つきが振り返った。

「な、なんでもありません……」

（ていうか……なんで私が三月くんの水着姿なんかでドキドキしなきゃいけないんですか！）

　どう考えても逆だった。ここは三月が、婚約者の可か憐れんな水着姿に見み惚とれて顔を赤らめ、そこで恥ずかしそうに身体からだを抱だいたアリスが「も、もう……三月くんったら、えっちなんですから……ばか」とか、そういう感じで展開する場面のはずなのに。

　これはいったいどういうことかと思った。

（やっぱり……こんな学校指定のださい水着じゃ、話になりませんね──）

　アリスはスクール水着に責任を転てん嫁かした。今度可愛かわいい水着を買いに行こうかな、などと考えていると、上半身ハダカの三月が話しかけてきた。

「どうしようか、アリス？」

　彼が聞いているのは、どのプールで遊ぼうかという意味である。

「……じゃあ」

　アリスがおずおずと指したのは、すぐ正面に迫っていた二十五メートルプールだ。

「えっ、あそこでいいの？　結構深いよ？」

　アリスが抱かかえるとある事情を知っている三月は、驚いて再確認してきた。

「ええ、構いません。プールのたびに消沈しているようでは、理想の令れい嬢じようとは言えませんからね。今年こそは……！」

　力強く、決意を言葉にする。

「そっか、なら僕も協力するよ。道具を借りてくるから、待っててね」

「はい、よろしくお願いします」

　繫つないでいた手を離し、三月は用具室へと歩いていった。

「ふふっ……」

　高鳴る胸を押さえ、アリスは小さく笑みを漏もらす。昨日きのうの誕生日会が終わってから、彼とは例の気まずい雰囲気が薄うすくなってきて、悪くない感じだった。今までどおりの関係に戻った……というよりも、お互いに一歩踏み込んで傍そばに近付いたような感かん触しよくがある。

　両りよう頰ほおを自ら張って気合いを入れた。

「よしッ！」

　両りよう拳こぶしを握りしめて、プールへと近寄っていく。梯はし子ごを必要以上にしっかりと摑つかんで、水面につま先をちょんと浸つける。

「ひゃ……冷た」

　戦おののきながらも唇くちびるを嚙かみ、梯子を握ったまま、足の着かない水中に腰こしまで浸かった。

「はぁ……っ」

　手足の指先は恐怖に震え、いつも強気な表情は弱々しく涙なみだぐんでいる。

（情けないですね、もうっ……そんなんじゃないでしょう、貴女あなたは）

　自分自身を叱しつ責せきし、三み月つきが来るまでに身体からだを水に慣らしておくべく、さらに深く身体を沈める。

「ううっ」

　梯はし子ごを摑つかんだ状態のまま首だけで後ろを向く。そのとき、目の前で水みず飛沫しぶきが上がった。

「きゃあっ」

　片手で顔を庇かばい、アリスは悲鳴を上げた。どうも潜水状態で近付いてきた何者かが、水面に浮上したらしい。水中から現われたのは、リリスだった。

「アリスさん。貴女、こんな隅すみっこの方で何をやっていらっしゃるの？　よかったらわたくしと一緒に泳ぎませんこと？」

「お断りします。私に構わないでください。あ、あっち行ってくださいよ」

　目の端はしに雫しずくを付けたアリスは、犬でも追い払うような仕し草ぐさでしっしっと手を振った。

　今の彼女には余よ裕ゆうがない。心の声が取り繕つくろうこともできずそのまま出てくる。

　邪じや険けんに扱われたリリスは眼めをきょとんとさせているものの、特に気分を害した様子も見られない。無論、その内心は計りかねるが。

（ど、どうしてこの女は、ことある毎ごとに私に構ってくるんでしょう……？）

　転校初日といい、二日目の昨日きのうといい、友好的な態度で近寄ってきては、さりげなくアリスを負かしていく。あるいは思惑おもわくを狂わせていく。これは、被害妄もう想そうだろうか。

　そして今も──

「そんなことおっしゃらないで？　ほら、わたくしと向こうまで競走いたしましょう──」

　のっぴきならないアリスの事情を知らぬリリスは、何故なぜか梯子にしがみついたまま離れようとしない少女の手を取って──引っ張った。

「やっ──⁉　ばかぁっ、わっ、私は……！」

　泳げないんですよ‼　と言葉にする前に、アリスは妙みように強い腕わん力りよくで梯子から引き剝はがされてしまい──

　ざぱん！　水飛沫を上げて沈没し、手足をばたつかせて溺おぼれ始めた。

　そう、あろうことか十三番目のキリングドールは陸戦用なのである。

　大変遺い憾かんながら、水中戦には対応していない。

　お湯ならば問題ないのだが、水は駄だ目めだ。ずっと昔から、こればかりは駄目なのだ。

　水を張った洗面器に顔を着けることさえ、かなりの気合いを入れないと無理なのに。

（なのに、殺す気ですか、この……！　ううっ……！）

　混乱したアリスはがむしゃらに手足を動かして暴れた。

　リリスが水中で驚きに目を見張る。

「えっ⁉　ま、まさか貴女……泳げないんですのっ⁉」と言いたそうな顔だ。

　馬鹿にしているというよりも、ありえないものを見たという風ふ情ぜいである。

「…………」

　リリスが硬直していたのは僅わずかな時間だった。

　彼女はハッと正気に立ち返るや、溺おぼれるアリスと繫つながっている手をさらに引いて抱だき留とめる。

　そのまま二人は水面に浮上した。

　光。

　空気。

「ぷはぁっ‼」

　アリスは大きく口を開ける。

「はぁっ……はぁっ」

　荒い呼吸を繰り返して、不足する酸素を速すみやかに取り込む。

　間近にはアリスを抱いて立ち泳ぎをする、リリスの顔がある。

「ご、ごめんなさい！　まさか泳げないなんて思わなかったものですから……大丈夫ですの？」

「けほっ、けほっ……もういいです、平気ですから……」

　アリスは息も絶え絶えに声を漏もらした。

　普段ならば、このときだとばかりに怒ってマシンガンのように文句を並べるところだが、そんな気にはなれなかったのだ。

（そもそも、泳げればこんなことには……！　無ぶ様ざまですね……私ともあろうものが）

　悔くやしくて唇くちびるを嚙かんだ。やはり早々に……今年こそは弱点を克こく服ふくしないと。

　それはともかく。

「ちょっとリリスさん、おっぱい押しつけないでくださいよ気き色しよく悪い」

　ビキニのクラスメイトに抱きしめられているアリスは、嫌いやそうに言った。

　この体勢でいるとむにゅむにゅと柔やわらかいものがこちらの胸に当たって、妬ねたましい気持ちが秒単位で膨ふくれあがっていく。

「貴女あなたがしがみついているんじゃありませんの……！」

「や、やだ……離さないでください！　泳げないって言ったでしょう！」

「もうっ、どうしろっていうんですの貴女は。あんっ、どこを摑つかんで……！」

　アリスが腕の中で暴れるものだから、リリスも上手うまく泳げないでいる様子。

　少女二人によるままならない揉もみ合いがしばし続く。そこに、用具室に浮き輪とビート板を取りに行っていた三み月つきが戻ってきた。

「あれ、なにやってるの二人とも。──あっ、もしかして泳ぎの練習？　仲いいね」

　誕生日会の一件で、アリスとリリスの間に友情が芽生えたと信じている三月は、無む邪じや気きに喜んでいる。

「そんなわけないでしょうっ！　早くこっちにそれを投げてください！」

「えっ？　う、うん……」

　三み月つきは事態をよく分かっていないながらも、言いつけどおり浮き輪を放り投げてきた。

　首しゆ尾びよくそれをキャッチしたアリスは、すぐさまリリスの身体からだを蹴けり飛ばして離脱。

　その際、腹いせに思い切り胸を隠かくす布を引っ張ってやる。

「ひゃっ──⁉」

　ぺろりと舌したを出したアリスの背後から、素す敵てきな悲鳴が聞こえてきた。
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　しばらく三月と水泳の練習に励んだ後、アリスはプールサイドで休きゆう憩けいを取ることにした。

　パラソルの下、ビーチチェアに仰あお向むけに寝そべって、無む邪じや気きに遊ぶ級友たちを眺ながめているというのも中々優ゆう雅がで悪くない。三月は左ひだり隣どなり、プールサイドの床ゆかに直接座っている。

「ふぅ……なかなか上手うまくいきませんね。……全然駄だ目めです、こんなんじゃ……」

　アリスが話しかけると、三月はこちらを見上げた。

「はは、急に泳げるようにはならないよ。……焦あせることなんてないんだから、マイペースでいこう。僕も、できるだけ協力するからさ」

「ええ……ありがとう、三月くん。でも、夏休みに短期海外留学スクールステイがあるでしょう……？　それまでには泳げるようにならないと、海で私だけ泳げないなんて情けないですから」

　中等部では三年時の八月に、姉妹校への短期海外留学スクールステイが行われる。留学といっても、かなり観光的側面の強いものだから、海水浴は外せないプログラムである。

「そっか。じゃあ──これからは毎日特訓だね。アリスは水の中に入ると固まっちゃうみたいだから、まずは水に慣れるところからだよ」

「はい、コーチ。よろしくお願いします」

　冗じよう談だんめかして頭を下げると、三み月つきは照れて頭を搔かいた。

「こ、コーチかぁ。えへへ……」

　まんざらでもないらしい。

（よし、今年の夏は──頑がん張ばらないと……）

　アリスが寝そべっているのは、二十五メートルプールと円形遊泳プールのちょうど中間地点、首の向きを変えるだけで二つのプールを俯ふ瞰かんできる位置だ。

　授業の時間は半ばを過ぎ、輝く太陽が中ちゆう天てんに近付きつつあった。

「ん……眩まぶし……」

　アリスはパラソルの位置をずらして太陽光線を退しりぞける。

　そして首を右に曲げ、円形プールで水遊びに興きようじるクラスメイトたちを眺ながめた。

　あるグループは、ビーチボールをぶつけあっている。またあるグループはビニールのイカダに殺到し、よじ登り、引っ繰り返し、嬌きよう声せいを上げて水の中に転落するという遊びを繰り返している。そんな片かた隅すみでは、魚ぎよ雷らいのごとき勢いで水中を泳ぐ怜れい奈なから必死に逃げまどう委員長の姿も確認することができた。

「なにやってるんですか、あの人たちは……」

　哀あわれ水中に引き摺ずり込まれていく誠人まことの姿を眇すがめ見て、呆あきれたアリスは溜ため息いきをつく。

「あはは、楽しそうだね」

　プールで遊ぶクラスメイトたちを、三月は羨うらやましそうに眺めている。

「三月くん、泳いできてもいいですよ。私はもうちょっとここで休きゆう憩けいしてますから」

「え……いいの？」

「ええ、いってきてください。今日は私にずっと付き合ってくれてたから、まだろくに泳いでいないでしょう？」

　上じよう機き嫌げんのアリスは笑顔を見せた。本音では泳ぎたくて仕方がなかったらしい三月も、そわそわと喜色を表わす。

「じゃあ、そうしようかな……」

　彼がお尻しりを浮かせかけたところで──

「では──わたくしと一緒に泳ぎません？　競走しましょう、三月さま」

　狙ねらい澄すましたようなタイミングでリリスがやってきた。

「わ……わわ」

　彼女のビキニ姿を初めて間近で目まの当たりにした三み月つきは、頭から湯ゆ気げを立ち上らせて硬くなってしてしまう。当然、アリスの機き嫌げんは一気に急降下した。

「──あらリリスさん、見つかったんですね、水着。もうなくしちゃダメですよ？」

　嫌いや味み攻撃を受けたリリスは、ぴくりと顔を引きつらせる。

「ええ、これからは気を付けますわ。──意外と子供っぽいんですのね、貴女あなた」

　彼女はアリスの胸元付近を見詰めつつ、くすくすと笑いながら言った。

（こいつ……！　何から何まで気に入りませんね……！）

　リリスは三月に向き直り、誘いの文句を続ける。

「ほら、来週はリレーをやるのでしょう？　でしたら、わたくしの実力をみなさんに知っておいてもらわないと。ふふ、これでも水泳は得意ですのよ？」

　どうもこの様子だと、相当に自信があるらしい。容姿といい、普段の振る舞いといい、ピアノといい、アリスのお株を奪うような万ばん能のうぶりである。悔くやしいが、今のところ欠点らしい欠点が見あたらない。

「オッケー、じゃあ行こうか、リリス」

　予想どおりのことだが──三月は快かい諾だくした。

（っ……怒るほどのことではありません）

　この状況では仕方がないので、アリスも特に止めたりはせず、

「──頑がん張ばってくださいね三月くん。負けちゃダメですよ？」

　激げき励れいの言葉で送り出す。

「うんっ」

　快活な返事で、ガッツポーズ。三月らしからぬ、自信たっぷりの仕し草ぐさだった。

　そう、彼は意外にもスポーツが苦手ではない。手先が不器用な上、意い気く地じなしなので格闘技は論外、さらに球技など精密な動きを要求される種目も全然駄だ目めだが、水泳や陸上などの競技では中々の記録を残している。

（なのに野球とか裁さい縫ほうとか、苦手なものばっかり好きになるんですよね──馬鹿だから）

　言うまでもなく、三月がもっとも苦手としているのは他ほかでもない自分自身アリスなのだが、無論彼女はそんなことを顧かえりみたりはしない。

（ふふ……三月くんは速いですよ、リリス？）




　──そこでアリスの期待を裏切るのが、鬼おに百合ゆり三月という少年だ。

　五十メートル自由形。リリスと三月の水泳勝負は、あっさりとリリスの勝利に終わった。

　しかしアリスとしても、彼を責めるわけにはいかなかった。

　三月は十じゆう全ぜんに実力を発揮し、かなりの速度で五十メートルを泳ぎ切ったのだから。

「はぁっ……す、すごいや……とっても速いんだね、リリスは」

　そう、彼が遅いわけではなく、リリスが凄すさまじく速すぎた。快泳、といっていい。

　恐らくは怜れい奈なと同等か、それ以上だろう。息を荒くしている三み月つきに対し、リリスは息切れ一つしていない。

「ふふっ……わたしの勝ち、ですわね。三月さま？」

「はは、全然敵かなわないよ──」

「いいえ──三月さまも、綺き麗れいなフォームでしたわ。もう少し成長して筋肉が付けば、もっとずっと速くなりますわよ。ええ、きっとわたしなど及ばないくらいに」

　お世せ辞じとは思えない口調で褒ほめられた彼は、「えへへ、そうかな」などと照れてしまう。

　単純である。

「これなら来週のリレーのアンカーは、リリスと怜奈で決まりかな」

「あら、怜奈さんもお速いんですの？」

「うん、今まではクラスで一番泳ぎが速いのが怜奈で、その次が僕だったから……二人の対決が楽しみだな」

　そして、泳げないアリスが選抜されることはない。

（くっ）

　この焦しよう燥そうと疎そ外がい感は、泳げる人間には分からないだろう。

「ところで──三月さま、わたくしお願いがあるのですけれど」

「えっ、なに？　僕にできることならいいんだけど」

（ま、またこの人は、そうやって安やす請うけ合いの態勢に……）

　アリスはプールサイドに寝そべったまま、二人の会話に耳をそばだてる。

（あの女──私の三月くんに、いったいなにをお願いするつもりですか……？）

　恐きよう々きようとしてなりゆきを見守る。

　リリスが妙みようなことを口走れば、飛び蹴げりすらも辞さない構えだ。

「実は……わたくし、今日の放課後、先日頼んでおいた制服一式を取りに行こうと思っていますの」

「あ、そっか……学校指定のお店に直接行かないといけないんだっけ」

「ええ、そうらしいんですの……よろしければ、三月さまにもご一緒していただければ、と」

　神しん妙みような声でリリスは願う。

　この『お願い』はよろしくない。途と轍てつもなく、よろしくない。

（お、思いっきりデートじゃないですかそれっ！）

　アリスはがばっとビーチチェアから上半身を起こした。

「？　でも……僕が一緒に行っても、なんの役にも立たないと思うけど……」

　三月は持ち前の天然ボケを発揮して、乙女おとめ心ごころを解かいさない見当違いの発言をした。

　服飾類を選ぶ際に三月を連れて行っても、確かになんの役にも立たないが、そういうことではないのである。

　当然リリスはこう答えた。

「あら、そんなこと……全然構いませんわ。わたくしは他ほかでもない三み月つきさまと、ご一緒したいのですから。それにお店の場所も、まだよく分かっていなくて。エスコートしていただければ助かるのですけれど。あっ……それとも、今日は他ほかに予定などございまして？」

（予定があると──ごめんねリリスと答えなさい三月くん……！　はあああああ……っ）

　両手を前方に翳かざしたアリスは、三月に向かって凍いてつく波動を放射した。

　しかしなにも起こらなかった。

　逆に三月はぶんぶんと激しく首を振って、予定がないことをアピール。

「ううん、予定なんてなにもないけど。うん、分かったよリリス、そんなことでいいなら……」

「よかった。ありがとうございます、三月さま。それでは──放課後に」

「ん……じゃあ、放課後に」

（く……）

　こうして話は纏まとまってしまった。一度約束という形になると、三月はこれを破らない。

　例え文句を言ったとしても、また先日と同じことになるのは明らかだった。

「…………」

　不ふ機き嫌げん顔で固まっているアリスの傍そばに、怜れい奈ながやってくる。遊泳プールで誠人まことを撃げき沈ちんしてきた彼女は、パラソルに向かって歩いてくる際、耳聡ざとく三月たちの会話を聞き止めていた様子。

「いいのか、あの二人にデートなどさせて？　急速に関係が進んでいっているようだが」

「も、問題ありませんよ怜奈さん。だって三月くんは、リリスさんとの約束をデートだとか浮気だとか、そういう風には一ミクロンも思ってませんから」

「鬼おに百合ゆり君はそうかもしれないが。果たして相手はどうだかな」

　怜奈の指摘は正せい鵠こくを射ている。

　リリスは確実に三月に対し、なんらかのアプローチをかけるはずだ。

「……っ、だとしても、大丈夫です。三月くんには私という世界最高の婚約者がいるんですから……」

　まるで自分に言い聞かせるように、アリスは言った。

「では、気にはならないと？」

「もっ、もちろんです。私は自分の婚約者を信じています」

　最後の一言、それだけは噓うそ偽いつわりのない本心だった。




　　　　　　†




　そして放課後。

　アリスは駅前花時計を臨むカフェ、『リトルフェアリー』の店外テラスで、午後のお茶アフタヌーンテイーを愉たのしんでいた。木製の卓たくに行ぎよう儀ぎよく腰こし掛かけて、チョコレートシロップのかかった焼きたてのシフォンケーキと、紅茶をいただいている。

　本日の服装は、胸元に赤いリボンを結んだ黒いキャミソールドレス。夏らしい涼すずやかさを感じさせるゴシックロリータファッションだ。もちろん首には、青い宝石の付いた件くだんの黒いチョーカーを付けている。

　対面では、怜れい奈ながアイスコーヒーのストローに口を付けていた。

「怜奈さんの私服……なかなか刺激的ですね」

「ん、そうか？」

　怜奈は、ピンクのタンクトップにグレーのマイクロミニスカート、そして踵ヒールのないサンダルという軽装だ。レッドフレームのサングラスが、八頭身の小顔によく映えていた。トップスの首元に縦たてのスリットが大きく入っていて、結ばれた紐ひもで軽く止められている。発育のいい胸の谷間を、大だい胆たんに露ろ出しゆつしたファッションである。

「ええ、私の趣味じゃありませんけど、似合っていますよ」

「それはそれは」

　感情の読めない声で呟つぶやいて、怜奈はコーヒーを飲み干す。

　アリスは、彼女の手首で光る腕うで輪わを指差した。

「そのウッドバングル、『セラフィック』の新作でしょう」

　最近、若い女性の間で人気を博している海外ブランドだ。怜奈がつけているのは、特別なコネクションを使わないと手に入らない限定品だった。

「柄がらでもなく流行に乗ってみたんだが、どうだろう」

「そうですね、悪くないと思いますよ」

　対照的なお嬢じよう様さま二人が高貴な会話に興きようじていると、

「あれぇっ、九く条じよう院いん先せん輩ぱいじゃないですか」

　斜め後方の席から声をかけられた。

「あら、瞑めいさん。奇き遇ぐうですね」

　アリスが振り返った先には、髪かみ型がたと服装をリニューアルした皇こう城じよう瞑が座っていた。

「えへっ、きっと運命なんですよ──」

　瞑はとろんと瞳ひとみを潤うるませた。

「あのぅ、先輩……アドバイスどおりイメージチェンジしてみたんですけれど」

「ツインドリル」

　先輩れいなは見たままの感想を言った。

「もぅっ、宮みや田た先輩には聞いてませんよーだ」

　べーっと舌したを出して、瞑はおどける。

「ふふ、そうですね──」

　アリスは苦笑して、後こう輩はいの新衣装を吟ぎん味みした。

　ツインテールをベースにして、螺ら旋せん状じようにロールをかけた艶つや々つやの髪。

　髪を飾るリボンは、アリスとおそろいの赤色だ。小さな身体からだを包むのは、ノースリーブのワンピース。アクセサリーも含め、赤系統のゴシックロリータで纏まとめられている。

　彼女の身長はアリスよりも低いから、本当に人形のような印象がある。

「うん、可愛かわいいですよ」

「えへへ……そう言っていただけると嬉うれしいです」

　瞑めいは服と同色に頰ほおを染めて、もじもじと照れる。

「あ……あの、よかったらなんですけど、わたしもご一緒してもよろしいでしょうか……？」

「いや、せっかくだが、わたしたちはお茶をしているわけではなく監視を──」

　怜れい奈ながなにかを言いかけたが、途と中ちゆうでアリスが遮さえぎった。

「れ、怜奈さん！　だから何度も違うって言ってるでしょう。私たちは、たまたまここで待ち合わせをしていただけで……」

「ふふ、すまない。そういう設定だったな」

「設定じゃなくて、実際そうなんです！」

　意味ありげに含み笑う怜奈と、狼ろう狽ばいした様子で怒っているアリス。

「なんのことですか？」

　首を傾げた瞑の頭に疑問符が浮かぶ。慌あわててアリスが取り繕つくろった。

「いいえ、なんでもありませんよ？　気にしないでください瞑さん。怜奈さんはちょっと頭おかしいんです」

「は、はぁ……それはよく存じてますけどぉ……」

「……君たちはあれだ、実に自然体で毒を吐はくな」

　怜奈は眼めに不満の色を浮かべてストローを咥くわえ、ぴこぴこ動かしている。

「どうぞ瞑さん、こちらにいらっしゃい」

　アリスが椅い子すを奨すすめると、瞑は「やったぁ」と飛び上がるくらいに喜び、席を移動してきた。

「あっ、もしかして先せん輩ぱいも、ここのシフォン好きなんですか？」

「はい、美味おいしいですよね、これ」

「実は私もすっごく好きで──学校がないときは、ここで午前中にだけ開催されているケーキバイキングによく行くんですよ」

「へえ、それは初耳ですね」

　憧あこがれの先輩が会話に乗ってきてくれたことが嬉うれしいのか、瞑は大きな瞳ひとみに星々を煌きらめかせた。

「はいっ、それでですね。たくさんケーキを食べて新記録を出すと、お店の一番目立つところに記念写真を飾ってもらえるんですよ。えへへ……実は私、恥ずかしながらこの前記録を更新しちゃいまして……」

　瞑めいは意外にも大食いの子らしかった。

　こんなに小さな身体からだに何十個ものケーキが収まるのかと思うと、人体の神秘を感じてしまう。

（……太らないんでしょうか……そんなに食べて）

　そういう体質なのかもしれない。とてもとても羨うらやましい話だった。

「じゃあ、今は瞑さんの写真が飾られているというわけですね」

「はいっ、ほらあそこに────あれぇっ⁉」

　瞑が指差したのは、扉の脇わきに飾られている額がく縁ぶちだ。しかし写真に写っているのは彼女ではなく──どこかぼんやりとした雰囲気の、侍じ女じよ服ふくを着た少女だった。

「あら、記録……更新されちゃってますね……」

　残念そうな声で、アリスは呟つぶやく。

「う、ううっ……せっかく頑がん張ばって二十個以上食べたのにぃっ」

　瞑は涙なみだ目めで肩かたを落とし、たったいま運ばれてきたシフォンケーキをフォークでぶすりと刺し貫いた。そして悲しみを甘味で紛まぎらわそうとでもいうかのように、パクッと一口で小さな口に放り入れてしまう。モグモグと咀そ嚼しやくし、あっさりと嚥えん下か。

「うわ」

　可愛かわいい後こう輩はいの意外な一面を直接目まの当たりにして、アリスは啞あ然ぜんと口を開けた。

（この子より大食いって……上には上がいるものですね──特に目指そうとは思いませんが）

　感心しながらも、意気消沈する後輩の肩をそっと叩たたいた。

「元気出してください瞑さん。負けるのも仕方ありませんよ、ほら」

　アリスは新チャンピオンの写真を指差して言う。

「あの写真の人をよく見てください。長袖そでで分かり難にくいですけど、二の腕うで太いでしょう」

「えっ……？」

　瞑は顔を上げ、改めて写真を見詰め、高い声を出した。

「あっ、そうですねっ！　よく見たらおでぶさんですねっ、こいつ！　──なぁんだ」

　ざまーみろですねぇ──瞑はマシュマロみたいなほっぺたを緩ゆるませて、ご機き嫌げんの様子だ。

「……嫌いやなコンビが誕生した。どうしたものか」

　ずっと黙っていた怜れい奈ながぼそりと呟く。

「「なにか言いましたか？」」

　二人のゴスロリ少女が声を揃そろえて怜奈を睨にらむ。

「いいや？　なにも」

　どうもアリスと瞑は、性格的にウマが合うようだった。非常に話が嚙かみ合って盛り上がる。

　そうやって気の合う後輩の加わった放課後のティータイムを満喫しつつも、アリスは周囲への気配りを忘れない。

（……ようやく来ましたね……）

　アリスの双そう眸ぼうがきらりと光った。

　視線は花時計、つい先日自分自身が立っていたあの場所に注がれている。

　件くだんの場所に、坂道の方から一人の少年が歩いてくるのを確認した。

　三み月つきだ。彼はいつもどおり、簡素な私服に着替えている。頭にはトレードマークの麦むぎ藁わら帽ぼう子し。

（もう……あればかりは、なんど言っても聞く耳持たないんですから……まったく）

　彼はアリスと待ち合わせをしているわけではないから、今日に限っては知ったことではないのだが。

　そう……アリスはプールの授業が終わってからずっと、それとなく三月とリリスの動向を気にしていたのである。リリスはともかく、三月としては別に疚やましいことなど一つもなく、ゆえに約束を誰に隠かくし立てする理由もない。だから、アリスは二人の待ち合わせ場所と時間を簡単に知ることができた。

（興味なんてなかったんですよ？　た、たまたま聞こえてしまったんですよ？）

　などと自己弁護しつつ、三月とリリスのデート、この未み曽ぞ有うの危機に対し、アリスはこう結論した。

（ふんっ、私は三月くんを信じています……。尾行なんて浅ましいこと、するわけがないでしょう。そんなのは、私の流りゆう儀ぎではありませんから）

　そんな誇り高きアリスが今、どうして三月たちのデートを遠くから観察できるベストポジションに陣じん取どっているのかというと、それには深いわけがある。

　放課後になった途と端たん、怜れい奈ながアリスの席にやってきて──

《九く条じよう院いんさん。どうせ君は鬼おに百合ゆり君たちの後を尾つけるのだろう？　わたしも行こう》

《な、なんのことですか？　私は今日ショッピングに出かけなきゃいけないので、い──忙しいんですけれど》

《じゃあそれでいい。ショッピングとやらに付き合おうと言っている。なんでもいいから、さっそく待ち合わせ場所を決めよう。そうだ、双そう眼がん鏡きようが必要だろうか？》

　などと勝手に話を進めてしまったのだ。

（そして……適当に決めた『ショッピングに行くための』待ち合わせ場所が、なぜか花時計の近くになってしまっただけのことです。とんだ偶然です）

　きっとそれは駅前に待ち合わせスポットが集中しているから悪いのであって、それ以外に理由はない。ないったらない。

　三月を凝ぎよう視ししていたアリスが思考の迷めい宮きゆうから現実へと帰還すると、席から立ち上がった瞑めいがアリスの隣となりに並んで、花時計の方を見ていた。怜奈は座ったまま身体からだを捻ひねり、後方に向けて双眼鏡を構えている。

　大中小揃そろった三人娘むすめ。今や六つの瞳ひとみが、少年を熱心に見詰めているわけだ。

「あれって、鬼おに百合ゆり先せん輩ぱいですよね」

　ちょこんと指を傾けて、瞑めいが三み月つきを指し示す。

「ええ、そうみたいですね。三月くんったら、こんなところでなにをやっているんでしょう？」

　アリスは惚とぼけた。

「なんだか待ち合わせっぽい気配ですけれど。相手は九く条じよう院いん先輩じゃあないんですよね？」

　瞑は確認するように顔をこちらに向ける。もちろんアリスはこう答えた。

「うふふ、なにを言っているんですか瞑さん。私は偶然ここにいるだけで、断じて三月くんなんかとは関係ありませんよ」

「そうですよね、ヘンなこと言ってすみません。ふぅん、でも本当、なにやってるんでしょうねー……鬼百合先輩」

　猫ねこを被かぶった可愛かわいらしい声とは逆に、瞑は厳きびしく目を眇すがめて三月を見た。

（あら、三月くんったら……ずいぶんと嫌きらわれちゃってますね──珍しい）

　その原因が自分であることなど、露つゆ程ほども思っていないアリス。

　携帯電話の時刻表示を確認すると五時十分前だった。

（で、なんでリリスさんと待ち合わせしたときだけ、時間より十分も早く来てるんですか？）

　デジタル時計の点滅をムッとした顔で睨にらみ付ける。

「九条院さん、見ろ。──ターゲットが来たぞ」

　探たん偵ていか殺し屋のような怜れい奈なの台詞せりふに顔を上げると、三月の傍そばにリリスがやってくるところだった。

「うわっ！　な、なんか凄すごい展開にっ……！」

　瞑は興味津しん々しんの様子である。

「あらあら。私たち、『偶然』妙みような場面を目撃してしまいましたね。──もちろん全然興味なんてないから無視しておきますけれど」

　アリスは言葉とは裏うら腹はらに身を乗り出した。

　三人娘むすめの視線にまったく気付かない様子で、三月たちは二言三言楽しげに言葉をかわし、ショッピングモールへと歩いていく。

「さぁ二人ともティータイムはおしまいです。さっさとお店を出てショッピングに繰り出しましょう。──まず向かうのはあっちです」

　早口でまくし立て、アリスは三月の後ろ姿を指差す。それから勢いよく席を立って駆かけ出した。

「了解だ。さて皇こう城じようさん、九条院さんはどうも『偶然』あちらでショッピングがしたくなったそうだ。わたしたちはもう行くが──君はどうする？」

　引き続き立ち上がった怜奈は、早口で後こう輩はいに問うた。

「やぁん、もう宮みや田た先輩ったら決まり切ったこと聞かないでくださいよぅ」

　と答え、瞑めいは席を立とうとする。

「では行くぞ。くっ──早くしないと九く条じよう院いんさんがどんどん一人で先に行ってしまう……！」

「あっ、ちょ……宮みや田たせんぱ……」

　二枚の伝票と代金、そして瞑を席に残したまま、三年生の先せん輩ぱい二人はリトルフェアリーから走り去った。

「──え。もしかして、わたしが払っておけってことですかこれえっ！　置いてかないでくださいよ宮田先輩っ！」

　伝票を片手に、瞑は会計へと急ぎ向かう。

　彼女は、そこでくすっと妖あやしい微笑を零こぼす。

「でもでも──なぁんか、面白くなってきたかもしれませんねぇ……うふ」

　どこかの誰かによく似た、性しよう悪わるで淫いん蕩とうな表情だった。




　　　　　　†




　駅前から南に延びるショッピングモール。太陽が傾きかけた夕方の町を、リリスと三み月つきが歩いている。

「リリス……なんだか、いつもと違う雰囲気の服だね」

　頰ほおを黄昏たそがれの色に染めて、三月は言った。

「いつもワンピースばかりでは、わたくしもみなさんも飽あきてしまいますもの。──どうかしら？」

　リリスは上から順に、シンプルな白帽子ホワイトハツト、提灯袖パフスリーブの白カットソー、スリムなシルエットのデニムパンツ、低い踵ヒールのパンプスという恰かつ好こう。前開きのトップスはフリルとレースで可愛かわいらしく彩いろどられているが、子供っぽくはない。ウエスト部分がきゅっと細くなって、ぎりぎりおへそが見えない程度に肌はだを露ろ出しゆつさせている。相当スタイルがよくないと着こなせないファッションだが、彼女には誂あつらえたように似合っていた。

　さらに両耳にはそれぞれ色違いの『小さな球』が嵌はまったピアス、左手の人差し指には『青い宝石』が嵌った銀の指輪、片手に純白のハンドバッグを提さげている。

「うん、いいと思う。あっ、僕はファッションとかには詳くわしくないし、センスもあてにならないかもしれないけど」

　それはアリスから幾度となく指摘され、叱しつ責せきされていることであった。

　もっと見る目を養いなさい、と。

　リリスは優しい声で答えた。

「あら……そんなこと、お気になさらないで？　この服は貴方あなたに見て貰もらうために選んだものなのですから……貴方が喜んでくれたのなら、それで万ばん全ぜんなのですわ」

「……そっか」

　三み月つきは安らかな気持ちになって、改めて彼女の服装を見る。

　すると、一つ気付いたことがあった。

「あ──その帽ぼう子しって、もしかして」

「これですの？　今月の初めに、町の帽子屋さんで選んだものなのですけれど──なかなか素す敵てきなデザインだなと思いまして」

「じゃあ間違いないや。そこ、僕の家だよ」

　三月の祖そ父ふは帽子造り専門の職人で、月つき城しろ町の東にある商店街に店を構えている。彼の両親は海外に住んでいるので、祖父母の家に厄やつ介かいになっているのだった。

「あら」

　リリスは驚き、赤い眼めを丸くする。

　三月は、リリスの帽子を指差した。

「ほら、ここに小さな犬の飾りが付いているでしょう……？　家の帽子には、一つ一つ手作りのアクセサリーを付けることになっているんだ」

「そういえば、アリスさんの誕生日プレゼントにも、わんちゃんの飾りが付いていましたわ」

「いや、……あれ兎うさぎなんだけど……」

「……あっ、そういえば制服を売っているお店って、この辺りですの？」

　リリスはあからさまに話題を逸そらした。

「うん、ここだよ」

　三月は立ち止まり、一件の服飾店に顔を向ける。

　リリスも歩みを止め、視線を横に移動させた。

「はぁ、なんだか趣のあるお店ですわね」

　瀟しよう洒しやなショッピングモールの中で、その店の佇たたずまいは少々異彩を放っていた。

　全体的に古めかしいのだが、汚きたならしいという印象ではない。インパネス姿の老紳しん士しを思わせる、年月を経たがゆえの気品を湛たたえている。達筆で彫り込まれた看かん板ばんには『蜜みつ蜂ばち堂どう』とある。

「僕たちの学校は昔一度建て直しをしたらしいんだけど、このお店はそれ以前、学校が建てられた当時からの専属店なんだって。制服のオーダーメイドもここでやってるんだよ」

「では、新しい制服を注文するときは、学校ではなくてこちらに頼めばいいのかしら」

「うん」

　二人は重厚なダークブラウンの扉を開き、店内に足を踏み入れた。

「いらっしゃいませ」

　ふくよかな老年の女性店員が、柔にゆう和わな笑顔で応対してくれる。

　店の中はあまり広いとはいえなかった。入口の脇わきに皇こう城じよう学院の制服一式が硝子ガラスケースに入って飾られている。壁面には同様の硝子ケースがずらっと並んでいて、デザインが少しずつ違う制服が年度プレートとセットになって、たくさん展示されているのだった。

　洋風の吊つり電でん灯とうが、店内をオレンジ色の淡い光で照らしている。博物館のようだ。

「ふぅん、モデルチェンジして使われなくなった制服を、こうやって飾ってありますのね」

　リリスの独り言にも、店員が丁てい寧ねいに答えてくれる。

「ええ、たまに卒業生が懐なつかしんで、立ち寄ってくれるんですよ。……お客様も、制服をお求めですか？」

「はい、わたくし先日転校してきたばかりですの。ええと……こちらの伝票をお渡しすればよろしいのかしら？」

「はい、はい、確かに。──もうできておりますよ。是ぜ非ひ試着してみてくださいな」

　リリスはちらりと三み月つきの方に振り返り、「よろしいですか？」と言葉にはせず問うた。

「うんっ、僕も見てみたいな」

「では申し訳ありませんけれど、少々お待ちいただけます……？」

　その場に典てん雅がな微笑を残し、彼女は店員に導かれて試着室へと入っていった。

　しばらくして。

「どうでしょう──三月さま。似合いますかしら？」

　真新しい白のブラウスと、チェックのプリーツスカート。肩かたには薔薇ばらの校章。

　皇こう城じよう学院中等部の制服姿になって試着室から戻ってきたリリスは、三月の前でファッションモデルのようにくるりとターンして見せた。翻ひるがえった銀ぎん髪ぱつから輝かんばかりの魅み力りよくが舞い散り、ふわりとスカートが浮き上がる。古めかしい店内が、その瞬間だけ大劇場のステージに変わったよう。

「うわぁ……うん、似合うよ、凄すごく」

　三月は大いに褒ほめ、何度も頷うなずいた。

「ふふ……貴方あなたにそう言っていただけると、嬉うれしいですわ」

　両りよう掌てを胸の前で合わせ、リリスは赤い瞳ひとみを輝かせる。

「まあまあ、本当に。よくお似合いですよ──」

　店員お決まりの常じよう套とう句くも、この場に限っては本心からのものだったろう。

　ふくよかな老婦人はリリスの制服姿に心奪われ、昂こう揚ようした様子。

　彼女は三月に向き直り、連れの少女を褒めそやした。

「こんなに綺き麗れいなお嬢じよう様さまがガールフレンドだなんて、お客様も鼻が高いでしょうね」

「そうですね──僕にはもったいないくらいだと思います」

　三月が照れもせず、爛らん漫まんな笑顔で即答したのに対し、リリスは逆だった。

「まぁ……なにをおっしゃるの？　そんな……恥ずかしいですわ」

　頰ほおを赤く染め、もじもじと身を捩よじっている。

　二人の間では『ガールフレンド』という単語に、大きな認識のズレがあるようだった。

「⁉　ね、ねぇリリス……僕いま、何だか背筋に凄すごい寒気が奔はしったんだけど、気のせいかな」

　制服姿の少女は三み月つきの後方を見て──ルビーのような真しん紅くの瞳ひとみを細く眇すがめた。

「あら──ふふ、冷房が利きすぎているのかしら？　……そろそろお暇いとまいたしましょうか」

　リリスの視線の先。僅わずかに開いた窓の隙すき間まから、サファイアのような青い瞳が覗のぞいていた。




　蜜みつ蜂ばち堂どうを辞した二人は今、木製の卓たくで向かい合って座っていた。

　先ほどアリスたちが待ち合わせをしていた『リトルフェアリー』の店外テラスである。

「三月さま。今日は無理を聞いていただきまして……本当にありがとうございました」

　リリスは、ふと真顔になって礼を述べた。彼女は制服から私服に着替えている。

「無理だなんて……そんなに改めてお礼を言われるほど大したことはしてないよ、僕」

　普段アリスとばかり接している三月は、リリスの素直で柔やわらかい態度に、何度も新鮮な驚きを感じる。

「でも、荷物まで持っていただいて……なんだか悪いですわ」

「へっちゃらだよ、これくらい」

　いつもは、もっと重いものを持たされているから──とは口にしない。

「……ところで、買ったのは制服だけじゃないみたいだけど？」

「ええ、体操服や水着も一緒に買いましたもの」

「じゃあもうあの水着は着ないんだ……」

「あら、何故なぜそこで残念そうな顔をなさいますの……？」

「えっと、あはは」

　リリスに半目で問いかけられた三月は、常のごとく笑ってごまかした。

「もう……三月さまったら。ふふっ、機会があれば、違う水着もお見せできるのですけれど」

　その言葉に、彼は高速で反応する。ピコン！　と頭の上で電球が閃ひらめいた。

「あっ、なら短期海外留学スクールステイがあるよ！　夏休みにみんなで海に行くんだ。その時にでも──」

　南国のパラダイスを頭の中に思い浮かべた三月は、明るく声をかけたのだが……

「夏休み……短期海外留学スクールステイ……ええ、そういうものも、あるそうですわね」

　何故なぜかリリスの顔には憂うれいが浮かんでいる。

「……僕、なにか悪いこと、言った？」

「いいえ、そんなこと」

　彼女はゆるりと首を振った。

「ただわたくし、事情がありまして、いつまでこの町にいられるか分からないものですから。……ごめんなさい……たぶん、旅行にはご一緒できませんわ」

「えっ……そうなの⁉」

　ショックだった。せっかく仲良くなれたのに、こんなに早くお別れなんて。

「はい、まだいつ町を出るのか、正確な時期は分かりませんけれど、そう長くはいられないと思いますの」

　リリスは目を伏せて、俯うつむく。

「今日買ったばかりの制服も……あまり着られませんわね」

「そっか…………仕方がないことなのかもしれないけど……寂しいよ」

「ぁ……嫌いやですわ、泣かないでくださいな」

「な、泣いてないよ……？」

　三み月つきはきゅっと表情を引き締めた。

　その可愛かわいらしい仕し草ぐさを見たリリスが、胸に手を当て頰ほおを染める。

「もう……貴方あなたのことを、アリスさんが苛いじめたくなる気持ち……わたくし今、とってもよくわかりましたわ」

　くすっ、と口元を綻ほころばせて、

「この話は、終わりにしておきましょう。これ以上続けると……離れ難がたくなくなってしまいそうですもの」

　うん……と、三月は小さな首しゆ肯こうで応こたえ、新しい話題を探して口にする。

「ねぇ、聞いてもいいかな？」

「はい、なんでしょう？」

「リリスの眼めって赤いけど……カラーコンタクトかなにかを嵌はめてるの？」

　それは彼女が転校してきた日にも、誰かが聞いた質問だ。結局、そのときは具体的な答えが聞けなかったから、三月はずっと気になっていたのだ。

　問いを受け、少し大きくなった真しん紅くの双そう眸ぼうに、少年の姿が映っている。

「…………」

　しばし沈思していたリリスは、ふと三月から視線を外し、彼の後方を見詰めた。

「なに……？　僕の後ろに……なにかあるの？」

「うふふ、いいえ？　なんでもありませんわ。それより、わたくしの眼……でしたわよね……？　よろしいですわ……特別に、教えてさしあげましょう」

　リリスは卓たくに片手をつき、身体からだを乗り出してきた。

「近付かないと分かりませんわ、三月さま」

「うん」

「この眼は──カラーコンタクトなんかじゃ、ありませんの」

　吸い込まれるように深く濃のう密みつな色彩を湛たたえた、真紅の水み鏡かがみ。それがゆっくりと近付いてくる。

「わ……」

　じっとリリスの眼を覗のぞき込む三月。綺き麗れいだな、と素直にそう思う。

「ほら……もっとよく御覧になって？」

　彼女の美声は芳ほう醇じゆんな葡萄ぶどう酒しゆのように、少年の心を惹ひき付ける。

　言葉とは裏うら腹はらに、真しん紅くの瞳ひとみはすっと細められていく。

「う、うん……」

　促うながされるまま、三み月つきは身体からだを乗り出して──




　　　　　　†




　アリスたちは、若い女性客で賑にぎわう『リトルフェアリー』の店外テラスに再び戻ってきていた。三月が座る席の後方──六メートルほど離れた席に座り、デートの趨すう勢せいを見守っている。太い樹木が陰になって、二人からは気付かれにくい位置だ。

　店内は混んでいる。いかに地じ獄ごく耳のアリスといえど、この距離では二人の会話を拾うことはできない。

　そしてたった今──歓談する二人の様子を、厳きびしい視線で睨にらみ付けていた一いつ行こうの前で、信じられない状況が展開しつつあった。

「なっ！」「む……！」「ふわわっ！」

　三者三様の反応──その原因は、彼女たちの視線の先にある。

　つい数瞬前まで、何か重い会話──リリスが俯うつむき頰ほおを染めて、まるで愛の告白のような──をしていたらしい空気だったのだが。

　いましも卓たくに片手を付いたリリスが身を乗り出して、そっと眼めを瞑つむったのだ。

　まるでキスをせがんでいるように。

（ちょ、ちょっと‼）

　アリスは無意識のうちに立ち上がった。

　抗あらがいがたい寒気を感じる。胸が苦しい、心臓がガンガンと早鐘を打つ。

「……っ、く」

　金かな縛しばりにあったように硬直し、涙なみださえ滲にじませているアリスの眼前で、三月もまた卓に片手をついて、キスをせがむ少女に応こたえるかのように身体からだを乗り出した。

　リリスと三月、二人の顔がゆっくりと近付いていき──
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「ひ……っ」

　息が詰まって、声は掠かすれた悲鳴にしかならなかった。

「あ～～あ。……やっちゃいましたね」

　瞑めいが呟つぶやいたとおり、二人の顔は密着している。そしてそのまま動かない。

　一秒、二秒、三秒、四秒を経て、ようやく三月は仰のけ反ぞるように少女から身体を離した。

　リリスはいまだ身を乗り出した体勢のまま静止している。彼女の顔は色めいた赤みを帯び、陶とう然ぜんと表情を蕩とろかせている。ふとこちらを見て、くすりと微笑ほほえみを浮かべた。

　勝ち誇るように。

「っ……そんな……」

　身体からだを搔かき抱いだいて、アリスは震える。顔色は真まっ青さおだ。

「落ち着け九く条じよう院いんさん。まだそうと決まったわけでは──」

「いいえ」

　怜れい奈なが口にした希望的観測を、瞑めいが打ち砕くだいた。

「どう見ても、完かんっ璧ぺき、ちゅーしましたよ、ちゅー」

　さも面白そうにはしゃいでいる。

「……少し黙れ皇こう城じようさん。この角度からでは──」

　珍しく強い声で後こう輩はいを窘たしなめようとした怜奈に、酷ひどく冷たい声が返ってきた。

「貴女あなたこそ黙っててくださいよ宮みや田た先せん輩ぱい。だってわたし、見たんです。昨日きのうの放課後、鬼おに百合ゆり先輩が、あの女ひとに告白しているところ」

「…………なんですか、それ」

　力ない声でアリスは問うた。瞑は痛ましげな顔でこちらを見て、続ける。

「今まで黙ってて申し訳ありません、先輩。だって先輩が、傷つくと思ったら……言い出せなかったんです……。昨日の放課後、廊ろう下かで見たんですわたし……鬼百合先輩が、あの女に『わたくしのこと、好きですの』って聞かれて……『……うん。大好きだよ』って……そう言っているところを……わたし……悔くやしくてぇ……っ」

　瞑めいは今にも泣きそうな顔で、アリスを見上げる。

　……噓うそをついているようには見えない。彼女の眼めには真実を語っているもの特有の真しん摯しな光があった。仮にこの態度が演技だったとしたなら、迫真などという言葉では到底足るまい。

「…………っ！」

　唇くちびるを血が出るほどに嚙かみしめ、前方を凝ぎよう視しした。

「あんな男なんて……もう要いりませんよね？　先せん輩ぱい、だから──」

　囁ささやく瞑の声が遠く聞こえる。景色が蜃しん気き楼ろうみたいに歪ゆがんで、白くなっていく。

「……ぁ……っ」

　張りつめていた糸が切れたように、全身から力が抜ける。

　呆ぼう然ぜんとした表情でアリスは頽くずおれ、地面にぺたんと座り込んでしまった。

　澄み渡る湖面のようだった青せい瞳どうはいまや暗く濁にごり、焦点が合っていない。

「お、おい……九く条じよう院いんさん……！」

「えっ……⁉　せ、先輩っ⁉　大丈夫ですか先輩っ⁉」

　瞑と怜奈が、突然座り込んだアリスに驚きの声を上げて立ち上がる。

　この騒動で卓たくが揺れ、アリスのティーカップが地面に落ちて割れた。

　それは、なにか大切なものに亀き裂れつが走るような音で……喧けん噪そうの中でも、不思議とよく響いた。

「えっ……⁉　あっアリス……？」

　カップが割れる音に気付いた三み月つきが、こちらを振り返った。

　彼と眼めが合ってしまったアリスは、込み上げてくる感情をどうすることもできなくて、

「ひっ」

　じわっ……

　弱々しく座り込んだアリスの瞳ひとみから、涙なみだが零こぼれる。

「ど……どうしたの⁉」

　ただならぬ婚約者の様子を目まの当たりにした三月は、慌あわてて駆かけ寄ってくる。

　その後ろから、リリスが勝者の余よ裕ゆうをもって歩み寄ってきた。

　彼女は、三月の呼びかけにも反応を示さぬアリスを見下ろして、

「あら、アリスさんったら……覗のぞき見なんて、はしたないですわよ？」

　その一言が、自失していたアリスの激情に火を付けた。

「っ、貴女あなたは……っ‼」

　プチンと、心の枷かせが千ち切ぎれる感かん触しよく。心臓が大きく脈打って、濁にごった青瞳の中で暗い炎ほのおが燃え上がる。湧わき上がってくるものは殺意と呼ばれる破壊衝しよう動どうだ。溢あふれ出そうとする『力』を押し止とどめる抑制機の核コアが、アリスの首でピシリと軋きしみ──パリン、と儚はかない音を立てて砕くだけ散った。

「「⁉」」

　驚きよう愕がくは二人のものだ。

　アリスは首元を、リリスは左手の人差し指を押さえている。

「まぁ……わたくしのものまで壊こわしてしまうなんて」

「……っ！」

　リリスが聞き取れぬほどの声で何事かを呟つぶやいた瞬間、アリスは胸を押さえて前傾した。

　このとき、混乱していなければ気付けただろう。たった今、この胸を軋きしませたものの正体が、フェレスと対たい峙じしたときに感じたのと同じ──いや、それ以上の出力を持つ『共振反応エコー』だったことを。

「っ──はっ──」

「アリス！　どうしたっていうのさ、アリス！」

　尋じん常じようでない様子の婚約者に、三み月つきは肩かたを摑つかんで呼びかける。

　ふらりと顔を上げたアリスは、少年の顔を間近で見てしまい、

「ッ……‼」

　激情に顔を歪ゆがめて身を捩よじった。

　痛む胸を鷲わし摑づかみにしたまま、勢いよく立ち上がり、そして──

「うあっ⁉」

　自分を裏切った少年を突き飛ばして、町まち中なかへと駆かけていく。

「待って！　待ってよアリスっ！」

　倒れかけた三月は辛かろうじて体勢を立て直し、その後を追っていった。




『リトルフェアリー』から走り去ったアリスは、夕暮れから夜色に染まりつつある町を走る。

「……っ……っ……」

　駆ける速度は人並みで、走行フォームはぐちゃぐちゃだ。唇くちびるを強く嚙かんで、目から滲にじみ出るなにかを必死で堪こらえている。悲痛な表情だった。

（噓うそ……噓です……！　あんな、あんなこと……！）

　脳裏には、三月とリリスがキスをしている──あのシーンが何度も何度も再生されている。

　後こう輩はいの声が蘇よみがえる。

《わたし、聞いたんです。昨日きのうの放課後、鬼おに百合ゆり先せん輩ぱいが、あの女に告白しているところ》

　目を見れば分かる──彼女は噓を言っていなかった。三月は、アリスを裏切っていたのだ。

（どうして！　どうしてですか……⁉　私よりも、いきなり現われたあの女の方がいいっていうんですか⁉　そんな、そんなのって……許せません……‼　絶対……っ）




　──ずっと一緒だって、言ったのに。




　ふと気が付けば、隣となり町との境界となる交差点──先日三み月つきが轢ひかれかけた、あの交差点が目の前にあった。そういえばあのときも──三月とデートをしていたのだったか。

　三月と。二人、一緒に。

「は……ッ」

　ズキンと強く心臓が軋きしんで、アリスは胸を押さえて前傾する。少女の中にある婚約者との想い出が、すべて刺とげ々とげしい針に変わってザクザクと深く心を抉えぐっていくようだった。

　辛つらくて、痛くて、泣いてしまいそう。

　そこに──

「待って……アリス……‼」

　後方から三月の声がした。

（──っ）

　そう──いつだってそうなのだ。彼はアリスが泣きそうなとき、いつも傍そばに来てくれる。

　幼い頃、父が亡くなったときも、いつだったか溺おぼれて死にかけたときも、そして──つい先日、人間じゃなくなってしまったと嘆なげいたときも……いつだって三月は傍にいて、アリスの味方になってくれた。だから、だからこそ今までずっと、アリスはやって来られたのに……

　なのに。

「ちょっと……待ってよ……っ」

　肩かたに、三月の手が触ふれた。

「離してください‼」

「っ⁉」

　アリスは、少年の手を振り払って、きっ、と向き直った。涙なみだを堪こらえ、怒りだけを面おもてに出して。

「あ、貴方あなた──よくもぬけぬけと、私の前に顔を出せたものですね……！」

「はぁ……はぁ……そんな……だって、いきなり走って行っちゃうから……どうしたのかと思って」

「この期ごに及んでそんなことを⁉　この……裏切り者っ‼」

「……う、裏切り、もの？」

　三月がびくりと立ち竦すくむ。

　そんな嗜し虐ぎやく心しんをそそる様子を見ても、アリスは全然嬉うれしくならなかった。辛くて辛くて、痛くて痛くて、自分の胸に自分で刃やいばを突き立てているようだった。

　アリスは彼に、今まで何度も何度も罵ば声せいをぶつけてきたけれど、それでこんなに苦しい気持ちになったのは、初めて。なのに言葉は止まらない。止められない。

「そう──裏切り者です、貴方は！　よりにもよって、私の目の前であんな……っ！　私が今、どんな気持ちでいるか……っふ……わっ……分から、ない、でしょう……っ……っ」

　激情を乗せた糾きゆう弾だんが、最後には辛しん酸さんな泣き声に変わっていた。

「……っ……ぅ……」

「アリス……」

　ぎりぎりで涙なみだを堪こらえ、唇くちびるを嚙かむアリスを見た三み月つきは、困こん惑わくした様子で立ち尽くしている。

　もう──限界だった。

　涙るい腺せんが決けつ壊かいしかけたアリスは、勢いよく踵きびすを返し、交差点を早足で進む。

　信号は点滅を始めていた。

「待ってってば……！　アリス──」

　三月は必死で婚約者に追いすがろうとするが、

　バシッ──

　振り返ったアリスは怒りのままに、彼の頰ほおを平手で叩たたいた。

「あ……」

　なにをされたのか分からない──そんな呆ぼう然ぜんとした顔で、少年は腫はれた頰を押さえる。

　信号が赤へと変わり、交差点の中央で佇たたずむ二人に向かって、けたたましくクラクションが鳴らされた。

　アリスは、一杯に涙を溜ためた瞳ひとみで真まっ直すぐに三月を見み据すえ、




「──さようなら」
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　決定的な拒絶。二人の絆きずなを断ち切って、その場から走り去る。

　掌てのひらには、ずっと熱い痛みが残っていた。




　　　　　　†




　同時刻。『リトルフェアリー』に残されたのは、リリス、怜れい奈な、瞑めいの三人。

　少女たちは三者三様の様子をもって、その場に立ち尽くしていた。

　リリスは左手を顔の傍そばに掲げ、砕け散った指輪を眼めを細めて見詰めている。

（……困りましたわね……まさかわたくしの抑制機まで壊こわれてしまうなんて……予備は今、手元にありませんのに）

『十三番目サーテイーンス』の特性をこちらの予想どおりのものか否か確認するためには、九く条じよう院いんアリスの精神を追い詰めて、揺さぶってやる必要があった。これである程度のデータは取れたと思うが、『三番目サード』との戦闘データを含めても、まだ足りない。可能ならば、走り去ったアリスを追い掛けたいところではあるが──

（今日のところは、ここで切り上げるしかないようですわ。抑制機の効果がなくなった以上、できるだけ早くこの場から離れないと……彼女が来てしまう）

　リリスは内心で舌したを打つ。

　その隣となりでは、瞑が愕がく然ぜんと立ち尽くして、憧あこがれの先せん輩ぱいが走り去った方角を見詰めている。

「……噓うそ。ど、どうしてですか……先輩。見る目のない浮気者なんて、要いらないんじゃ……なかったんですか？」

　強い衝しよう撃げきを受けているようだ。

　残る一人、怜奈はなにを考えているのか分からない無表情で、リリスの姿を見み据すえている。

「リリスさん。君は九条院さんを挑ちよう発はつして、なにを企たくらんでいる？」

　抑よく揚ようのない声を投げかけられたリリスは、背の高いクラスメイトに向き直る。

　眼中にない相手に向けるのは、韜とう晦かいの微笑。

「まあ……企むだなんて。なにをおっしゃるの？」

「惚とぼけないで欲しい。そもそも……君は本当に、鬼おに百合ゆり君に好意を持っているのか？　君のやりようはまるで、彼を利用しているようだ。……そう、そうやって九条院さんを追い詰めて……なにかを試している、ような」

「…………」

　そこでリリスの、怜奈を見る目が変化した。

（この方……意外と鋭いんですのね……）

「……考えすぎですわ……怜奈さん」

「そうだろうか、わたしの勘かんはよく当たるんだがな。リリスさん……わたしは、今の人間関係をそれなりに気に入っているんだ。君の意図がどうであれ、いたずらに壊こわすようなことはしないでくれ」

「そんな……わたくしは、心から三み月つきさまのことをお慕したいしておりますのよ……？　いたずらにだなんて、心外ですわ」

　それはあながち、噓うそでもなかった。

（ええ……本当にごめんなさいね、三月さま……）

　九く条じよう院いんアリスの正体が予想どおりのものであれば、リリスは彼女を破壊しなくてはならない。

（最初は、問答無用でそうするつもりだったのですけれど……）

　……しかしリリスは今、あの十三番目の少女を、できれば殺したくないと思っている。

　それもすべて……

（……泣いてしまいますものね、貴方あなたは）

　そう思うがゆえ。

　あの少年に恨うらまれることになったら、きっと、とても胸が痛むだろうから。

　可能性は低くとも、そうではない可能性に賭かけて、自分の目で正体を確かめようと思った。だからこそ今こうして、慣れぬ学生などを演じている。

「…………」

　黙したまま佇ちよ立りつする怜れい奈なの前で、リリスはしばし沈思していた。

　そのとき──

「⁉」

　胸に激痛を感じたリリスは、怜奈から視線を逸そらし、西の空を睨にらみ付けた。

（やはり来ましたわね──）

　太陽が沈む。西方が黒く黒く染まっていく。

　黄昏たそがれを塗り潰つぶす染料は宵よい闇やみの黒。そして雷を孕はらみ、驟しゆう雨うを降らせる暗闇の雲。

（──『四番目フオース』）

　それは『十二番目トウエルフス』を狙ねらう狩人かりうどだ。

　懸け念ねんしていたとおり、抑制機が壊こわれてしまったせいで『十二番目のトウエルフススフィア』の共振を補捉されてしまったらしい。

（敵が来てしまいますわ──このままでは、ここに）

　迎げい撃げきすべく西へ一歩足を踏み出したリリスの背に、声がかけられる。

「どこへ行く、まだわたしの話は終わっていない」

「ごめんなさい、怜奈さん。それはまた今度にしていただけますかしら……？　悪いけれど、わたくし──」

　リリスは怜奈に言葉を残し、雷雲に向かって駆かけだした。

「──急用ができてしまいましたの」

　甘くて苦い恋愛物語ラブストーリーは、これで中断。

　たった今からは──血ち腥なまぐさい闘争の時間だ。




　怜れい奈なの静止を無視し、『リトルフェアリー』を後にしたリリスは、あくまで少女の姿に相応ふさわしい速度で日が落ちた町を走る。彼女は手近な路地裏の角を曲がり、人々の視線をカットした上で、一気に加速した。

　銀ぎん髪ぱつが翻ひるがえった、と思いきやその姿が忽こつ然ぜんと搔かき消える。

　極めて静やか、そして優ゆう雅がかつ迅じん速そく。

　重力法則を無視し、縦じゆう横おう無む尽じんにリリス──十二番目トウエルフスは駆かけた。

　時には壁を足場に変えて、閉へい所しよで炸さく裂れつする跳ちよう弾だんのごとく。

　あっという間に路地裏を抜ける。大通りに戻っても、高速機動する少女の姿を見み咎とがめるものはない。人々が察するのはせいぜい彼女が通った後ろで逆さか巻まく、疾しつ風ぷうの残ざん滓しのみだ。

　馳はせる、馳せる、いましも敵てきが迫り来る、西を目指して。

（町まち中なかで戦闘になることだけは、避けなくては……）

『組織』の刺し客かくであるキリングドールたちは原則として自おのずから人目を憚はばかり、無関係の人々を巻き込まぬよう、無用の騒ぎを起こさぬよう配慮する。

　あの『三番目サード』のように、人格が歪わい曲きよくしている奴やつでさえそうだ。

　だが──『この相手』は話が違う。

　主あるじの命めいに従い慎しん重ちように、秘密裏に行動するといった、他ほかのキリングドールたちが弁わきまえる当然の常識が存在しない。

（欠けつ陥かんだらけの失敗作──あの『四番目フオース』に、町中だから攻こう撃げきをやめようだなんて、そんなまともな思考はありませんわ。……わたくしの方で、戦闘可能地点まで誘導してあげないと）

　そう、もはや戦闘は不可避だった。彼女──四番目フオースとはこれで三度目の邂かい逅こうとなる。

　厄やつ介かいな……酷ひどく厄介な敵だ。だが、

（今度こそ、仕留めて差し上げますわ）

　必ひつ滅めつの決意を胸に、リリスは市の俯ふ瞰かん図を脳裏に描いた。

　戦闘状態に入ればＬＴスフィアが発する共振によって、急速に人ひと気けが引いていく。それでもやはり、駅前や住宅街などで戦うのはリスクが高すぎる。全力を出して戦えそうな場所は、幾つかのポイントに限定されていた。

（このまま進めば……ちょうど、自然公園で四番目フオースとぶつかりますわね）

　月つき城しろ町を西に抜けた隣となり町は、温泉旅館が建ち並ぶ石段街だ。

　そこからすこし逸それた山の麓ふもとに、あまり盛せい況きようとは言えない自然公園があった。

（障しよう害がい物ぶつは多いものの、敷地が広くて、人目に付き難にくい……打って付けですわ）

　速度や道程を上手うまく調節し、リリスは決戦場へと敵てきを誘導する。

　他ほかの敵ならばともかく、この四番目フオースを誘さそうのはとても容易たやすい。

　四番目フオースの行動法則は酷ひどく単純だ。敵に向かって単たん騎き突とつ撃げき、単独撃げき破は、邪じや魔まするものは皆殺し。

　一度戦場に解き放たれたが最後、誰の命令も受け付けず、味方と一切連れん携けいせず、敵が消滅するか自らのエネルギーが切れるまで、一人闘争本能のままに暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くす──

　欠けつ陥かんだらけのキリングドール。ただしその戦闘能力は、極上。

「さて……着きますわね」

　目標地点まではもう幾許いくばくもない。

（そろそろ、なんらかのアクションを仕掛けて来てもおかしくはないのですけれど……）

　そんな思考を巡めぐらせながら、自然公園の入口である道幅三メートルほどの林道に足を踏み入れた瞬間──樹上の高みから、三つの影が躍おどりかかってきた。

「！」

　襲しゆう撃げきを速すみやかに察知したリリスは、縦じゆう横おうにステップを繰り返し適切な回避運動を取りつつ、頭上を振り仰あおいで敵の正体を検分する。

（『ディフェクティヴ・ドール』）

　ＬＴスフィアから抽ちゆう出しゆつした技術を基に、劣化複製された機械仕掛けの模造品。

　無制限に『生産』される、魂たましいなき少女人形。

　着地した三体のドールたちは、すぐさま跳ちよう躍やく散さん開かいしてリリスを包囲した。黒のノースリーブとスパッツという簡素な衣服を着用し、右みぎ肩かたに『Ⅳ』のエンブレムを刻んでいる。

　第四研究室のドール部隊だ。

　包囲網を完成させた人形たちは、三体同時にこちらへ向かって突進を開始した。

（三方同時攻撃──悪くない策てですわね。だけれど）

　リリスは一体の標的に狙ねらいを定め、いつの間にか両手の五指に挟はさんでいたカードを擲なげうった。

　ヒュッ──

　まるで気負いのない動作で投じられた八枚のカードは、一切のタイムラグなしでドールの全身に突き刺さり切断、人形は一瞬のうちに肉と鉄の残ざん骸がいとなって頽くずおれる。

（まずは、一体）

　続いてリリスはその場で踊るように回転し、左さ腕わんによる裏拳バツクナツクルを繰り出した。

　投とう擲てき動作から連れん携けいする、無む駄だのない連続攻撃──

　繊せん細さいな腕が凶きよう器きと化して、リリスの背後を薙なぎ払う。カウンターヒットした拳こぶしがメキメキと敵の顔面に減めり込み、機械人形の首を無む惨ざんにヘシ折って粉ふん砕さいした。

（これで二体──あら？）

　残る一体を迎げい撃げきせんと身構えたリリスの表情に疑問が浮かぶ。

　最後のドールが突進を途と中ちゆうで止やめ、こちらに向かって右腕を突き出していたからだ。

（なんですの？）

　初めて見るドールの行動パターンに、リリスは攻こう撃げきを躊ちゆう躇ちよして様子を見る。

　すると──少女人形の手首が外れて、そこから黒い砲口が現われた。

　右みぎ腕うでを砲ほう身しんに見立て左手で支えていると、まるでランチャーの発射体勢だ。

「まぁ……⁉」

　ドゥンッ！　砲ほう口こうが眩まばゆく発光し、手首と同程度の太さを持つ青い光条が発射される。

　リリスは僅わずかに目を眇すがめ、咄とつ嗟さに五指を開いた右手を翳かざす。掌てのひらに直撃した熱線はたったそれだけの動作で射線を阻はばまれ、規定の放射時間を終えて攻撃を終了した。

「腕に武器を仕込んでいるなんて──新型だったんですの。そういえば、ずいぶんと動きが速くてスムーズでしたわ」

　リリスは、ぴりぴりと痛む掌をチロリと舐なめて、悠ゆう然ぜんと敵てきに歩み寄っていく。

　ノーダメージ。

「武器の威力も上々──数を揃そろえられると嫌いやですわ。わたくし、苦戦してしまうかも」

　言い終えたときにはすでに、新たに指に挟はさまれていたカードによって、最後のドールは微み塵じん切りになっている。

　最高の性能を秘めると目される『十二番目トウエルフス』が、新型といえど出来損ないドールに後れを取るはずはなかった。

　三体のドールを片付けたリリスは、自然公園の林道を進む。

　途と中ちゆう数体の新型ドールを蹴け散ちらした彼女だったが、どうも釈しやく然ぜんとしないことがある。

（敵の数が、少なすぎますわ）

『十二番目トウエルフス』の性能を知らしめられているはずの組織が、自分を甘く見ているはずはない。

　いかに非常識な攻撃性能を誇る『四番目フオース』を放ったといえど、本気でリリスを抹まつ殺さつするつもりがあるならば、もっと大量のドールを動員して攻せめにかかればいい。

（確かに、四番目フオースは単独で突とつ撃げきするばかりで、まったく味方と連れん携けいしませんけれど。それに──そう、本当ならドールよりも先に四番目フオースと接せつ敵てきするはずですのに……）

　どうしていまだに現われないのか──

「⁉」

　そこまで思考を進めたとき、リリスの目前に驚くべき光景が飛び込んできた。

　林道に、新型ドールの残ざん骸がいが打ち棄てられていたのである。

　全身が黒く焼け焦こげて、半ば消し炭ずみになっているという──心当たりのある破は壊かい痕こん。

　しかもその残骸は、一つではなかった。

「これは……⁉」

　林道が開けた先に、自然公園の広場がある。申し訳程度のアスレチックと水飲み場、苔こけ生むした休きゆう憩けい所じよ以外には、雑草が群生する敷地があるばかりという簡素な公園。

　そこは──焼け焦こげたドールの残ざん骸がいが無数に散らばる、惨さん劇げきの舞台となっていた。

「なんて、こと。同士討うちなんて……」

　慄りつ然ぜんと呟つぶやく。なるほどこれでは、敵てきの数が少ないわけだ。

（『彼女』の仕し業わざ……！）

　新型ドールたちはリリスの元に辿たどり着く前に、こうやって虐ぎやく殺さつされていたのだから。

　中でも、たった今破壊されたばかりだろうごく新しい残骸は、パチパチと紫し電でんの残ざん滓しを帯びて夜の公園にその骸むくろを浮かび上がらせている。

　もはや事態は瞭りよう然ぜんだった。こんなことができるのは──一人しかいない。

「くっ⁉」

　刺し貫かれるような殺気を感じたリリスは、後方に跳ちよう躍やくしてその場から逃れる。

　直後、耳を劈つんざくような雷鳴が轟とどろき、青い閃せん光こうが視界を灼やいた。

　一いち刹せつ那な前まで彼女が立っていた場所に、雷が落ちたのだ。

　無論、これは自然現象などではありえない。

　着地したリリスは、いまだ網もう膜まくを灼く光に目を細めながらも、頭上を振り仰あおいで言った。

「お久しぶりですわね──四番目フオース」

　一ひと際きわ太い大木の枝──そこに、少女の輪郭シルエツトが浮かび上がる。半ば目が眩くらみ、黒い影にしか見えないが──長い頭とう髪はつ、獣けもののような耳じ朶だ、臀でん部ぶから生える尻尾しつぽだけが辛かろうじて判別できた。

　樹上の影は、口に少女ドールを咥くわえている。さながら獲物を狩った獣のごとく、頸けい椎ついに食らい付いて口元にぶら下げているのだ。ごきりと不ぶ気き味みな音がして、嚙かみ砕くだかれた骸がリリスの足下に落ちてくる。

　見えなくとも分かる──影は牙きばを剝むいて、獰どう悪あくに笑った。

「あぁ──逢あえて嬉うれしいぜ『十二番目トウエルフス』。こうして会うのは三度目だが──本当に久しぶりだ。コソコソコソコソゴミ虫みてえに逃げ隠かくれしやがって……いい加減イラついてたとこだった。なァ教えろよ……こんなちッぽけな島国で、アンタいったい何をやって遊んでたんだ？」

　低く、粗そ暴ぼうな声には濃密な殺意と、隠しもしない喜悦がある。

　視力の回復に努めながら、リリスは微笑をもって応こたえた。

「色々と、ですわね。ああ、そうそう……最近は、殿との方がたとの恋愛などを。それより貴女あなたこそ、味方を皆殺しにするなんて、相変わらず狂っているようでなによりですわ」

　四番目フオースは今度こそ、声を立てて哄こう笑しようする。

「はぁン恋愛？　アハッ──じゃあ次はオレの相手もしてくれよ。見てのとおり、オレとアンタとの勝負を邪じや魔まする糞クソ人形は、纏まとめて黒コゲにしてやった。──さぁ、始めようぜ。今すぐアンタをブチ貫ぬいて──今度こそ消し炭ずみにしてやんよ」

　四番目フオースは樹上から跳ちよう躍やくし、広場へと着地した。つまびらかになったその身体からだからは青い粒子が立ち上っている。彼女は右みぎ腕うでを避ひ雷らい針しんのように天高く翳かざし──武装を召しよう喚かんした。

「────‼」

　雷鳴で召喚音声コマンドは聞こえない。四番目フオースの右腕に雷が落ち、武器の輪りん郭かくが形成されていく。

「貴女あなたは、いつ見ても派手で──荒々しいですわね」

　その光景を眼前に、リリスはおもむろに右腕を振った。

　瞬間、彼女の右腕に巻き付くように無数のカードが顕あらわれる。

　腕の周りをくるくると高速で回るそれらは、銀色に光る五十二枚のトランプだ。虚こ空くうでシャッフルされたカードがリリスの指先で一枚に収しゆう斂れんする。

「おいでなさい──イクリプス」

　選択されたカードが眩まばゆい光を発し、少女の右手で武器の形に変形する。

　顕われたのは極大の片かた刃ば戦せん斧ぷだった。紫むらさき色の燐りん光こうを帯びた凶きよう刃じんは、柄つかを握った手元まで届くほど奇怪な形状に湾わん曲きよくしている。全体に仰ぎよう々ぎようしいオカルティックな装飾が施されており、刃やいば部分を除き色は黒に近い濃のう紫し。

「四番目フオース……貴女あなたのすべてを溶とかして差し上げますわ」

　リリスは長柄の中心を片手で摑つかみ、頭上で旋せん回かいさせる。唸うなりを上げる斧ふ刃じんから毒の旋せん風ぷうが発生し、周囲の木々を切り刻みながら腐ふ食しよくさせていく。




『十二番目トウエルフス』と『四番目フオース』──二体の殺さつ戮りく兵器はともに武装を召しよう喚かんし、戦闘状態に突入した。







　　　第三章　鉄の侍女







　月つき城しろ町の北部山中。落差五十メートルという大おお滝たきの裏側に、ぽっかりと鍾しよう乳にゆう洞どうが口を開けている。喩たとえるならば、古いにしえの財宝が眠ねむっているような──どこか神秘的な趣のある洞どう窟くつだ。

　意外にも広い内部には光蘚ヒカリゴケが群生し、ぼんやりと明るい。

　天てん井じようからは年月を経て長く伸びた、槍やりのごとき鋭さの鍾乳石が垂れ下がり、足下にはごつごつとした石せき筍じゆんが幾つも幾つも生えている。

　この洞どう穴けつに踏み行った者は例外なく、がばりと顎あぎとを開いた巨大幻げん獣じゆうの口こう腔こう内にいるかのような、薄うすら寒い錯さつ覚かくに襲われるだろう。

　滝裏の鍾乳洞はこのように、子供ならずとも冒ぼう険けん心を刺激される、いかにもな様相を呈ていしている。が、いまや国内に未み踏とうの地などありはしない。

　地形的な理由によって人を寄せ付けぬ、秘境とも言えるこの洞穴であってもそれは例外ではなく、中は隅々まで調べ尽くされた後であろう。

　そう思われていた──数ヶ月前までは。

　現在この洞どう穴けつは、『極東第二遺跡』と呼ばれている。

『組織』によって。

「ご主人様ぁ──大変で御座いますよ──ご主人様ぁ──」

　甘ったるい、間延びした少女の声が、おんおんと谺こだまする。

　洞どう窟くつの『元』最奥部付近、さらに奥深くへと続く新しい横穴から、侍じ女じよ服ふく姿の少女──悠ゆう里りが姿を現わした。

「ご主人様、こちらにいらっしゃいますか──？」

　彼女は洞穴入口に向かってゆっくりと足を運びながら、両手をメガホンの形にして口に当て、緊迫感のない口調で主あるじを呼び続ける。

「ご主人様ぁ──ご主人様ぁ──？　ふぅ……聞こえておられないのですか糞ハフアツキンゲ」

「よぉっく聞こえとるよポンコツ」

「ひゃああっ──⁉」

　悠里の悲鳴は洞穴の至る所で反響し、長々と尾を曳ひいた。

　悠里は主の声が聞こえてきた方を、首関節が錆さびているかのようなぎこちなさで振り向く。

　アレクは洞穴の片隅、上手うまく椅い子す状になった岩場に腰こしかけていた。

　先ほど悠里がコンビニエンスストアで購入してきたグラビア雑誌を一心不乱に読みふけっており、こちらに一いち瞥べつすら寄越さない。

　悠里はエプロンに両手を揃そろえ置き、主に向かって職務スマイルを遂行した。

「な、なぁんだぁ──そこにいらっしゃったのですね、ご主人様。……どうか、悠里をびっくりさせないでくださいまし」

「あのなポンコツ。わしはたった今、貴様の新しい名前を思いついたんじゃよ、聞いておくれ。①ドム美、②ピザ子、③魔人ブウ華か。──どれがいいかのう？」

「どれもイヤですっ⁉　どうして全部デブの暗あん喩ゆが込められた名前なんですかぁっ⁉」

「ほう、分からんのか？　では鏡を見ながら自分の体重を三回唱となえてみるがよい」

「酷ひどっ⁉　そ、そりゃあわたくしピザを愛しておりますよ？　心より、お慕したいしておりますよ？　でもだからって名前にされるのはちょっと違うっていうか……それよりご主人様③ってどういうことですか！　わたくしと共通点がまったくないじゃないですか……⁉」

　そのとき、怒れる悠里の全身から、プシューッ！　という独特の排気音が鳴った。

　義体ボデイの至る所に開いた排熱用の孔あなから、沸ふつ騰とうした薬や缶かんのように蒸気が噴ふん出しゆつしたのである。

「いやん……失礼いたしました」

　赤面した悠里はごまかすように微笑した後、突っ込みが来なかったことに安心の吐と息いきをつく。

　侍女の陳ちん情じようにも、アレクは視線を上げはしない。

「やはりブウ華が会心の出来……いや、ピザ子も棄すて難いかのう──」

　などと明らかに適当な応対をしながら、懊おう悩のうする哲学者の表情で雑誌のグラビアモデルを凝ぎよう視ししている。

（ああ……あああああ……わたくしこのままではピザ子になってしまうのですね……）

　悠ゆう里りはうるうると眼めに涙なみだを溜ためる。

「む、これは……！」

　アレクがさらに真剣な顔になり、読んでいた雑誌を縦たてに九十度高速回転させた。

　巻頭グラビアの見開きページである。

　こっそり悠里が横から覗のぞき見ると、巻頭の見開きでは、侍じ女じよ服ふく姿の東洋人女性が笑顔でスカートをたくし上げ、黒い下着を僅わずかに露ろ出しゆつさせているところであった。

（まさか……まさかわたくしのルーツはこれだったのですかご主人様……⁉）

　己おのれの原型アーキタイプを知らしめられた人造人間アンドロイドはしばし煩はん悶もんし、主あるじの嗜し好こうを記き憶おく領域に記述する。

『え・ろ・じ・じ・い』と。

（よ、よし……っ！　悠里、頑がん張ばっちゃいます！）

　禍まが々まがしい新ネーミングをなんとか回かい避ひすべく、人造人間アンドロイドは主のご機き嫌げんを取る方向で行動指針を定めた。悲壮な覚かく悟ごを宿した顔で主へと声をかける。

「ご主人様、ご主人様、こちらをご覧ください。──ほぅら、ご主人様の大好きなポーズ」

　悠里は笑顔を羞しゆう恥ちの色に染めながらも、震える手でグラビアと同じ恰かつ好こうになった。

　アレクは雑誌から、ちら、と一瞬だけ視線を上げて、

「──脚太いのう、貴き様さま」

　がっかりした声を出した。

「ど、どっくーんときちゃいましたぁっ⁉　あんまりですっ！　それが一大決心で太ふと腿ももを晒さらしたわたくしへの感想なのですかご主人様っ！」

　悠里の慟どう哭こくなど知ったことかという態度で、アレクは再び雑誌に目を落とした。

「わしがせっかく東洋の神秘を研究しておるというのに、そんな太腿モンを見せてわしの幻想を壊こわさんでくれ──」

（し、失礼なぁっ……）

　悠里はぷりぷりと頰ほおを膨ふくらませ、唇くちびるを尖とがらせ、拗すねたことを可愛かわいくアピール。

「……ご自分でそういう風に造ったくせに、文句言わないでくださいな。わたくし、哀かなしくて泣いちゃいます」

　悠里はエプロンのポケットからハンカチを取り出して、涙を拭ぬぐった。

「ちょうどいいサイズに造ったはずなのに、いつの間にか一回り太くなっておるのはどういうことなんじゃろうか？」

「わたくし、成長してる……⁉」

「太っただけじゃ、バカモン。頭脳を水洗いされたくなかったら少し黙れデブ」

「う、ううっ……なんて酷ひどい扱い……」

　悠ゆう里りは地面に両手をついて、がっくりと頽くずおれた。

（ご主人様なんてハゲのくせに……つるっパゲのくせに……）

　そこにアレクがうんざりと声をかける。

「──で。貴き様さまはこんなところで何を油売っておる。さっさと探たん索さく作業に戻らんか。共振反応エコーを感知できる貴様でなくば、新たなスフィアを発見することはできん──何度も言わせるな」

「あ──そうでした」

　悠里は地面に正座をした体勢になって、ぽんと拍手を打った。

「大変で御座いますよ、ご主人様」

　のんびりとした口調のせいで、まったく大変そうには聞こえない。

「なんじゃ、用があるなら、早う言え、早う」

　ぱらりとページを繰って新たなグラビアを注視しつつ、アレクが急せかす。

「少し前に、強力な共振反応エコーを複数感知いたしました。現在、市の西部にて交戦中かと存じます」

「ほう、それを早く言わんか」

　侍じ女じよの報告に興味を引かれたのか、アレクが雑誌から顔を上げる。

「すると『十二番目トウエルフス』と『四番目フオース』か」

「はい、然さ様ようで御座います」

「何かあると期待して来てみれば、さっそく騒がしいことになりおったな。さて──」

「如何いかがいたしましょう」

「捨て置けばよかろう。下手へたに干かん渉しようして、彼奴きやつらの派手な戦闘に巻き込まれてはかなわん。──あの獣娘フオースは敵てきも味方も区別せん、それでも助すけ太刀だちに行くというなら、止めんぞわしは？」

「あ、あの御お方かたは苦手ですっ！　ビリッて、ショートしちゃいますぅっ！」

　意地悪を言われた悠里は座ったまま、全身を使っていやいやをした。

　確かに四番目フオースは、悠里にとって相あい性しようの悪い相手ではあった。

　仮に一対一で戦ったとして勝機がないわけではないのだが、確実に倒そうと思えば大破を覚かく悟ごせねばならないだろう。

「ところで──ご主人様」

　何かを言いかけた悠里を遮さえぎって、アレクは言う。

「勘かん違いするなよポンコツ。わしは貴様が、未完成の『十二番目トウエルフス』や、欠けつ陥かんだらけの『四番目フオース』に劣おとるとは些いささかも思っておらん。単にリスクの問題じゃ。今出で張ばっても、最悪二体のキリングドールを敵に回すことになろう。それよりは、ここで新たな未知の物質オーパーツの発掘に専念したほうが幾らかましじゃ」

　ＬＴスフィアに代表される未知の物質オーパーツからは、研究解かい析せきすることによって、様々なロストテクノロジーを抽ちゆう出しゆつすることができる。

　アレクの研究課題テーマは『真なる人造人間の作成』。

　人の常識では計りきれぬ外げ法ほうの研究を加速させるためには、是ぜ非ひとも新たなる未知の物質オーパーツが必要だった。それがＬＴスフィアであるならば、なおのことよい。

「しかしご主人様」

　主あるじの長なが台詞ぜりふが的を射ていないと判断した悠ゆう里りは、先ほど言いかけた言葉の続きを述べる。

「交戦中の二つの他ほかに、かなり離れてもう一つ──やや小さい共振があるのですよ。『十二番目トウエルフス』によく似ていますが──わたくしのデータにないパターンの反応です」

「なにい……？」

　思いも寄らぬ報告に、今度こそアレクは目を剝むいた。

「どういうことじゃ……！」

「ですから──『十二番目トウエルフス』と『四番目フオース』の他に、もう一体いるってことじゃないでしょうか──未知のキリングドールが」

　地べたに座り込んでいる悠里の口調は、あくまで暢のん気きだ。

　雨が降ってきたので洗濯物を取り込みましょう──その程度の緊迫感である。

「だから、なんでそれを早う言わんのだ貴き様さま‼」

　もちろんそれを聞かされたアレクは穏おだやかではいられなかった。

　エロ本読んでる場合ではないと、岩場から勢いよく立ち上がる。

「それで──如何いかがいたしましょうか」

「決まっておろう、その未知のキリングドールとやらに直接接触を試みて、正体を調査せい。可能ならば戦闘データを収集後、撃破、ＬＴスフィアを奪取する」

「──かしこまりましたご主人様イエス・マスター」

　洞どう穴けつの外が眩まばゆく光り、間を置いて雷鳴が轟とどろいた。

　遠方の落雷。

　薄うす闇やみを取り戻した洞穴の中、少女の形をした人工の怪物モンスターがゆらりと立ち上がる。

「ようし、征いくぞピザ子！」

「だ……だから、ピザ子じゃないもん……」

　十番目の殺さつ戮りく兵器は、目め尻じりに涙なみだを浮かべながら出撃した。




　　　　　　†




　あれほど晴れ渡っていた空は、いまや黒雲に覆おおわれいる。

　三み月つきを追い返したアリスは当あて所どもなく町を彷徨さまよい、ショッピングモールの突き当たりにある市立公園に辿たどり着いた。公園のベンチに座り、天を振り仰あおぐ。星は一つも見えなかった。

「…………っ」

　膝ひざの上でぎゅっと両手を握りしめ、泣きそうな顔でアリスは俯うつむく。

　ぽつり、ぽつりと水滴がスカートに落ちて、染みを作った。

（……雨、ですか）

　帰らないと……そう思うものの、萎なえきった足は動くことを拒否している。

「……痛……っ」

　胸が、軋きしむ。まるで悪魔に心臓を圧あつ搾さくされているようだ。

　頭の中を巡めぐるのは、銀ぎん髪ぱつの転校生の姿。

　リリス・グラム──彼女には初めて会ったときからずっと負けっ放しだ。顔を見ているだけでイライラしてくるのは──気に食わないと思うのは、もしかすると彼女がアリスの理想とする姿に、自分よりもずっと近いからかもしれない。外見や各種技能といった分かりやすいもののみならず、リリスからはなにか──アリスにはない、精神的な経験とでも言えばいいのだろうか──そんな大人おとなびた余よ裕ゆうが感じられる。そのせいで彼女が傍そばにいると、自分がすごくちっぽけで、取るに足らない人間に見えてくるのだ。これが、劣れつ等とう感というものだろうか。

　九く条じよう院いんアリスは、リリス・グラムよりも、ずっと劣おとっている……？

（そんな……）

　だから……大切なものを、奪われてしまった。もっと大事にしていれば、しっかり握りしめて固く抱だき留とめておけば──こんなことにはならなかったかもしれないのに。

（でも……もう、遅いんですね）

　幾ら後こう悔かいしても、なにもかもが今更だった。もう時は戻らないし、追い掛けてきてくれた彼を拒絶したのも、自分自身なのだから。

「……私、これからどうすれば……いいんですか？」

　呟つぶやく声に、応こたえるものはない。

　身体からだ中から力が根ね刮こそぎ抜け落ちて、不快な倦けん怠たい感に支配されている。風邪かぜをこじらせたみたいに頭が熱く、ぼうっとして……何もやる気が湧わいてこない。

「ふ……ん」

　いまにも泣き出しそうな黒雲、西方で轟とどろく遠雷、アリスの心情を、そのまま具現化したような光景だ。

　締め付けられるように胸が痛い。とても、苦しい。

（もう──いまはなにも考えたくありません……！）

　ぎゅっと強く眼めを閉じて、スカートの裾すそを両手で握りしめる。

　そこに、場違いなほど脱力した声がかけられた。

「あのう──」

「……？」

　アリスは涙なみだ目めで声の主ぬしを見る。

　黒い侍じ女じよ服ふく姿の少女だった。年は恐らくアリスよりも二つ三つ上だろう。

　大きな眼鏡めがねをかけており、見るからに気弱そうな顔立ちをしている。

　消沈の極みにあったアリスは、目の前にいる侍女の姿が先ほど『リトルフェアリー』で見た写真の少女であることに気付けない。

「あぁ、よかった。あなたで間違い御座いません。うふふ──ずいぶんと可愛かわいらしいお嬢じよう様さまでいらっしゃいますね」

　エプロンに両手を揃そろえ置き、侍女服姿の少女は首を傾げて微笑ほほえんだ。

「どちら様ですか、貴女あなた……？　私とは、初対面だと思いますけど」

　アリスはあからさまに不ふ審しん者しやを見る目になった。

（なんですか、この女？）

　突然声をかけてきて、意味が分からないことをのたまって。

（よりにもよって人が落ち込んでいるときに──）

　アリスは自分でも意外に思ってしまうほど、少女に対し強い苛いら立だちを覚えた。

「あ、あっ──これは失礼いたしました」

　アリスの視線を受けた侍女は、名乗ってもいない自らの落ち度に気付いたらしい。

「申し遅れました、お嬢様。わたくし、悠ゆう里りと申します。──どうぞよしなに」

　深々と一礼して自己紹介をする。

「…………」

　アリスは悠里と名乗った侍女を眇すがめ見た。

「で、私に何か御用ですか？」

　辛しん辣らつな視線だが、普段ほどの切れ味はない。

「そのぅ、お怒りのご様子ですが……なにかお気に召めさないことがあったのでしょうか？」

「あ……っ！　貴女には関係ないでしょう！」

　無神経な問いに、アリスはつい声を荒げてしまう。

「ひゃんっ──申し訳御座いませんっ」

　その剣けん幕まくにびっくりした悠里は、頓とん狂きような叫び声を出して眼めを潤うるませた。

　庇ひ護ご欲よくと罪悪感、そして嗜し虐ぎやく心しんが刺激される弱々しい表情──それがいま一番思い出したくない少年の顔を連想させて、アリスのテンションを引き下げる。

「……もういいです。付き合っていられません。用がないのなら、さっさとどこかに行ってください。貴女の顔を見ていると──なんだか凄すごくイラつくんですよ」

　どうにも気に入らない女だった。彼女の傍そばにいるだけで──

（胸が、押し潰つぶされるような……）

　アリスは、無意識のうちにベンチから立ち上がっていた。

「い、いえ──御用、あります。はい、ありますとも。いけませんね──どうもわたくし、手抜かりが多いようで。最初からこう申し上げればよかったのに。それでは改めて、自己紹介させていただきますね──」

　ハンカチで涙なみだを拭ぬぐった悠ゆう里りは、再び笑顔を取り戻し、片手を胸に当てる。

「わたくしは悠里。人の手により生み出された、人に非あらざる十番目の殺さつ戮りく人形に御座います」

　西方で稲光が瞬またたき、僅わずかな暇いとま、闇やみを駆く逐ちくした。

　大きな眼鏡めがねが雷光を反射し、侍じ女じよの微笑に不ぶ気き味みな狂気を付加している。

「十、番目──」

　アリスの眼前、いまや黒い影法師シルエツトと化した少女は確かにそう口にした。

　何故なぜ今まで気付かなかったのか。この軋む胸の痛みは、フェレスと対たい峙じしたときに感じていたそれと同質のものだったというのに。

「そんな……どうして……」

　アリスは金かな縛しばりにあったように、立ち尽くしたまま硬直する。

「どうして？　意外な台詞せりふです……御存知ないのですか？　キリングドールわたくしどもは基本機能として、共振反応エコーによって互いの位置を感知することができるのですが」

　それは知っている。だが、そうやって敵てきに捕捉されぬよう、アリスは抑制機を付けて力を抑えていたはずなのに。

（ぁ……そうか、あの時──壊こわれて……）

　そう、アリスが感情を昂たかぶらせたために、抑制機は過か負ふ荷かによって破損してしまったのだ。

　首元に手を遣やって、顔を歪ゆがませる。普段のアリスらしからぬ、弱気な表情だった。

「っ……！」

　悠里の声は聞こえている、アリス自身の身体からだも、目の前の少女が敵であると感じている。

　けれど頭が、理解することを拒んでいた。認めたくなかった。あれほど大変な目に遭あって、死ぬような思いをして、ようやく摑つかんだ平へい穏おん──日常を取り戻したばかりだったのに。

　それがこうも容易たやすく壊れてしまうなんて。

　しかも、あんな理由で。自分自身を侮ぶ蔑べつし、呪のろい嘲あざける声が、心の中で谺こだましている。

「お嬢じよう様さま、どうして貴女あなたは──そんなにも、泣きそうな顔をしていらっしゃるのですか？」

　悠里の──『十番目テンス』の手が、顔に向かってゆっくりと延びてくる。

「⁉」

　遠くで轟とどろいた雷鳴と同時に、アリスは後方に大きく跳ちよう躍やくした。舗ほ装そうされた煉れん瓦がの地面へと着地する。

　暗い夜空が、さめざめと泣いている。髪に付着した雨粒が金の九きゆう尾びを流れ落ち、涙のように頰ほおに貼はり付いた。

「──その反応を見るに、やはりわたくしどものことは概おおむね御存知の様子。さ、順番で御座いますよ、お嬢様？　見知らぬ貴女のことを、是ぜ非ひともわたくしに教えてくださいませ」

　雨は段々と勢いを増している。市立公園の中央広場は広々としていて、人ひと気けもなく、戦闘フィールドとしては適当なものだった。

「────」

　悠ゆう里りの問いに、表情を緊張で引き締めたアリスは、無言をもって答えとした。

「だんまりだなんて、困ります。美しいお嬢じよう様さまに、手荒なことはしたくありませんのに」

　彼ひ我がの間合いは約八メートル。

　悠里は笑顔のままで両手をエプロンに揃そろえ置き、微動だにしない。

　なのに気弱な雰囲気は影を潜ひそめている。代わりに彼女が纏まとったのは、不ぶ気き味みな圧力だ。

　倒とう錯さくし歪ゆがんでいたとはいえ、あくまで人間的な感情を剝むき出しにしていたフェレスとは明らかに種類が違う。この悠里からは、非人間的な無機質さ──とでもいえばいいのだろうか、さながら意思疎そ通つうのできない異形の怪物モンスターに襲われているかのような、肌はだが粟あわ立だつ悪お寒かんを感じる。

（見た目の印象に騙だまされてはいけない……そういうわけですね）

「それとも……よろしいのですか？　問答無用、ということで」

　悠里は一歩、アリスに向かって間合いを詰める。

「痛っ──」

　アリスは胸を押さえ、前傾姿勢になった。

　出力を戦闘状態にまで引き上げられた十番目のテンススフィアが唸うなりを上げて、強烈な共振反応エコーを発生させたのだ。

　アリスもまたスフィアの出力を上昇させて戦闘状態に移行した。

　共振が拮きつ抗こうし、胸に感じていた圧力が失せていく。

　黄金きんの燐りん光こうが身体からだを覆おおい、全身に迸ほとばしるような力が漲みなぎってくる。

「戦い方……大丈夫、身体が覚えています」

　この『力』はフェレスとの戦闘から得たものだ。もう忌いまわしいとは思うまい。

　決めたから。

（私の日常を脅おびやかすのなら──何度でも戦うと）

　それしかなかった。落ち込んでいても、最悪の気分でも、やるしかない。

　殺さつ戮りくを喚かん起きする『声』は聞こえない。荒れ狂う暴力は、あくまで自らの制せい御ぎよ下かにあった。

　今は懊おう悩のうしている場合ではない。むしろこの黒々とした気持ちをぶつけてやればいい。

「……貴女あなたを無む惨ざんに砕くだいてやれば、少しは気が晴れるでしょうか……！」

　心の中から強い気持ちをかき集めて絞しぼり出し、不ふ敵てきな笑みを偽ぎ装そうする。

「綺き麗れいで御座いますね、黄金きん色の粒子色フオトンカラーだなんて。まるで『十二番目トウエルフス』の対極のよう。……その力の源を、いただきます」

　悠里はさらに一歩進み出て停止した。両足を水平に開き、両りよう腕うではだらりと身体の脇わきに下げる。完全に脱力した無防備な姿勢。その身体からは、淡紅色ピンクの粒子が湯ゆ気げのように立ち上っている。

　悠ゆう里りはどうも、自分から仕掛けるつもりがないらしい。フェレスもそうだったが、まずは様子見に徹し、アリスの性能データを分析しようという腹積もりなのだろう。

　つまり、舐なめられているのだ。

（構いません、好都合です）

　アリスは地を蹴けって、疾しつ風ぷうのように加速した。

（せいぜい後こう悔かいしなさい。貴女あなたが全力を出す前に、勝負をつけてあげましょう……！）

　低い姿勢の突進。あっという間に敵てきの眼前へと肉にく薄はくする。

「⁉」

　悠里はアリスの速度に瞠どう目もくしつつも、片かた腕うでを無む造ぞう作さに振り回して前方を薙なぎ払う。

　だが当たらない。金属バットをフルスイングしたような風切り音が夜気を裂さく。

（遅いです）

　加速を緩ゆるめぬサイドステップ。

　悠里の豪ごう腕わんを悠ゆう々ゆうと回かい避ひしたアリスは、さらに速度を増加させつつ反はん撃げきする。

　フェレスとの戦闘経験から、対ＫＤキリングドール戦における定じよう石せき、最適な戦術を脳裏に展開し実行。

（最優先で狙ねらうべきは『喉のど』──彼女が専用武装カラミテイを出す前に声帯を潰つぶします）

　肉眼では到底捉とらえきれぬ速度で駆く動どうするアリスは、二度のフェイントを交えた上で悠里の側面に回り込み跳ちよう躍やく旋せん転てん、標的の喉元へ左の踵ローリングソバツトを炸さく裂れつさせた。

（手て応ごたえあり……！）

「…………」

　強烈な一いち撃げきを見舞われたというのに、悠里は無反応。彼女の両足は、地に根を張っているかのように揺るがず、逆に両腕を延ばしてアリスを摑つかみにかかった。

「！　タフですね……でも」

　遅い。あまりにも遅い。出来損ないドールよりはずっと速いが、あのフェレスとは比較にならない鈍どん重じゆうさだった。いかにタフネスが突出していようと、これではまるで話にならない。

　侍じ女じよの両腕が迫ってくる光景が、スローモーションにすら見える。

「はぁッ！」

　アリスはソバットの体勢から身体を捻ひねり宙転からの蹴り上げサマーソルトキツク。

　悠里の顎あごを蹴り飛ばすことによって攻防一体の回避を披ひ露ろうしながら着地。

　結果として敵の顔面が跳はね上がり、狙うべき喉が露あらわになる。

　その一瞬を見逃すアリスではない。

「ふっ──」

　その場で垂直に飛び上がり、喉元に派手な前蹴りを突き刺した。ひたすらに弱点を狙う極めて悪質な攻せめ手──しかしこの戦法の有効性は、先日の戦闘で十二分に証明されている。

「とりあえずこれで──」

　完全に喉のどを潰つぶした、しばらくは武器を出せない。

　このまま一気に畳たたみかけてやろう──そう考えたとき、信じられないことが起きた。

「問題御座いませんノープロブレム」

「⁉」

　潰れたはずの声帯から、悠ゆう里りの甘ったるい声が聞こえてきたのだ。

「効いてないんですか……⁉　頑がん丈じようすぎでしょう、貴女あなた」

　敵てきのあまりの防ぼう御ぎよ性能に戦せん慄りつし、目もく論ろ見みを潰されたアリスは離脱が一瞬遅れてしまった。

「お褒ほめにあずかりまして、光栄で御座います」

　悠里は、顔面を跳はね上げられたままの体勢から両りよう腕うでを延ばす。気味の悪い、機械的な挙動だった。

　隙すきを作ってしまったアリスはこれをかわせない。

「あっ……」

　腰こしをがっしりと摑つかまれてしまう。

「くっ……うぅっ」

　もの凄すごい腕わん力りよくでぎりぎりと締め上げられる。

　アリスは悠里の腕を引き剝はがそうと試みるが失敗。まるで万まん力りきだ、どうしようもない。

「お嬢じよう様さまのパワーでは抜け出せぬかと存じます。如何いかがでしょうか？」

　確かに腕わん力りよくでは到底かなわない。このままでは一分と保たず圧あつ搾さくされてしまう。

「最悪です。マッサージの才能が皆かい無むですね、貴女」

　軽口を叩たたいたアリスは、そっと左手を悠里に向かって延ばした。まるで黒い花束を贈るように。

　差し出した手の先には、極太の黒銃が握られている。

「ですから──」

　アリスは嗜し虐ぎやくの形に唇くちびるを歪ゆがめ、悠里の眼鏡めがねにカチリと銃じゆう口こうを密着させた。

　彼女は突進を仕掛けたときにはすでにさらなる追つい撃げきを想定しており、悟さとられぬような囁ささやきでもって抜け目なく専用武装ジヤバウオツクの召しよう喚かんコマンドを入力していたのだ。

　無む手てと見せかけての騙し討ちスニークアタツク。敵が本領を発揮する間など与えてやらない。

「──代金はこれでお支払いします」

　ガゥンッ‼　トリガーと共に轟とどろいたのは、魔ま獣じゆうの咆ほう吼こうのごとき銃じゆう声せい。

　五十口こう径けい弾だん『ヴォーパル』が射出され、直ちよく撃げきを受けた敵の顔面が、首の骨が折れる勢いで後方に弾はじける。眼がん窩かへの零ゼロ距離射しや撃げき、フェレスに致命傷を与えた必殺の一いち撃げきである。

「お釣つりは要いりません。ありがたく持って逝いきなさい……！」

　過去の反省を踏まえ、アリスはさらに駄だ目め押しの銃じゆう弾だんを同箇所へと三発撃うち込むことによって完全なる止とどめとした。

　硝しよう煙えんにけぶる向こう側には、顔面を吹き飛ばされた悠里の無む惨ざんな姿が──

「な……⁉」

　勝利を確信していたアリスの顔が、驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　確実に倒したはずなのに、アリスの腰こしを圧あつ搾さくする腕わん力りよくが緩ゆるまない。悠ゆう里りは僅わずかに体勢を崩くずしたのみで、倒れる様子もなく、両の足でしっかりと地を踏みしめ立っている。

　硝しよう煙えんが消え失うせ、公園の薄うす闇やみの中で悠里の顔が露あらわになった。

「損そん傷しよう軽けい微び、で御座いますよ」

　悠里はまるで損そん壊かいのない綺き麗れいな顔をしていた。

　片側だけ割れた眼鏡めがねの奥……愛らしく片かた眼めの目ま蓋ぶたを閉じ、変わらぬ微笑を浮かべている。

（どこまで頑がん丈じようなんですか、こいつ……！）

　アリスは苦痛に身を捩よじり、しかし逃れられない。

「わたくし、びっくりしちゃいました。恐ろしいことをするお嬢じよう様さまですね。容よう赦しやというものがないのでしょうか」

　悠里は両りよう腕うでで吊つり上げていたアリスの腰から片手を離すや、後頭部をわし摑づかみにして勢いよく眼前に引き寄せる。

「お返しで御座います。どうぞお召し上がりくださいませ」

　頭突きヘツドバツド。

　意い趣しゆ返しのつもりかアリスの右目付近を狙ねらい、悠里は思いきり額ひたいを打ち付けた。

「うあ……っ」

　くらりと目め眩まいを感じ、視界が蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがむ。たった一いち撃げきで相当のダメージを負ってしまった。だが、悠里の反はん撃げきは終わらない。

「お代わりもたくさん御座いますので、ご遠えん慮りよなく」

　さらに連続して三度、恐ろしく硬い額による頭突きヘツドバツドを顔面に見舞われた。

「……っく」

「わたくしの鋼の義体メタルボデイは、キリングドールの中でも随一の硬度を持つと自負しております。如何いかがでしょうか？」

「この鉄頭……ちょっと調子に乗りすぎですよ……」

　依然宙ちゆう吊づりにされたまま……ぐったりとした満身創そう痍いでありながら、アリスの口から紡つむがれるのは悲鳴ではなく悪態だった。

　自じ慢まんの美び貌ぼうを鼻血と痣あざだらけにされた恨うらみが、復ふく讐しゆうの炎ほのおを燃え上がらせる。

「よくも私の顔を……‼　くたばりなさいドブスっ‼」

　アリスは普段ならば口にしないような罵ば声せいとともに、拳けん銃じゆうを乱射する。

　至近距離クロスレンジからの釣つる瓶べ撃うち──

　着ちやく弾だん点てんからは、ギィン！　という生なま身みではありえない反射音が幾度も響く。跳はね返された銃じゆう弾だんが明後日あさつての方向に撥はねて、広場の街がい灯とうを二つ割った。

（こいつの身体からだ……⁉）

　アリスもようやく理解した。この悠ゆう里りは、本当に鋼でできているのだ。

　鉄くろがねの侍じ女じよは、全身──特に腹部を中心に銃じゆう弾だんを受けながらもアリスの拘こう束そくを緩ゆるめない。

　だが、苛か烈れつな攻こう勢せいが多少は功こうを奏そうしたらしい。

「は……あっ」

　悠里は苦しそうに口を開けた。やはり、まったく効いていないわけではないのだ。

「離しなさいこの……っ！　馬鹿力っ！　手足太いんですよ貴女あなた……‼」

　アリスは間かん断だんなく罵ば声せいを飛ばしながらも咄とつ嗟さに機転を利かせ、自分でも思いがけない、大だい胆たんな行動を取った。開いた悠里の口こう腔こう内に、すかさず銃じゆう口こうを突き入れたのである。

「むぐっ⁉」

　外装がいかに堅けん牢ろうな鎧よろいに覆おおわれていても、体内までは覆おおえまい。これで終わりだ。

「さぁ、内臓まで鋼はがねでできているのかどうか──試してみましょうか！」

　アリスは容よう赦しやなくトリガーを引き絞しぼった。当然一度ならず二度三度四度五度──

　最終的に計十二発の弾だん丸がんを文字通り喰らわせてやった。

「あ、う──」

　さすがの怪物モンスターも、このご馳ち走そうにはたまらなかった。煙えん突とつのように口腔から硝しよう煙えんを吐はき出して、ふらふらと体勢を崩くずす。

　悠里の腕うでから力が抜けて、ついに少女を縛しばっていた拘束が緩む。束そく縛ばくから逃れることに成功したアリスは、すぐさま悠里の身体を蹴けり飛ばして跳ちよう躍やく、間合いを離した。

「はぁっ……はぁっ……」

　五メートルほどの距離を跳とんで公園の広場へと着地したアリスは、大きく息を乱して頽くずおれる。

　両手を地に着き、痣あざだらけの顔に冷たい汗を滲にじませて。

（死ぬかと思いました──）

　危あぶなかった。フェレスとはまったく種類の違う、恐ろしい強きよう敵てきだった。

　だが、窮きゆう地ちに陥りはしたが。

　なんとか、これで、いくらなんでも、撃げき破はすることができただろう。

　そう、安心しようとしたときだった。

「けふっ」

　そんな、可愛かわいらしい咳せきが聞こえた。

「……噓うそ──でしょう……？」

　アリスは絶望的な眼まな差ざしで悠里を見る。

「酷ひどい──胃い潰かい瘍ように、なってしまいます」

　侍女服姿の少女は眼めに涙なみだを溜ためて、痛そうにお腹なかを押さえ、ケホケホと咳せき込んでいる。

　それだけだ。ほとんどダメージを、受けていない。

「損傷率四パーセント。──問題御座いませんノープログレム」

　ハンカチで涙なみだを拭ぬぐった悠ゆう里りは、片かた眼めだけを瞑つぶったまま、割れた眼鏡めがねを押し上げて微笑わらう。

「──以上を持ちまして、対象『正体不明アンノウン』の戦闘データ収集業務プロセスを終了いたします。対象を暫ざん定てい的に『十三番目サーテイーンス』と番号付けナンバリング。命令コマンドを再確認──かしこまりましたご主人様イエス・マスター」

　甘ったるい声の調子は些いささかも変わらず──なのにその音声は、妙みように機械的に聞こえた。

「ご要望に従いまして、殺戮命令キリングコマンドを実行いたします。疑似心臓エミユレーターを活性化ブースト、十番目のテンススフィアの出力を八十七パーセントへ上昇──」

　悠里は黒くろ革かわの指抜きグローブを取り出して、拳こぶしに装着。

「それではお嬢じよう様さま。恐れ入りますが、戦闘を開始させていただきます」

「ふん……今までのは、戦闘ではない……とでも？」

　はったりに決まっている──そうは思い切れなかった。事実、悠里の共振反応エコーが強まり、アリスは胸に再び軋きしみを感じ始めていた。しかもこの相手は、まだ武器すらも出していない。

「然さ様ようで御座います。お覚かく悟ごを」

　悠里は両拳を握りしめ、胸の前で撃うち合わせる。

　ガチン！　鋼はがねと鋼が激突して、力強い火花が咲いた。

「くっ！」

　アリスはその場に片かた膝ひざ立ちになり、銃じゆう撃げきを始めた。先ほどの様子を見るに、弾たまが効いていないわけではないようだ。単に、異様なほど打たれ強いのだ、こいつは。

　無論、威力の低い通常弾のみでは決め手にならないが、牽けん制せい程度にはなるだろう。

「……ふぅぅ……」

　降り注ぐ弾だん丸がんの雨が、着ちやく弾だんの火花を散さん華げする。だが悠里は初めの位置から一歩たりとも動いていない。深く息吹いぶきをしつつ、両りよう腕うでを顔の前で十字に組み、銃じゆう撃げきを浴びるがままになっている。すでに侍じ女じよ服ふくの至る所が弾丸によって引き毟むしられ、露あらわになった肢し体たいでは、皮ひ膚ふの裏に隠かくされた金属の装そう甲こうまでもが見え隠かくれしていた。

　人に非あらざる機械人形オートマトン。

「ふん」

　アリスは、何故なぜか動こうとしない悠里に向かって鼻を鳴らす。

　幸い悠里は鈍どん重じゆうだ。あの圧倒的なパワーとタフネスは確かに脅きよう威いだが、近づきさえしなければ問題はない。あいつはアリスに、一いつ生しよう涯がいをかけようとも追いつけない。

（貴女あなたが専用武装を温存しているように、私にも切り札があります……）

　アリスは冷静に勝機を見定めて策を練った。広場に立つ悠里の背後には、夜や行こう川の流れがあるばかり。

（……あとは、角度）

　あえて立ち上がらず、姿勢を低く保っているのには意味がある。

（問題ありません。使用可能です）

　くす、とアリスは笑みを零こぼす。焦あせってはいない、激げつ昂こうしてもいない。先ほど一いつ瞬しゆんだけ取り乱したものの、今アリスは酷ひどく落ち着いていた。戦闘中だというのに。

（フェレスを倒したときほど、身体からだの性能が上がっていません……。それと、関係が……？）

　いや、考えるのは後でいい。今は、この敵てきを撃うち倒すことが先決だ。

「わたくしの武器を警戒されていらっしゃいますね、お嬢じよう様さま。……そんなに怖がらなくてもよろしいのですよ？」

　雨と弾だん幕まくにさらされながら、悠ゆう里りは穏おだやかな口調で喋しやべり始める。

「そもそもＬＴスフィアという装置は、適正素体──生なま身みの人間の心臓部に埋うめ込まれることによって、初めてその機能を発はつ揮きするものに御座います。機械であるわたくしは、ＬＴスフィアをあくまで模も擬ぎ的に動作させることしかできないのです。到底、スフィアの機能を十じゆう全ぜんに引き出すことは叶かないません。ですからお嬢様、ご安心くださいませ──わたくしの武器は」

　十字に組んだ腕うでの向こう側。彼女は密ひそやかに、誇ほこらしく、声を立てて笑ったようだった。

「御座いません。ただしこの鋼の義体メタルボデイのすべてが、わたくし専用の武器にして防具、そして燃え盛さかる魂たましいに御座います。努ゆめ々ゆめお忘れなきよう、その身に刻みつけて差し上げましょう」

　告げた悠里は十字に組んだ両腕クロスアームブロツクを解いて、真まっ直すぐに突進を開始した。

　顔面に銃じゆう弾だんが降り注ぐがまるで意に介かいさない。眼鏡めがねが破損して後方へと飛んでいく。

「ご高説はお仕し舞まいですか。なら、疾とく消え去りなさい機械人形」

　鋼はがねの弾だん幕まくを止めて、アリスは告げる。

「バレル『Ω』」

　変形バレルチエンジ。拡張された追加砲ほう口こうへと黄金きんの粒子が収しゆう束そくする。

（よし……これで──）

　目標捕捉、最速充塡クイツクチヤージ。

　片かた膝ひざ立ちの体勢から、発射角を斜め上方へ。町の建物を避け、標的のみを蒸発させる。

　カノンのトリガーに指をかけた。発射までは残り〇・七秒。

　発射までには到底間に合わぬ速度で走る侍じ女じよが呟つぶやく。

「加速装置アクセラレイター──」

　運命を逆転させる音声コマンドを。

「──起動ドライヴ！」

　悠里の全身がバチバチとスパークする淡紅色ピンクのエネルギーフィールドに包まれ──次の瞬間、直進する一条の光へと転じた。

「！」

　常じよう軌きを逸いつした超加速は、アリスの感覚器官ですら視し認にん不能。

　オメガブラスト発射までは残り〇・一秒。だがそれはあまりにも長く、遅い。

「ぐ……っ⁉」

　瞬間移動同然の速度で間合いを詰めた悠ゆう里りは、アリスの腹部に深々と前まえ蹴げりを突き刺した。

　加速の勢いをそのまま乗せた、凄すさまじく重い蹴しゆう撃げきだ。

　アリスの瘦そう軀くが無防備のまま、宙に浮く。

「『十二番目トウエルフス』のオメガブラスト。その脅きよう威いはよく存じております、お嬢じよう様さま。途と轍てつもない破壊力を誇り──しかし最低一・〇三秒という充じゆう塡てん時間が必要であると」

　悠里は右みぎ拳こぶしを大きく全身で振りかぶり、滞空するアリス目掛けて叩たたき付けた。

　豪ごう快かいな衝撃音インパクト。鋼はがねの拳を直ちよく撃げきされたアリスは、弾はじかれたボールのように吹き飛んだ。

「──如何いかがでしょうか？　鈍どん重じゆうたるこの身なれど──そうそう速度で劣おとるものではないと自負しておりますが」

　アリスは十メートル以上の距離を飛んで背中から街がい灯とうに激突。鉄のポールが半ばで捻じ曲がり、恐るべき衝しよう撃げきのほどを見せつけた。

「う……く、っ」

　雨に濡ぬれた大地へと、うつ伏せに落下する。

　服や髪かみに水みず溜たまりの汚お水すいが染みこんで、不快だった。

（そんな……）

　アリスの左手から零こぼれ落ちたジャバウォックが、金の粒子に解けて消えていく。

　微み塵じんも残さず戦意が失うせて、全身から力が抜け落ちる。

「加速停止、排熱機構を作動──」

　攻こう撃げきを終えた悠里の全身から迸ほとばしる光が消え失せて、続いて勢いよく蒸気が噴ふん出しゆつした。

「なんと、あっけない。あまりにも弱すぎますお嬢様。……では、僭せん越えつながら止とどめを」

　ざ、と侍じ女じよが一歩アリスに向けて足を踏み出したとき、悠里の足下に、何ど処こからともなくなにか黒い円筒状のものが転がった。

「え？」

　まるで手榴弾ハンドグレネードのようなそれが、爆ばく音おんとともに破は裂れつする。

「ひゃあっ──⁉」

　悠里の足下で閃せん光こうが広がった。強い光が周囲一帯を白く染める。

「──っ⁉」

　その瞬間アリスは胸に凄すさまじい激痛を感じ、濡れた地面をのたうった。

　光の発生源から、強烈な共振反応エコーが発生したのだ。

（な、なにが……）

　眩まばゆい光がゆっくりと収しゆう束そくし、視界がつまびらかになる。

「う、うう……」

　そこには、あれほどの頑がん強きようさを見せつけた悠里が、地に片かた膝ひざを着いて蹲うずくまっていた。

　彼女もまたアリスと同様、胸を鷲わし摑づかみにして苦しんでいる。

　続いて聞こえてきたのは、唸うなりを上げるエグゾーストの轟とどろきだ。

「あれは──」

　黒塗りの高級外車が、市立公園の中央広場を猛もうスピードで走り抜けた。卓越したドライビングテクニックでもって、速度を緩ゆるめず園内を旋せん回かいする。

　公園の端はしでＵターンした黒い車両はフルスロットル、速すみやかに加速してアリスの横を通り過ぎていく。加速、加速、加速、加速、加速加速加速加速。そして──

「な……ぁ……ひゃああ⁉」

　蹲うずくまっていた悠ゆう里りを跳はね飛ばした。車両同士が正面衝しよう突とつしたような、金属質の轟ごう音おんが響く。

　悠里に競せり勝った黒塗りの車両はようやくブレーキ、円を描くようなドリフトで慣かん性せいを殺し、車体を綺き麗れいに百八十度回転させてから、ぴたりと停車した。

（う、わあ……なんてことを）

　アリスは啞あ然ぜんと口を開いて、その光景を見届けた。

　そう──このドライバーは、あろうことか高級車の加速性能と堅けん牢ろうなボディを凶きよう器きとして用い、機械人形に体当たりを敢かん行こうしたのである。七メートルほど宙を舞った悠里は、ごしゃっ、という重々しい音を立てて墜つい落らくし、地面に顔面を擦こすりつけるような形で倒れた。大だいの字。うつ伏せになったまま、ぴくりとも動かない。ひとたまりもない、というやつだ。

（……さすがにあれで死んだとは思えませんが。……というか、あの車を運転しているのって、あの、やっぱり……？）

　車のドアがバタンと勢いよく開き、ドライバーが華か麗れいに姿を現わす。

「やっほ────いっ！　ママが迎えにきたわよアリスっ！」

　やっほいじゃねえよ、とアリスは思った。

　車から颯さつ爽そうと降りてきたのは、アリスとよく似た面おも差ざしの美女だった。

　煌きらびやかに輝いて背を流れ落ちる、豪ごう華か絢けん爛らんなブロンドヘア。猫ねこめいた稚ち気きを宿す碧へき眼がん。抜ばつ群ぐんのプロポーション。魅み惑わくの谷間を見せつけるように、胸元が大きく開いたパンツスーツ姿。

　九く条じよう院いんラミア。アリスの母親である。
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（やっぱり、お母かあさんでしたか。……いくら敵てきとはいえ、えげつないことしますね、この人）

　しかし、どうしてアリスが襲われていると察することができたのだろう。

「遅れてごめんなさいね──抑制機からの発信が、いきなり途と絶だえたものだから、びっくりしたわ」

　ラミアは雨の中、傘かさも差さずにアリスに駆かけ寄った。

　ぼろぼろになった娘むすめを見て、その表情が痛ましく歪ゆがみかける。

　しかし彼女は笑みを浮かべてアリスを見詰めた。安心しなさいと、態度で示すように。

「頑がん張ばったわね」

　その場に跪ひざまずき、傷ついたアリスを両りよう腕うででぎゅっと強く抱だきしめる。強く、強く。

「……ん」

　懐なつかしく優しい母の香りに包まれて、安息を感じた。

「さって、じゃあアリス──逃げるわよっ！」

「えっ？　きゃ……！」

　ラミアは有無を言わさずアリスを抱き上げ、車へと急ぎ舞い戻る。

「『狐キツネ印じるし・ドキドキ♡はあとブレイカー』の効果は、直ちよく撃げきさせてもそんなに長くは保もたないわ。今のうちにとんずらしちゃいましょう。戦略的撤てつ退たいってやつネ」

　ぱちんと色気たっぷりにウインクしつつ、ラミアは助手席にそっとアリスを座らせて、素早く運転席へ滑すべり込んだ。

（……変な名前の割に、ずいぶんと凶きよう悪あくな威力でしたが……）

　車が発進、急加速。前部がひしゃげた無む惨ざんな有様なのに、軽快な挙動である。

　突然、ラミアが窓から顔を出して振り返った。

「私の可愛かわいい娘むすめを痛めつけてくれちゃって、もう！　ぜーったい、こんなものじゃ済まさないんだから、覚えておきなさいよぉ──っ！」

　車を走らせながら後方へ向かって、全力を持ってあっかんべーをしてみせる。

「ま、前⁉　そんなのはいいから、前を見てくださいっ！」

　高級車は蛇だ行こうしながらも、あっというまに公園から走り去った。




　　　　　　†




　数十秒後。

　うつ伏せに倒れ、雨に晒さらされ続ける悠ゆう里りの聴覚センサーが、かつんという杖つえの音を察知した。

「ご主人様」

「いつまで寝ておる。さっさと起きんか、たわけ」

　罵ば声せいとともに現われたのはアレクだった。

「ううう……痛ぁ……酷ひどい目に遭あいました……車で跳はね飛ばすなんて……人違いだったらどうするつもりだったんでしょうか……」

　悠里は泣き言を呟つぶやきながら、腕うで立たて伏せの要領で百八十キロのボディを起きあがらせた。

　がしゃん。重い金属音を鳴らして立ち上がった悠里は、ぼろ布同然になった服を見て涙なみだする。

「ああ……この服はもう着られませんねぇ……」

　戦闘時の圧力はすでになく、常時の緩ゆるみきった雰囲気に戻っていた。

「ご主人様。先ほどの手榴弾ハンドグレネードですが──強力な共振反応エコーを擬ぎ似じ的に発生させ、わたくしのＬＴスフィアを誤作動させたようで御座います」

　アレクは地面から手しゆ榴りゆう弾だんの破片を拾い上げ、興味深げに検分している。

「ふむ──対ＫＤキリングドール用眩惑手榴弾スタングレネードといったところかのう。あの女、相変わらず面白いモンを作りおるわ」

　かか、と笑う。

「おいピザ子、損傷は？」

　ピザ子じゃないもんと悠里は拗すねる。彼女は顔を拭ふき拭き、主あるじの質問に答えた。

「弾だん丸がんによる義体ボデイ外装部への損傷は問題御座いません。ですが右眼球及び内部パーツの一部が破壊されております。こちらはスペアをご利用くださいませ。なお、車両による体当たりで、左さ腕わんパーツ肘ひじ関節が脱だつ臼きゆういたしました。あと首が痛いです」

　寝違えた朝のように、悠里は顰しかめ面つらで首関節をこきこきと動かす。

「そんなもんか。思ったよりも、大したことないのう。よもや『三番目サード』を破壊したのも、あやつ──『十三番目サーテイーンス』の仕し業わざやもしれぬと疑っておったのじゃが。おい、実際に戦ってみた手て応ごたえとしてはどうじゃ？　あの『十三番目サーテイーンス』が『三番目サード』を打倒しうるかどうか」

「不可能かと存じます」

　悠里は即答した。

「『十三番目サーテイーンス』は、専用武装カラミテイをまったく使いこなせておらず、スフィアの出力も極めて低い数値を確認しております。わたくしは『三番目サード』と実際に戦闘した経験は御座いませんが──いかに油断していようと、あのような脆ぜい弱じやくなお嬢じよう様さまに敗北する『三番目サード』ではないかと」

　三番目の災厄サード・カラミテイ。大だい戦せん斧ぷ『イクリプス』。

　酸の霧アシツドミストを発生させる専用武装を持つ『三番目サード』は、近接戦闘を得意とする悠ゆう里りにとって、極めて相あい性しようの悪い相手だ。

　義体ボデイが完全に溶解する前に殴なぐり殺す自信はあるが、できればやり合いたくない相手だった。

　反面、あの『十三番目サーテイーンス』の手て応ごたえのなさはどうだろう。百度戦えば、百度勝てる相手である。

「恐らくそれはあやつが『無調整』だからじゃろうな。精神的な揺らぎによって、出力が安定せん──。弱いときはひたすら弱く、逆に強いときはやたらと強い。まぁ、次も同じかどうかは分からんということじゃ、せいぜい油断せんようにな」

　主あるじの忠告に、悠里は心外だという意味を込めて笑む。

「油断など、機械であるわたくしには無む縁えんのことで御座います」

「ほう、すると先月加速装置アクセラレイター起動中に転んで、研究所の壁に顔面から突っ込んで破壊したのは油断ではなくわざとであると、貴き様さまはそういうわけか。よく分かった、あとで分解するからな」

「そんな……」

　ぶわっと涙なみだが止めどなく溢あふれてくる。無論、損そん壊かいした右眼球パーツからも。

　大変グロテスクな光景が現われた。

「ええい泣くな！　右目が気持ち悪いわ！」

「しかしご主人様、わたくしの哀かなしみ機能をオフにするためには、二千キロカロリー以上の食べ物が必要で御座います。やむ得ません──てりやきバーガーを食べに行きましょう」

　悠里はグロテスクに涙しながら、ショッピングモールの方角を指差した。

　アレクは、滑なめらかな肌はだの下に金属の装そう甲こうが露ろ出しゆつした半はん裸らの侍じ女じよを、嫌いやそうな顔で見詰める。

「その恰かつ好こうでバーガーを貪むさぼる貴様を、わしは警察になんと説明すればいい？」

「なにを迷うことがありましょう。わしの愛するメイドである、そう堂々とお答えくださいご主人様。──なにか問題が？」

「貴様の思考回路には常時重大な問題が発生しとるよ。世紀の大天才たるわしでも、もはや手の施しようが思いつかん。くだらんこと言っとらんで、帰るぞポンコツ」

　夜空を仰あおぎ見て、アレクは杖つえで地面を強く突いた。

　いつの間にか黒い雷雲は消え失せて、雨は小降りになりつつある。

　あちらの決着も、着いたらしい。

「ふふん。いやはや、楽しくなってきたのう──」
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　──いつの間にか、眠ねむってしまっていたようだった。

　アリスはゆっくりと目ま蓋ぶたを開く。霞かすむ視界が段々と明めい晰せきになり、淡い光を灯ともすシャンデリアの輪りん郭かくが現われた。背に柔やわらかい感かん触しよくを感じる。ベッドに寝ているらしいが、自室ではない。

（ここは……）

　寝返りを打つと、視界が広々とした室内へと移動する。灯あかりが絞しぼられているため、部屋は薄うす暗ぐらい。様々な酒さか瓶びんが並んだ棚たな、磨みがき上げられた硝子ガラステーブル、大画面液晶テレビ、ステレオセット、豪ごう華かな化け粧しよう台に、姿見。床ゆかには大だい胆たんな下着類やパンツスーツがだらしなく脱ぎっぱなしになっている。俗な室内風景の中、専門書が一杯に納められた巨大な本棚が一ひと際きわ異彩を放っていた。

（お母かあさんの、部屋……ですか）

　ここは九く条じよう院いん邸てい二階にある、両親の寝室だ。

　アリスの汚よごれた服は、黒い薄うす手でのワンピースパジャマに着替えさせられていた。冷え切っていたはずの身体からだは温かく、入浴直後だということが分かる。ベッドからは母の甘い香りがした。

「お母さん……」

「……あら、目が覚めた？」

　ふと呟つぶやいたら、返事があった。

「あ」

　どきっとしたアリスは声が聞こえてきた方へと視線を向ける。開けっ放しの扉から僅わずかに覗のぞくのは、母の個人研究室だ。デスクに座った白衣姿のラミアが、こちらを向いて微笑ほほえんでいた。

　その表情は、いつもの軽けい佻ちよう浮ふ薄はくなものでなく、深い愛情を湛たたえた母親の顔だ。

「なあに……？　そんな、びっくりした顔で」

「い、いえ」

　白衣を着込んだ母の姿からは、とても凜り々りしくて理知的な印象を受ける。奔ほん放ぽうな普段のイメージとあまりにもギャップが大きくて、驚くと同時に、少し見み惚とれてしまったのだ。

「どお？　身体からだは。まだ、痛むかしら……？」

　ラミアは白衣を脱いで椅い子すにかけ、アリスの傍そばに歩いてくる。白衣の下は母が寝るときに纏まとう、薄うすいスリップ一枚だけ。

「……いえ……それほどでも、ありません……」

　ただ、執しつ拗ように顔を攻こう撃げきされたから、痣あざが残っていないか心配だった。

「よかった。ふふ、大丈夫よ、顔の痣もしっかり消えたから。いつもどおりの可愛かわいい顔だわ」

　ラミアはアリスの顔に手を延ばし、長い指で右目のあたりを優しくさする。

「しばらくは、手足がピリピリするかもしれないけど、我が慢まんして頂ちよう戴だいね」

　ラミアは傷ついたアリスに応急処置を施し、その際鎮ちん痛つう剤ざいのようなものを打ってくれたらしい。自己修復機能セルフヒーリングで再生が促うながされるとはいえ、痛みが軽減されるわけではないから、ありがたかった。

「はい……ありがとうございました、お母かあさん」

「どういたしまして……よしよし、可愛かわいい可愛い」

　頭を優しく撫なでられて、アリスは子犬になったような心持ちで目を細めた。

「ん……ふ」

　それで緊張が緩ゆるんでしまい、色々なことが頭の中を駆かけめぐる。

　気まずくて、今までのように話せなくなってしまった婚約者。

　突然現われた転校生。

　リリスと急速に親しくなって、アリスをおろそかにする三み月つき。

　焦しよう燥そうと怒りを感じ、なのに、何一つリリスに勝てなかった不ふ甲が斐いない自分。

　そして誕生日会をきっかけに、少しだけ三月との距離が縮まったと喜んでいた矢先……

　三月とリリスの──を目もく撃げきして。

　混乱して、信じられなくて、怒りのままに彼を拒絶して、落ち込んで。

　よりにもよってそんなときに現われた、敵てき。

　鋼はがねの義体ボデイを持つ機械人形、悠ゆう里り。

　そして、また、負けてしまった。勝てなかった、殺される寸前だった。

（どうしてこんなことばかり……酷ひどい、です）

　頭がぐちゃぐちゃになって、なにをどうしていいのか分からない。

「……ぅっ」

「アリス……」

　胸の中で渦うず巻まいていた、御ぎよしきれぬ感情が涙るい腺せんを刺激する。

　だけど、泣かない。我が慢まんして、押し留とどめた。

　こんなことで泣くなんて……そんな無ぶ様ざまなこと、できるわけがない。

　だけど、苦しくて、辛つらかった。

「いいのよ」

　ラミアは俯うつむいたアリスの額ひたいにそっとキスを落とし、ベッドの上に乗って、強く抱だき寄せた。

「……？」

　涙なみだをいっぱい目に溜ためて、アリスは母の顔を仰あおぎ見る。

　豊満な胸に娘むすめの顔を埋うもれさせて、ラミアは耳元でそっと囁ささやく。

「いいの、泣いても。私の胸は、貴女あなたの場所なんだから。好きなだけ甘えても、いいのよ」

　母はなにも聞かず、ただ抱きしめてくれた。優しく、温かく。

「ぇっ……ぅ……」

　涙を押しとどめていた枷かせがそっと外されて、堰せきを切ったように涙が溢あふれ出してくる。

「ふぇ……っ……っふ……」

　本当は──本当のことをいえば、ずっと泣きたかったのだ。

　思いっきり。誰に憚はばかること、なく。

「よしよし……」

　ぽんぽん、と頭の後ろを叩たたかれる。

　言ってしまおう、と思った。黒々と胸に溜たまって、アリスをずっと嫌いやな気分にさせていたものを、全部言葉にして吐はき出してしまおう、と。

　そして、素直な心のままに紡つむがれた言葉は、命を脅おびやかす敵てきのことなどでは全然なくて──

「……お、お母かあさん……っ。わ……たし、私……っ……取られちゃい、ました……三み月つきくん、取られ……どうしたら……いいのか、分からなくて……私、全然……ぅ……っ……っ……」

「うん……聞くわ、全部。ママが、聞いたげる……だから、ゆっくりでいいのよ……」

　背中をさすられる感かん触しよくがあり、それで少しだけ心が落ち着く。

「全部……全部、聞いて、ください……」

　それから……アリスは長い時間をかけて、胸の内をすべて母に打ち明けた。

「……リリスさん、ね。そんなに凄すごいんだ、その子」

「……はい、私……全然、駄だ目めで……敵かなわなくて……」

「そう……」

　ラミアは、泣き腫はらしたアリスの顔をタオルで拭ぬぐってくれ、

「きゃ」

　もう一度、今度は涙の跡が残る頰ほおに、ちゅっと舐なめるようなキスをした。

「んふふ、しょっぱい」

「も、もう……」

　なんだか恥ずかしいことをされたような気がして、アリスは目を潤うるませたまま、怒ったような声を出す。舌したの感触が残る頰が、熱くなっていた。

「アリス、じゃあ、これから反はん撃げきしないとね。貴女あなた──このままやられっぱなしでは、いられないでしょう？」

「え……？」

　ラミアは、ベッドの上に座っているアリスに寄り添った。娘むすめの顔を両手で挟はさみ、額ひたいと額をぴったりとくっつける。青い双そう眸ぼうが、至近距離で見つめ合う。

「大丈夫。だって貴女は私の自慢の娘で──世界で一番素す敵てきな女の子だもん。それは私が、よーっく知ってるわ。きっと──パパや三み月つきくんに負けないくらいに、ね。だから、大丈夫なの。安心しなさい、アリス。貴女は最高よ。今も昔も、これからも……ずっとずっと変わらない」

「で、でも……」

　でもじゃないわ、とラミアは言った。

「貴女、いつも自分で言っていたじゃない。世界中で私よりも魅み力りよく的な女なんていません──って、自信満々に、胸を張って。私の知っているアリスなら、こんなことくらいで挫くじけたりはしないわ。そうでしょう？」

「……でも私は、負けたんです。リリスにも、あの悠ゆう里りとかいう、敵てきにも」

　じわっと涙なみだがにじんでくる。負けた、という事実。その言葉の響きがあまりにも重くて。

「それがなあに？」

　そんなアリスに向かって、あっけらかんとラミアは言う。ごく、軽い調子で。

「『負ける』って、そういうことじゃないわ。貴女あなたは、一人で勝手にあたふたと走り回っていただけ。『負けた』なんて言葉を使っていい段階じゃない。嫌いやなことから目を背そむけて、俯うつむいて、きちんと相手と向き合わずに、どうして勝負ができるっていうの？　……私の言っていること、分かるかしら？」

　貴女なら、分かるわよね──そう言われているような、響きだった。

「もう一度言うわ。貴女あなたはまだ、負けてない」

　アリスは母の言葉を反復し、深く自答する。

「──まだ、負けてない」

　声に出して、呟つぶやいてみる。すると、胸に湧わき上がるような感覚があった。

　心の暗くら闇やみを灯ともす、小さな火ひ種だね。それは不屈の魂たましい。

　深しん淵えんの敗北から幾度でも這はい上がり、いかなる手段を用いようとも勝利の光を摑つかみ取る──

　九く条じよう院いんアリスの誇ほこり。理想の令れい嬢じようが備えるべき矜きよう恃じ。

「負けて──ない」

　呟く。もう一度、力を込めて。

「そう」

　ラミアは頷うなずいた。

「じゃあ今度は思い返してみて、アリス。最近の自分を」

「最近の──私……？」

「ええ。ここ数日の貴女のことよ」

　アリスは母の言うとおり、自分の行動を振り返った。

　三み月つきを妙みように意識してしまい、気まずい雰囲気になって、普段どおりに話せなくて、焦あせっていて。

（そう、ちょうどそのときに──）

　タイミング悪く、リリスが転校してきたのだ。

（本当は……一目見たときから分かっていたんです）

　自分と対等以上のライバルが現われた、と。

（だけど）

　自尊心が邪じや魔まをして、それを認めなかった。




《素す敵てきな御お方かただな……と、思っていましたの……こうして一緒のクラスになれるなんて……嬉うれしいですわ……まるで奇き蹟せきのよう……》

《三み月つきさま。もし、ご迷めい惑わくでなかったら……これからわたくしと、仲良くしてくださいますか？》




　ハッキリと宣戦布告をされていたのにも関わらず、怜れい奈なに再三忠告を受けたにも関わらず、アリスは独ひとり善よがりに強がるばかりで、まともに取り合おうとしなかった。リリスと正面から向き合って、対抗しようと考えなかった。

（だって）

　きっと、無意識のうちで恐れていたのだ。

　彼女は自分よりも優れていると。九く条じよう院いんアリスは、リリス・グラムに、勝てないと。

　それはあたかも、野生動物が天てん敵てきを本能的に弁わきまえているかのような──胸の奥底から湧わき上がってくる、敗北の予感だった。

　アリスは、リリスとも、悠ゆう里りとも、まだ戦ってすらいない。それ以前の段階で、自分自身に負けていた。表面的な体てい裁さいばかりに拘こだわるあまり、真の意味での誇りを忘れていた。

　すでに矜きよう恃じが折れていることにさえ、気付いていなかった。

「どう……？　いつもどおりの九条院アリスだったって──自信を持って言えるかしら。正直に、答えなさい？」

「……言えません」

　アリスは今更ながらに恥じ入った。あんなやつは、九条院アリスとは到底言えない。

　本来の自分では、なかった。

　あんなざまでは、大切なものを取られてしまっても、殺されてしまっても、仕方がない。

　やるべきことをやらなかったくせに、理り不ふ尽じんだと嘆いていた自分が──あまりにも無ぶ様ざまで、情けなかった。

「そう──」

　ラミアはくすくすと笑い、最後に、蛇だ足そくともいえる質問を投げかけた。

「だったら、どうすればいいか、分かるわよね」

　アリスは、すっきりした胸に大きく息を吸い込んで、答える。

「はい。私はなにが起ころうと、いつもどおりの私でいるだけです。それだけの──ことでした」

　言い切った。恋敵ライバルが現われようと、新たな敵てきが現われようと。理想の自分を目標に据すえ、かつての自分がそうしていたように悠ゆう然ぜんと構えて、自分らしく行動すればいい。

　そうすれば、無様に慌あわてることなんて、なに一つないんだから。

　打ちのめされて、地べたを這はいずっても……それでもなお立ち上がれるのならば……

　それは決して、負けたことにはならない。何度でも、やり直せる。

「うんっ、よくできました。偉いわよ、アリス」

　明るい声で言って、ラミアは愛まな娘むすめに頰ほお摺ずりして全力で喜びを表現した。

　アリスが自分で答えに辿たどり着いたことを、猫ねこ可愛かわいがりにして褒ほめてくれる。

「きゃ、ちょっとお母かあさん……」

　過か剰じような親子のスキンシップにアリスは身を捩よじるが、母は逃がしてくれない。

「……大好きよ、アリス。愛してるわ」

　ダブルベッドの上で、ラミアがするりと絡からみついてくる。長くしなやかな両手両足を全部使って、ぎゅうっと抱だきしめられたアリスは、抱き枕になったような気分だった。

「んもう、やだ……」

　頰ほおを紅潮させながらも、まんざらでもないアリス。幼おさない頃を思い出す、懐なつかしい感かん触しよく。温かく優しい母の愛が、直じかの肌はだ越ごしに伝わってくるようで、あまり強く抵抗できない。

　そうして二人は布ふ団とんの中で、どきどきというお互いの鼓こ動どうが聞こえるくらいに密着した。

「え、えっちなんですから……」

「ふふ、可愛い。このくらいで恥ずかしがってるようじゃ、まだまだお子様ね……」

　色っぽい声でラミアが言うやいなや、アリスの胸元のボタンが、まるで魔法のようにぷちぷちと外れていく。そこに、狙ねらい澄ましたようにするっと母の手が滑すべり込んでくる。

「……ふぁ、っ。な……やめ」

「ママが教えたげる……えっちっていう言葉を使うのはね……せめてこれくらいからなのよ？」

「っ、ゃ……ぁん」

　さわさわと巧たくみに肌をさすってくる指の動きが、アリスから反抗する力を奪い去っていく。

　せめてもの抵抗として、幼い膨ふくらみの上をいやらしく這はい回る五指を、アリスは両手を使ってなんとか抑おさえようとした。

　……が、それはこちらの防ぼう御ぎよを一箇所に誘おびき寄せる陽動。

「[image: ]⁉」

　アリスが、ラミアの片手の指だけで翻ほん弄ろうされている隙すきに、空いた片手は娘むすめの太ふと腿ももを這い進み、スカートの中へと侵入しつつあったのだ。

「い、いい加減に……いやっ、本当にやめてくださ……んっ」

「んふ、どうしようかしら～、あんまり貴女あなたが可愛らしいからイケナイのよ？」

「きゃ……っ……そこ、だめ……ぁっ」

　きゅっと小こ股またをすぼめ、つま先をピクピクと痙けい攣れんさせる。

　少女が切ない吐と息いきを漏もらしたとき、枕元で電話の着信音が鳴り響いた。

「あら？　……っと！」

　ラミアが一瞬気を取られた隙に、アリスは必死になって淫みだらな拘こう束そくから逃れた。

　ごろごろとベッドの端はしまで転がって、火ほ照てった身体からだを抱きしめ、息を荒げながらもキッと痴ち女じよを睨にらみつける。

「ンもうなによう、いいところで邪じや魔ましてくれるわね。出なくていいわよアリス」

「ばか……そういうわけには、いかないでしょう」

　アリスは警戒の面おも持もちで母を注視しつつ、ベッドの上を這はって電話の子機を取った。

　通話ボタンを押そうとした少女の顔に、動揺が走る。

「いやっ、もうっ！　四つんばいで近付いてこないでくださいっ！」

　足をばたつかせて、アリスはラミアを牽けん制せいした。

「うふん、アリスったらもお、ママの冗じよう談だんを真まに受けちゃって」

「じょ、冗談って！　あ、あれがですか……？」

「ふふんっ、ほぅら元気、出たでしょ？」

　抵抗が止まったのをいいことに至近距離まで寄ってきたラミアは、赤みを帯びたアリスの頰ほおをツンと突いて、悪戯いたずらっぽく笑った。

「う……」

　非常に釈しやく然ぜんとしないものを感じるアリス。

　彼女の手では、いまだ子機が着信音を鳴らしている。

「ほらほらアリス、電話出るなら早くしないと、切れちゃうわよ？」

「お、お待たせしました、九く条じよう院いんです」

　ようやく通話ボタンを押して耳に当てると、電話の相手は思いも寄らない人物だった。

『──夜分遅くに申しわけ御座いません。わたくし、悠ゆう里りと申します。恐れ入りますが、お嬢じよう様さまはご在宅でいらっしゃいますでしょうか……？』

　甘ったるい声で、不死身の怪物モンスターは丁てい寧ねいに名乗った。

「……あ、貴女あなたは」

　まさか悠里自ら、電話という直接的な手段で連絡してくるとは。

『あっ、お嬢様でいらっしゃいますか？　先ほどは大変失礼いたしました。お怪け我がの具合は如何いかがでしょうか？』

　受話器を片手に、深々とお辞じ儀ぎをしている様子がありありと想像できる口調だった。

「お陰様ですっかり良くなりましたのでご心配なく。貴女こそあれだけ盛大に撥はねられたのに、無む駄だにお元気そうでなによりです。今の今まで、貴女のことなんてすっかり忘れてましたけれど」

　アリスは平へい坦たんな声で言ってやった。というか実のところ、半分くらい本心だった。

『？　……つい先ほど、わたくしにまるで敵かなわなかった御お方かたの言葉とは思えません。この数時間の間に、なにがあったのですかお嬢様』

「別に？　なにもありませんよ。気付いただけです、貴女ごときのために私の高貴な記き憶おく領域を割さくのはもったいないと」

　貴女あなたのブス顔なんか、くずかごにポイですとアリスは言った。

『ブ……⁉　ひ、酷ひどいっ……わたくし、泣いてしまいそうですっ』

　電話の向こうで、悠ゆう里りはグスグスとぐずる。『泣き声』に関しては玄人くろうとであるアリスの耳にも、まるで演技じみたところが感じられない。率直にいって、そそる声だった。

（機械のくせに、感情があるんですか……？）

　受話器からは依然としてぐずる声しか聞こえてこない。

「いい加減にしてください。貴女の泣き声を聞いている暇ひまはないんですよ。もう切ってもいいですか？」

『ううっ……き、切らないでくださいましっ』

「お断りします。これ以上貴女と話すことなんて、なに一つありません」

　そこでようやく悠里は泣きやみ、平静を取り戻した声で返答してきた。

『……そうおっしゃると思いまして』

　と、侍じ女じよはそこで意味ありげに言葉を切り──

　次の瞬間、窓辺の壁が爆裂した。

「きゃあっ⁉　なんですか⁉　なにが──！」

　砲ほう弾だんめいた何かが、庭園側の外壁を容易たやすく粉ふん砕さいし、凄すさまじい勢いで室内へと飛び込んできたのだ。斜め下方向から飛来したそれは、廊ろう下か側の分厚い壁に深々と突き刺ささり、太い罅ひび割われを幾筋も刻み込みながら停止した。砕くだけた瓦が礫れきが粉ふん塵じんとなって、濛もう々もうと室内を覆おおう。

「けほっ……な……っ」

　それが突き刺さった壁を見たアリスは絶句し、耳に当てたままの受話器を握りしめる。

「あら──まぁ」

　ラミアもまた、あられもない恰かつ好こうで口を大きく開け、言葉もない様子。

　二人の驚きよう愕がくも、その光景を見れば納得せざるを得まい。

「こ、これって……」

　室内を蹂じゆう躙りんし、甚じん大だいなる破壊をもたらしたそれは、

　まごうことなき『少女の腕うで』だった。

　機械仕掛けの侍女は、己が拳を砲弾と化して発射してきたのである。

「くっ──貴女、外に！」

　正気を取り戻し飛び起きたアリスは、ざぁっとカーテンと窓を一気に開き、夜目を利かせて周囲を見渡した。だが、悠里の姿はどこにも見あたらない。

　この近くにいるのは間違いないのだろうが……

『無む駄だですよ──それにお嬢じよう様さま、わたくしは戦いに来たわけでは御座いません』

　あんなものを他人の家に撃うち込んでおいて、戦うつもりはないなどと悠里は言う。

『ただいまお届けいたしました、そちらを御覧ください』

「！」

　悠ゆう里りの腕うでが、金属音をかき鳴らしながら単独でぐねぐねと動き、自動的に壁から抜け落ちた。

　床ゆかに落ちた機械の腕は、やおら五指を開いて停止する。拳こぶしの中には金属の筒つつが握られていた。

「これは──」

『わたくしからのお手紙です、後のちほど必ずお読みください。では……おやすみなさいませお嬢じよう様さま、せめて今夜はいい夢を。次は誰の邪じや魔まも入らない場所で、わたくしの全性能をもってお持てなしいたしましょう。もちろんお代として、今度こそ、貴女の心臓ＬＴスフイアをいただきます』

　明めい瞭りような殺害予告を受けたアリスは、まるで動揺せずに反はん撃げき。

「……ふん、何をたわけたことを抜かしているんですか。それより貴女あなたがたったいまぶち抜いた壁や調度がいったい幾らすると思っているんですか？　──弁べん償しようしてくださいよ」

　あまりにも場違いな──しかし当然の要求を突き付けてやると、悠里は困こん惑わくした声を出した。

『えっ……そ、そんなことをおっしゃられても……』

　彼女としても、よもや敵てきに損害賠ばい償しようを迫られるとは予想だにしていなかったろう。

『あっ、電波が……電波が乱れております』

　──ぶつんと電話は切れた。

「この……次に会ったとき、代金分の泣き声を聞かせてもらいますからね」

　壁際に歩み寄ったアリスは筒つつを拾い上げ、中身を取り出した。

「ふうん。十番目テンス──ね。アリス、それ、私にも見せて頂ちよう戴だい」

　ベッドの端はしまで這はい寄ってきたラミアは、アリスに向かって手を差し延べた。

　ラミアの表情には、先ほどまでの軽けい薄はくないやらしさは微み塵じんもなく、代わりに狐きつねのように狡こう猾かつな笑みがあった。

「はい」

　母と視線を合わせ頷うなずいたアリスは、ベッドに腰こし掛かけ、筒から取り出した便びん箋せんを広げる。

　○印の付いた近きん隣りんの地図が同どう梱こんされており、手紙の内容は、三日後の十二時に指定の場所に一人でくるようにというものだった。

　つまり、この手紙は──

「『果たし状』というわけですか。ずいぶんと古風というか、胡う散さん臭くさいというか……どう思いますか、お母かあさん」

「そうねぇ……私が抜けた後に造られた『十番目テンス』についてはなんとも言えないけれど、彼女を造った博士のことならそれなりに知ってるわ──あの若作りお爺じいちゃんの性格なら、いかにもやりそうなことね。ジジイ趣味だものあの人」

　つまらない小こ細ざい工くはないだろうとラミアは言う。

「わざわざこういうものを送ってきた以上、三日後って言ったなら、間違いなく三日後までは何もしてこないと思うわ。十番目テンスだって、修理しなくちゃいけないだろうし。あ、もちろん念のために、三み月つきくんの家にも警備の人を派は遣けんしておいたけどね」

　その言葉に安心する。ラミアはこの他ほかにも、アリスが気付かないようなことまで配慮して、手を打ってくれているに違いない。

「でも、うふふ……男の子が攫さらわれるかもしれないって、なんだか逆じゃないかしら」

「仕方ありませんよ。だって三月くんですから」

「まあ、そうよね。『三番目サード』のときも、未遂だけど攫われかけてたんだもの」

　かの少年には、魔物に攫われる姫ひめ君ぎみの役がよく似合う。それは親子間で共通の認識であった。

（でも、敵てき地ちに男の子を助けに行くヒロインってどうかと思います……）

　しかしながら仮にアリスが姫君の役をやるとすると、王三子様月は途と中ちゆうで雑魚ざこ敵にやられそうになるだろうし、姫君は自力で敵地の魔物を皆殺しにした上で、王子様を助けにいくだろうから、結局あまり変わらない気がする。

「話を戻しましょうか。指定してきた決闘の場所、これ近くの山よね」

　ラミアが地図を指差して言う。

「はい、そうみたいですね」

　この場所なら、幼おさない頃に三月と遊びにいったことがあるから、よく知っている。

「確かにここなら、人ひと気けはないだろうけど。それよりアリス、どうするの？」

　戦うか、逃げるか。

　真剣な顔になって、ラミアは『前回』と同じ問いを投げかけてきた。

　一度敗北した相手と、もう一度戦って、勝たなくてはならない。

　決戦は三日後。フェレスと同等──あるいはそれ以上の敵が待っている。

「──戦います。戦って、勝ってきます」

　アリスは即答した。

　到底勝てる相手ではないと、十二分に分かっている。

　だが、迷いはない。どうすればいいか、もう思い出したから。

　例えなにが起ころうとも──ただ、自分らしくあればいいのだと。

　だからアリスはあえて、こう口にした。

「でも、お母かあさん。そんなことよりも、私には他ほかにやることがあるんですよ」

　ニヤリと唇くちびるを吊つり上げて、不ふ敵てきな笑みで鼻を鳴らす。

　ラミアもまた、娘むすめと目を合わせて口元を綻ほころばせる。

「そうよね。そんなことよりも、貴女あなたは三月くんと仲直りしなくちゃいけないもの」

　ずきりと胸が痛む。『あの光景』が脳裏に再生される。

　けれどアリスは俯うつむかない。

「あの子が浮気だなんて──ママはちょっと信じられないわ。きっとなにかの間違いよ。それをきちんと確かめて……」

「いいえ」

　ラミアの言葉を遮さえぎって、アリスは言う。

「仲直りなんて、しません」

「ええっ、ど、どうしてっ⁉」

　驚く母に言ってやる。自分らしい、これから取るべき行動を。

「奪い返すんです。ええ認めますとも、あの女──リリス・グラムが、私の恋敵ライバルだと。それならもう容よう赦しやはしません──全力をもって打ち倒します。どんな手段を使ってでも私の前に這はい蹲つくばらせて、あの綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつを踵かかとで踏み躙にじってやります、必ず……！」

　拳こぶしをぎりぎりと握り締め、昂こう然ぜんと胸を張るアリス。

　彼女の背後では、轟ごう々ごうと幻げん影えいの炎ほのおが燃え盛っている。

「ふふっ、三み月つきくんがいったい誰のものであるのか。あの女には、嫌いやというほど思い知らせてあげないと。そして二度と人のものに手を出さないよう──徹底的にしつけてあげましょう」

　誰よりも誇り高く、なにもかもを見下ろして、傲ごう岸がん不ふ遜そんにアリスは言った。

　自分らしく。




　　　　　　†




　大おお滝たきの裏側……鍾しよう乳にゆう洞どうの『元』最奥部より、さらに奥深く踏み入った場所。

　極東第二遺跡内部は、さながら地下迷めい宮きゆうのごとき様相を成している。

　明らかに天然のものではありえない、四角い通路。床ゆか、天てん井じよう、壁……それらを構成するのは鏡面のように滑なめらかに研けん磨まされた石材だ。いったいどのような方法で建造されたのか……遺跡そのものが尋じん常じようの文明から逸いつ脱だつしたロストテクノロジーの産物であった。

　遺跡内部からは昼夜問わず、雑多な機械音が谺こだましている。

　工事現場で耳にする騒音を、十分の一のボリュームに調整すれば近い。

　第十研究室の職員たちが、さらなる発掘作業を行っている音であった。実のところ、人員は多くない。組織が所有する発掘機材は、人の操作をさほど必要としないからだ。機械類は半自動で地層に埋うもれた遺跡を傷つけぬよう、慎しん重ちように掘り出していく。

　この遺跡は先月から第三研究室によって探たん索さくが進められていたため、未み踏とう部分は幾らもない。

　新たなオーパーツが発見される可能性は、低かった。

　そして今──遺跡の一部を改修した、二十畳じようほどの白い部屋。かつてハインツ・フレイが使用していたであろう研究室に、アレクはいる。

「しかしまぁ……とことん悪趣味な部屋じゃのう、胸むな糞くそ悪くなってくるわい」

　寝台の上で黒光りする拘こう束そく具ぐや、仰ぎよう々きようしい『調整機バイザー』を見て、彼は眉まゆを顰ひそめた。

　メタリックシルバーの寝台、大きなディスプレイ、幾つものコードに繫つながった『調整機バイザー』。

　その他様々な機械類……第三研究室が退しりぞいた後も、機材はほぼそのまま残されていた。

「糞くそ餓が鬼きめが。どこでなにを企たくらんでいるのやら」

　以前の持ち主の性しよう根ねを如によ実じつに表わすような部屋に嫌けん悪お感を覚えつつも、機材はありがたく使わせてもらうことにした。無論、綿密なチェックは怠おこたれない。あの性格最悪の子供が、嫌いやがらせに何を仕掛けているか分からないからだ。

　そうしたチェックと──自ら持ち込んだ機材の設置も終えて。

　今、ようやく一区切り付いたところだった。

「ふむ、そろそろか」

　先ほど壁面に取り付けたばかりの時計を見ると、悠ゆう里りが戻ってくる頃合である。

「ご主人様──ぁ。ただいま戻りましたぁ──」

　案の定、やかましいのが帰ってきたようだった。

　背後で自動扉が開き、侍じ女じよ服ふく姿の少女が部屋に踏み入ってくる慌あわただしい音がした。

　アレクは密ひそやかに苦笑して、侍女に背を向けたままぞんざいに罵ば倒とうする。

「うるさいぞ、んな大声出さんでも聞こえとるよ。何度も何度も同じ台詞せりふを言わせおって、学習機能が壊こわれとるのか貴き様さま」

「ううっ、どうしてご主人様は常に不ふ機き嫌げんなのでしょうか……？　わたくし、嫌きらわれているのでしょうか……」

　帰るなり、悠里は泣きが入っている。

「バカモンが、貴様自分が粗そ相そうの塊かたまりだといい加減に気付け──……？」

　さらに叱しつ責せきを加えながら振り返ったアレクは、悠里の姿を見るや怪け訝げんな目付きになった。

「……おい、右みぎ腕うでは？」

「発射いたしました」

　悠里は、くい、と肘ひじから先のなくなった腕を掲げてスマイル。

「ほう」

　ビキビキとアレクのこめかみに血管が浮き出る。

　彼は、かつかつかつかつと早足で侍女に接近し、少女の脳天を杖つえで強烈にひっぱたいた。

「痛ぁいっ！　いきなり何するんですかっ！」

　片手で頭を防ぼう御ぎよし、縮こまる悠里。しかしアレクの怒りはおさまらない。

「おのれ貴様という奴やつは～～！　あれっほど、予備部品スペアが届くまで慎しん重ちように行動せいと、言っ・た・じゃ・ろう・が！」

　バシバシバシバシバシ！

　五ヒット。杖による苛か烈れつな連続打撃を繰り出した彼は、はぁはぁと息を荒げて消沈した。

「──ったく、『十三番目サーテイーンス』との戦闘を三日後にしといてよかったわい」

『十番目テンス』──人造人間である悠里は、ＬＴスフィアを模も擬ぎ的にしか動作させることができず、それ故にその機能を十じゆう全ぜんに活用することができない。他ほかのキリングドールのように武装を顕けん現げんさせることができず、自己修復機能セルフヒーリングも弱い。

　適時メンテナンスやオーバーホールを行い、損しよう耗もう部品を交換せねばならなかった。

　つい先日大規模な整備を行った際、多くの部品を新型に変更したばかりの彼女には、現在ぴったり合う予備部品スペアがなかったのである。

　だからこそ『十三番目サーテイーンス』との再戦を三日後に設定したわけだ。

　日本に発たつ前に予備部品スペアの手配りは終えてきたから、もう数日でこちらに届くはずだが。

「目玉と同じように、それまでは旧式を無理矢理付けておくしかなかろうな」

　ひっくひっくとしゃくりあげる悠ゆう里りに、諦てい観かんの眼まな差ざしを投げたアレクは気を取り直し、杖つえで寝台を指差した。

「ほれ、服を脱いでそこに寝ろ」

　すると悠里はハンカチで涙なみだを拭ぬぐい、身体からだを抱だいて恥じらいの表情を見せる。

「いやん……ご主人様のえっち──って、ひゃん！」

　涙目の侍じ女じよは杖の一いち撃げきを左ひだり腕うでで防ぼう御ぎよ。

「ちょ、ちょっと可愛かわいく言ってみただけじゃないですかっ！　もう……枯かれた老人に一ひと時ときのときめきを差し上げようというわたくしの奉ほう仕し精神を、どうしてお分かりいただけないのでしょう……？」

　などとぶつぶつ文句を言いながらも悠里は主あるじの言いつけどおり、寝台の傍そばで衣服を一枚一枚脱いでいく。焦じらすようにゆっくりと、しとやかな淑しゆく女じよの色香を薫かおらせながら。

　まず初めに、はらりと白いエプロンが寝台の上に舞い落ちた。続いて、ぷち、ぷち、と一つ一つボタンが外されていき、衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。ウール地の黒いワンピースが寝台にそっと置かれ、その上にペチコートとパニエが丁てい寧ねいに重ねられた。

「無む駄だに色気を演出しようとしなくていいから、さっさと脱がんか見苦しい」

「最悪で御座いますねその台詞せりふ。また、ピューッ！　ってなっちゃいますよ、わたくし」

　比ひ喩ゆではなく頭から蒸気を噴ふん出しゆつして、ぷんぷんと悠里は怒る。

　そして彼女はガーターストッキングを少々苦労しつつ脱いで、黒いレースのブラとショーツ、それにヘッドドレスと眼鏡めがねだけを身につけた、下着姿になった。
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「はいっ、脱ぎましたよ……ふんっ」

　拗すねながら、寝台に横になる。露あらわになった悠里の裸ら身しんは、人間の少女と同じきめ細やかな肌はだと柔やわらかな質感、そして暖かな温ぬくもりをすらをも持っている。

　樹脂とカーボンで偽ぎ造ぞうされた人工の肢し体たい、人ならぬ力を秘めた機械の義体ボデイ。

「ふむ──傷は大分塞ふさがったようじゃな」

　少女の腹部から絆ばん創そう膏こうを一つ剝はがし、傷口を検分してアレクは言った。

「はい、傷といっても皮膚部分だけですから。銃じゆう弾だんはすべて装そう甲こうで止まっております」

『十三番目サーテイーンス』に撃うち込まれた銃じゆう弾だんは、すでに粒子となって消えていた。

　先ほどの戦闘で受けた無数の傷口には絆ばん創そう膏こうが貼はられており、赤い液体が滲にじんでいる。

　人と同様に食事を摂とり、食べ過ぎれば皮下脂肪が増加し、肌はだを切れば偽にせ物ものの血が滲む。

　複雑な感情を超高度に模造エミユレートするプログラム、少女そのものの外見を持つ肉体。

　悠ゆう里りは戦闘用兵器としてのコンセプト『ＬＴスフィア＋人造人間』以外に、基本コンセプトとして、通常ならば無む駄だと切り捨てられるような些さ末まつな部分までをも、意図的に人に似せて造られている。

　それは彼女が、アレクの目指す『真なる人造人間』のプロトタイプであるからだ。

　人間そのものを複製するクローンではなく、あくまで無機部品で構成された人工の『人間』──

　ヒトをヒトたらしめている高次の精神。心、あるいは魂たましいと呼称されるものを、機械的なアプローチをもって再現しようというのが彼が長年に渡って追い求めてきた研究課題であった。

（人の肉体は脆もろすぎる──）

　ほんの少しの不幸が降りかかっただけで、壊こわれてなくなってしまう。

　それが、彼には許せなかった。

「ふふん、しかし頑がん丈じようじゃな貴き様さまは。──そら、腕うでをつけてやるから上体を起こせ」

「うう……頑丈とかそういうので褒ほめられても、女の子的には複雑な気分なんですよ……？」

　悠ゆう里りは眉まゆを顰ひそめ、身体からだを起こす。

「はんっ、よく言うわ。──ほれ、終わったぞ。多少動かし難にくいじゃろうが、当面はこれで我慢せいよ」

　旧式の右う腕わんパーツを嵌はめ込んで仕上げとしたアレクは、すっくと立ち上がり、やおら悠里の頭に手を延ばす。

「ひぅっ」

　また叩たたかれると思ったのだろう少女は、条件反射で怯おびえたが、

「えっ、ふぇっ……？」

　単眼鏡モノクルの青年は、無言で侍じ女じよの髪かみの毛をくしゃくしゃと撫なで回した。

「わしが言うのもなんじゃが。もう──あまり壊こわしてくれるなよ、修理が面倒で叶かなわんからな」

「──ん……」

　されるがままになっている悠里は、気持ちよさそうに目を細める。頭から手が離れると、名残なごり惜しそうにアレクをじっと見上げてきた。

「なんじゃ、言いたいことがあるなら、言ってみい」

「い、いえ……今、ご主人様が……すごく優しいお顔をされていたものですから」

　潤うるんだ目で見詰められたアレクは、ピンと片かた眉まゆを跳はね上げ、悠里から視線を外す。

「ふん、仕方がなかろう。貴き様さまが面白い顔しておるのが悪い。気を抜くと、噴ふき出しそうになっちまうわい」

　あからさまな照れ隠かくしに、悠里は苦笑。

「うふふ……なに言ってるんですか。ご主人様の顔、わたくしと似ているじゃありませんか。人のことを言うなら、ご自分も面白い顔ということになってしまいますよ？」

　髪や瞳ひとみの色、身に纏まとう雰囲気、なにもかもが違う二人。だがよくよく見れば気付くだろう。顔の造ぞう作さく……特に、少し下がり気味の目め尻じりなどが、瓜うり二つと言っていいほどに似ていることに。

「そういえば不思議です……なにか理由があるのですか？」

「貴様の見てくれは、わしの孫まご娘むすめをモデルにしておる。もっとも、あの親不孝者めらは一家纏まとめてとうの昔にくたばりおったから、うろ覚えではあるがな」

　さらりとアレクは答えた。

「そう──だったんですか……わたくしには、モデルとなった方がいらっしゃったのですね」

　悠里は複雑な心しん中ちゆうを表情に乗せて、ぼそぼそと呟つぶやいている。

「あとは服じゃな」

　アレクはすぐ傍そばにあるキャビネットの上から、予あらかじめ用意していた衣服を手に取って、寝台に投げた。下着姿の悠里は膝ひざの上に落ちてきたそれを見て、きょとりと瞳を大きくする。

「……これは？」

「貴様──今朝けさ言っておったろう、服が気に入らんと。だから、新しいのを用意してやった」

「わぁ……」

　膝ひざ上うえから手に取って広げてみる。新しい侍じ女じよ服ふくは半はん袖そでミニスカートの可愛かわいらしいデザイン。

　以前着ていた地味な服とは比較にならない、華はなやかなものだ。

　彼女はふにゃっと笑み崩くずれた表情で、アレクからの意外なプレゼントを抱だき締める。

「ふん……腹がつっかえて着られんでも、わしは知らんぞ」

「またそんなこと言って、素直じゃないんですから、もうっ」

　揶や揄ゆしながら、幸福そのものの表情を浮かべた悠ゆう里りは、アレクに飛びかかって抱きついた。

「っ⁉　こら、やめんか！　おい！」

「……えへへ、ありがとう御座います……お爺じいちゃん♡」

　ぎしっ……

「ぐうっ……⁉」

　人造人間の超パワーで背骨を締め上げられたアレクは、苦く悶もんの声を漏もらして身を捩よじる。

「この、っ……なにが、お爺ちゃん……じゃ、離せ……！」

　肺はい腑ふから酸素を搾しぼり取られ、ろくに声も出せはしない。生命に関わる事態である。

「うふふ、そんなに照れなくてもよろしいですのに。わたくし、ぎゅーってしちゃいますぅっ」

「この力士が‼　脊せき髄ずいを粉ふん砕さいするつもりか貴き様さま‼」

　アレクは叫び、目もつ下かの孫まご娘むすめもどきの脳天に全力をもって肘ひじを叩たたき込んだ。







　　　第四章　二人の誓い







　翌日の朝、三み月つきはいつもの交差点でクラスメイトたちを待っていた。

　登校メンバーの中ではいつも最後に現われる彼だったが、今日に限っては非常に珍しいことに、一番最初に待ち合わせ場所へと到着していた。

「……はぁ」

　ちらりとアリスがやって来るはずの坂道を見て、三月は溜ため息いきを吐ついてうなだれた。

　学生鞄かばんが、囚しゆう人じんを繫つなぐ鉄球のように重い。

　少年の思考を占しめるのは、昨日きのうの夕方に体験した愁しゆう嘆たん場ばである。

「裏切り者、か」

　彼女が激情とともに放った言葉を呟つぶやき、反はん芻すうする。

（どういうこと、なんだろう……？　分からないよ……アリス）

　俯うつむいていた三月は、アリスに平手打ちをされた頰ほおを片手で押さえた。

「痛い……」

　あれから一夜開けているのに、まだびりびりという熱い痛みが残っているような気がした。




《──さようなら》




　その言葉を思い出す。

「……っ」

　ズキンと心臓に杭くいを打たれたような激痛。少年の足下に、ぽつりぽつりと数滴の雫しずくが落ちて蒸発する。夏の日差しで焼けたアスファルトが、慈じ悲ひ深く涙なみだの痕こん跡せきを拭ぬぐい去ってくれた。

　その時、消沈する彼に声をかけるものがあった。

「よう珍しいな、おまえがこんなに早く来てるなんてよ」

「えっ……あ、誠人まこと。……それと、怜れい奈な。お、おはよう……」

　誠人と怜奈はいつものように、二人一緒に登校してきたらしい。

「おはよう、鬼おに百合ゆり君。九く条じよう院いんさんは、まだ来ていないようだな」

　怜奈は今日も無表情だ。なにを考えているのか、まったく分からない。例え彼女が怒っていても、もしかしたら自分は気付けないかもしれない。三み月つきはたまに、そんなことを思う。

「う、うん……そうみたい、だね」

　歯切れの悪い言い方に、誠人は眉まゆを顰ひそめた。

「ん？　なにしょぼくれてんだおまえ？　もしかして、また皇こう城じようとかに苛いじめられたのか？」

「べ、別に……そんなことないよ？」

「ばーか、噓うそ吐つけないくせに無理すんなって。言いたくねえなら、言わなくていいよ」

　誠人はなんでもお見通しだぞ、という顔で、軽く頭をはたいてくる。

「ん……ごめん、それと、ありがとう」

「いいよ、いちいち礼なんか言うな水臭くせぇ。ま、気が向いたら教えろよ」

　それだけ言って、誠人は話題を終わらせてしまった。

　相変わらずこの友人はさっぱりしていて、気持ちがいい性格だ。とても好ましいと思う。

　それから、しばらくなんでもない話題が続き、始業の鐘が鳴る十五分前になった。

（あっ）

　いつも三月が走ってくるような時間になった頃、北の坂道からアリスがやってきた。

　昨日きのうの取り乱しぶりが噓うそのように、しっかりした足取りで、凜りんとした姿勢で歩いてくる。

　いつもどおりの、高貴で毅き然ぜんとした姿だった。

（……よかった……元気になったのかな……？）

　と、安心する一方で、胸のざわめきと痛みはアリスが近付いてくるにつれて増していく。

（よ、よし……昨日のこと……直接、聞いてみよう）

　それが一番早い解決方法だと思えた。

「おはようございます」

　三み月つきたちの前で立ち止まり、アリスは朝の挨あい拶さつをする。

　誠人まことと怜れい奈なが挨拶を返し、最後に三月も、

「お……おはよう、アリス。あの……」

　胸を緊張で高鳴らせながらも、挨拶を投げかけたのだが。

「ごめんなさい遅れてしまって。──さあ、行きましょうか」

　アリスはまるでこちらの声が聞こえなかったかのように、歩いていってしまう。

「えっ……？」

　完全に無視され、置き去りにされる形になった三月はとまどい、さらに加速度的に増してきた胸の痛みを堪こらえなければならなかった。

「九く条じよう院いん？」

　アリスの様子がおかしいことに気付いた誠人が、疑問の響きを持って呼びかける。

「どうかしましたか、誠人くん」

「い、いや」

　目を合わせた瞬間、少女の眼光から何を感じたのか、誠人は情けなく引き下がった。

「誠人、誠人」

　怜奈が、くいくいと委員長の袖そでを引く。

「……なんだよ」

「……ちょっとここは、離れていた方がいい」

「なんで……」

「いいから」

　小さな声で囁ささやき合い、誠人は怜奈に引っ張られる形で道の端はしへ。

　そんなやり取りにも気付かず、三月はもう一度アリスに駆かけ寄って話しかけた。

「アリス……その、昨日きのうのことなんだけどっ」

「…………」

　アリスは三月の存在に気付いていないような態度で、まっすぐ前だけを向いて歩いていく。

（……っ）

　無視されるのが哀かなしくて、辛つらかった。もうこれからずっと口を利いてもらえないかもしれない──そう思っただけで、胸を万まん力りきで締め上げられているような気分になる。

「僕……あれからずっと考えてた……きみの言ってたこと……だけど……」

　三月は無視されてもめげず、しつこくアリスを追い掛けながら話しかける。

「どうしても、分からないんだ。だから……」

　──ぴたりとアリスが足を止め、きっ、とこちらに向き直った。

　まるで昨日の焼き直しだ。

　ただ一点違うところがあるとすれば、彼女の顔に浮かんでいる感情の種類。

「──話しかけないでください」

　燃え盛るような怒りではなく、どこまでも冷たい無表情で見み据すえられた三み月つきは、びくりとすくみ上がった。軽けい蔑べつですらない、無関心を表わす瞳ひとみ。どうでもいい人間──いや、それ以下だ。路ろ傍ぼうの虫けらに向ける視線。

「え…………？」

　まさか彼女にこんな眼めで見られるなんて思いもしなかった彼は、強いショックを受けた。

　精神に直接斬きりつけられたような痛みだった。

「…………アリス」

　踵きびすを返し、校門に向かって坂道を下っていくアリスを、三月は絶望的な気持ちで見送った。




　　　　　　†




　ホームルームが終わり、放課後になった。

　しかし三月はすぐに席を立つ気にもなれず、机に突っ伏してぐったりしていた。

「…………うぅ」

　彼の周囲には視認可能なほどの陰いん鬱うつオーラが漂ただよい、人を遠ざけている。

　今日の彼は、半日ずっとこんな調子だ。

　当然のことながら、朝から三月は、

《──話しかけないでください》

　件くだんの一言しか、アリスと口を利いていなかった。

「ううっ……」

　滲にじむ涙なみだを腕うでで拭ぬぐい、突っ伏したまま首を横に傾ける。

　隣となりの席に、リリスはいない。欠席らしい。彼女についてホームルームで担任が何かを言っていたような気がするが……それどころではない三月の耳には、まるで届いてこなかった。

（どうしよう……どうしよう……どうしたら……ううっ、アリス……なんでだよぉ……）

　彼の頭に浮かぶのは、そればかり。自分でも情けないと思うが、どうしようもない。

　そこに、

「おーい、みんな、前に注目。ちょっと話を聞いてくれ──」

　教壇から委員長の声が聞こえてきたので、三月はちらりと視線を上げる。

「悪いが、まだ教室を出て行くのは待ってくれよ。──朝言ったとおり、今から水泳の授業でやるリレーのチームを決めるぞ」

　一部の生徒たちから不満の声が漏もれる。

「──そうだろうと思って、もうこっちで決めておいた。今から読み上げるから、文句がある奴やつは言え。なきゃ終わりだ。っと、悪いがメンバーに選ばれた奴らは残ってくれ、泳ぐ順番を決めるからよ」

　誠人まことは簡潔に言った。ざわめきはぴたりと静まり、皆が傾けい聴ちようの姿勢になる。

　何事にも手際のいい委員長の手しゆ腕わんを知っている皆は、それが最善だとよく分かっているのだ。

　誠人は次々に名前を読み上げていき──

「鬼おに百合ゆり三み月つき、宮みや田た怜れい奈な、それとリリス・グラム、以上だ。いいか？」

　誰もが予想したとおりのメンバーが選ばれていた。

「欠席しているリリスには、俺おれが電話して確認しておくよ。前の授業のときもやりたがってたから、大丈夫だと思うがな」

　と、誠人は言った。

　きっとアンカーはリリスと怜奈の二人になるだろう。クラス中がそう思っているに違いない。これで終わる議題だったのだが、ここで異議を挟はさんだ人物がいた。

「全然駄だ目めです」

　アリスだ。

「何が駄目なんだ、九く条じよう院いん？」

「決まっているでしょう。リレーのメンバーに、私の名前がありません」

「……いや、だっておまえ……」

　泳げないだろう──そう言いたそうな誠人に向かって、彼女は明めい瞭りような声で宣言する。

「リレーまで、まだ数日あります。それまでになんとかします」

「なんとかって……」

　誠人の逡しゆん巡じゆんも仕方がない。先日までまったく泳げなかったアリスが、たった数日で泳げるようになれるとは、誰だって思わないだろう。

　誠人は少し考えて、

「──分かった。じゃあ、九条院の名前も入れておく。なんとかならなかったら、俺に言え」

　そう妥だ当とうな結論を出したのだが、アリスはさらにこう続けた。

「ちゃんとアンカーにしておいてくださいね。リリスさんと泳ぎたいんです、私」

　さすがの委員長も目を丸くする。万ばん能のうお嬢じよう様さまの唯一の弱点をよく知っているクラスメイトたちは大いに訝いぶかり、ざわめいた。

「お願いします。もちろんやるからには無ぶ様ざまな姿を見せるつもりはありません。だから、やらせてください」

　アリスは深く頭を下げて、真しん摯しな口調で頼み込む。

　その決意に、クラスがしんと静まりかえる。

　あの九条院アリスがこんな態度を見せたことに、みんな驚いている様子だった。

　真まっ直すぐアリスと目を合わせた誠人は、ふっと笑って、

「──いいんじゃねえか。他ほかでもない九く条じよう院いんがそこまで言うんだ。なあ？」

　誰からも反論はでなかった。教室全体が、どこか昂こう揚ようした雰囲気に包まれている。

　頑がん張ばって、と誰かが言った。

「はい……次の授業を楽しみにしていてください。びっくりさせてあげますから」

　指を一本ピンと立てて、アリスは大たい言げん壮そう語ごする。しかし、その言葉には強い力が宿っていた。

　誰もができるわけがないと思っているのに、わくわくと期待してしまう何かがあるのだ。

（ああ……これがアリスなんだ）

　三み月つきは熱い感かん慨がいを持って、彼女の声を聞いていた。

（……アリスのことで落ち込んでいたのに……アリスの声で元気づけられるなんて……へんな感じ……）

　付き合いの長い三月にだけは分かる。表面上は元気に見えて、彼女はまだ様子がおかしい。

　空から元気を出して、自分自身を鼓こ舞ぶしているように思える。

　だけどそれは──実に彼女らしい、ポジティブな姿だった。

（やっぱり、凄すごいな……僕も、負けていられないや）

　三月は今、彼女に口を利いてもらえない。だったら、どうすれば仲直りできるだろう。

　アリスが怒っている理由を、突き止めないと──

（うん、頑張ろう）

　喧けん嘩か中の婚約者に触しよく発はつされて、何とかそんな風に、前向きに考えられるようになってきた。




　委員長によるショートホームルームが終わり、段々と教室が寂しくなっていく。

　残っているのは、お喋しやべりに興きようずる女生徒のグループと、教室掃除を担当する生徒たち程度。

　早々に教室を出て行こうとするアリスに声をかけようとしたのだが、またしても無視されてしまい──今、三月はしょんぼりと帰り支じ度たくを始めたところだった。

「はぁ……」

　教科書を鞄かばんに詰め込みつつ、陰いん鬱うつな溜ため息いきを吐つく。

（いけないいけない……落ち込んでる場合じゃないんだから）

　再び沈みかけた気持ちを振り払うべく頭を振ったときだ。

「おやおや──ずいぶんと落ち込んでいるようだな、鬼おに百合ゆり君」

　ぬっと見下ろすようにして、怜れい奈なが現われた。常に半分閉じられた眼めと、抑よく揚ようのない口調からは、感情を押し測ることが難しい。含みありげに顔を覗のぞき込んで来る。

「怜奈……」

「君に話がある」

　机に片手をついて、彼女は言った。

「え……な、なに？」

「──そんなに情けない顔をするな。まずは気力モチベーシヨンを上げてから聞いて欲しい。ほら、わたしの胸でよければ幾らでも揺らしてやるから」

　消沈した三み月つきを鼓こ舞ぶするべく、怜れい奈なはその場で連続ジャンプをしてくれた。

　張りのある乳ち房ぶさの膨ふくらみが、目前でプルンプルンと上下に揺れる。

　真まっ赤かになった少年は勢いよく立ち上がって、

「怜奈は僕を何だと思ってるんだよもうっ！　そんなので元気出るわけ……」

「出たようだが？」

「いっ、いや……出たけどさ……これは違うっていうか……ううん、もういいよ」

　三月は諦てい観かんの表情で首を振った。

（元気づけようとしてくれたみたいだし……あ、ありがたく思わないと）

「煮え切らない態度だな鬼おに百合ゆり君。いや、言いたいことは分かるとも。しかしこれ以上のサービスを望まれても困る。いくら親愛なる君でも、肉体的接触までは許可できない」

「ごめんね、怜奈。──なに言ってるのか、全然分からない」

　にこやかに、しかし断固たる態度で三月は返した。

「なにやってんだ、おまえらは。掃除の邪じや魔まだからさっさと帰ろうぜ」

　注意してきたのは、鞄かばんを左肩かたに背せ負おった誠人まことだ。

　声の主ぬしに向き直った怜奈は恥じらうように身体からだを抱だき、質問に答える。

「鬼百合君に乳を揉もませろと迫られていた」

　そうか、と誠人は頷うなずき、真剣な表情になってこちらを見た。

「三月、人生大丈夫か？」

「ちょ……誠人も信じないでよっ⁉」

　精神に余よ裕ゆうがない三月が涙なみだながらに叫ぶと、クラスメイト二人は顔を見合わせて肩をすくめた。そして誠人は苦笑して、

「はは、だが落ち込んでるよりは、そうやって喚わめいてるくらいの方がいいだろ？　朝は言わなくていいつったがよ、おまえと九く条じよう院いんの態度見てりゃ『何かがあった』くらいのことは俺おれだって察するさ。何をウジウジしてるのか知らねえが、さっさと何とかしやがれよ。考えろ、動け、そして俺にできることがあるならなんでも言え」

「誠人……」

　友人の激げき励れいが、胸に染み入って力に換かわる。

「ありがとう」

「ああ──で、俺が、してやれることはあるか？」

「ないな」

　答えたのは三月ではなく、怜奈だ。

「この騒動は、俯ふ瞰かんしてみれば当事者同士の、つまらない擦すれ違いでしかない。誠人にできることは何もないし、むしろ余計に拗こじれるだけだ」

　引っ込んでいろと彼女は言った。悪気は一切ないのだろうが、あんまりな言いよう。

　怒るかと思ったが、意外にも誠人まことは素直に聞き入れた。

「そうかい。怜れい奈ながそう言うんなら、そうなんだろうよ。しかしおまえ、機き嫌げん悪くないか？」

「今頃気付いたのか？　わたしは数日前から怒っている。鬼おに百合ゆり君、今回はかなり君も悪い。十分に反省すべきだ」

　こちらに向き直り、淡々と、しかし怒りを込めて怜奈は言う。

「僕が……？」

　意外な台詞せりふに、三み月つきは両目を大きく開いて驚く。

「そう、君の度を超えた鈍感さが招いたことだ。本当のことを言えば、君たちの仲なか違たがいを修復するだけならば、恐らくさほど難しくはない。だが他人のわたしが割り込んで解決してしまえば、きっとまた同じことの繰り返しになる。今回の騒動が、君たちにとって良い形で関係を進めるためのきっかけになればいいと思う。だから……お互いのことを改めてよく考えた上で、仲直りして欲しい」

　放課後まで待っていたのはそういう理由からだと彼女は言う。

（僕の、鈍感さが招いたこと……？）

　三月は怜奈を振り仰あおぎ、昨日きのうのことを思い出す。

（あっ、そういえば……あのとき、怜奈も一緒にいたような……）

「もしかして……怜奈はアリスが怒っている理由、知ってるの？」

「知っている。そしてそれが誤解だということも、君の様子を見て確信している」

　怜奈は端たん的てきに答えた。

「教えて！」

　摑つかみ掛かる勢いで三月は問うたが、しかし彼女は動じない。

「そうしようと思っていたんだが。……どうも、それはわたしの役目ではないようだ」

　怜奈はおもむろに、視線だけで教室入口付近を見遣やる。

「──ほら、来客だ。君の聞きたいことは『彼女』の口から聞くといい」

「え……？」

　彼女の視線をなぞった三月は、

「…………う」

　背筋に氷を当てられたような気分で竦すくみ上がる。

「失礼いたします。あのう……恐れ入りますが、こちらに鬼百合三月先せん輩ぱいはいらっしゃいますでしょうか？」

　そこには、皇こう城じよう瞑めいが立っていた。




　数分後……三み月つきは早足で歩く瞑めいに先導されて、ビクビクと廊ろう下かを進んでいた。

　後こう輩はいに呼び出され、教室入口に馳はせ参じた三月に向かって、彼女はこう言ったのだ。

《ああ──よかった、いらっしゃったんですね鬼おに百合ゆり先せん輩ぱい。わたし、貴方あなたにとっても大切なお話があるんです。よろしければ、一緒に来ていただけますでしょうか？》

　可愛かわいらしい容姿の一年生が猫ねこ撫なで声で喋しやべるものだから、教室に残っていたクラスメイトたちからさんざん揶や揄ゆされてしまった。

「ね、ねぇ……どこまで行くの？　えっと……確か瞑ちゃん、だったよね？」

　教室を出てから一言たりとも喋らない瞑に、三月はできるだけフランクに話しかけてみる。

　すると彼女はぴたりと足を止めて、凄すさまじく嫌いやそうな顔で振り返った。

「……皇こう城じようでいいです、鬼百合先輩。……あのう、貴方に名前を教えた覚え、ないんですけど。慣れ慣れしく瞑ちゃんだなんて呼ばないでください」

（駄だ目めっ……やっぱり駄目っ……無理だって……僕、この子苦手だよ……）

　三月は心の中で、激しくかぶりを振って涙なみだした。

　なんでこんなにも嫌きらわれているのか──さっぱり分からない。

（やっぱり……アリスのことと関係があるのかな）

　三月の婚約者は昔から、どうも同性──特に年下の女の子から絶大なる人気を得ているらしいのだ。迸ほとばしるような彼女の魅み力りよくは、改めて言うまでもないから、訝いぶかるところではないのだが。

　そのせいで三月は、アリスを慕したう女の子から強烈に敵てき視しされるということが、これまでにも幾度かあった。その度に彼は、

（女の子から見ると、きっと僕って……恋こい敵がたきってこと、なんだよなぁ……）

　と、複雑な想いに駆かられるのである。

　男なのに、恋敵が女の子ばかり。これは問題ではなかろうか。

　しかしそれにしたって、瞑の三月への敵意は度を超しているように思える。

（きっと、僕が気付いていない理由があるってことなんだろうな……）




《君の聞きたいことは『彼女』の口から聞くといい》




　怜れい奈なはそう言っていた。なら、これから瞑がしようとしている話こそが……

「と」

　そこまで考えたところで、瞑が足を止めた。こちらも彼女に倣ならう。

「──屋上に行きますよ。貴方と話しているところなんて、人に見られたくないですし」

　彼女は右手に提さげ持っていた学生鞄かばんから、妙みような機械を取り出して見せつけてきた。

「これ、スタンガンです。言っておきますけど、わたしに何かしようとしても、無む駄だですから」

　軽やかに階段を上っていく瞑めいを見上げ、三み月つきは鉛なまりのように重くなった肩かたを落とす。

「と、刺とげ々とげしいなぁ……」

　呟つぶやいて、後こう輩はいを追った。




　屋上の風は強く、猛もう暑しよの中に時折涼すずやかなものが混じる。何があるわけでもない、がらんとした、吹きさらしの空間。三月は屋上の光景をざっと眺ながめ、そして先を歩いていた瞑を見る。彼女はフェンスに背を凭もたれさせ、視線だけをこちらに向けて、悪意の篭こもった瞳ひとみで三月を睨ねめ付けていた。

「それで……皇こう城じようさん。僕に、用って？」

　切り出すや、今までずっと沈黙を保っていた少女が……弾はじけた。

「そんなの、っ。──九く条じよう院いん先せん輩ぱいのことに決まっているでしょうッ！」

「っ！」

　突然激げつ昂こうした瞑の剣幕に、三月は戦おののいて立ち竦すくんだ。しかしここで逃げ出すわけにはいかない。アリスと仲直りするためには、どうしても彼女と話さなくてはならないようだから。

「ふん……少しは頭を使ったらどうなんです？　わたしが貴方あなたに、他ほかのどんな用件があるっていうんですか？　ちょっと可愛かわいい顔してるからって、うぬぼれないでくださいよ」

「ご、ごめん」

　辛しん辣らつな罵ば倒とうに耐え、一番聞きたかったことを口にする。

「きみは……アリスが怒っている理由を、知ってるんだね？」

　こちらを流し見ていた大きな瞳が、さらに厳きびしく眇すがめられる。

　刃物のように鋭い、殺気ともいえる圧力。

「この……！」

　平手打ち──と見せかけて、瞑は脛すねを狙ねらったつま先さき蹴げりを叩たたき込んできた。

「痛ぁっ⁉」

「惚とぼけるのもいい加減にしてくださいよっ！　どういうつもりなんですか⁉　本当に最低ですね、貴方……！」

「ちょ、ちょっと待ってよ……！　惚けるって、どういうこと……⁉」

「ご自分の胸に聞いてみたら如何いかがですか。ほんっとにもう……気分悪いなあ……っ！」

　と、言われても、それは昨さく夜やさんざん自答したことなのだ。

（プールのときは、まだ機き嫌げんがよかったみたいだから……）

　リリスと一緒に制服を買いに行ったことが原因ではないか──そう薄うす々うす思ってはいるが、それだと怒り始めるタイミングが遅いような気がするし、あんなに泣くほど激昂するなんておかしい。やはり、幾ら考えても根本的な理由については分からなかった。

（……何年間もずっと一緒にいたっていうのに、駄だ目めだな……僕）

　恐らくは瞑めいも、アリスと同じ理由で怒っているのだ。単に因いん縁ねんを付けているのとはまるで違う、ぴりぴりとした真剣味──あるいは緊迫感と呼べるものを、彼女は纏まとっている。

「本当に、分からないんですか？」

「……ごめん……分からない。だから、教えて欲しい。僕は……知らなくちゃいけないと、思うから」

　三み月つきは真剣な顔になり、神しん妙みような声で返答した。

　その誠意が少しは通じたのか、瞑はこちらの言葉を真実として受け止めたらしい。

　彼女は眇すがめていた黒こく瞳どうを、目一杯見開いて身体からだを硬くした。

「じゃあ、あれは……」

「皇こう城じようさん？」

「………」

　瞑は明らかに狼ろう狽ばいした様子で、視線を泳がせている。しばし沈思していた彼女は目を閉じ、腕うでを組み、咳せき払いを一つしてから口を開いた。

「……鬼おに百合ゆり先せん輩ぱい、この間……九く条じよう院いん先輩のお誕生日会があった日……一階の渡り廊ろう下かで、お会いしましたよねぇ？」

　眼めを薄うすく開けて、怖い声で言う。

「え……」

　三月は、リリスに学校を案内していたときのことを思い出した。

　ツインテールの少女に、いきなり背中に肘ひじ打ちをされた挙げ句、最低貴方あなたなんか死んじゃえと言われたのだ。ちょっと忘れがたい記き憶おくである。

　当時は気付かなかったけれど、今ならば、あれは瞑だったのだと分かる。

「うん、会ったね」

「そのとき、貴方──リリスとかいう先輩に、告白していたでしょう。──大好きだよ、って」

「？　……あっ」

　そこで気付く。確かに途と中ちゆうから聞いた場合、あのときの会話は、愛の告白──そう聞こえたかもしれない。もしもあのやり取りを瞑が見聞きしていたのだとしたら……そして、誤解されてしまったのだとしたら。

　案の条、瞑はこう言った。

「あれって、九条院先輩への裏切りですよねぇ──」

「違うよっ！」

　両手を前で激しく振って、三月はすぐさま否定した。

「あれは、アリスのことを話してたんだってば！」

「ふぅん……そうですか。じゃあとりあえず今は、そういうことにしておいてあげましょうか？　お二人ともいい雰囲気で頰ほおを染めて……とってもそうは見えませんでしたけどね？」

　疑惑の視線で貫かれながら、三み月つきは嫌いやな予感が膨ふくれあがっていくのを実感していた。

「きみ──ま、まさか今のを……あっアリスに、いいい、言ったんじゃ……」

「はい♪　もちろん教えて差し上げましたよ？　正直に見たままのことを、わたしの主観を交えた上で、しっかりとお伝えしました」

　無む邪じや気きな笑顔と弾はずんだ声で、瞑めいは可愛かわいらしく肯こう定ていする。

（うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……）

　三月は急速に青ざめて頭を抱かかえた。

「な、なんてことを……まずいってば、それ……！　でも、そっか……それでアリスは……」

　ようやく婚約者の怒りに得とく心しんがいった三月だったが、

「チッ、勝手に納得してんじゃねーですよ腐くされ＊＊＊。ばっかじゃないですか？　貴方あなた。今話してあげたのは、オマケみたいなもんですぅ──」

　最悪の態度で、続きがあるぞと言われてしまった。

「オマケ……今のが⁉」

「あたりまえでしょう？　その様子だと貴方、自分が九く条じよう院いん先せん輩ぱいの繊細で美しい心をどれだけ深く傷つけていたか──全っ然、自覚していないみたいですね」

　最っ低ぇ──切腹した方がいいんじゃないですかぁ──と彼女は吐はき捨てる。

「う、うう……」

　そうやって異性の恋こい敵がたきにさんざん追い込みをかけた上で、ようやく瞑は本題を切り出した。

「鬼おに百合ゆり先輩。昨日きのう、『リトルフェアリー』でお会いしましたよね」

「……う、うん」

　三月はごくんと喉のどを鳴らして唾つばを飲み込む。

「実は、お二人のデート、ずうっと見てたんですよ……九条院先輩と、宮みや田た先輩と、わたしで」

「いやっ、デートじゃないって、あれは。ただ一緒に制服を買いに行っただけで……」

　台詞せりふの途と中ちゆうで割り込み、誤解を訂正しようとした三月だったが、

「それを世間ではデートっていうんですよクソ野や郎ろう。次、うざい口を挟はさんだら、その無節操なチ＊＊握り潰つぶしますからね、先輩♡」

「ひうっ……」

　瞑に冷たく一いつ蹴しゆうされ、さらに執しつ拗ような言葉責めを受けた三月は、戦おののいて縮み上がった。

「そう……わたしたち、ずっと見てたんです。九条院先輩は、何度も偶然──っておっしゃってましたけれど……今にして思えば、きっと貴方たちのことが気になっていらっしゃったに違いありません。……お労いたわしい先輩……」

　瞑は目を伏せ、哀かなしそうな顔になる。

　そして、きっ、と三月を睨にらみ付けて、嘲あざけるような声で言う。

「──はん。ここまで言えば、くそ鈍っぶぅ～～い鬼おに百合ゆり先せん輩ぱいにも、わたしの言いたいこと、分かりますよ……ねぇ？」

「ず、ずっと見てた……アリスが、僕たちのことを……？」

　そこで瞑めいが先ほどまで、三み月つきとリリスの何でもないやり取りを『愛の告白』だと『誤解』していたことに思い至る。

　同様に、昨日きのうの夕方、リトルフェアリーで会った、『あのとき』……アリスに、何か誤解を与えてしまったとするならば──




《ほら……もっとよく御覧になって？》

《う、うん……》




「あ……」

　すうっと目の前が暗くなった。足あし下もとが覚おぼ束つかなくなり、くらくらと目め眩まいがする。

「……まさか……」

「うふ、そうですよ」

　酷ひどい顔になっているだろう三月を見て、瞑は嗜虐的サデイステイツクに嗤わらった。

「貴方あなたが、あの銀ぎん髪ぱつの先輩と、熱あっつぅ～～い、キスをしているところ、九く条じよう院いん先輩はご覧になっていたんです。さあ、どうしましょうか、鬼百合先輩」

「…………っ」

　声も、出ない。

（あれは……ただ、リリスの赤い瞳ひとみを……見せてもらっていただけなのに……。だけどアリスはそれを……僕たちがキスをしていると、誤解したんだ）

　ようやくすべてが繫つながった。

「そっか……それで、アリスは、泣いて……」

　気付いてあげられなかった。

「僕は……」

　なんて鈍かったんだろうと、胸を押さえる。

　誤解を解といて、謝って……アリスは許してくれるだろうか。

（くっ……）

　三月は唇くちびるを嚙かんで、両りよう拳こぶしを握り締める。

「あれは誤解だって、僕はそんなことしてないって──そう言うんでしょう？」

　瞑は三月に歩みより、前まえ屈かがみで上うわ目め遣づかいに顔を覗のぞき込んできた。

「どうもその様子だと、本当にそうみたいですねぇ……。残念です、貴方はもっと嫌いやらしくて超最低な人だといいなって思ってたのに。でも同じことですよ。深く深ぁく傷ついていらっしゃる九く条じよう院いん先せん輩ぱいに、貴方あなたはなんて弁明するおつもりですか？　うふ、うふふ……お手並み拝見、ですね。九条院先輩に罵ののしられて、平手の一つも……いいえ、百でも二百でも喰らえばいいんですよ、貴方なんか」

　悪意の塊かたまりを一身に受けた三み月つきは、こう返答した。

「そうだね……本当に、そうだ」

　そのくらいされても当然だし、そうでもなければ馬鹿すぎる自分を許せない。

「──ありがとう、皇こう城じようさん」

「な……なに言ってるんですか。なんで貴方がわたしにお礼を言うんですか……⁉」

　あまりにも穏おだやかで素直すぎる三月の態度は、瞑めいを当とう惑わくさせるのに十分なものだったらしい。

「わたしにそんな神しん妙みようなフリしたって、何の意味も」

「ううん。本当に、感謝してる。きみが教えてくれなかったら、僕は何も知らないまま、もっとアリスを傷つけるようなことを言っちゃったと思うし。……きみが、本当にアリスを心配してくれてるのが分かったから。だから、そのことについてもお礼を言いたかったんだ」

「──あ、貴方なんかに、感謝されたくなんか……っ」

　瞑は急速に頰ほおを赤く染め、ぶんぶんとかぶりを振って落ち着きを取り戻す。

　そして、再び刺とげ々とげしく睨にらみ付けてくる。

「わたし、貴方のそういうところ、すっごくキライです。カルピスの原液を飲まされたみたいで、気持ち悪くなるんですよ」

　反吐へどが出ますと言って、瞑はぺっと唾つばを吐はき捨てる真似まねをした。

「そ、そこまで言わなくても……」

　ここまで直接的な悪意を向けられると、いっそ清すが々すがしくなるというものだ。

「でも」

　姿勢を正し、瞑は真まっ直すぐに三月を見る。

「わたしじゃ、駄だ目めなんです。貴方なんかいなくたって、九条院先輩は平気だと──そう思ってたのに。……駄目、だったんです。先ほどお会いしたときも……元気そうなのは表面だけで、すごく、すごく寂しそうでした。分かるんです、わたし。入学したときから、ずっと……見てましたから」

　それを聞いて、三月は深い感銘を覚えた。

（本当に──この子は、アリスのことが好きなんだ……）

　快活な表層に覆おおわれた、寂しそうなアリス……その事実に気付いているのは、自分だけだと思っていたのに。

「悔くやしいですけど……認めたくなんてないですけど……貴方がいないと、わたしの大好きな先輩は、きっと帰って来てくれないんです。だから──」

　彼女は両手を前に揃そろえ、深々と頭を下げた。あんなにも嫌きらっていた、三月に向かって。

「鬼おに百合ゆり先せん輩ぱい、どうかお願いします。九く条じよう院いん先輩を、元気にしてあげてください」

　いままでの態度が噓うそのように礼儀正しい、必死な嘆たん願がん。

　それを、どうして無む下げにできるだろうか。

「うん……僕に、任せて」

　三み月つきは優しく、そして力強く答えてみせる。健けな気げな下級生が、少しでも安心できるように。

「……っ」

　顔を上げた瞑めいは俯うつむき、三月の脇わきを抜けて屋上入口へと駆かけていく。

　涙なみだの雫しずくがきらりと瞬またたき、消える。

　擦すれ違いざま、三月は囁ささやいた。

「……ありがとう、皇こう城じようさん」

「っ！」

　瞑はノブを摑つかんで扉を開き、

「大っキライです貴方あなたなんか‼」

　捨て台詞ぜりふを残して、勢いよく扉を閉める。

　バタン！　という乱暴な音。

「……うん、頑がん張ばるよ」

　気のせいか──三月にはそれが、彼女なりの激げき励れいであるかのように思えた。




　　　　　　†




　放課後になると、屋上プールのうち遊泳用と練習用の二つのみに限り、水泳部以外の生徒たちにも開放される。さすがにテスト前のこの時期だから、利用者はさほど多くない。

　若干傾いた太陽が、それでも強い日差しでプールサイドを照らしている。

「……ふぅ」

　三月は汗びっしょりになった顔を首にかけた白いタオルで拭ふき、一息を吐はいた。

　更こう衣い室に鞄かばんと靴くつを置いてきた彼は、制服姿に裸足はだしという恰かつ好こう。つぶつぶした滑すべり止めの感かん触しよくを剝むき出しの足裏に感じながら、プールサイドを徘はい徊かいしアリスの姿を求める。

　二階にはいなかったから、まだ帰っていなければここにいると思うのだが。

「いないなぁ……あっ、すいませーん」

　ぐるりとプールサイドを一回りした三月は、ふと視線を向けた先にいた女生徒に声をかけて、アリスのことを尋ねてみた。

「九条院さんなら、ほんのちょっと前に一年生の子が訪ねてきて、一緒にどこか行ったわよ」

　それから戻って来ていないのだと言う。

「一階を探してみたら？」

「ありがとう、そうします」

　礼を言って、プールサイドを後にする。

（アリスに会いに来た一年生って……もしかして）

　忠告どおり、それから三み月つきは一階に向かった。

　第二体育館の一階は、リクライニングフロアとなっている。水泳用具や食べ物を売る購買部があり、たくさんの円えん卓たくが並ぶ。色調はほぼ白で統一されていて、かなり広く、ホテルのロビーを幾分簡素にしたような雰囲気だ。

「あ、アリス……」

　アリスは、フロアの隅すみの円卓に腰こし掛かけていた。

　横おう柄へいに足を組み、優雅に頰ほお杖づえをついて、女王のような風格でこちらを見み据すえている。

　その表情からは感情が窺うかがい知れない。眼前のすべてを屈服させる圧力カリスマがあるのみだ。

「ううっ」

　立ち竦すくむ三月、悠ゆう然ぜんと座っているアリス、二人はフロアの端はしと端で視線を結んでいる。

「…………」

　彼女は三月と目を合わせたまま、おもむろに指を一本立て──トン、と円卓を一度叩たたく。

『──こっちへいらっしゃい』

　以心伝心テレパシーめいた、強制力を伴うアイコンタクト。

「は、はいっ」

　三月は奴ど隷れいのように従順な返事をして、非常に緊張しながら女王の下へ馳はせ参じ、円卓の手前で直立不動の体勢になった。処刑を待つ罪人の心持ちである。

　今度は、無視されることはなかった。仲直りに向け、一歩前進したのだろうか……？

「…………」

　見つめ合ったまま無言の時が刻まれていく。一分、二分……三分経たったところで沈黙に耐えきれなくなった三月が口を開いた。

「その……アリス……ご、ごめんね。……僕、やっとアリスが怒ってる理由、分かったんだ。……でも誤解で」

「それは瞑めいさんから聞きました」

　ぴしゃり。詫わびの言葉を遮さえぎって、アリスは低い声で一言。

「え……」

（そっか、皇こう城じようさん……僕の誤解を解くために……）

　三月は胸が熱くなるのを感じた。やはり根は悪い子ではないのだ、彼女は。

　アリスは再び無言になり、眼まな差ざしを細めて不ふ愉ゆ快かいを示す。

「う……」

　それだけで三月は声が出なくなる。

　少女の顔はこう言っていた「だからなに？」と。

　まるで他人を見る目だった。改めて気付く。いつも三み月つきに対して怒ってばかりのアリスだけど、その怒りは親愛に包まれた温かなものだったと。こんな──冷たさすら感じない、無機質なものではなかったと。

（……っ）

　ようやく彼は思い知った。アリスの怒りがどれほど深かったのかを。もう自分は彼女にとって、婚約者でも幼おさな馴な染じみでもなくなってしまったのだ。ただの他人。どうでもいい人間。

　誤解が解けても、もう遅い。昔のようには、戻れない。

　全身から嫌いやな汗が噴ふき出す。喉のどが渇く。水分が足りていない。

（…………くっ）

　三月の身体からだはたちまち恐怖と絶望に包まれたが、それでも言葉を絞しぼり出す。

「アリス──」

　そう、ここに来た理由を、きちんと果たさないと。

　例え許してもらえないのだとしても、遅すぎたのだとしても、逃げるわけにはいかない。

　やらなくてはならないことだから。

「僕は、きみに謝りに来たんだ。──ちゃんと話を、しよう」

　はっきりと言った。まるで恋愛物語ドラマのような台詞せりふ。それを自分が口にしていることが、どこか信じられなかった。

　もちろんこの現実は筋書きの決まったドラマなどではない。立ち止まったまま行動をせずに、ただただ漠ばく然ぜんと見ているだけでは、ハッピーエンドを迎えることはできない。少しでも気を抜けば、バッドエンドへ一直線だ──今みたいに。

　自分の頭でしっかりと考えて、言葉を交わし、きちんと相手と向かい合わないといけない。この物語の主人公はブラウン管の中にいる俳優などではなく、今確かに『ここ』にいる自分たちなのだから。

　アリスは無言のまま答えてくれない、けれど青い瞳ひとみがしっかりと三月の瞳を捉とらえている。

「僕が馬鹿だったから……きみを不安な思いにさせた。アリスを誤解させて、傷つけた。それは許されないことかもしれないけど……せめて、謝らせて。本当にごめん……！　僕が悪かったよ……」

　心しん中ちゆうをすべてさらけ出すかのように詫わびた。彼はさらに続ける。

「それと、これだけは言っておかないと。──確かにリリスはすごく綺き麗れいで、いつも優しくて、なんでも上じよう手ずにできて、一緒にいると安らかな気分になるし、楽しいよ？　まだ会ったばかりだけど……大好きだし、尊敬してる」

　ずっと無言だったアリスは、そこで初めて僅わずかに反応を見せた。

「……ふん。だったら婚約なんて解消して、あの女とずっと一緒にいたらいいじゃないですか。……貴方あなた、ずいぶんと好かれているようですし」

　感情を乗せない、無機質な言葉。

　三み月つきは首を振る。

「……駄だ目めだよ。だって、僕の婚約者はアリスなんだ。可愛かわいくて、だけど意地悪で我わが儘ままで、いつも僕を振り回して……何でもできる万ばん能のうで完かん璧ぺきなお嬢じよう様さまらしく振る舞っている裏側では、誰も見ていないところで人の何倍も努力してる……そんなきみのことが、僕は……」

「僕は…………なんだって、言うんですか……？」

　自分の胸に手を当て、想いを確認する。

　芽生えたばかりの、淡くてくすぐったい、奇き妙みような気持ち。これは、なんだろうと。

（大好き──？　それは、そうだけど）

　それだけではないような気がした。

《──彼女のことを、愛してますの？》

　リリスの言葉が蘇よみがえり、自答となる。

（これが……この気持ちが、そういうこと……？）

「僕は……きみのことが……」

「……きみのことが？」

「誰よりも……大切なんだ」

　それが、現時点での結論だった。愛なんて言葉は、まだよく分からない。だけど、アリスが傍そばにいないというだけで、心が離れていると思うだけで、こんなにも苦しくなる。

「どんなに綺き麗れいで凄すごい女の子だって、アリスの代わりになんてならないよ」

　普段なら恥ずかしくて言えないようなことまで、胸の内を全部吐はき出した。

　けれどアリスは答えてくれない。こちらから顔を背そむけてしまう。

（やっぱり……許してもらえなかった。もう遅かった……届かなかったんだ）

　三月は泣きそうになるのを堪こらえて俯うつむいた。

「……うん、僕の言いたかったのは、それだけ。もっと早く、言っておけばよかった。…………じゃあ、行くね。水泳の練習、頑がん張ばって。……応援してるから」

　震える声で言って、立ち去ろうとしたとき、

「待ちなさい」

　アリスから、声がかけられた。

「え……？」

「貴方──私に、許して欲しいんじゃないんですか？」

「それは……もちろん」

「だったら噓うそをつかないでください」

「な、噓なんて……」

　何を言うのかと思った。三み月つきは噓うそなんて、一言も……

「いいえ、貴方あなたは噓をついている。本当に許して欲しいのなら……もう一つ、言うべきことがあるはずです」

　彼女は相変わらず顔を背そむけたままだ。どんな顔をしているのか、分からない。

　だけど、言いたいことは伝わってきた。確かに三月は、一つ噓をついていた。この期ごに及んで、つまらない見栄を張って、恰かつ好こうをつけていた。これでは許してもらえるわけなんて、ない。

　だから今度こそ、言う。女め々めしくて情けない、飾らないありのままの気持ちを。

「……僕は、アリスと仲直りしたい。……今までと同じように、戻りたい。……お願いだから、許して……」

　溢あふれそうになる涙なみだを堪こらえ、三月はアリスをじっと見詰める。彼女はちら、と一瞬だけこちらを見て、目を伏せた。その瞳ひとみに光るものが見えたのは、気のせいだろうか。

「順番が、狂ってしまいました」

「えっ？」

「本当なら……あの二人を叩たたきのめしてからのつもりだったのに。それまでは、仲直りはしないでいようって、決めてたのに。私の予定を、どうしてくれるんですか……本当にしょうがない人ですね、三月くんは。……そんなに哀あわれな瞳で私を見て……」

　俯うつむいたままアリスは右手を延ばし、三月の頰ほおにそっと触ふれてきた。

　そしてぎゅっと摑つかんで引っ張る。

「いたっいたた……！」

「もう……苛いじめずにはいられなくなっちゃうじゃ、ないですか……」

　風邪かぜをひいているような、水気を含んだ苦しそうな声。

「アリス……」

　引っ張られている頰は痛くてたまらないのに、何故なぜか嫌いやだとは思えなかった。

　心が温かく、胸が熱くなってくるような……快い痛み。

「今回だけ、許してあげます。……その代わり」

　アリスは頰を摘つまんでいた指を放し、手の甲こうを上に向けて、三月の前に差し出す。

「誓ちかってください」

「え？」

「リリスさんが言っていたでしょう……私たちの婚約は、所しよ詮せん親同士が知らないところで決めたものだと。だから今、改めて誓いましょう。私たちの意思と、私たちの言葉で」

　俯いていた顔を上げるアリス。瞳がきらきらと潤うるんで、まるで泣いていたみたい。

　その声は真剣で──

「……うん」

　差し出された手を取ると、ぴくんと一度、手の甲こうが震えた。

（誓ちかい……か）

　三み月つきは少し考えて、胸の中から自然と生まれてきた言葉を、そのまま口にする。

「これからも……ずっと一緒にいようね、アリス」

　言葉を受けたアリスは、一瞬不満そうな顔になり、それから柔やわらかい微笑ほほえみの表情になって、応こたえた。

「……はい。三月くんは、私のです。……他ほかの誰にも、あげません」

　自分たちで決めた、新たな誓い。

　生まれたばかりの想いは、まだ淡くて、小さくて、幼おさなくて。

　だけど、大切にしようと思った。

　胸に吹き荒れる激しい気持ちを言葉にできなくて、瞳ひとみを潤うるませて見つめ合う。

　そして、アリスは差し出した手の甲こうに、意味ありげに目を遣やった。そこには、三月の手が添えられている。

「……ほら、何やってるんですか。誓いの儀ぎ式しきなんですから……分かるでしょう？」

「？」

　意図が分からず、三月は首を傾げる。

「も、もう……鈍いんですから……」

　恥ずかしそうに口ごもりながら、アリスはこう言った。

「……こういうときは、その……く、口づけをするものなんですよ……」

「えっ──？」

　どきんと心臓が撥はね、三月は急速に赤面する。

「い、言っておきますけど、唇くちびるじゃありませんからね……！」

「そ、そうだよね……びっくりしたあ」

「……や、やだ、何を想像してるんですか貴方あなたは……」

　アリスは、真まっ赤かになって怒った。

「は、早くしてください」

　そっと目を瞑つむり、手の甲を突き付けて、急せかしてくる。

　三月はどきどきと高鳴る胸に手を当て、深呼吸してから、

「じゃ、いくよ……」

　アリスの頰に、ちゅっと口づけた。
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「きゃっ」

　すると、彼女の要望どおりの行為であったはずなのに、何故なぜかアリスは硬直してしまう。

「な、ななな、なっ、何を……っ‼」

（？？？）

　脳天から疑問符を大量に生み出す三月の前で、固まっていたアリスの顔面から、ボン！　と蒸気が噴ふん出しゆつした。そして彼女は、さっと片手で顔の下半分を覆おおい、俯うつむく。

「ふぁぁ……んっ」

　少女の頰ほおを一筋の涙なみだが伝い、同時に顔を覆う掌てのひらから、赤い液体が零こぼれ出てくる。

　アリスはそのまま卓たくに突っ伏し、ぐったりしてしまった。

「うわぁぁっ⁉」

　三み月つきは驚きよう愕がくして叫んだ。突然婚約者が吐と血けつしたように見えたのだから無理もない。

「保健室に……きゅ、救急車の方が……⁉」

　彼は錯さく乱らんしながらも、アリスを抱だき起こし、タオルで血をぬぐい取ろうとする。

「大丈夫れす……は、鼻はな血ぢ……ですから。ひ、日ひ差らしが強かったから……それで……」

　アリスは、消え入るような声で囁ささやいた。ふらふらで今にも死んでしまいそうな様子でタオルを奪い取り、どくどくと流れ出てくる体液を押し止とどめる。

「そ、そっか……でも、どうしていきなり……？」

「…………」

　タオルを抱かかえ、アリスは何故なぜか恨うらめしそうな半目でこちらを見る。

「な、なに……？」

「……いったい誰のせいだと思ってるんですか……ばか」

　囁く声は小さくて、三月には聞き取れなかった。




　　　　　　†




　翌日の放課後──アリスは三み月つきを伴い、第二体育館屋上を訪れた。

　もちろんリリス打倒の第一歩、水泳特訓をするためだ。

　三月に関しての誤解が解けたとはいえ、まだあの女が倒すべきライバルであることには、些いささかの変わりもない。全力を持って打ち倒す。まずは自らが最も苦手とする、水泳で。

　それができて初めて、アリスはあの銀色の転校生と同じ目線で戦える。何一つ彼女に勝利できていない現状では、到底、ライバルだなんて名乗りを上げる気にはなれない。そんな資格はない。

　敵てきを知り、己おのれを知り、戦力差を弁わきまえた上で行動する。

　行動。そう、今すべきことはただひたすらに努力。それだけ。

　真夏のプールサイドはからりと晴れ渡っている。

　二日前の雷雨など見る影もない、いい天気だ。

「手……手を離さないでくださいね！　絶対！」

「うん。大丈夫、しっかり握ってるから。そう……そのまま力を抜いて、足を動かして」

　初心者用の練習プール。

　水中でぎこちなくバタ足をするアリスの両手は、三月がぎゅっと握っていてくれている。

「ぷはっ……はぁっ」

　飲んでしまった水が気管に入る。アリスは浅い水底に足をついて、ケホケホと咳せき込んだ。水中で身体からだが硬直して、溺おぼれかけてしまったのだ。

「ふぅ……っ、はぁ……」

　これは技術云うん々ぬんの問題ではなく、心しん因いん性のもの。

　水の中では、どうしても身体が思ったように動いてくれない。

（やっぱり、怖い──ですね）

　アリスは幼おさない頃、川で酷ひどく溺れたことがあった。それ以来、怖くて水に全身を浸つけられない。

　精神的外傷トラウマ──だが、この数日でねじ伏せてみせる、必ず。

　一人では無理かもしれない。昨日きのうも、まるで駄だ目めだった。だけど──何一つ問題はない。

「落ち着いた？　さ、もう少し頑がん張ばろう」

　今日からは、二人だから。

「はい、よろしくお願いします、コーチ」

　空模様と同じくらい晴れやかに、アリスは笑顔を見せた。

　そう、できないことなんてないはずだ。弱気の虫なんか、皆殺しにしてやればいい。

　改めて決意した。必ず泳げるようになってみせると。




「ふふ、やっているな」

　三十分ほど練習に集中していると、プールサイドに怜れい奈ながやって来た。水際からプールの中を覗のぞき込んでいる彼女は、白いプリントＴシャツに、足の付け根までしかない短パン姿。露出全開の長い美脚が、陽光を帯びて健康的に光っている。

「ぷはっ……怜奈さん。何か用ですか？」

　バタ足の体勢から三み月つきの手に導かれるようにして立ち上がったアリスは、すげなく返答。

「特訓の成果はどんなものかと見にきてみれば、まあ……なんだ君たちはイチャイチャと」

　見てられないぞまったく──怜奈はにやにやと猫ねこを思わせる表情で、いやらしく笑む。

「ばっ……！　なに言ってるんですか……これはあくまで練習だから仕方なく。──ひゃ」

　咄とつ嗟さに三月を突き飛ばそうとしたアリスは、足を滑すべらせて転倒しかける。

「っと……危あぶないよ」

　咄嗟に三月はアリスの手を引いて、抱だき寄せた。図らずも密着してしまう二人。

「きゃ……やんっ」

「あっ、ごめ──」

　パシャ！　携帯電話のカメラ作動音。

「ちょっと怜奈さん！　やめてください！　何を撮ってるんですかっ！」

「初うい々ういしいラブラブカップルの図。誠人まことがあいつらどうなんだと煩わずらわしいから、手っ取り早く証明写真を送ってやろうと思ってな。ああそうだ、ついでにみんなにも幸せと嫉ねたみのお裾すそ分けを」

　その場でしゃがみ込んだ怜奈は、ピッとボタンをプッシュ。

　アリスの恥ずかしい写真が、クラスメイトへと転送されていく。

「あああああ……っ、最悪です貴女あなた！」

「ふふふ、そう怒るな、冗じよう談だんだ。誠人にしか送ってない」

　ストラップに指を入れて、くるくると回してみせる。

　そこに三月が一言。

「あっ、その写真僕も欲しいかも、うぐっ」

　アリスの肘ひじ打ちが胸に炸さく裂れつ、三月は顔面蒼そう白はくで前傾。

「もうっ……怜奈さんも、用が済んだなら帰ってください。私たち、練習中なんですから」

「そうだな、すまない。だが安心した、すっかり元の鞘さやに収まったようだ」

　携帯をお尻しりのポケットに仕し舞まいながら、怜奈は見守るような微笑でこちらを見た。

「ええ……今回は怜奈さんにも心配をかけたようですね。もう、大丈夫ですから」

「いやなに、構わない。わたしは今の人間関係がわりと気に入っている。それを壊こわしたくないと思っただけだ。自分のためだよ、結局」

　そこで怜れい奈なは立ち上がり、腕うでを組んだ。表情がやや真剣なものに変わる。

「それよりも、リリスさんのことなんだが……」

「うん……心配だね。なんだか事情があってしばらく欠席らしいけど……」

　三み月つきは暗い表情で言った。

「ああ、彼女がどうして休んでいるのか、担たん任にんに聞いても教えてくれなくてな。個人的な用もあったことだし、昨日きのうの放課後、彼女の自宅まで見舞いに行こうとしたんだが……」

「個人的な用って？」

「一昨日おとといリリスさんは、『リトルフェアリー』に荷物を忘れていったんだ。わたしが預かっていたそれを、返す用事があった」

　アリスはプールの縁ふちに腰こし掛かけて、水に足だけを浸ひたした。少し身体からだが冷えてきたから、一いつ旦たん休きゆう憩けいにしようと思ったのだ。

「……で、どうだったんですか？　というか行こうとしたってどういうことですか？」

「学校のデータベースにも、彼女の自宅住所が載っていなかった」

「それって……」

「リリス・グラム。……ふふ、まさしく『謎なぞの転校生』だな、彼女は」

　担任に詳しよう細さいを問うと、やはり分からないとの答え。だから怜奈は、転校初日に聞き出していた、リリス・グラムの携帯電話番号にかけてみたのだという。

「すると、男性の声が出て、私は執しつ事じです、などと言う」

　荷物を預かっている旨むねを告げると、男は慇いん懃ぎん丁てい寧ねいに礼を述べ、学校まで取りに行くと言ったらしい。もちろん怜奈は、直接会って手渡すことにした。

「それで？」

　段々とミステリーじみてきた話に、興味を引かれたアリスが先を促うながす。

「イケメンだった」

「そんなことはどうでもいいんですよ！　それからどうなったのかと聞いているんです」

　怜奈は唇くちびるをすぼめて、不満顔になる。

「荷物を渡して……そのときに色々聞いてみたんだが。のらりくらりと煙けむに巻かれてしまった」

　話術に長たけた、けしからんイケメンであったのだと怜奈は言う。

　彼女が聞き出せた事実は以下のとおり。

　リリス・グラムは現在ホテル住まいであり、事情あって住所を転々としていること。

　そのために学校に住所登録をしなかったということ。

　非常に裕ゆう福ふくかつ高貴な家いえ柄がらの生まれで、学院とも特別なコネがあるために、特別扱いの編入を許されたこと。

　日本への滞在はあくまで一時的なものであり、近いうちに転校してしまうこと。

「短い間だけでも友達になって差し上げて欲しい、というようなことを言われた」

「ふぅん……転校するんですか、リリスさんは。それは困りましたね」

　神しん妙みような顔つきで、アリスは言った。

「ほう、意外な台詞せりふだな九く条じよう院いんさん。君はライバルが消えて喜ぶものと思っていた」

「ふん、消えるのは構いませんが、私が叩たたきのめす前にいなくなられては困るんですよ」

　謎なぞの転校生──リリス・グラムが何者だろうと構わない。

　アリスはただ自分らしく、自らの信念に従って行動するのみだ。




　怜れい奈なが去ったあと、アリスたちはさらに一時間ほど練習に励んだ。

「アリス……そろそろ今日はおしまいにしよう？」

「いえ、まだ全然上達してないのに……」

「駄だ目めだよ」

　こう言い始めると、三み月つきはてこでも意見を変えない。

「……今までほとんど泳いだことないのに、いくらアリスだって無む茶ちやだよ。たった数日で、リリスに勝つなんて……もっとゆっくり、自分のペースで練習すればいいんだ」

　普通ならそうだろう。三月の意見は正論だ。

　しかし、

「いいえ、十分に勝機はあります。私だって、ただ闇やみ雲くもに大たい言げん壮そう語ごしたわけじゃありません」

「え？」

　そう、勝ち目はある。少々反則気味かとは思うが、ある意味それは仕方のないことだ。

　そもそも、今のアリスにとっては泳げないということがおかしい。ＬＴスフィアから獲得した技能の中には、水泳のスキルも含まれている。ようは、精神的な問題なのだ。

「でも……そうですね、ずっと水に入っていたら、美容にも悪いですし。どうせ三月くんは、一度駄目って言い出したら私の言うことなんて聞いてくれませんし。最後に一度、潜もぐる練習をして、今日はおしまいにしておきます」

　鬼おに百合ゆり臨時コーチ、略して鬼コーチは聞き分けのいい練習生に安あん堵どの吐と息いき。

「よかった。じゃあ、ラストだから頑がん張ばろう」

　彼はぴっと人差し指を立てたポーズになり、アドバイスをくれた。

「……いい、アリス。水が怖いのは分かるけど、目を瞑つむってちゃ駄目だよ。今日の課題は、水の中で目を開けられるようになること。オッケー？」

「はい、わかりましたコーチ」

　意外にも教えぶりが板に付いている三月。それをアリスが揶や揄ゆすると、

「えへへ……なんかいいよね、その響き」

　彼はまんざらでもなかったらしく、照れて後頭部に片手を当てた。

　その様子がおかしくて、アリスもつい苦笑してしまう。

「もう、なに照れてるんですか、バカ。ほらっ！　じゃあ、いきますよ。……すぅっ」

　大きく息を吸い込んで、胸に溜ためる。

（えいっ）

　水に顔を入れるという恐怖心を気合いで押し殺し、その場でしゃがみ込むように潜もぐった。

（っ、怖い──）

　全身を包む冷たい水の感かん触しよく。

　硬く閉ざされた目ま蓋ぶたは、まるで自分のものじゃないみたいに動いてくれない。

（だけど……）

　水泳の特訓なんて、そんな悠ゆう長ちようなことをしている場合じゃないというのはよく分かっている。アリスは今、前回の事件のときと同じように確実に狙ねらわれていて、しかもその相手には一度手痛い敗北を味あわされているのだから。

　しかし、だからこそ必要なことだ。

（私は……負けません。だから──）

　言ってみれば、これは儀ぎ式しきだ。アリスが本当の意味で復活するための、行程の一つ。

　戦うべきは、リリスでも、あの悠ゆう里りとかいう侍じ女じよでもない。

　彼女たち──現実の敵てきと相あい対たいする前に、まず最初に撃うち倒しておかねばならない相手がいる。

（弱い自分自身わたしは消えなさいッ！）

　かっ、と目を開いた。途端、瞳ひとみの中に、冷たい水が這は入いってくる。過去の楔トラウマを呼び覚ます、おぞましい感触──けれどアリスは、心を蝕むしばむ悪お寒かんに耐え、決して目蓋を閉じなかった。

「……っ」

　過去の楔トラウマが消え失うせたわけではない。心に刻まれた傷きず痕あとは癒いえることなく、永遠に痛み続けるものだから。それはもはや自己を形成する一部なのだ。

　けれどその痛みを、他ほかの『何か』で覆おおうことくらいはできる。

　きっと自分だけじゃない。誰もがそれぞれの理由で痛む心を、それぞれが持っている『大切な何か』で覆おおい隠かくし、ごまかして、我が慢まんして、乗り越えていく。そうやって、生きている。

　それは例えば、傍そばにいてくれる誰かのことだ。

　それは例えば、己おのが内うちから湧わき上がる、峻しゆん烈れつな誇りのことだ。

（──ふん、意外と大したこと──ないじゃないですか……）

　だからアリスは恐れない。心の痛みを傲ごう然ぜんと無視し、過去の楔トラウマを力任せに踏み潰つぶして。

　大だい嫌きらいだった水の中で、思いっきり目を開いて、ニヤリと不ふ敵てきに笑ってやった。

（あ……）

　青く歪ゆがんだ視界の先に、水中で黒くろ髪かみを揺らめかせ、両りよう腕うでをこちらに突き出して笑む、少年の顔がある。彼の表情は、こう言っていた。

　やったねアリス、と。

（……あ、は）

　アリスは、目に映った勝利の女め神がみの微笑ほほえみを、大切に記き憶おくの中へと仕し舞まい込む。

　とても温かいものが、心の隅すみ々ずみにまで染みこんでいくのが分かる。

　すべての恐怖が、すぅっと溶とけるようにして、消えていく。

　もう、誰にも負ける気がしなかった。







　　　第五章　十番目の悠里







　翌日。

　アリスは一人、悠ゆう里りから受け取った地図に刻印された指定の場所──月つき城しろ町北部のとある山中へと向かった。戦いくさ装しよう束ぞくとなる漆しつ黒こくのゴシックロリータは、敏びん捷しような駆く動どうを阻そ害がいしないノースリーブ・ワンピース。身体からだにぴっちりとフィットするよう工夫を凝こらした特注品オーダーメイドであり、スカート部分は極めて短い。フリルとリボンをふんだんに使った衣服は、そのものが黒薔薇ばらの花弁であるかのよう。

　今回の敵てき──悠里については、三み月つきには何も言っていない。言ったところで彼に無む駄だな心配をかけるだけで、どうせ何の役にも立ちはしないし──それに、リリスとの決戦準備には十分に貢こう献けんしてくれたから。

　正規の山道を途と中ちゆうで逸それたアリスは、忍にん者じやのような軽けい捷しようさで道なき木上を跳とび渡って進む。

　そして、午前十一時五十五分。

　黒薔薇ゴシツクを纏まとった少女は、金色の九きゆう尾びを棚たな引びかせて決戦の地に立った。

（ここは……）

　深い森林を抜けたそこは、落差約五十メートルという瀑ばく布ふのほぼ真上に当たる、開けた岩場だった。観光地にならないのが不思議なほどの絶景ではあるが、地形的な理由などにより半ば秘境化しているという──そんな場所。

（ふん、偶然にしては……気の利いた皮肉です）

　昔アリスが溺おぼれた場所は、ここからさほど離れていない下流。

　つい先日までのアリスならば、ここで怯ひるんでいたかもしれない。

（大丈夫……問題ありません）

　もはや水を恐れることはない。

「さて……」

　川幅は約二十五メートル。足場となるのはごつごつした大岩の群れ。流れる水の勢いは速く強く、今もアリスのすぐ足下では、苛か烈れつな水流が間かん断だんなく岩石に激突しては跳はね返り、大粒の白い飛沫しぶきを生み出している。

　足を踏み外せば滝たき壺つぼまで真っ逆さまという危険極まりない地形。

　だが同時に山さん紫し水すい明めいの美観を誇り──決戦の場としては、それなりに相応ふさわしく思えた。

　太陽を隠かくしていた叢むら雲くもが退しりぞいて、にわかに光量を増した輝きが目に突き刺さる。

「っ……」

　一瞬だけ目を細めたアリスが、再び前を見み据すえると、

「！」

　川の中心付近。侍じ女じよ服ふく姿の怪物モンスターが、岩場の上に真まっ直すぐな姿勢で佇ちよ立りつしていた。

　先日ぼろぼろにしてやった侍女服は、デザインが一新されている。

　黒をベースに白を混ぜた色彩の半袖そでワンピース。首元を黒いリボンで飾り、丈たけの短いフレアスカートに白いアリスタイプのエプロンをかけて、背中で大きなリボン状に結んでいる。足下を彩いろどるのは黒いニーソックスと、瀟しよう洒しやかつ頑がん丈じような編み上げブーツだ。

　可愛かわいらしさと機能性を兼ね備えた、戦闘用侍女服である。

「お待ちしておりました、お嬢じよう様さま。よかった、もしいらっしゃらなかったら……少々手荒な手段に訴えなければならないところでした」

　違和感を覚えて当然の光景。なのに彼女は、ごく当たり前のようにそこにいた。

　あまりにもひっそりと、自己主張することなく、周囲の風景に自己を埋まい没ぼつさせている。

「……あら、いたんですね。あんまり貴女あなたが地味すぎて、気付きませんでした」

　アリスは内心の動揺を、まるで表情には出さずに嗤わらった。

　彼ひ我がの距離は約十メートルほどだ。

「それは失礼いたしました。何時いつ如何いかなるときも主人の脇わきに控つかえ、お仕えするのがメイド本来の職務に御座いますゆえ。どうか、ご了承くださいませ」

　敵てき前ぜんだというのに、悠ゆう里りは眼鏡めがねを押し上げ、それからぺこりと丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

　あまりにも隙すきだらけすぎて、逆にアリスは動けなかった。

「構いません、始めましょうか機械人形。今日は早く帰って休んで、明日あしたからはまた練習を再開しなきゃいけないもので」

「かしこまりました。ですがお嬢じよう様さま、御おん身みに明日は御座いません。──お覚かく悟ごを」

　決戦場を照らすのは仄ほの暗い月光ではなく、熱く眩まばゆき陽光だ。

　決闘を彩いろどる舞台美術セノグラフイーは、夜の廃はい墟きよから昼の山水へと転じている。

『前回の演目』とは何もかもが逆の舞台──開幕するのは、さらに苛か烈れつな殺戮劇グランギニヨル。

「……静かでいい場所ですね、ここ。罠わなくらいあるだろうと覚悟していたのですけど、拍子抜けしちゃいました」

「罠だなんて、心外ですお嬢様。わたくしどもは、そのような無ぶ粋すいをいたしません。申し上げましたでしょう──誰の邪じや魔まも入らない場所で、わたくしの全性能をもってお持てなしいたしますと。お代は貴女の心臓ＬＴスフイアです。引き摺り出して差し上げましょう」

　一対一。心地よい殺意が清せい浄じような大気に満ちていく……。

　機械に感情なんてものがあるのかどうか、それは分からないけれど。

　互いの胸を刺し貫く鋭利で熱い痛みさえあれば、きっと分かり合える。

　掌てのひらを胸に当て、加速していく拍動を感じ取る。

「──なるほど、これは確かに」

　まるで溶とけてしまいそう。今になって、アリスはフェレスの気持ちが少しだけ理解できた。

　この熱く燃え滾たぎる感情は、恋愛にも似たものだろうから。

「殺戮命令キリングコマンドを実行いたします。疑似心臓エミユレーターを活性化ブースト、十番目のテンススフィアの出力を八十七パーセントへ上昇──」

　悠里は以前と同様脚を水平に開いて直立し、黒革かわのグローブを嵌はめた両りよう拳こぶしを、胸の前で撃ち合わせる。今にもはち切れそうな大気に火花が奔ほとばしり、それが戦闘開始の口火となった。

「それではお嬢様、征いかせていただきます──速やかに武器を用意してお待ちください」

「いいえ、あんな役立たずは、まだ眠ねむらせておきましょう」

「──銃を使わないとおっしゃる？」

　アリスは不ふ敵てきな笑みを口元に乗せる。

「ええ、あの子は少し焦じらしてあげないと、なかなか働いてくれないんですよ。──どうぞお構いなく。後でたっぷりと味わわせてあげますから」

　嘯うそぶいたアリスの対面で、微笑する悠里。彼女は十字に組んだ腕うでを顔の前まで持っていき、

「加速装置アクセラレイター──起動ドライヴ！」

　叫ぶと同時、両腕を解いて跳ちよう躍やくした。

　飛ひ翔しようする侍女の総そう身しんに、淡紅色ピンクのエネルギーフィールドが迸る。

　瞬間悠ゆう里りの姿は搔かき消えて、一条の光と化して直線軌き道どうで空間を奔はしった。

　強化されたアリスの感覚器官ですら捕捉しきれぬ超加速。

　そこから繰り出される勢いの乗った一いち撃げき──

　尋じん常じようならざる威い力りよくのほどを、この身体からだが覚えている。が、迎え撃うつ精神に恐れはない。

「来なさい！」

　雄お々おしく叫んで両りよう腕うでを交差したアリスは、不ふ可か視しの速度で放たれた飛び蹴けりを、がっしりと防ぼう御ぎよしていた。のみならず絶ぜつ妙みようのタイミングで自ら後方へと跳とび、蹴しゆう撃げきの威力を半減させる。

「先日のお返しを差し上げようと思いましたのに。奥ゆかしいお嬢じよう様さま」

　悠里はアリスが足場としていた大岩に着地して、全身から蒸気を噴ふん出しゆつして排熱する。

　彼女が狙ねらってきたのは『喉のど』──武器を使わないと言えば敵てきは、まず真っ先にアリスが教えてあげたキリングドールの弱点ウイークポイントを狙うだろうという目もく算さんがあった。

（予定どおり……痛つっ）

　一連の防御行動によってかなりの威力を殺したはずなのに、それでもなお悠里の飛び蹴りはアリスの両腕に看かん過かできぬ痺しびれを残した。あと五秒ほどは使い物になるまい。こんなものを直ちよく撃げきされれば、身体がどうなってしまうか分からない。冷たい汗が滲にじんでくる。

　林の方角へと吹き飛んだアリスは、猫ねこのように宙転し、大木の側面に四し肢しをついて着地した。衝しよう撃げきで幹が撓しなってぎしぎしと悲鳴を上げる。

「ふっ──」

　折れる直前まで幹を反そらした大木が、元の姿勢に戻ろうとする。その反動に自身の脚力を上乗せし、アリスは四肢をついた獣けもののような姿勢から、悠里目掛けて飛ひ翔しようした。

　それは天然の投石機だ。空中で姿勢を整える──槍やりのごとく突き刺さる、蹴りの形に。

「はぁッ！」

「──っ⁉」

　急襲を受けた悠里はこれをかわせない。

　頭部そのものを吹き飛ばすような派手な飛び蹴りが、機械人形の右頰ほおに直ちよく撃げきした。

「くうぅ、っ」

　だが、呻うめいたのは攻撃したアリスの方だ。当然だろう、鋼はがねの塊かたまりを思い切り蹴り飛ばしたのだ。

　対して、頰につま先を叩たたき込まれた悠里は、仰のけ反ぞっただけで倒れもしない。

「っ！」

　だが、アリスは怯ひるまなかった。蹴りの体勢から速やかに片足を跳ね上げて、脳天へと打ち下ろす。鉄てつ槌ついのような踵かかと落とし。

「申し訳御座いませんが、無む駄だかと」

　獲物を引き裂く鷹よう爪そうのごとく容よう赦しやのない、そして鮮やかな二連撃。それをまともに喰らったにも関わらず、悠里にはまるで効いていない。仰け反った体勢を立て直しもせず、再び機械的な挙動をもって頭上の少女を摑つかみにかかった。

（遅い。やはり連続して加速することはできないようですね）

　流水のように淀よどみなく連動した動きで、アリスは鈍どん重じゆうな敵てきを眩げん惑わくし翻ほん弄ろうする。

　彼女は踵かかと落おとしの体勢から軽やかに宙返りして悠ゆう里りの両りよう腕うでをやりすごすや、そのまま全身で敵の右腕に絡からみついた。

「まずは、この太い腕をいただきましょう」

「むっ──」

　悠里の声に、僅わずかな焦あせりが混じっていたように聞こえたのは、気のせいではあるまい。

　アリスはありったけの力を込めて、悠里の腕関節を逆側にヘシ折った。ゴキンと素す敵てきな音がして、破損部から覗のぞく内部機構が痛々しく火花を散らす。

「～～～～ッ‼」

　悠里は敵に取り付かれたままの右腕を豪ごう快かいに振り回して暴れ始めた。アリスとしてはこのまま腕を捻ねじ切ってやれれば最善というところだったのだが、これではとても無理な話。

「くっ！」

　振り回される遠心力を利用して離脱すると同時、悠里の腕が自分自身の足場を粉ふん砕さいした。

　轟ごう音おんは、大岩が爆発したような錯さつ覚かくさえ引き起こす。

（危あぶないですね……）

　今、この怪かい物ぶつは、自身の腕もろともアリスを岩石に叩たたき付けようとしたのだ。

　自身が損傷することに対し、まるで躊ちゆう躇ちよがない。その異常な精神性を当然のものとする彼女の有り様はやはり機械──あるいは怪物のそれだ。戦せん慄りつを禁じ得ない。

　悠里は自ら足場を粉砕し、急流へと落ちた。

「とりあえず、ここまでは、作戦どおり……ですか」

　アリスが着地したのは、先ほどよりもやや小振りの岩場。

　彼女は水泳特訓ばかりにかまけ、無為にときを過ごしていたわけではない。先日悠里が残した『右腕』を解かい析せきしたラミアの意見も加味し、鋼の義体メタルボデイを持つ頑がん強きよう極まりない敵に対抗する戦術を抜かりなく用意していた。右腕を砲ほう弾だんと化して発射する肘関節ギミツク部分の脆ぜい弱じやく性を突き、まずは片腕を潰つぶすと同時、右腕発射ロケツトパンチをも封じる。

　ラミアの言によれば、先日九く条じよう院いん邸ていの壁を粉ふん砕さいしたあの威い力りよくでさえ、三割以下にセーブされたものだろうというのだから、ぞっとする話である。絶対に喰らいたくない攻撃だった。

（このメイドロボ……本当に無む茶ちや苦く茶ちやですね……）

　例の超加速といい……こんな馬鹿げた絡繰りギミツクが、あと幾つあるのか──考えたくもない。

（幾ら何でも……目からビームとか出すのはやめてくださいよ……？）

　一度敗北した相手を手玉に取り、片腕の機能を奪うという大戦果を上げたにも関わらず、アリスの顔には余よ裕ゆうがない。何故なぜなら圧倒的な力の前には、いかなる策を張り巡めぐらせたところで、それだけでは勝てないからだ。

　事実……片かた腕うでの機構を破壊され、自分で足場を粉ふん砕さいし、川に落ちたはずの悠ゆう里りは、

「……油断していたわけではありません。機械であるわたくしに、油断という概がい念ねんは存在いたしません。ですが──見事で御座いますお嬢じよう様さま。まるで先日とは別人のよう……。そういうことであれば……改めまして、貴女あなたを危険性Ａランクの外がい敵てきと認識いたします」

　胸元までを急流に晒さらしていながら、平然と川底に立っている。

　火花を放つ壊こわれた腕を、だらりと脇わきに垂らし──それでいてなお絶対の自信を感じさせる、悠ゆう然ぜんとした姿だった。

　彼女は目を瞑つむり、緩ゆるやかな動作で、腕で顔を隠かくすという加速準備の構えを取る。

「ふん……それは、どうも」

　せせら嗤わらうアリスの態度は強がりだ。策は、実のところもう弾たま切れ。ここから後は本当の意味で、まともにやり合わなくてはならない。この……いましも真の性能を発揮しようとしている、怪物モンスターと。

「一番制御装置解除フアーストリミツター・リリース。スフィア出力を九十八パーセントへ上昇──」

　ゴッ──！

　悠里の共振反応エコーが劇的に増大し、アリスの胸に引き絞しぼられるような圧力がかかる。

「く……」

　さらに敵は続けて、こちらの背が凍こおるような言葉を並べ始めた。

「二番セカンド・・三番制御装置解除サードリミツター・リリース。加速装置アクセラレイター──」

　超加速の前兆たるエネルギーフィールドが、かつてない激しさで悠里の全身から迸ほとばしる。

「──連続起動フルドライブ‼」

　かっと双そう眸ぼうを開くと同時に音声入力コマンドが完了、敵てきの姿が激しい水みず飛沫しぶきを残し搔かき消える。

（来る……！）

　感覚器官をこれまで以上に研とぎ澄ませて警戒していたアリスだったが、彼女が辛かろうじて視界に捉とらえられたのは、一条の光が周囲の空間を鋭角な軌き道どうで縦じゆう横おう無む尽じんに錯さく綜そうしつつ迫ってくるという悪夢のような光景だった。それらはすべて、百分の一秒にも満たない刹せつ那なの出来事。

「は……ぐぅっ‼」

　右脇わき腹ばらを抉えぐる迅じん疾しつの拳こぶし。かつて一いち撃げきの下に倒された──岩盤を砕くだく剛ごう拳けん。それを細い身体からだに直ちよく撃げきされて、しかしアリスは倒れない。ビシビシと罅ひび割われていく肋ろつ骨こつの音を聞きながら、歯を嚙かみしめて耐える。

（効きませんね……この程度……っ！）

　笑みさえ浮かべ強がるアリスは、加速が止まった瞬間を狙ねらい撃つべく、果か敢かんにも右拳を振るった。

　だが、

（いない……！）

　敵てきの挙きよ動どうの先を読み、最速で放ったはずの一いち撃げきが空くうを切る。

（連続起動……‼）

　悠ゆう里りの加速は止まらない。超高速の光こう条じようが、跳ちよう弾だんを繰り返してアリスの周囲を飛び回り翻ほん弄ろうする──いや、これは意図されたものではない。自身さえもスピードを制せい御ぎよ仕切れず、持てあましているのだ。

「⁉　きゃあっ！」

　すれ違いざま腹ふく部ぶに再び不ふ可か視しの打撃を喰らい、アリスは宙に弾はじき飛ばされた。

　ミシッ……骨が砕くだける不快な音が体内で響く。だが怯ひるまない。

　もう負けないと、決めたから。他ほかの誰に言われたからでもない、自分自身が、決めたこと。

「まだまだ……まだです。私を……誰だと思っているんですか……」

　アリスはひらりと宙で回転し、また別の岩場へと着地した。

（追撃が来る──）

　身構えたアリスだったが、猛もうスピードで迫った敵てきはその速度ゆえに狙ねらいが定まらず、脇わきを掠かすめて通り過ぎていった。

　振り返ると、勢い余った光条がそのまま林の方へ突き進み、木々を薙なぎ倒していくところだった。

　アリスは目を凝こらし、巨大ビーム砲を撃ち込んだようにくりぬかれた林を見る。

　破壊痕こんの最奥部で、迸ほとばしる光を纏まとった怪物モンスターがこちらを顧かえりみた。

　高速機動の結果、とうに眼鏡めがねはフレームの残ざん骸がいを残し壊こわれ、衣服──特に下半身はボロボロに破れていた。露あらわになった両脚は大きく罅ひび割れ、溜たまった熱を排出するため、全身から勢いよく蒸気が噴ふん出しゆつしている。

　彼女の顔に微笑はない、機械人形に相応ふさわしい無表情があるだけだ。

「脚部パーツ破損。加速装置アクセラレイター、駆く動どう限界まで残り三十秒。攻撃軌き道どうの誤差を修正──」

「来なさいッ！」

　痛む身体からだを無視し、アリスは血を吐はいて叫んだ。策などない、勝機などない。だが……




《これからも……ずっと一緒にいようね、アリス》




「こんなところで、貴女あなたごときに……負けるわけにはいかないんですよ……」

　それでもアリスは不ふ敵てきに嗤わらう。きっと敵にではなく、そうせざるを得ない自分自身に、ほんの少しの自じ嘲ちようと、無限大の誇りを込めて。

　勝ち目のない状況……そんなものはこの戦いに限ったものではない。つい先日、フェレスと対たい峙じしたときもそうだったし──これまで生きてきた十五年で幾度もあった。

　そう、こんなことは日常茶さ飯はん事じに過ぎない。戦いなどという非日常の中でなく、日常に生きる日々の中で、些さ細さいな事情の違いこそあれど誰にだって起こり得ることだ。今このとき、理り不ふ尽じんな試練に苦しんで、絶望的な状況に立たされているのは、何も自分ばかりではない。

　勝てない──もう、どうしようもない──無理に決まっている──

　そう思わない人間などいないのだから。

（だけど……）

　立ち塞ふさがる壁は、様々な形をもって顕あらわれる。ときには才能の有無であり、ときには強力なライバルであり、ときには災さい厄やくのように人じん智ちの及ばぬ力によって人を翻ほん弄ろうし責め苛さいなむ。

（……私は）

　さて、それでは。そんなどうしようもない状況で。圧倒的不利なこの状況で。

　理想の令れい嬢じようとしては──どう振る舞うべきだろうか？

　答えはこうだ。

「さぁ、全力でかかって来なさい機械人形！　私はそれを乗り越えて、貴女あなたを叩たたき潰つぶします！」

　アリスは高らかに言い放つ。傲ごう然ぜんと、不ふ遜そんに、誇り高く。

　彼女は決して、生せい来らいの才気に恵まれているわけではない。

　理想の自分と現実の自分。その落差に、いつも愕がく然ぜんとしてしまう──数日前のように。

　今までだって、自分の力が及ばぬせいで、何度挫ざ折せつと屈くつ辱じよくを味わったか分からない。

　そんなとき──苦境の中で、いつも自分はどうしてきたのか。

（そう、私は……！）

　ひたすらに努力して、手段を選ばず策を巡めぐらせて、それでもなお足りないものは、この胸から無む尽じん蔵ぞうに湧わき上がる誇りと、後は気合と根性で埋うめてきた。

　それが九く条じよう院いんアリスの、自分らしい、普段どおりのやり方だ。

　何の変へん哲てつもない、ありふれた……きっと誰もがやっている、皆と同じやり方だ。

「ありがたく思いなさい、この私が、直じき々じきにスクラップにしてあげますから」

　それでも、届かないものはあるだろう。

　万ばん策さく尽きて、倒れ伏して、足あ搔がいて足搔いて、それでも駄だ目めなら仕方ない。

　その時は──

「ふん」

　最後の最後まで悪意を振りまいて、呪のろいの言葉を吐はき出して、嘲ちよう笑しようしながら死んでやろう。

　うん、それがいい。とても──主人公らしい。

　覚かく悟ごはすでに決まっている。後は拳こぶしを握りしめ、敵を迎え撃つのみだ。

「──修正完了。思考演算を一時凍結フリーズ、余剰を義体制御ボデイ・コントロールへ。目標捕捉、対象『十三番目サーテイーンス』を破壊いたします」

　悠ゆう里りの甘ったるい声は、台詞せりふの途と中ちゆうで機械的な音声に取って変わった。

「誇り高いお嬢じよう様さま。貴女あなたは誰よりも、高貴でいらっしゃるのですね」

　抑よく揚ようのない電子音声。だがこの言葉は、今まで以上に人間らしい感情を含んでいた気がする。

「当然です。貴女こそ太い両脚をそんなにしてまで、中々頑がん張ばるじゃないですか。眼中にないと蔑さげすんだことを取り消しましょう」

　アリスは胸を張って言ってやる。

　悠ゆう里りは顔の前に片腕うでを持っていき、無感情な電子音声で、誇らしげに呟つぶやいた。

「──職務で御座いますから」

　地面が爆はぜる轟ごう音おんとともに、再び悠里の姿が搔かき消える。

　光の尾を曳ひく超速度の突進──過剰な速度を制せい御ぎよしきれずジグザグに蛇だ行こうしながらも、今度は正確にアリスを狙ねらう。

（くっ……さっぱり見えません……！）

　対する少女に打つ手はない。どうしようもない。だからここは、気合と根性で耐える。

　悠里の脚が限界を迎えるのが早いか、アリスが殴なぐり殺されるのが早いか──勝負。

「来なさいッ！」

　顔の前で両腕を交差して、アリスは三み度たび叫んだ。

　苛か烈れつな檄げきを受けて光条ゆうりがさらに加速、十字を組んだ防ぼう御ぎよへと真っ正面から激突する。

「ぐうぅぅっ……！」

　重い一いち撃げきを受け止めて唸うなるアリスの眼前、跳とび蹴げりの体勢になった悠里が一瞬だけ見えて、またすぐに搔き消える。

「くッ！」

　背後からの衝しよう撃げきを受け、前のめりに倒れ込む。だがそれは許されない。今度は顎あごを蹴り上げられて宙に浮かされる。

「ッ⁉　ぁッ！　っ……！」

　加速状態を維持したままの、怒ど濤とうの連続攻撃。

　必殺の威い力りよくを些いささかも減ずることなく繰り出される拳こぶしや肘ひじ、そして蹴りが、次々にアリスの全身に突き刺さり弾はじき飛ばす。少女の瘦そう軀くは空中に磔はりつけにされたまま、加えられ続ける打撃によって少しずつ天に向けて上昇していく。

　空中乱舞。いや、これは舞ぶ踏とうなどには喩たとえられまい。意思なき殺さつ戮りく機械による一方的な処しよ刑けい。

　常じよう軌きを逸いつした速度で稼か働どうする義体ボデイ、その制御に思考の大半を割さいているであろう悠里は、今完全に単一の機能だけを黙々と実行する無ぶ骨こつな杭打ち機パイルバンカー・ユニツトと化していた。

「…………」

　数秒の間に十メートルほど高みに打ち上げられたアリスは、数え切れないほどの打撃を加えられ、ぐったりと動かない。

　超加速が解とけ、悠里が少女の頭上に出現する。

「致命傷リーサルダメージを超過オーバー。──お休みなさいませ、お嬢じよう様さま」

　悼いたむように呟つぶやいて、彼女は標的の延えん髄ずいを狙ねらい後方宙返りからの蹴撃オーバーヘツドキツクを炸さく裂れつさせた。

　完全なる止めクリテイカルヒツト。断頭刃ギロチンのような蹴けりで頸けい骨こつを砕くだかれたアリスは、水みず飛沫しぶきを上げて急流へと激突、さらに川底を斜めに貫通して、瀑ばく布ふを削けずり取りながら滝たき壺つぼに落ちていった。
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「脚部パーツ中破、加速装置アクセラレイターを完全凍結フリーズ、義体制御ボデイ・コントロールを通常モードへ──」

　半はん壊かいした川へと着地した悠ゆう里りは直立し、全身から蒸気を噴ふん出しゆつし排熱作業を行う。

『終わったか』

　義体ボデイの内部に備わった通信機構から、直接主あるじの音声が伝わってくる。

「はい、ご主人様イエス・マスター」

　悠里は誰もいない虚こ空くうに向けて、満面の笑顔でお辞じ儀ぎをして見せた。

「標的に予想耐久限界を五八九パーセント超過する損傷を与えました。自己修復機能セルフヒーリングによる再生はもはや望めません──御用命を果たしましたご主人様ミツシヨン・コンプリート。お褒ほめの言葉を賜たまわりたく存じます」

　悠里は、期待の面おも持もちで弾はずんだ声を出す。

　しかし主から帰ってきた御言葉は、

『糞くそたわけ』

　というにべもないものだった。

『なにが、御用命を果たしましたご主人様ミツシヨン・コンプリートじゃバカモンが。貴き様さまの任務内容を、もう一度復唱してみい』

「『十三番目サーテイーンス』を撃げき滅めつし、ＬＴスフィア及び、可能ならば素体を回収し持ち帰ることで御座います。……あ」

　ぽかんと口を開けた悠里は、「うふっ」と可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

『ほう、それで、回収するべき素体はどうした？』

「えっと、そのう」

　滝壺に落ちちゃいましたと、ごまかし笑いを浮かべたまま悠里は言った。

『そうかそうか、よく分かった貴様のポンコツ具合がな。やはり脳のう髄ずいにボルトを締めんといかんかったかのう。──さっさと回収してこいデブ』

「しかしご主人様。この深さでは到底──」

　十三番目サーテイーンスが叩たたき付けられた際に衝しよう撃げきで岩盤が削られ、瀑布は大きく形を変えている。

　悠里は滝壺を覗のぞき込んで、困難を極めるだろう捜そう索さく作業に溜ため息いきを吐ついた。
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　滝たき壺つぼに叩たたき込まれたアリスは、暗い水みな底そこへ──死の淵ふちへと沈んでいく。

　目はきつく閉ざされている。

　岩盤を砕くだく拳こぶしを、肘ひじを、蹴けりを、数え切れないほど受けた。

　ごぼり。口から胃液と一緒に最後の酸素が逃げていく。痛い、とても痛い。全身の骨は粉々で、蛸たこみたいにぐにゃぐにゃだ。致命傷どころではない。本来なら即死していて当然の損傷。まだ生きているのが奇き蹟せき。

「あ……ごぼッ……！　ぅぅぅぅっ……‼」

　全身を包む冷たい水の感かん触しよくが、心に黒々と恐怖を塗り込んでくる。口から入ってくる水が気管に詰まって、例えようもなく苦しい。粉ふん砕さい死しと溺でき死しの二重苦だ、地じ獄ごくの責め苦に等しいだろう。こんなことなら、痛覚を麻ま痺ひさせたまま、すぐにでも死んでしまいたいほどだ。

　だってこの状況から、いったいアリスに何ができるというのか。

　反撃？　無理に決まっている。

　骨という骨を砕かれた身体からだは死体同然で、痛むばかりで動きやしない。

　幾ら必死になっても、無ぶ様ざまに足あ搔がいても、できないことはある。届かないものはある。

「ぐ……ぅ……ぅぅぅ……‼　ぅぅぅぅぅううぅううう……‼」

　それでもアリスは苦痛に喘あえぎ、汚きたならしく身を捩よじり、最後まで諦あきらめない。だってまだまだ足搔き足りない。悪意と呪のろいを振りまいて、嘲ちよう笑しようしながら死んでやるにはずいぶん早い。

　今の自分は、みっともなく生にしがみつく愚ぐ者しやかもしれない。

　だが──アリスは思う。

　これが理想の令嬢が取るべき振る舞いだ。

　主人公が備えるべき生き様ざまだ。

　都合のいい奇蹟を期待しているわけではない。他者の助けを期待しているわけではない。

　ただ、そうせざるを得ないだけ。それが自分らしいやり方だから。

（約束、したんです………だから）

　こんなところで死ぬわけにはいかなかった。断じてだ。

　ズタボロの身体はとうに限界で、ぴくりとも動いてくれない。

（何もできない。……どうすれば……）

　心の中に答えはあった。水の中で、まずやるべきこと。

　できないことはないはずだ。だって、二人一緒に、あれほど練習したのだから。

　暗い水底に沈みゆく、半ば骸むくろと化していた少女の目が、

　──かっと見開かれた。

　瞬間、心臓が焼き尽くされそうな感覚が迸はしり、アリスの意識が切り替わった。
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「！」

　滝たき壺つぼを臨む岩場に立つ悠ゆう里りは、胸を引き裂さく圧倒的な共振を感じた。

「『十三番目のサーテイーンススフィア』出力上昇。二五八パーセント」

　あれほどの打だ撃げきで蹂じゆう躙りんし、挙げ句頸けい骨こつをへし折ってやったはずなのに。

　だというのに標的は、まだ死んでいない。

　悠里の遥はるか真下。滝壺に収束する黄金きんの光。

　オメガブラスト。極きよく大だいの光こう条じようが、悠里を直ちよく撃げきする軌き道どうで瀑ばく布ふを逆流させて昇ってくる。

「三百、四百、五百──六二五パーセント……‼」

　何もかもを蒸発させながら迫る黄金の波は濤とうを眼前に、悠里は後方に逃れようとした。

　だが中破した脚部が悲鳴を上げて、回かい避ひ運動を阻そ害がいする。

　避けきれない。

　悠里は初めて絶叫し、光の波は濤とうが半身を灼やきながら掠かすめ過ぎていく光景を見届けた。

「右う腕わん完全消滅……！　右半身の一部が溶よう解かい……損傷率十五パーセント」

　悠里は右半身に甚じん大だいな被害を負い、岩場に片かた膝ひざを着いた。損そん壊かいした部位からは、バチバチとショートする機械部品が覗のぞいている。

「申し訳御座いませんご主人様──標的は、健在に御座います」

　極大の光条が天空へと過ぎ去って……舞い上げられた瀑布が驟しゆう雨うとなって落ちてくる。

　快晴の下で降り注ぐ水が、周囲に大きな虹にじの橋を架かけた。

「ああ……」

　悠里は、うっとりと正面の岩場を見み遣やる。

　虹色に煌きらめく雨。幻想的な光景の中に、止とどめを刺したはずの『十三番目サーテイーンス』が天空から舞い降りてくる。滝壺から一息に跳ちよう躍やくしてきたのだ。

「……そんな」

　細い腕うでも、長くしなやかな脚も、華きや奢しやな腰こしも、そして花の茎のように脆もろそうな首も、粉々に打ち砕くだいたはずだった。もう二度と立ち上がることはできない──そのはずだった。

（なのに）

　その光景を呆ぼう然ぜんと見詰めていた悠里は、機械としてあるまじきことに……胸の内に生じた言葉を最後まで紡つむぐことができなかった。

「貴女あなたという御お方かたは、どうして……」

　ありえないことだ。本来ならば彼女は全身の骨を砕かれて、暗い水みな底そこで醜みにくい軀むくろになっていなければならないはずなのに……いくらなんでも、傷一つないなんて。

「これほどの再生速度は、自己修復機能セルフヒーリングでは説明がつきません……まさか『復元リバイバル』したとでもいうのですか……？」

『これが「十三番目サーテイーンス」の特殊機能か……！』

　頼りない声で呟つぶやく悠ゆう里りの耳に、昂こう揚ようした主あるじの声が聞こえてくる。

『狼狽うろたえるなユーリ。「十三番目のサーテイーンススフィア」が「十二番目のトウエルフススフィア」と酷こく似じした性質を持っておることは、とうに分かっておったことじゃ』

「しかし、『十二番目トウエルフス』にもこのような機能は──」

『だから似ておるだけで、同じものではないのじゃろうよ。他ほかのスフィアを凌りよう駕がする潜せん在ざい能力を秘めた──完全に未知数のスフィア。ふふん、あるいは「十二番目トウエルフス」の対極であるのやもしれん』

「『十二番目トウエルフス』……『統合型』の、対極──」

　悠里は改めて、我が身の理解を超えた敵てきを見る。

　黄金きんの燐りん光こうを纏まとった黒薔薇ゴシツクの少女は、片かた膝ひざを着いて蹲うずくまる悠里を尊大に睥へい睨げいしていた。

　黒い銃じゆう身しんを両手で掲げ持ち、神を射抜かんとするかのように、銃じゆう口こうを天空に向けている。

　ゆっくりと時間をかけて、オメガブラストが充じゆう塡てんされていく。

　光の群れが、銃口に吸い込まれるように収しゆう束そくする。

「悠里……と、いいましたね、貴女あなた」

　彼女は初めて、悠里の名前を呼んだ。

「はい……なんで御座いましょうか、お嬢じよう様さま」

「覚かく悟ごしなさい。宣言どおり、これから貴女を叩たたき潰つぶしてあげますから」

「然様で御座いますか」

　淡々と会話が紡つむがれる。その内容さえ抜きにすれば、まるで令れい嬢じようと侍じ女じよのようなやり取り。

「うふふ」

　なんだか可笑おかしくて、悠里はつい笑いを零こぼしてしまった。

　どうしてかは分からない。機械である自分には──分からないけれど。

「申し訳御座いません。わたくしは残念ながら、お嬢様のご要望には沿いかねます。──まだ、ご主人様の御用命を果たしておりませんので」

　悠里はおもむろに立ち上がり、主へと問いかけた。

「ご主人様、聞いていらっしゃいますか？」

『ユーリ──ああ、聞いておるよ』

　アレクの声は冷静だ。慌あわてもせず、諦あきらめもせず、きちんと聞いていてくれる。

「『十三番目サーテイーンス』は、フルチャージのオメガブラストにて、わたくしを跡形もなく吹き飛ばすつもりのようです。そして脚部パーツが中破しているわたくしには、これを完全に回かい避ひする術すべは御座いません。さらに言えば、『復元機能リバイバル』を備えていると思われる標的に、通常の方法で致命傷リーサルダメージを与えることは難しいかと存じます」

　甘ったるく間延びしたいつもどおりの口調で、悠ゆう里りは絶望的な状況を申し述べた。

　そして主あるじに指示を仰あおぐ、絶対の信頼を込めた一言。

「如何いかがいたしましょうか」

『加速装置アクセラレイターを再起動──右腕で殴りつけろ。敵てきが再生能力を持っているのならば、圧倒的な一いち撃げきをもって即死させてしまえばよい』

　返答は迅じん速そくだった。

　主の命めいに対し、悠里が答えるべき言葉はたった一つ。

「かしこまりました、ご主人様イエス・マスター」

　鉄くろがねの侍じ女じよは身体からだを斜に構え、消滅した右みぎ腕うでを前に突き出すような体勢になる。

「最終制御装置解除フアイナルリミツター・リリース、疑似心臓活性化エミユレーターフルブースト、十番目のテンススフィアの出力を百二十パーセントへ──『十番目の災厄テンス・カラミテイ』を部分召しよう喚かんいたします」

　全制御装置リミツターが解除され半暴走状態に陥ったＬＴスフィアが、限界以上の出力を発揮する。

　限界を超えた反動で、機械仕掛けの義体ボデイが軋きしみを上げて崩ほう壊かいしていくが、構うことはない。

「問題御座いませんノープロブレム。次の一撃でお仕し舞まいです」

　悠里の眼前で黄金きんの粒子を喰い尽くした魔獣ジヤバウオツクの口腔マズルがこちらを向く。

「ええ。お仕舞いですよ、悠里」

　フルチャージ・オメガブラスト。

　カノンのトリガーに指をかけ、九きゆう尾びの少女が邪じや悪あくに嗤わらう。

「さぁ──跡形もなく消え失うせなさいッ！」

　魔ま獣じゆうが断だん末まつ魔まを上げるがごとき轟ごう音おんとともに、超極きよく大だいの光こう条じようが発射された。

　視界のすべてを埋うめ尽くすほどの巨大な光。耳を劈つんざく破滅の咆ほう吼こう。

　けれど悠里は怯ひるまない。この鋼はがねの胸に──主の用命がある限り。

「いいえお嬢じよう様さま、恐れながら悪足あ搔がきをさせていただきます。わたくしの『切り札』を、どうぞご覧くださいませ」

　人造人間アンドロイドである悠里には、ＬＴスフィアをあくまで模も擬ぎ的に動作させることしかできず、それ故に専用武装である『災厄カラミテイ』を顕けん現げんさせることができない。だが、あくまで不完全な状態、数秒という僅わずかな時間に限定してのみならば──その定義は覆る。

「顕現せよマテリアライズ──」

　そして、悠里は喚よんだ。本来機械の身には扱えぬ、己おのが武装の名を。




「ドレッドノート‼」




　喚よび声に応こたえ顕あらわれたそれは、しかし『武器』ではなかった。

　消滅した右う腕わんパーツに成り代わるように、全体の一部分のみが不完全な状態で顕けん現げんしたそれを、ごく端的に、直接的な表現を用いて言うのならば──鋼鉄の巨腕である。

　十番目の災厄テンス・カラミテイ、機動装そう甲こう『ドレッドノート』の一部を構成する、鋼はがねの拳こぶし。

　無む駄だな装飾は一切なく、極めて重く、雄お々おしく、ただひたすらに無ぶ骨こつかつ堅けん硬こう。

　用途は一つ。堅く握りしめた鉄てつ拳けんによる、単純無比、かつ圧倒的な物理的破壊。

　眼前の敵てきを撃げき滅めつ粉ふん砕さいするためのみに存在する武器ならぬ武器。

　悠ゆう里りは鉄拳を握り締め、中破した脚を踏みしめ、下半身を砕くだきながら地を蹴けった。

「加速装置アクセラレイター、起動ドライブ！」

　淡紅色ピンクのエネルギーフィールドが迸ほとばしり、悠ゆう里りの身体からだを覆おおい尽くす。

「──突とつ貫かんいたします‼」

　迸る光を纏まとって飛ひ翔しようする。

　もとより回かい避ひは不可能。最後の超加速は、前へ──敵に向かって直進するために。

　光の波濤オメガブラストが目前に迫る。光こう条じようと化して突き進む超加速の中で、悠里は自身本来の腕うでとは似ても似つかぬ異い形ぎようの腕を、関節の可動限界まで振りかぶり──

「ハァァァァッ──‼」

　怪かい物ぶつのような機械音声の雄お叫たけびを上げて、身体ごと波は濤とうへと叩たたき込んだ。
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　鋼の拳ドレツドノートと極大の光条オメガブラストが激突し、悠ゆう里りの視界が漂ひよう白はくされる。

（くう、うっ……）

　義体ボデイが崩壊し、溶よう解かいしていく感覚がある。何も見えず、聞こえず、灼しやく熱ねつの痛覚のみが迸ほとばしる。

　それでも悠里は直進する。標的を撃げき滅めつし、主あるじの用命を果たすために。

　ぎしり、拳こぶしをさらに強く握り締める。義体ボデイに残されたエネルギーをかき集めて右う腕わんへ収しゆう束そく。

「撃うち貫かせていただきます……この拳で！」

　果たして──すべてを込めて突き出された右腕は、一気に光の波は濤とうを貫いた。

　鉄くろがねの侍じ女じよは、己おのが拳一つをもって、フルチャージ・オメガブラストを突破したのである。

　だが……敵を撃げき滅めつするはずの拳に、手て応ごたえが来ない。

　空振り。

「な……⁉」

　光を突き抜けた先、カノンの発射体勢を取っているはずの『十三番目サーテイーンス』の姿がない。

　目の前で主なき黒銃ジヤバウオツクが金色の粒子に解け消えていく光景を、驚きよう愕がくの表情で見詰める悠里。

　最後の超加速が解けて、滞空する悠里の姿が、右腕を突き出した体勢で出現する。

　ドレッドノートが、淡紅色ピンクの粒子に解ほどけ消滅していく。

（まさか、ぎりぎりで武器をわざと手離し、拳を回かい避ひしたというのですか……⁉）

　オメガブラストを悠里に貫かれる直前、咄とつ嗟さの判断でそんなことができるとは思えない。

　予あらかじめそうしようと決めていたとしか考えられなかった。恐らく『十三番目サーテイーンス』は、悠里の『切り札』を見たとき、武装ドレツドノートの性質を看かん破ぱした上で、瞬時にこの策さく略りやくを展開したのだ。

「なんということでしょう……！」

　双そう方ほうの死力を振り絞しぼった激突さえも、彼女にとっては先への布ふ石せきにすぎなかった。

「ジャバウォック、バレル『Ω』」

「くっ……！」

　少女の囁ささやきは下から聞こえてきた。滞空する悠里の懐ふところに潜もぐり込んでいた『十三番目サーテイーンス』は、一度消した黒銃ジヤバウオツクを再召しよう喚かんするや、百八十キロの重量を持つ義体ボデイを思い切り空中へと蹴けり上げる。

「っ……どこまでも容よう赦しやがないのですねお嬢じよう様さま。まるで悪魔のような御お方かた……」

　上空に打ち上げられた悠里は、眼下を見て絶望する。最悪の光景がそこにあった。

「言ったでしょう機械人形。貴女あなたを叩たたき潰つぶしてスクラップにしてやると。ふん、叩き潰すというには語ご弊へいがあるかもしれませんが──」

　黒衣の少女は岩場を踏みしめて立ち、天空に銃じゆう口こうを向けている。

　すでに変形バレルチエンジは済んでおり、追加砲ほう口こうに星ほし屑くずのような光が収束していく。

「──さようなら。ばらばらに吹き飛んでしまいなさい」

　別れを告げた少女は速やかにトリガーを引き絞しぼり、三発目のオメガブラストを発射した。




　　　　　　†




　天を衝つく光の柱が消え失うせて、周囲に静せい寂じやくが戻っていく。

「はぁっ……はぁっ……」

　荒い息を吐はきながら、アリスは岩場に大の字になって仰ぎよう臥がする。

「勝ちました……ね」

　目を瞑つむって深呼吸すると、少しだけ楽になった。いまだ激しい鼓こ動どうを刻む胸を押さえる。

（でも……分かりません。どういうこと……ですか）

　窮地に追い込まれたアリスが発はつ揮きしたありえない性能に、思考する余よ裕ゆうを得た彼女は、自分自身で驚きよう愕がくしていた。

　撃うてるはずのない、複数発のオメガブラスト。前回のときは一度──それも最速充塡クイツクチヤージで撃っただけでオーバーロードを起こしてしまったというのに。

　なのに今、アリスには若じやつ干かんの余裕さえあった。

　全身に力が充じゆう溢いつし、性能が上昇している感覚がある。

（……私、いったい……あんなに打ちのめされたのに……怪け我がが治っている、なんて）

　フェレスと戦ったときも、そういうことがあった。だが、今回の再生は、前回よりもさらに高速で、しかも──

　滝たき壺つぼに落とされ……無我夢中で目を見開いたところで、記き憶おくが断絶している。

　気が付いたらオメガブラストを発射して、滝の上の川辺に立っていた。

　まるで──別の誰かが、アリスの身体からだを勝手に操作して反はん撃げきしたみたいに。

　格闘技の達人はときに意識を失ったまま戦い続けるというが──この現象はそんなものとは次元が違うような気がする。もっとおぞましい、忌いむべきもののような……悪お寒かんがある。

（それで助かったとはいえ──なんだか、気持ち悪いですね）

　瞑めい目もくするアリスが複雑な表情を作ったとき、林の方角で、ズシン！　という重低音が響いた。

「！」

　かなりの重量がある『何か』が、墜つい落らくしてきたような音。

　眼めを開いたアリスは、すぐさま立ち上がり、

「う、噓うそ……⁉」

　凝ぎよう然ぜんと見み据すえる。何故なぜならばそこには、

「──損傷率、五十四パーセント」

　右上半身が跡形もなく消滅し、残る部位も軒のき並み焼け焦こげ……あるいは溶よう解かいし、無む惨ざんにも剝むき出しになった機械部品をバチバチとショートさせていながら……それでも。

「問題御座いませんノープロブレム。機能停止まで三百十五秒──戦闘行動を、続行いたします」

　主あるじの命めいを果たすべく、果か敢かんに拳こぶしを構える敵てきの姿があった。

　その姿に、とある少女の面影が重なって、そして消えていく。

「まったく貴女たちは……揃そろいも揃ってバカばっかりですね。もう勝ち目なんてないと──分かっているでしょうに。思考能力がないんですか？」

　アリスは、あえて嘲あざけるように言った。

「御言葉ですがお嬢じよう様さま、それはお互い様かと。バカと言う御お方かたこそが、真のバカなので御座いますよ。それに──先ほども申し上げましたでしょう」

　悠ゆう里りはアリスに向かって、鉄くろがねの地じ肌はだを半分晒さらした顔で、とびっきりの笑みを見せた。

「──職務で御座いますから」

「は……それはそれは」

　もう、言うべきことは何もなかった。強い共感シンパシイを覚えながらも、アリスがやるべきことは何一つ変わらない。再びカノンを構え、充じゆう塡てんを開始する。いまさらながらこの場所は、本当に打って付けだったと思う。発射角度にさえ気を払えば、光の奔ほん流りゆうが町を灼やくことはない。

「今度こそ、完かん膚ぷ無きまでに粉々にしてあげましょう」

　彼ひ我がの距離はおよそ七メートル。岩場の上に立つアリスは、川辺で起きあがろうと藻も搔がいている悠里を、真まっ直すぐに捕捉している。慈悲なく、躊ちゆう躇ちよなく、トリガーに指をかけたとき。

「その辺にしておけ──」

　戦場に若い男性の声が響き渡った。低く、それでいてよく透とおる、役者のような声。

　声の主ぬしは、先ほど悠里が薙なぎ倒した木々の辺りに佇ちよ立りつしていた。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、広い額ひたいを持つ美青年だ。老人めいた濃茶のスーツ姿。

　杖つえをつき、右目に単眼鏡モノクルを嵌はめている。

「ご、ご主人様、どうして……」

　悠里が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　その呼び方から察するに、この奇き妙みような出いで立ちの青年が彼女の主──アレク博士なのだろう。

「ふん、問題御座いませんノープロブレムじゃと──くだらん負け惜しみをほざきおって。問題ありまくりじゃろうがバカタレ」

　軽やかに跳ちよう躍やくしたアレクは、悠里をアリスから庇かばうような位置に立ち、杖で足下を軽く突く。

　ドールほどではないが、人間らしからぬ機敏な動きではあった。

　アレクは全身に自ら施せ術じゆつを施し半機械化しているのだと、ラミアから聞いている。

『縫ほう合ごう義ぎ体たい』の二ふたつ名なは、自ら造り上げた機械人形の性質のみならず、彼自身の有り様ようをも意味するものだ。

「貴方あなたは……」

「いよう」

　にやりと若々しい顔にはそぐわない老ろう獪かいな表情を浮かべ、彼は気さくな態度で名乗った。

「わしはアレク・フランケンシュタイン。初めましてじゃな、子こ狐ぎつねのお嬢じようちゃん」

「…………」

　アリスは、砲ほう口こうを二人に向けたまま、黙して睨にらみ付ける。

　こちらがトリガーを引けば、一秒後には消滅していてもおかしくない状況なのに、アレクにはまるで怯おびえた様子がない。余よ裕ゆうの笑みさえ浮かべ、泰たい然ぜんと構えている。

「ふふん、つれないのう。ま……よい。取り込み中のところ悪いが、割り込ませてもらおうか」

　一息を吐ついて、アレクは言った。

「一つ問おう──『三番目サード』を破壊したのは、貴き様さまか？」

「……三番目サード？　分かりませんね。……何のことですか？」

　銃じゆうを構えたまま韜とう晦かいするアリスだったが、アレクはそれを看かん破ぱしたようだ。

「ふふん。そうか、やはり貴様か。なるほどのう──先ほどの性能を見れば、さほどおかしな話でもない。『十二番目トウエルフス』と似て非なる『十三番目サーテイーンス』──なんとまあ厄やつ介かいな、面白い事態になったもんじゃ。はん……加か賀が見みの奴やつめ、よもやこれも知っておったのか……？」

「またわけの分からないことを。その──『十二番目トウエルフス』って、いったい何なんですか」

　今までにも何度か耳にした──恐らくはキリングドールのことであろう単語。

　まるでアリスと対ついを成すように語られる単語に引き摺ずられてしまい、彼女はトリガーを引くことができず、やむを得ず敵てきに問う。

「ほう、興味があるのか？」

　アレクはそう言って焦じらしながら、激流の中にひょいと杖つえを投げ捨てる。両手が自由になったアレクはこちらに無防備な背中を晒さらし、半はん壊かいした悠ゆう里りを両りよう腕うでで抱だき上げた。

「ひゃ……」

　主あるじの胸に抱だかれた機械人形は、半分だけ残った少女の顔を、ぽっ……と赤らめる。

「よっこらしょ。とと、ったく糞くそ重いのう貴様は──義ぎ肢しがじんじんしてくるわ」

「わたくしを、助けにいらした……の、ですか？　感激ですご主人様……悠里胸きゅん」

　悠里はうっとりと目を潤うるませた。

　その様子を見たアレクは心底嫌いやそうな顔で返答。

「気持ち悪いことを抜かすなデブ！　勘かん違ちがいするなよポンコツ──ぶっ壊こわれた貴様を、誰が修理すると思っとるんじゃ、このオメガたわけ！」

「ううっ……⁉　たった今、わたくしの乙女おとめちっくドリームが砕くだけ散りました。──せっかく王子様役をジジイで妥だ協きようしたのに。酷ひどすぎる扱いで御座います……」

　がらりと雰囲気を緩ゆるめた悠里は、まるで祖そ父ふに甘える娘むすめのようにも見えた。

　気を取り直した様子のアレクが、改めて口を開く。

「わしらの負けじゃ、潔いさぎよく退ひくぞユーリ」

「はい、ご主人様」

　一いつ髪ぱつ千せん鈞きんを引く状況なのに、二人は異様なほど自然に振る舞っている。

「待ちなさい！　逃げられると思っているんですか……⁉」

　アリスはジャバウォックを構え直し、強い声で言い放つ。

「ああ。無論、思っとるよ。お嬢じようちゃん、足下を見てみるがいい」

　当然のように即答したアレクは、先ほど投げ捨てた杖つえ──川の流れに乗って、たった今アリスが足場にしている大岩に到達したそれを、目線で示した。

「？」

　アリスが目を向けた瞬間、なんの変へん哲てつもないその杖が突如爆ばく発はつして、眩まばゆい閃せん光こうが迸ほとばしった。

「っ⁉　これは──」

　胸が引き裂さけそうな共振反応エコー。そう、これは先日ラミアが使用したものと同じ──

「太陽拳けんで御座います。如何いかがでしょうかお嬢様、ハゲの逃げ足を舐なめてはいけません」

「黙ってろガラクタ。帰ったら粗そ大だいゴミに出してやるからな」

　そんなやり取りを聞きながら、視界を光で覆おおわれたアリスは、左胸を鷲わし摑づかみにして蹲うずくまった。

（くっ、そんな……逃げられる……！）

　とんだ失態だった。敵てきの話になど耳を貸さず、トリガーを引いていれば……

　唇くちびるを嚙かんだアリスに、慰なぐさめるような、諭さとすような声がかかる。

「ふふん、時間稼かせぎに引っかかったな、子こ狐ぎつねのお嬢ちゃん。つい先ほどまで戦っていた相手ならばともかく、突如現われたわしを問答無用で撃うてぬ貴き様さまは、いかにえげつない戦術を取ろうとも──まだまだ人間の範はん疇ちゆうということじゃ。だが甘い。それではこの先、到底生き延びることは叶かなうまい」

「は……っ、お笑いですね。……そのガラクタを、この私がぎたぎたにしてあげたのを……見ていなかったんですか？」

　途と切ぎれ途切れになりながらも、アリスは不ふ遜そんな言葉を吐はき出した。

「フン、威い勢せいのいい娘むすめじゃのう。いったい誰に似たのやら。……去る前に忠告しておこう。『十二番目トウエルフス』というのはな、組織から反逆した異い端たんのキリングドールよ。スフィアを複数装着することにより、その性能を強化していく『統合型』……ヤツは新たなスフィアを求め、この付近に来ておるらしい。貴様も無論狙ねらわれる、頭の隅すみにでも留とめておくといい。敵であるわしが言うのも、おかしな話ではあるがな」

　一拍を置いて、彼は続ける。

「ではな。また会おう、お嬢ちゃん。次こそは、その扁へん平ぺい胸むねからお宝を引き摺ずり出してくれようぞ。それまで他ほかの連中にやられんようにしてくれよ──」

「他の、連中──」

　胸が苦しくて、アリスは言葉を復唱することさえままならない。

「おう、そうよ。例たとえわしらが何も言わんでも、そしていかに巧こう妙みように身を隠かくそうと──お嬢じようちゃん、いずれ貴き様さまは『組織』に捕捉される。それは決して遠い日ではあるまい。この付近におるのはわしらや『十二番目トウエルフス』ばかりではないぞ、せいぜい覚かく悟ごしておくことよ──」

　そんな捨て台詞ぜりふを残し──敵てきは撤てつ退たいした。閃せん光こうが止やんで、視界がつまびらかになったとき、彼らの姿はすでに消え失うせた後。

「っ……痛……」

　アリスはろくに動かない身体からだから力を抜き、自ら仰あお向むけに倒れた。

（逃がしちゃいました──か）

　それは、またあいつらがアリスを狙ねらってくるということだ。せっかく取り戻した平へい穏おんだったのに──こんなにも短いときしか保もたなかった。

「ふ……ん」

　今回は悠ゆう里りに勝利したことによって、何とか、辛かろうじて、日常は保たれた形になった。

　フェレスやハインツとは違い──あのアレクという老人は、いたずらにアリスの日常を侵食するようなことはしない気がする。

　ラミアの言葉だけでなく、直じかに接してみて、それを感じた。

「──まったく、変な人たちでしたね……」

　あれだけ苛か烈れつにやり合っておいて、殺し合いを演じておいて、そんな感想しか出てこない。

　おかしな話ではあるが、実際そうなのだから仕方がない。

　来るなら来い……とまでは、さすがに思わないけれど。

（懲こりずに来たら、今度こそ……粉々にしてやりましょう）

　幽かすかに笑み、アリスは虹にじの橋が架かかる真昼の空を仰あおぎ見た。

「暑……でも、綺き麗れい……ですね……」

　アレクの言ったとおり、幾ら巧妙に身を隠していても──いずれ組織はアリスを捕捉するだろう。危あやうく保たれている日常は、砂上の楼ろう閣かくのように脆もろく、この虹のように儚はかない。

　それは自覚しなければならないことだと、心に刻む。

「さて、そろそろ……身体も動くみたいですし」

　だけど、今このときは──

「帰りましょう」

　確かにそこにある、虹のように煌きらめく、大切な場所へと。

「……私にはまだやるべきことが──ありますから」
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　　　エピローグ







　数日後、真夏の太陽光線が降り注ぐ二十五メートルプールでは、三年一組から五名二組のチームを選抜し『決闘』が行われようとしていた。

「では、いいですねリリスさん。さっき言ったとおり、この勝負に勝った方が──」

「負けた方の言うことをなんでも聞く、でしたわね。ええ、よろしいですわよ、アリスさん」

　そう──まさしく、決闘であろう。他ほかの八名の選手、そして対決を見守るクラスメイトたちは、二人の対決を演出するための舞台装置、そして観客にすぎない。

　アンカーであるアリスとリリスは、プールサイドの片かた隅すみで並び立っている。

「でも、こちらこそ聞きたいですわ。貴女あなた、ついこの間まではまるで泳げなかったじゃありませんの。たかが数日猛練習したくらいで、わたくしに勝てると思っていらっしゃるの？　言っておきますけれど、手加減はしてあげられませんわよ」

　今日のリリスは、皆と同じスクール水着姿。女性らしい起伏に富んだ身体からだのラインが、とてもよく際きわ立だっていて、中学生らしからぬ強い色気がある。

「どうぞご遠えん慮りよなく、全力を出してください。後で言い訳を述べられても困りますから。大体練習だなんて……そんな汗くさい努力なんか、この私がするとでも思っているんですか？」

　とんだ言いがかりです──アリスは、大おお仰ぎように肩かたをすくめて答えた。

「まあ……では、そういうことにしてあげましょうか」

　くすくすと口元を綻ほころばせるリリス。

「ふん」

　その眩まぶしい天使のような微笑が、やはり気に入らない。

　どうにも苛いら々いらしてしまう。

（いけません……平常心、平常心です）

　アリスは無意識に、左手首の新しい抑制機に片手を添えて深呼吸。

「ところで貴女あなた──三日も欠席していたようですけど、何か病気でも？」

「いいえ、雷に打たれて少し伏せっておりましたの。心配させてしまったかしら？」

　リリスはふざけ半分の口調で答えた。教えるつもりがないらしい。

「面白くもない冗じよう談だんですね。ただ、心配はしていましたよ。今日まで休まれてしまっては、貴女をぶちのめす機会が一つ減ってしまいますから」

「まぁ、そうですの。でも休んだりしませんわ。電話で連絡をいただいて、わたくし今日を楽しみにしていたのですもの」

「あら、どうしてですか？」

「だって」

　くすり、笑みとは裏うら腹はらの強い視線が、アリスの双そう眸ぼうに突き刺さる。

「誇り高い貴女を負かしてあげられたなら──きっと、とっても楽しいですわ。貴女だって、そうじゃありませんの？」

　アリスは負けぬ強さで睨にらみ付け、口くち端はを吊つり上げて嗤わらった。

「そうですね──そのとおりです。貴女を負かして土ど下げ座ざでもさせてやったら、さぞ痛快でしょう。ふふっ、今から楽しみです」

「まあ、大きな口を利いて。自分が負けたときのことも、少しは考えた方がいいのではなくて？　私が勝ったら貴女に何をしてもらおうかしら」

「はん、もしも私が負けたら、裸はだか踊おどりでもなんでもやってあげますよ。女に二言はありません。ま……ありえない話ですけれど」

　二人が火花を散らしている様子をハラハラと見ていた三み月つきが、心配そうに話しかけてくる。

「あ、アリスいいの？　そんな約束しちゃって……」

「──三月くん。まさか貴方あなた、私が負けると思っているんですか？」

　この数日練習に付き合ってくれた三月は、アリスの上達のほどを一番よく知っているはずなのに。なんでこうも弱気なのか。不満そうに目を眇すがめて、少年を睨にらみつける。

「ふん、三み月つきくんは自分の心配だけしていればいいんです。貴方あなたの相手は怜れい奈なさんでしょう。……この勝負はリレーなんですから、私だけが頑がん張ばっても勝てないんですからね」

「うっ……」

　つんつん頰ほおを突いてやると、三月はプレッシャーを感じてしまったらしく、胸に手を当て、冷や汗をかき始めた。とんだチキンハートである。

「か、勝つのは無理かもしれないけど……なるべく差を付けられないようにするよ」

「また貴方は、そうやって情けないことを言うんですから……しかも数少ない得意分野で」

「あっはは……ごめんね」

　げんなりするアリスの前で、三月は常のように曖あい昧まいな笑みでごまかそうとする。

「じゃあ僕、先に並んでる。頑張ってね、アリス」

「はい。貴方こそ、頑張ってくださいね──」

　踵きびすを返した三月に、アリスは笑顔で手を振ってあげる。

「あの……三月さま」

　歩き出そうとした三月に、今度はリリスが声をかけた。

「わたくしのことは、応援してくださいませんの？」

　胸を隠かくすように両手を組んで、赤い瞳ひとみを潤うるませて少年を見詰める。

　しかし足を止めて振り返った三月は、こう言った。

「……ごめんね。今日は、対戦相手だから……応援してあげられないよ」

「まぁ……そうですの……残念ですわ」

「でも、お互い頑張ろうね」

　ぴっと片手を挙げて、今度こそ三月は、準備位置に向かってトコトコと歩いていった。

　この一幕をニヤニヤしながら傍ぼう観かんしていたアリスは、どうだとばかりに口を開く。

「あらあらリリスさん、振られてしまったようですね。そんなポーズで三月くんをドキドキさせることなんて、貴女あなたには無理。つまりおっぱいさえ強調しなければ、所しよ詮せん貴女はそんなもんです」

「……あら、アリスさんったら、どうもわたくしがいない間に上手うまくやったようですわね──。せっかく後一押しというところまでいったのに、元の木もく阿あ弥みになってしまいましたわ。でも、それもいつまでもつかしら……わたくし、諦あきらめませんわよ？」

「ふん、貴女も諦めの悪い人ですね。いいですか、大事なことですからよく聞きなさい。三月くんは私のです。今までも、これからも、ずっとそうなんです。だから──貴女が手を出す隙すきなんて、もう二度とないんですよ。──分かりました？」

　腕うでを組んで流し目を送り、はっきりと言ってやった。

　なのにリリスは余よ裕ゆうの態度。

「──まあ、その自信はどこからくるのかしら」

「貴女あなた、以前言いましたね、婚約者なんて、所しよ詮せん親同士が決めたものでしかないと。ええ、確かにそのとおりです。だけど──」

「今は違う？」

「そういうことです。ち、誓ちかったんですよ……私たち。キ……キスだって、してもらったんですから……」

　恥ずかしそうに、俯うつむきがちに呟つぶやく。

　リリスは、勘かん違ちがいをしたらしく、片手で唇くちびるに触ふれる。

「急展開ですわね、それは。婚約者だからって……唇同士で接せつ吻ぷんは、少々早いのではなくて？」

「ばっ、馬鹿じゃないですか貴女‼　唇⁉　そんなわけないでしょうっ！　なんて破は廉れん恥ちなっ！　とんだ変態ですね貴女……！」

　アリスは大いに狼狽うろたえた。

　恋愛関係の諸もろ々もろは、理想の令れい嬢じようの殻からを打ち破って錯さく乱らんさせてしまうのだ。

「唇じゃなくて。こ、ここですよ」

　紅潮した頰ほおにそっと触れる。三み月つきの唇の感かん触しよくが蘇よみがえってきて、知らず口元が緩ゆるむ。

　リリスは、微笑ほほえましいものを見るような顔で嘆たん息そくした。

「なんだ……キスって頰にでしたの？　驚かせないでくださいな……本当に貴女って、純粋というか、奥手ですのね」

「あ、貴女、何がおかしいんですかっ」

「いえ──ごめんなさい。でもアリスさん……貴女、何か変わりましたわね」

　リリスはふと真剣な表情になった。

「──そう見えますか？」

「ええ。まるで、数日前とは別人のようですわ」

　その答えに、アリスはにやりと不ふ敵てきな笑みを返してやる。

「なら、貴女の眼めは確かですね。数日前の私と今の私では、別の人間ですから」

「哲学的な台詞せりふですわね。でも、分かりますわ。貴女を変えたのは──いいえ、貴女に本来の誇りを取り戻させたのは、あの方ですのね」

　リリスはプールサイドで並ぶ三月を見て、言った。

「ふん……」

　そんなことは言われなくとも分かっていた。母の激げき励れいで自分の過あやまちに気付くことができたけれど、それだけでは完全ではなかった。いつもどおりの元気がどうしても出なかった。三月が一緒にいないと、駄だ目めだったのだ。今回ばかりは、アリスも認めざるを得なかった。自分の活力の源が、あの情けない婚約者なのだと。

（鈍くて、優しいくらいしか取り柄がなくて……そんな人なのに）

　どうして？　と、思う。

「きっと理由なんて、ないのですわ。いいえ、あったとしても、それは言葉にできるようなものではない。それは、そういうものなのですもの」

　まるでアリスの心を読んだように、リリスは言った。

「……知ったようなことを言うんですね」

「ええ……知っていましてよ。優しいくらいしか取り柄がなくて、いつものほほんと笑っていて……だけど、いなくなると、心にぽっかりと穴が開いてしまう──」

　よく知っていましてよ、と、リリスはもう一度繰り返した。

「それって……誰のことですか？」

　リリスは答えず、くす、と笑みを零こぼした。こちらに顔を近づけてくる。

「な……なんですかっ」

「わたくしにも──ご加護を分けてくださらない？」

　驚いたアリスの頰ほおに、リリスはそっと唇くちびるをつけた。三み月つきにしてもらったのと、同じ場所だ。

「ひっ！」

　真まっ赤かになり、頰ほおを押さえ、アリスはかちこちに固まった。

「ぁ……っ、あああ……貴女あなたって人は……！」

　あれから何度も何度も頭の中で確かめた三月の唇の感かん触しよくが、リリスの感触で上書きされてしまった。もう──思い出せない。

「あら、これって、間接キスですわね」

　リリスは唇に指を当てて、ぱちんとウインクする。

「あああああああ‼　絶対許しません……‼」

　ぶち切れたアリスの頭からは、数秒前の質問などすっかり消え失うせていた。




　リレーは佳か境きように差し掛かりつつあった。

「三月くんっ！」

　準備位置に駆かけ寄りながら、アリスは頼みの味方に檄げきを飛ばした。

　アンカーまでの残り泳者はともにあと一人、三月と怜れい奈なだ。

　三月は綺き麗れいなフォームのクロールで、軽快に泳いでいる。

　かなりの速度だが……彼の背後から、凄すさまじい追い上げを見せる巨影があった。

「ほら、怜奈さん！　頑がん張ばってくださいな」

　リリスの応援を受けた怜奈は、滅め茶ちや苦く茶ちやなフォームながらも、持ち前の身体能力を発揮して魚ぎよ雷らいのごとき快泳を見せる。無む駄だに派手な水みず飛沫しぶきを上げて、ずんずん三月との差を詰めていく。

（くっ、なんですかあの速さ……！　本当に生なま身みの人間なんですかあの人……）

「三月くん！　抜かれたらお仕置きですからねっ！」

　プールサイドで盛り上がる歓声。アリスの叱しつ責せき混じりの応援を受け、いまにも怜れい奈なに抜かれかけた三み月つきがラストスパートをかけて加速。もうゴールまでは幾許いくばくもない。

　そこで隣となりでスタンバイしていたリリスが声をかけてくる。

「アリスさん、せっかくですから、今ここで決着を付けてしまいましょう」

「何を言っているんですか」

　先ほどふざけた真似まねをしてくれたライバルを、厳しい目で睨にらんだ。

「わたくしが貴女あなたに勝ったら、三月さまをいただきますわ」

「────」

　絶句して硬直するアリス。様々な思惑おもわくが脳裏を駆かけ巡る。

　断れない状況。もしも負けたらどうしようという気持ち。きっとこんな口約束は無効になるだろうという楽観。リリスへの劣等感。絶対に勝たなければならないという圧力。九く条じよう院いんアリスの矜きよう恃じ。自分らしい選択は──

　そこでふと、左手のバンドに右手を添えて、思う。

　抑制機これを外せば、絶対に勝てる。ＬＴスフィアの封印を解き放ち、身体強化機能が起動すれば──久しぶりに無ぶ様ざまで巨大な劣等感を与えてくれたこの女に、圧倒的大差を付けて勝利することができる。それはとても魅み力りよく的で、抗あらがいがたい誘ゆう惑わくだった。

　だが……

（──くだらない。そんなのは、私らしくありません）

　アリスはあっさりと抑制機に触ふれていた手を離し、赤い瞳ひとみを真まっ直すぐに見た。

　そして、何故なぜか眼めを眇すがめてこちらを見ていたリリスに向かって言ってやる。

「──いいでしょう。その代わり私が勝ったら、三月くんのことは諦あきらめなさい」

　胸を張って勝負を受けた。ここでの小こ細ざい工くは必要ない。全力を持って打ち倒すのみ。

　リリスは眇めていた瞳を柔やわらかい弓にして、くすりと笑んだ。

「ええ。誇り高い貴女に、全力を持ってお応こたえしますわ」

　前を向くと、怜奈と三月が同時にゴールに手を着くところだった。

「上出来です……三月くん！　後は、私が……！」

　アリスは勢いよくプールへと飛び込んだ。

（くっ……）

　視界が歪ゆがむ、水への恐怖が心を蝕むしばむ。しかし、

「ぷはっ、アリス……頑がん張ばれっ！」

（言われずとも……！）

　少年の声に背中を押され、怯おびえる心が、奮ふるい立つ闘争心で塗ぬり潰つぶされた。

　手脚が理想的な美しい軌き道どうで水を搔かき、効率的に推進力へと変換する。

（私は──！　負けません……！）

　無我夢中で泳いだ。あれほど敵てき対たい心しんを燃やしていたリリスのことも、今は一切考えない。

　ただ、自分自身にだけは負けないように。敵が誰だろうと関係ない、今できることを、全力でやればそれでいい。この数日、三み月つきと二人で練習した成果を、全部出し切れるように──それだけが頭の中を占めていた。「頑がん張ばれ」という男の子の声が、何度も聞こえたような気がした。

　そして──




「ぷは……っ」

　泳ぎ切った。壁に手を着いて、水面から顔を出したアリスは、すぐさま隣となりのレーンを見た。

　するとまったく同時、鏡写しのようにこちらを向いたリリスと目が合う。

「「……！」」

　二人はバッと勢いよくプールサイドを振り仰あおぐ。

　と──そこには、中ちゆう腰ごしの体勢で陽光を背負う、三月の顔があった。

　勝負はどうなったのか。口には出さず問いかけると、三月は口ごもってしまった。

（噓うそ……まさか……）

　アリスの背筋に、ぞっと悪お寒かんが走る。あんなに頑張ったのに、やはり勝てなかったのだろうか、と。

「ん……うん、えっとね」

　二本の視線に貫かれた彼は、しばし言葉を彷徨さまよわせて、後方の牧まき村むら先生を振り返った。

　地味顔をにこやかに緩ゆるめた先生は、こちらに歩み寄り、こほんと一つ咳せき払ばらいをしてから、

「同着ですよ」

　明めい瞭りような声で宣言した。

「「同──着？」」

　実力伯はく仲ちゆうの勝負を繰り広げた少女たちの声が重なる。

「うんっ、完全に同時だったよ。みんなも──見たよねっ？」

　三月がクラスメイトたちに同意を求める。

「ああ、大したもんだ。凄すげぇ勝負だった」

「わたしの方が速かったがな」

　皆は揃そろって首しゆ肯こうし、そして大きな歓声と拍手が巻き起こった。

　それはアリスの、そしてリリスの健闘を讃たたえるものだ。

「凄すごいよアリス！　練習のときよりずっと速い……！」

　昂こう揚ようした様子で、三月はアリスを褒ほめ称えた。

「ふぅ……ふふ、当然でしょう。私を、誰だと思っているんですか？」

　同着。負けはしなかったけれど、勝てもしなかった。リリスとの決着をここでつけることができなくて、それを残念に思いながらも……自然に顔が綻ほころんでいた。

（まぁ今回は、これでよしとしておきましょうか……）

　勝負を終え、アンカーの二人はプールサイドに上がる。興奮冷めやらぬクラスメイトたちの輪に巻き込まれ、全身に感じるのは快い疲労。悪くない感覚だ。

　隣となりを見れば、アリスと同じように笑っているライバルの姿。

「アリスさん、貴女あなた──なかなかやりますわね。まさかわたくしが勝てないなんて、思ってもいませんでしたわ」

「……ふん、何を言ってるんですか」

　アリスは顔を赤くしてそっぽを向いた。何故なぜって、あれほど劣等感を抱いだいていたライバルに褒ほめられて、とても嬉うれしいと思ってしまったから。湧わき上がる気持ちを認めたくなかったのだ。

　だから、こっそりと口元を綻ばせた。

「あら、どうかなさいましたの？」

　リリスはくいっと腰こしを曲げて、こちらの顔を覗のぞき込んでくる。

「な、なんでもありませんっ。それよりも……」

　咄とつ嗟さに、ごまかそうと話題を探したアリスだったが、気になっていたことが零こぼれるように口を衝ついて出てきた。

「リリスさん。貴女あなた、また転校するそうじゃないですか」

　ざわっと喧けん噪そうが広がった。リリスの人気を考えれば無理もないことだ。

　そんな──噓うそぉ、まだ来たばかりじゃない──短期海外留学スクールステイには行けるんでしょう──などなど、方々から惜せき別べつの声が上がる。少しだけ悪いことをした気になったが、この状況ならば煙けむに巻かれることなく、真実を聞けるだろうとも思う。

「本当なんですか？」

　皆を代表し、アリスが問う。

「みなさん……ありがとうございます。でも、安心してくださいな」

　ざわめきの中、リリスは返答する。皆の望む、否定の言葉で。

「……またすぐに転校してしまうはずだったのですけれど……実は、そうもいかなくなってしまいましたの」

「それはどういうことだ？」

　問うたのは怜れい奈なだ。探たん偵ていのように鋭い、噓を見逃さないという眼まな差ざし。

　リリスは少し考えて、答える。

「仕事がまるで片付いていなくて。本当なら、先週で終わっているはずでしたのに」

「仕事？　──ああ、両親のということか」

　答えが来る前に怜奈は納得して、もう一つ問うた。

「では、転校は延期……ということだな？」

「ええ、この分なら、夏の旅行……ご一緒できそうですわ」

　わぁっと歓声が広がった。

　アリスは微笑した。

（そう──今はまだ、いなくなられては困ります）

　目の前に這はい蹲つくばらせて、頭を踏みつけにしてやると決めたんだから。

「リリスさん、今回は決着がつきませんでしたが……これで終わったわけではありませんよ」

　声をかけると、リリスは顔を引き締めてこちらを見た。

「ええ……貴女あなたとわたくし、決着をつけないといけませんわね──」

　その言葉は何故なぜか、酷ひどく重いものとして心に響く。彼女と初めて会ったときのように、胸に奇き妙みような疼とう痛つうが生まれ……どくん、と心臓が一度だけ強く跳はねた。

「──近いうちに」

　吸い込まれそうな光を湛たたえた真しん紅くの瞳ひとみに、アリスの顔が映っている。

　青玉サフアイアと紅玉ルビー。見つめ合う二対の瞳は、色違いの宝石のよう。

　対極の二人。

「ああ……そうだ。私、貴女にまだ言っていないことがありました」

　不ふ遜そんな嘲ちよう笑しよう。アリスは一番自分らしい表情で、右手をライバルに向かって差し出した。

「まあ……なんですの？」

　天使の微笑。リリスは一番彼女らしい表情で、差し出された手をしっかりと握りしめる。

　瞬間、金と銀の火花が散って、しかしお互い握り潰つぶさんばかりに固く繫つながれた手は解ほどけない。

　少女たちはまるで親友のようで、姉妹のようで、仇きゆう敵てきのようで、恋人のようだった。

「では、リリス」

「はい、アリス」

　絡からまり合う想いを乗せて、声を重ねる。




　これから、よろしくお願いします──。











to be continued...
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　あとがき




　こんにちは、伏ふし見みつかさです。無事、第二巻をお届けすることができました。

　本書はラブコメ＆アクション小説です。前作に比べ、ぐっとラブコメパートを増量してお送りしました。一巻のあとがきでも書きましたが、ラブコメは私にとって未開の地であります。

　まだまだ未熟者ではありますが、「学園ラブコメでイケる」と、目をかけてくださった編集さん方の言葉を信じて、精一杯書かせていただきました。現在も引き続き猛もう特訓中です。さらに面白いものを書けるよう頑がん張ばります。

　さて、アクションパートですが、今回の敵てきはメイドロボです。

　ドジっ娘こであり、泣き虫であり、眼鏡めがねっ娘であり、そして特技はロケットパンチで御座います。如何いかがでしょうか。こういうノリが、なんと言われようと大好きですええ。

　本書の表紙を飾るのも彼女になるそうです。ラフ絵を拝はい見けんさせていただきましたところ、もうバッチリとしか言いようがありませんでした。このぽっちゃり加減とか、素す晴ばらしく絶ぜつ妙みようですよね！　表紙イラストを世界で一番楽しみにしているのは、間違いなく私です。

　いやあ、まさか電撃文庫で戦闘メイドを書ける日がくるなんてっ。夢が一つ叶かないましたよ。電撃でデビューして本当によかった！

　キャラ設定を見た編集さんは、「デブはちょっと……」「ゴスロリじゃないじゃん」「メイド乱舞ってなんだよ、叫ぶの？」などなど、今ひとつ芳かんばしくない反応でしたが、第二稿の打ち合わせからは、ノリノリでアイデアを出してくれるようになりました。デブとぽっちゃりはまったく違うんです！　という私の主張も分かっていただけたようで、なにより。

　そんな第二巻の打ち合わせは、いい意味で揉もめました。私自身、一巻のときよりもかなり遠えん慮りよなく意見を出しましたし、編集さんも私の得え手て不得手から何からもう分かってくれているので、非常にやりやすかったです。そんなわけで、ずいぶんと私らしい作品ができたと思います。

　なお、とあるキャラについて大幅にカットしたシーンがあるのですが、次巻以降で必ず補完させていただきます。

　本書の出版にあたってご尽力くださいました、すべての方々に御礼を申し上げます。

　担当編集の三み木きさん、小こ原ばらさん、イラストレーターのシコルスキーさんには、特にお世話になりました。今後ともよろしくお願いいたします。

　シリーズ生き残りをかけた三巻は、コメディ全開の短編集になる予定です。もちろんアリスも登場しますが、サブキャラたちが主人公になったり、ヒロインになったりと大だい活かつ躍やくします。

　背水の陣じんを敷いたつもりで全力を尽くしますので、どうかご期待ください。





二〇〇六年九月　伏見つかさ









伏ふし見みつかさ

この本を書いているとき、毎日ピザばかり食べていたら一ヶ月で四キロ太りました。やめられない止まらない悪魔の食物です。減量に二ヶ月近くかかりました。引き続きラブコメ修行中。早く若葉マークを外せるよう、経験値を溜める毎日です。
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シコルスキー

昭和57年生まれ。夕方寝て深夜に目覚める珍しい（？）タイプのダメ人間。母校の単位未履修問題の行方をハラハラしながらウォッチしております。二巻が出る頃には決着ついているかな？　頑張れ受験生！









電撃文庫





十じゅう三さん番ばん目めのアリス②











伏ふし見みつかさ








二〇十三年六月二十七日　配信
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